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例
｜
｜
｜
一
目

1 ．本書は、国土交通省北海道開発局札'|滉開発建設部が行う道央圏連絡道路建設工事に伴い、財団法

人北海道埋蔵文化財センターが平成19．20年度に委託を受けて実施した、千歳市祝梅川小野遺跡と

梅川1遺跡の埋蔵文化財発掘調査のうち、第Ⅱ黒色土居（当報告書呼称ではV層あるいは包含層）

についての報告書である。第1黒色土層については次年度以降に報告を予定している。

2． 報告内容は、祝梅川小野遺跡の平成19年度調査範囲（7,630㎡）および平成20年度調査範囲

(10,267㎡)、梅川1遺跡の平成20年度調査範囲(893㎡)、計18,790㎡の遺構と遣物である。

3．調査は第1調査部第3調査課が担当した。

4．本書は、鈴木信、菊池慈人、影浦覚、芝田直人、阿部明義、山中文雄、酒井秀治が執筆し、

文末に執筆者を示した。編集は芝田が担当した。

5．遺物の整理は、土器を芝田、石器等を酒井が担当した。

6．現地調査での写真撮影、室内での写真撮影・整理は菊池が担当した。

7．放射性炭素年代測定については、 （株)加速器分析研究所に依頼した。

8．胎士分析については、 （株)第四紀地質研究所に依頼した。

9．調査にあたっては、下記の諸機関および諸氏に御協力、御指導をいただいた。

国土交通省北海道開発局札幌開発建設部用地課、同部千歳道路事務所、千歳市教育委員会、

千歳市埋蔵文化財センター

赤石慎三、秋山洋司、天方博章、石井淳、石橋孝夫、稲垣和幸、乾哲也、上野秀一、上屋真一、

大谷敏三、大林千春、大沼忠春、長田佳宏、小野哲也、小野寺聡、葛西智義、柏木大延、川内谷修、

工藤肇、工藤義衛、小針大志、榊田朋広、佐藤一志、仙庭伸久、高倉純、高橋理、田中亮、

田村俊之、豊田宏良、中岡利泰、長町章弘、奈良智法、野月寿彦、野村崇、羽賀憲二、平野祐、

藤井誠二、松田淳子、松谷純一、森秀之、森岡健治、守屋豊人 （五十音111R･敬称略）



記号等の説明

1 ．遺構の表記には以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付けた。先頭のローマ数字「v」

は、第Ⅱ黒色土居(VE)から検出されたことを表す。

VH:住居跡HF :住居にともなう焼土HP :住居にともなう土坑・柱穴

VP :土坑VSP :小土坑、VF :焼土VS :集石VFC :剥片集中

2．遺構図等には真北を示す方位印を付した。図の天方向は、N-77｡ 50' -Wである。遺構平面図の

「十」は調査区または小調査区ラインの交点で、傍らの名称記号は右下の調査区を表す。また、小

黒丸とその下の数字およびセクションレベルは標高（単位m)である。

3．遺構図の記号は、以下のことを表す。また、付された数字は掲載番号を示し、正字体は土器、斜

字体は石器等を表す。

●：土器 ▲：剥片石器 ■：礫石器 △：剥片 □：礫・礫片 ★：土・石製品

4．掲載した遺構・遺物の図は基本的に以下の縮尺に統一した。ただし、遺構位置図、地形図、遺物

出土状況図などは任意の縮尺であるため、各図にはスケールを付けてある。

遺 構 1 : 40 復元土器 1 : 3 土器拓本 1 : 3 剥片石器 1 : 2

磨製石器 1 ： 2 礫石器 1 ： 3 土製品 1 ： 2 石製品 1 ： 2／1 ： 3

5．遺構の規模は、 「長軸の上端×下端／短軸の上端×下端／確認面からの最大深」 （単位m)で示し

ている。

6．土居の表記は、基本土居についてはローマ数字(I、 Ⅱ、Ⅲ・ ・ ・ ）、遺構内の居序については

アラビア数字（1， 2， 3 ． ． ．）を使用した。

7．土居の色調は「新版標準土色帖29版』 （小山・竹原2007)に準じた。

8．火山灰は『北海道の火山灰』 （北海道火山命名委員会1982)に準じ、以下の略号を用いた。

樽前山火山灰cE:Ta-c 恵庭岳火山灰alg: En-a

9．遺物図右下の太ゴチックアラビア数字は掲載番号であり、 これに後続する小文字アルファベット

(a、 b、 c ・ ・ ･)は同一個体を示す。

10.復元土器の「＄」は上面観を模式的に表したもので、十字の垂直線は下端が前面側上端が裏面

側を、十字の水平線は左端が左面側一右端が右面側を示す。 「＄」の直下の図は「＄」に太線で示

した弧の範囲の文様・器面調整を図化表現している。太線は転写範囲を表し、 「＄」の外面に太線

がある場合は外面の情報、 「＄」の内側に太線がある場合は内面の情報を表現している。

l1.復元土器の断面図上方に「▼」「▽」が付されている場合、正面図に「▼」「▽」が付されている

部位の断面を表す。

12.石器・土製品・石製品の大きさは、最大長・最大幅・最大厚（単位cm)で示した。破損している

ものについては現存最大値を（ ）、不明なものは「 」で示した。

13．石器の実測図中でたたき痕は「V－V｣、すり痕は「トー剤」で範囲を示した。また、被熱部

分をドットのスクリーントーンで示した。

14．文中において「北埋調報」としているものは、財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書の

略である。
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Ⅱ 調査の方法

図Ⅱ－1 発掘区の設定
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図IV-2 19遺構の土器(19)

図Ⅳ－2-20遺構の土器(20)

図Ⅳ 2－21 遺構の土器(21)

図Ⅳ－2 22遺構の土器(22）

図Ⅳ 2－23遺構の土製品（ 1 ）

図Ⅳ 2－24遺構の土製品（2）

図Ⅳ 2－25遺構の土製品（3）

図Ⅳ－2－26遺構の石器（1）

図Ⅳ－2－27遺構の石器（2）

図Ⅳ 2－28遺構の石器（3）

図Ⅳ 2－29遺構の石器（4）

図Ⅳ－2－30遺構の石器（5）

図Ⅳ 2－31遺構の石器（6）

図Ⅳ－2－32遺構の石器（7）

図Ⅳ－2 33遺構の石器（8）

図Ⅳ－2－34遺構の石器（9）

図Ⅳ－2 35遺構の石器(10)

図Ⅳ－2－36遺構の石器(11)

図Ⅳ－2 37遺構の石器(12）

図Ⅳ－2－38遺構の石器(13）

図Ⅳ－3 1 包含層の士器（ 1）

図Ⅳ－3 2 包含層の土器（2）

図Ⅳ－3－3 包含層の土器（3）

図Ⅳ 3－4 包含層の土器（4）

図Ⅳ－3－5 包含層の土器（5）

図Ⅳ－3－6 包含層の土器（6）

図Ⅳ 3－7 包含層の土器（7）

図Ⅳ－3－8 包含層の土器（8）

図Ⅳ－3－9 包含層の土器（9）

図Ⅳ 3-10包含層の土器(10)

図Ⅳ－3-11包含層の土器(11)

図Ⅳ－3－12包含層の土器(12）

図Ⅳ－3－13包含層の土器(13）

図Ⅳ－3－14包含層の土器(14)

図Ⅳ－2-14遺構の土器(14)
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図Ⅳ－3-51土器の分布(5)５
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図Ⅳ－3－52土器の分布（6） …

図Ⅳ－3－53包含層の石器(1)

図Ⅳ－3－54包含層の石器（2）

図Ⅳ－3－55包含層の石器（3）

図Ⅳ－3－56包含層の石器（4）

図Ⅳ－3－57包含層の石器（5）

図Ⅳ－3－58包含層の石器（6）

図Ⅳ－3－59包含層の石器（7）

図Ⅳ 3－60包含層の石器（8）

図Ⅳ－3－61 包含層の石器（9）

図Ⅳ－3－62包含層の石器(10)

図Ⅳ－3－63包含層の石製品（1）
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I 緒言

I 緒
二
一
目

1 調査要項

事業名一般国道337号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査（平成21

道央圏連絡道路新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査（平成2

道央圏連絡道路千歳市泉郷道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査（平成2

事業委託者国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

事業受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

遣跡名祝梅川小野遺跡（北海道教育委員会登載番号:A 03 48)

梅川1遺跡（北海道教育委員会登載番号:A-03-56)

所在地北海道千歳市祝梅485-2ほか：祝梅川小野道跡

北海道千歳市祝梅498-3 ：梅川1遺跡

調査期間平成19年5月7日～平成19年3月31B (発掘期間5月7日～10月31B)

平成20年5月7日～平成20年3月31B (発掘期間5月7日～10月31B)

平成21年4月1日～平成24年3月30日：整理期間

調査面積 17,897㎡：祝梅川小野遺跡

893㎡：梅川1遺跡

平成19年度調査体制第1調査部部長越田賢一郎

第1調部第2調査課課長遠藤香澄（発掘担当者）

第1調部第2調査課主査菊池慈人（発掘担当者）

第1調部第2調査課主任芝田直人

第1調部第2調査課主任酒井秀治

第1調部第2調査課嘱託山田和史（発掘担当者）

第1調部第4調査課主任阿部明義

平成20年度調査体制第1調査部部長越田賢一郎

第1調部第3調査課課長鈴木信（発掘担当者）

第1調部第3調査課主査菊池慈人（発掘担当者）

第1調部第3調査課主任影浦覚

第1調部第3調査課主任芝田直人

第1調部第3調査課主任山中文雄

第1調部第3調査課主任酒井秀治

(平成21年度まで）

（平成22年度整理作業）

（平成23年度整理作業）

2 調査にいたる経緯

札幌開発建設部が計画.実施している「道央圏連絡道路(一般国道337号）札幌開発建設部が計画･実施している「道央圏連絡道路(一般国道337号） ；千歳市～小樽市を連結す

る延長約80kmの地域高規格道路」事業は、平成元(1989)年に事業化され、そのうち「新千歳空港関連」

事業が本調査の原因となる。平成2年12月に札幌開発建設部は、千歳市教育委員会を経由して、北海

道教育委員会あてに国道337号根志越道路整備工事に伴う千歳市柏台～中央までの路線内における事

前協議書を提出した。平成3年6月に北海道教育委員会は路線内の遺跡所在確認調査を行い、同年7

1



月に周知8か所・未登載4か所(対象面積299,000㎡)について範囲確認調査の必要を札幌開発建設部

に回答した。

その後、平成7（1995)年5月に事業名変更等のため再び事前協議害の提出があった。事業名は「一

般国道337号新千歳空港関連工事｣、事業面積828,000㎡となる。 この包蔵地については現状保存が望

ましいが、やむをえない場合は記録保存を目的とした発掘調査が必要である旨、北海道教育委員会よ

り札幌開発建設部に伝えられた。札'|滉開発建設部は工事計画の変更は困難と判断した。

以上の経緯から、平成19年2月に北海道教育委員会は財団法人北海道埋蔵文化財センターに祝梅川

小野遺跡の発掘調査(12,310㎡)を指示し、 3月に財団法人北海道埋蔵文化財センターは調査を受諾し、

調査計画を立案した。同年4月に札幌開発建設部と委託契約を交わした上で、 5月～10月まで発掘調

査し、工事計画の変更により7,630㎡(4,680㎡減)を終了した。平成20年2月に北海道教育委員会は財

団法人北海道埋蔵文化財センターに祝梅川小野遺跡の発掘調査(6,630㎡)を指示し、 3月に財団法人

北海道埋蔵文化財センターは調査を受諾し、調査計画を立案した。同年4月に札幌開発建設部と委託

契約を交わした上で、 5月～10月まで発掘調査した。遺跡範囲の拡大変更により10,267㎡(3,637㎡増）

を完了した。両年合わせて最終調査面積は17,897㎡となった。

梅川1遺跡については、平成20年2月に北海道教育委員会が財団法人北海道埋蔵文化財センターに

発掘調査(780㎡)を指示し、 3月に財団法人北海道埋蔵文化財センターは調査を受諾し、調査計画を

立案した。同年4月に札l幌開発建設部と委託契約を交わした上で、 5月～10月まで発掘調査した。遺

跡範囲の拡大変更により893㎡(113㎡増)を完了した。

3 調査の経過

（1 ） 発掘経過

平成19年度 5月9日；開所式、 5月11～17B;VE25%調査、 5月14H;Ⅲ層25%調査、 5月18

日以降；Ⅲ．V層遺構調査（住居・土坑・焼土を検出)、 10月24H ;Ⅲ層遺構調査終了、 10月26日；

V層遺構調査終了、 10月29日～11月1日 ；撤収作業・越年準備

平成20年度 5月9日； 開所式、 5月13日以降；Ⅲ層遺構調査（住居・土坑を検出)、 5月15～30

日；調査区南半の鋼矢板打設、 6月2～12日；調査区南半の排水準備工・表土剥ぎ、 6月9日；調査

区南半のⅢ．V層25％調査、 6月21日 ：調査区北半の鋼矢板打設、 6月23日以降；調査区南半のⅢ．

V層遺構調査、 7月11～30B;排水準備工・表土剥ぎ、 7月13～15日サミットによる作業休止、 7月

29日調査区北半のⅢ･VE25%調査、 8月8日以降調査区北半のⅢ．V層遣構調査、 9月3日；調査

区南半の調査終了、 10月23H ;調査区北半の調査終了、 10月24日～29H ;撤収作業

（2） 整理経過

平成19年度出土遺物の破片接合・遺物復元・遺構素図作成・遺物図作成を行なう。並行して報告

書『梅川4遺跡（1）」 （北埋調報253集）を刊行した。

平成20年度土器破片接合・石器接合・遺構素図作成・遺物図作成・微細遺物の選別。

平成21年度遺物復元・遺構素図作成・遺物図作成・微細遺物の選別。並行して報告書「梅川4遺

跡（2）』 （北埋調報269集）を刊行した。

平成22年度遺構素図作成・遺物図作成・原稿執筆、微細遺物の選別・原稿執筆。

平成23年度遺構図作成・写真撮影・原稿執筆、報告書『祝梅川小野遺跡（1） ・梅川1遺跡（1）』

(北埋調報285集）を刊行した。 （鈴木）
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（1 ） 発掘区の設定

a 方格組みおよび座標

発掘必要区域は「道央圏連絡道路（一般国道337

号)」内であるため、発掘区の設定は以下のよう

に行った（図Ⅱ－1 ）。

まず、調査対象遺跡に当たる計画路線のうち

SP4400 (梅川4遺跡内)～SP5348.492 (梅川2遺

跡内）が直線であることからこれを基線とし、 く

わえて、梅川4遺跡・祝梅川小野・梅川l遺跡が

同系の座標に入るように基線に対して平行・直交

する方格を組み、平成19年度には方格設定の原点

として点間100mのSP4700 (調査方格名称M7) ･

SP4800 (調査方格名称M27)を選定した。平成

20年度はこれを踏雲している。

方格間隔は、方格杭打設の経費節減、 1グリッ

ド （発掘区）あたりの投入人員数・作業員の班構

成、遺構内に含まれてしまう方格杭の低減、調査

面積累計把握の容易さを考盧して5mに設定した。

それぞれの区画線にアルファベット （東西方向）

と数字（南北方向）を与え、グリッドの呼称は、

方眼の南西角で交差する区画線を読む。さらに、

5m方眼を25m四方に分割して、反時計回りに

南西角から「a」・「b」・「c」・「d」と呼ぶ小発掘

区（小グリッド）を設置し、調査の便宜を図った。

平成19年度の調査着手に当たっては株式会社総

合測量設計に委託し、平成20年度の調査着手に当

たっては株式会社田中測量に委託し、平成19年度

は、 3級基準点2か所の測量を行い、 20m間隔の

基準杭を14か所設置し座標値と標高を得た。平成

20年度は鋼矢板打設などの準備工があったため複

数回にわたり39か所設置し座標値と標高を得た。

これを基本杭として5m方眼杭の打設を行った。

なお、調査に必要な5m方格杭は、その都度自

ら打設することがあった。
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＜

4



Ⅱ調査の方法

上記方格の原点平面直角座標（平面直角座標系第XⅡ系）は図Ⅱ－1中の2点SP4690・SP4790に

あたる。

M5(SP4690) :X=-129,595.445,Y= 45,721.772

北緯42. 49′ 55〃 ・東経141｡41' 26"

M25(SP4790) :X=-129,497.984,Y=-45,699534

北緯42. 49′ 58〃 ・東経141｡ 41' 27"

b 水準点

平成19年度に用いた水準点は以下である。

M5 : 13.116mM10 : 13.919mM15 : 13.869mM20 : 14.122mM25 : 14.025m

平成20年度に用いた水準点は以下である。

Lll : 13.262mN29 : 13.584mR45 : 10.134mS49: 10.649mS61 : 9.964mS73 : 8.660m

2 掘削など

人力掘削作業は主に移植ゴテ．ねじり鎌を使用して行った。遺構・遺物の検出状況に応じて竹くら

や竹串を使用して遺構・遺物を傷つけないように掘削を行った。精査・清掃の|際には前記のほかに炉

ボウキ・ブラシ等を用いた。また、移植ゴテでは掘ることが困難な場所や遺構・遺物の見られない範

囲、撹乱坑等ではスコップ等を併用した。

遺構は火山灰土壌に包埋されているため、降雨による流水・乾燥により崩壊が起こりやすい。その

ため、適度にじょうろや噴霧器を用いて散水を行い、ベニヤ板・ブルーシートなどをかけるなど降雨・

乾燥に配盧を行って調査を進めた。黒色腐植土は水を含むと滑りやすく危険をともなった。そのため、

排土道や通路に歩み板や麻袋やまき砂（遺跡内の細粒火山灰を利用）を敷いて転倒の防止に努めた。

人力掘削方針は、上面での精査、第1黒色土層はアイヌ文化期・擦文文化期の遺構・遺物の確認の

ため深度3cm、それ以降は深度5cm単位で掘削し、第Ⅱ黒色土居は深度5cm単位で掘削した。なお、

状況に応じて深度3cmと深度5cmを適宜用いた場合がある。

3 測量と記録

（ 1 ） 測量・図化

委託設置した基準杭をもとに5m方格の各交点に木杭を設置し、平面測量の基準とした。水準測量

は自動レベルと1mm目盛のアルミスタッフを用いて方格杭に基準杭を与点とする標高を入れ、方格杭

と対象の比高を直接観測した。平面測量は方格杭を基準としての手測りによる。

遺構・遺物の詳細な出土位置と範囲を記録することにより、その接合関係を把握し、遺構の形成IIF

序を把握するため下記のような方法を用いて遺物の検出範囲と出二十付置を記録することとした。

実測は1 1nm方眼のA4版セクションフィルムに基本的に20分の1スケールで記入した。出土状況の

詳細図を必要としたときは10分の1スケールで行った。 （鈴木）

（2） 現場での撮影

a 撮影方法

発掘現場での撮影は、 6×7サイズカメラと35mmサイズカメラを使用し、デジタルカメラで補助記

録を撮った。記録保存のため同一カットを同じ条件（シャッタースピード・露出）で複数コマ撮影し

5



1セットとした。なお、絞りを替えてさらに撮影した場合がある。撮影は遺構・遺物の出土状況など

を行った。また、進行状況の確認となる定点撮影も行った。撮影に際しては、各被写体の撮影方向・

出土位置・居位など必要な情報を入れることを考盧した。プレ・ボケなどを防止する為に、全ての撮

影は三脚・レリーズを用いて行った。

b 撮影機材･撮影データ

撮影機材・フィルムは下記を使用した。 フィルム（フジネオパンアクロス100-120･フジRDPm120)

の使用頻度や収納スペースの観点から、ほとんどを6×7判(MamiyaRZ67PROI)で行なうことと

した。スライドは必要に応じて6×7判リバーサルフィルムより作成した。現場での撮影データ（カッ

}No. ･撮影日・被写体名・被写体詳細または出土層位・撮影方向・フィルム種類・撮影者)は撮影者

が野帳に記入し、記録とデジタルカメラによる撮影の統合を行い写真台帳とした。 （菊池）

（3） 出土品の収集

掘り出し遺物についての取り上げ方法は、点取り上げと一括上げがある。一括上げとは5m方眼・

居別である。土壌の取り上げは遺物の取り上げと|司じ方法で行った。ただし、すべて範囲を記録した

一括上げである。土壌に含まれる、多量の小剥片などは、土壌ごとポリ袋に採取し、その後の整理作

業で水飾選別方法により取り出している。 （鈴木）

4 資料整理

（ 1 ） 図面等

遺構などの原図は訂正などの作業を行った。訂正や変更があった場合はその個所が確認できるよう

に原図に書き込んでいる。その後、原図から1 1nm方眼の方眼紙に鉛筆（芯径0.5mm)をもちいて作成

した。素図をスキャナーで取り込み、パソコン上で描画ソフト (AdobelllustratorCS3)により補

正・加工し版下を作成した。

（2） 出土品

a 掘り出し遺物

一次整理：掘り出された土器・石器等は、野外作業と平行して現地で水洗・乾燥・遺物台'帳の作成・

遺物カードの添付・注記作業を行った。水洗はポンドブラシや歯ブラシなどを使用して遺物に付着し

た土を洗い落とした。乾燥は新聞紙等を敷いた乾燥かごに遺物を入れて、遺物乾燥小屋の室内で行っ

た。室内では除湿機などを用いて乾燥を促した。水洗・乾燥の終了した遺物は、収集の単位ごとに遣

物名と点数を決定したうえで遺物番号を与え、遺物台帳に登録した

遺物台帳は、土器・土製品と石器等とに分けて作成している。 B5判の様式を印刷して手作業で記

入し、グリッド別に全遺物を登録した台帳を作成した。台帳には出土グリッドまたは遺構のほか遺物

番号．取り上げ日・層位・遺物名・分類・材質（石器等に限る） ・点数・その他を記入した。台帳登

録の終わった遺物は、台帳と同一の内容を記入した遺物カードとともに遣物番号ごとにチャック付ポ

リ袋に納めた。

注記は、手書きによって行った。注記対象は、土器片が微細なものを除く大多数、石器等が微細な

ものである。注記できなかった遺物は遺物番号ごとにポリ袋に納め、注記済みのものと同封した。

注記内容は、遣橘については、遺跡名の略号「オノ」「ウ1」、出土遺構名の略号「例えばP」と遺

構番号「アラビア数字｣、層位名「ローマ数字｣、遺物番号「アラビア数字」を記入した。組み合わせ

表記順は「例えばオノ」+｢P :第1黒色土層→UP、第Ⅱ黒色土居→LP｣･「遣構番号」＋層位名」
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Ⅱ調査の方法

＋「遺物番号」である。包含層については、遺跡名の略号「例えばウ1」、出土方格南北方向「アル

ファベット」と東西方向「アラビア数字｣、層位名「ローマ数字｣、遺物番号「アラビア数字」を記入

した。組み合わせ表記順は「例えばウ1」＋「層位名」＋「遺物番号」である。

二次整理：一次整理の終了した遺物を埋蔵文化財センターに搬入し、分類・材質の確認、接合など

を行った。遺物の整理と平行して遺物台帳の修正・コンピューターへの入力を進めた。整理終了後、

原則として各遺物と遺物カードを同封したチャック付ポリ袋に戻し、出土方格南北方向「アルファベッ

ト」と出土層ごとに遺物番号lll頁に整頓し、プラスチックコンテナに収納した。

立体復元は、遺物台帳と破片の照合→接合関係表記入→土器接合→樹脂充填の手順を取った。土器

拓本は破片個体について行い、断面は人手による原寸実測、 2／3縮尺素図をもとに墨入れを行った。

土器実測は立体復元について行い、人手による原寸実測、 2／3縮尺素図をもとに二入れを行った。

石器実測は人手による原寸実測、原寸素図をもとに墨入れを行った。 （芝田）

（3） 写真

室内撮影は、 6×7版カメラ・ 4×5版カメラ・ストロボを用いて撮影を行った。傭職撮影は無影

撮影台を用い、遺物集合写真など立面撮りは、撮影台に遺物が乗り切らない時は、背景紙を床に直に

垂らして撮影した。フィルム現像はカラーリバーサルフィルムを外注し、モノクロフィルムに関して

は、自動現像機での自家処理となっている。モノクロ写真の焼き付けは自家処理しており、写真図版

用の焼付けや密着焼きを行なっている。 フィルムには1コマずつ番号をつけ、 フィルム種類ごとの連

番で管理している。 （菊池）

5 保管

今回の報告に関する図面等･写真･出土遺物は2012年3月現在、道立北海道埋蔵文化財センターで保

管している。図面等は全てA2版図面ファイルに調査年度･北埋調報番号･遺跡名をつけて収納してい

る。写真アルバムは全ての調査･整理作業が終了した後、定温･定湿に保たれた特別収蔵庫に保管され

る。出土遺物に関しては、土器片や石器等はコンテナに収納する。 コンテナには調査年度・北埋調報

番号･遺跡名･遣物名･分類･収納番号を記したラベルを貼り、収蔵庫に保管し、今後の活用に備えた。

（鈴木）

6 遺物の分類

（1 ） 土器等

土器は縄文時代早期に属するものをI群とし、以下前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期を

V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文文化期のものはⅦ群である。また、 a･b類に二分した

ものはa類が前半、 b類が後半を意味する。 ｜司様にa ．b･ c類に三分したものはa類が前葉、 b類

が中葉、 c類が後葉である。さらに細分を要する場合は、アラビア数字の枝番号を付した。なお、今

回の調査ではI群、Ⅵ群、Ⅶ群は出土していない。

Ⅱ群縄文時代前期に属する道央の土器群

a類厚手で縄文の施された丸底・尖底の土器群

a－1類美沢3式、美々7式、綱文式に相当するもの。

a－2類静内中野式に相当するもの。
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b類円筒土器下層式とこれに並行する土器群

b－1類植苗式に相当するもの。

b－2類大麻V式に相当するもの。

b－3類円筒土器下層a～d式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する道央の土器群

a類円筒土器上層a式･ b式、萩ヶ岡1 ． 2式に相当するもの。

b類円筒土器上層式に後続する土器群。

b－1類天神山式に相当するもの。

b－2類柏木川式に相当するもの。

b－3類北筒式（トコロ6類）に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する道央の土器群

a類余市系土器群とこれに並行する前葉の土器群。

a－1類伊達山式、小野幌式に相当するもの。

a－2類ダフ．コプ式に相当するもの。

a－3類手稲砂山式、入江式に相当するもの。

b類磨消縄文が施された中葉の土器群。

b－1類ウサクマイC式に相当するもの。

b－2類手稲式に相当するもの。
ホッケマ

b－3類硴澗式に相当するもの。

b－4類エリモB式に相当するもの。

c類突瘤文、貼瘤文、爪形文が施された後葉の土器群。

c－1類堂林式に相当するもの。

c－2類 「三ツ谷式」並行と考えられるもの。

c－3類御殿山式に相当するもの。

v群縄文時代晩期に属する道央の土器群

a類大洞B式、大洞B－C式とこれに並行する在地の土器群。東三川I式など。

b類大洞C1式、大洞C2式とこれに並行する在地の土器群。浜中大曲式、美々Ib類大洞C1式、大洞C2式とこれに並行する在地の土器群。浜中大曲式、美々3式など。

c類大洞A式、大洞A-式とこれに並行する在地の土器群。 タンネトウL式、氷川式など。

このほか、再生土製円盤、焼成粘土塊、盤状粘土塊を土製品に分類した。 （芝田）

（2） 石器等

分類は器種を基本とした。各器種は剥片石器群、礫石器群に大別される。

剥片石器群

石嫉、石槍、ナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、両面調整石器、石核、Rフレイク、

Uフレイク、剥片

礫石器群

石斧、擦り切り残片、石のみ、たたき石、台石、すり石、石皿、石鋸、砥石、石錘、加工痕のある

礫、礫・礫片

上記以外の石製遺物については石製品として分類した。

石製品

軽石製石製品、黒曜石製石製品、玉、垂飾､有孔石製品、オロシガネ状石製品、梶棒形石器 （酒井）
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Ⅲ遺跡の環境

Ⅲ遣跡の環境

1 位置

（1 ） 所在

祝梅川小野遺跡は千歳市祝梅485-2ほか、梅川1遺跡は千歳市祝梅498-3に所在する。千歳市は北

海道の西部、石狩地方の南端を占め、北は恵庭市、南は苫小牧市に接している。両遺跡は千歳市街東

南隅に位置する。また、祝梅川小野遺跡は祝梅川上流部右岸にあり、梅川1遺跡は梅川下流部左岸に

ある。祝梅川は遺跡の500m下流で梅川と合流し、 3,500m下流で千歳川と合流する（図Ⅲ－1 )。

千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図に記載された祝梅川小野遣跡は100m四方の規模であったが、平成

18年に行われた範囲確認調査により下流側を含めた遺跡へと拡大した。梅川1遺跡は平成19年に行わ

れた範囲確認調査により、千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図に記載された範囲が南方へ拡大した。

（2） 地名

遺跡名の「祝梅」はアイヌ語地名に当て字したもので、 この地名は少なくとも19世紀後葉まで遡る。

アイヌ語地名については幾つかの解説がある。長見義三は「sukup-pay:成長した-イラクサ、 また

は別の語解の可能性あり」「ちとせ地名散歩』 （長見1976年） と解している。榊原正文は「sukup-hay-

us-nay:成長する-イラクサー群生する-川」「データベース・アイヌ語地名3」 （榊原2002年）と推定し

ている。 「梅川」のアイヌ語地名は存在しないが、長見義三によれば「sino-oman-sukupay:本当に

行く‐シュクパイ」「ちとせ地名散歩』 （長見1976年）であり、祝梅川は源頭部が冷泉であることから

｢nam-sukupay:冷たい_シュクパイ」と解している。

（3） 地形

遺跡は石狩平野と勇払平野に挟まれた低平な美々台地の東北縁にあり、地質構造分類では石狩低地

帯に属する。遺跡がある個れ沢は第四紀更新世末葉の支笏火砕流堆積物が浸食を受けて形成された地

形であり、支笏火砕流堆積物の上には恵庭a降下軽石、榑前c降下軽石・岩片、榑前a降下軽石が降

下堆積して現地表形を造る。

2 周辺の遺跡

祝梅川水系にある遺跡は左岸に4か所・右岸に10か所あり、梅川水系にある遺跡は左岸に2か所・

右岸に2か所ある（図Ⅲ－1 ）。 このうち、祝梅川遺跡・祝梅川矢島遺跡・祝梅竪穴遺跡・祝梅川上

田遺跡・梅川3遺跡について千歳市教育委員会が発掘調査・報告を行っている。平成18年度には北海

道埋蔵文化財センターが梅川4遺跡・祝梅川上田遺跡・梅川2遣跡の発掘調査・報告を行った。以下、

今回の報告と関係する第Ⅱ黒色土の遺構について時代別に概要を記す。

縄文・前期：竪穴住居2軒・士坑12基（梅川3)

縄文・中期：竪穴住居2軒（祝梅川山田)、竪穴住居1軒（梅川4 ･2003年）

縄文・後期§竪穴住居4軒・土坑1基（梅川3）、土器囲炉1基・土坑3基（梅川4 ・千歳市教委

2003年）

縄文・晩期・第Ⅱ黒色土居：土坑7基（梅川3）

q



二の図は|K|土地埋院の数価地|xl 25000 (地|11 1 ' i 'i像） 『札幌』を使凡lしたものである。

図Ⅲ－1 遺跡の位置と周辺の遺跡
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Ⅲ遺跡の環境

、

図Ⅲ－2 遺跡の位置と調査範囲
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3 地層

確認した台地上の標準的な地層は表土層～恵庭a降下軽石層下位の鈍い榿色(7.5YR6/4)ローム層

である。報告対象とした地層は第Ⅱ黒色土層(VE)～恵庭a降下軽石層上部にある暗褐色(7.5YR3/3)

ローム層(Ⅵ層)までである。調査対象の土層は呼称を設けローマ数字で表記し、遺構内の人為堆積物

はアラビア数字で表記した。

I層(表土層） ：工業用地等造成に関わる客土・畑の耕作士

Ⅱ層(樽前a降下軽石層） ：元文4(1739)年旧歴7月14日に降下、軽石･火山灰が堆積。3～4の降

下単位が確認できる。上部は畑の耕作によって削られる。略称Ta ao

Ⅲ層(腐植土層） ：榑前c降下軽石・岩片を母材とする黒色シルト質。第1黒色土層（略称IB)

に相当し、近世アイヌ文化期～縄文時代晩期後葉の遺構・遺物を包含する。

Ⅳ層(樽前c降下軽石層） ：上位から樽前C 1降下軽石層（略称Ta c!) ･灰褐色砂質ローム層・

樽前C2降下岩片・岩津層（略称Ta-c,)に細分される。Ta-c 1と

Ta c2間には厚さ数Cmの灰褐色砂質ローム層がある。縄文時代晩期

後葉に降下。

V層(腐植土層） ：恵庭a降下軽石層上部のローム層を母材とする黒色シルト質。第Ⅱ．Ⅲ黒色土

居に相当（略称ⅡB･mB)、縄文時代晩期後葉～縄文時代早期の遺構・遺物を

包含する。

Ⅵ層(漸移層） ：恵庭a降下軽石層上部の暗褐色ローム質士・榑前d1d2降下軽石・恵庭a降下軽

石を母材とする。縄文時代早期～後期旧石器時代の遺構・遺物を包含する。

Ⅶ層(ローム質土層） ：恵庭a降下軽石層上部の暗褐色ローム質土・樽前d]d2降下軽石・恵庭a

降下軽石を母材とする。後期|日石器時代の遺構・遺物を包含する。

Ⅷ層(恵庭a降下軽石層） ：後期旧石器時代前半に降下。略称En-a｡

低湿部は沢状地形の谷部分に当たるため水の営力によって、層厚が増すこと・還元土壌化すること・

未分解の草本の有機物が混じるため土質が泥炭化することが生じる。 Ⅱ層･V層の層厚は著しく増幅

する。Ⅳ層は水位の上下による酸化還元が著しく、固結が起こり、土色の赤褐色・灰胄化が明瞭であ

る。Ⅵ層．Ⅶ層は還元が著しく土色の灰胄化が明瞭
~･一・0

である。V層は未分解の草本の有機物が多量に混じ

り泥炭化する。また、泥炭の下部には砂質土の堆積

が認められる部分があり、 これを「V砂層」または

｢VS層」と呼称した。

台地部では木本植物の吸水による土中鉄分の凝集＝

｢擬似焼土」が、風倒木痕にともない多数検出され

た。また、台地部でTa c層がTa-c層・灰褐色

砂質ローム層･Ta-c2層が明瞭に三分される状況

は、 2006年調査の祝梅川上田遣跡では目視されてい

る。ただし、キウス4遺跡・ユカンボシC15遺跡の

標高6.5m以下においては、流水の営力によって層 －2m

厚が増II1扇するので、Ⅳ層中の灰褐色砂質ローム層が

泥炭質の黒色腐植土居として視認できる。 （鈴木）
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Ⅳ祝梅川小野遺跡

Ⅳ祝梅川小野遺跡

1 遺構

（1 ） 概要

祝梅川小野遺跡のV層より検出された遺構は、住居跡17軒､土坑73基、Tピット21基､小ピット40基、

焼土19か所、剥片集中1か所、礫集中6か所である。 これらの大部分は、祝梅川の|日河道を望む高位

(標高13～14m) ・低位の段丘上（標高10～11m) とこれに続く北～西向きの緩斜面上に立地する。

住居跡の時期は、縄文時代前期前半1軒、前期後半8軒、中期後半1軒、後期前葉2軒、後期中葉

5軒である。前期前半の住居跡(VH-13)は、調査範囲中央のやや急な斜面に単独で掘り込まれて

いる。前期後半の住居跡(VH-2～4･6･8 ･ 10･ 15． 17)は、調査範囲南側の高位の段丘～緩斜

面上に立地する。 これらは床面に掘り込みを伴う炉跡や大型の土坑が設けられているなどの特徴があり、

大麻V式土器・円筒下層d式土器が出土している。中期後半の住居跡(VH-1)は調査範囲南東隅

で検出され、床面にベンチ状構造が見られる。後期前葉の住居跡(VH-5･7)は、 ダフ．コプ式の土

器囲炉を伴うが、明瞭な掘り込みは確認されなかった。後期中葉の住居跡は、調査範囲南側の西向き

の緩斜面上(VH-9・l1･12･16) と調査範囲北側の低位の段丘から続く氾濫原(VH 14)に立地

する。VH-l1 ･ 12は、炉跡と柱穴のみが確認されたもので、隣接する梅川4遺跡でも類似する住居

跡が検出されている（北埋調報269)｡VH-14からは手稲式土器の一括資料が出土した。

土坑は、時期が特定できる遺物が坑底部などから出土したものは少ないが、概ね住居跡の分布と一

致すると考えられる。調査範囲中央の北向き斜面上で、前期後半の植苗式土器を伴う土坑が4基

(VP-23･57･59･61)検出された。 これらは覆土の堆積状況や遺物出土状況から、墓の可能性が

ある。VP 57の坑底部からは、板状の珪藻土が出土している。調査範囲南東側の高位の段丘上で検

出されたVP-1 ． 15． 17･20･21からは、いわゆる「サツマアゲ状士製品」 （北埋調報116) と称さ

れる盤状粘土塊が出土した。同様の遣物は周辺の住居跡VH-15・ 17からも出土しており、前期後半

の大麻V式期の所産と考えられる。調査範囲南西側の緩斜面上では、 ウサクマイC式(VP-39)、

鯲澗式(VP-41)、堂林式(VP-30)など後期中～後葉の土器を伴う土坑が検出されている。

Tピットは、周辺の遺構の時期から、中期前半～後期初頭に構築されたと推測される。すなわち、

前期後半の住居が廃絶されてから、後期前葉の住居が営まれるまでの間である。形態は楕円形と長楕

円形のものがある。楕円形のものは、緩斜面上のほぼ同じ標高上に4ないし5基が並列する例(VT

P 5･6 ． 11 ． 12． 13とVTP-14･ 15･ 16．20)が見られる。長楕円形のものは、やや急な斜面

の上段と下段に2基が並列(VTP-2･10とVTP-7．8)あるいは重複(VTP-3．4)する

例が見られる。逆茂木痕と考えられる坑底面の小ピットは楕円形のものに多い。

なお、遺構番号VP-5･ 7 ･ 9 ･26．27．28、VF-8 ･ 10～12は、調査の進捗により、住居跡

の付属遺構や、風倒木などの撹乱と判断されたため、欠番となった｡ (芝田）

（2） 住居跡

VH-1 (図Ⅳ－1－5～8/表1～5 ． 7 ． 11/図版2)

確認・調査調査範囲南側の平坦面上に掘り込まれた竪穴住居跡。Ⅵ層上面で、V層起源の黒色土の

落ち込みとして検出した。全体の約1／2は調査範囲外である。調査範囲東側の境界壁面を長軸とし、

これに直行する短軸に土居観察用の土手を残して黒色土を掘り下げたところ、平坦な床面と明瞭に立

1，
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ち上がる壁を確認した。掘り込み面はV層中と推測される。

覆土 1～3層はV層を起源とする腐植土。 2層には掘り上げ土の流れ込みと考えられるロームが

混入している。 4 ． 5層は腐植土とロームの混合で、床面直上に堆積していた。 6層はいわゆる三角

堆積した壁際の腐植士。いずれも自然堆積である。

形態東側約1／2が調査範囲外にあるため平面形は不明であるが、調査部分から、ほぼ円形と推

測される。壁面は明瞭で、緩やかに立ち上がる。北東側の壁の一部は木根による撹乱を受けていた。

床面は壁際から1～2mの範囲に平坦なベンチ状構造が見られ、中央部よりも1段高くなっている。

このベンチ状構造は壁際のローム（Ⅶ層）を高めに掘り残したもので、土盛りなどで整形したもので

はない。床面中央部も平坦であり、平面形は楕円形と推測される。

付属遺構HF-1～3 :床面中央部に3か所の炉跡が並んで検出された。いずれも一部は調査範囲

外であるが、平面形は楕円形と推測される。HF-1は住居床面のほぼ中央に位置し、最も規模が大

きい。HF-2 ･ 3はHF-1よりやや北側へ離れた位置に近接して位置する。 これらは上部に炭化

材を多量に伴い、下部の床面は非常に強く被熱していた。HF-1の周辺からは、砥石や石斧剥片、

黒曜石製の剥片などが出土している。

HP-1～18 :住居跡の内外から小土坑が18基検出された。 このうちHP-1 ． 4 ． 9 ･ 10はベンチ

から床面中央へ降りる段差に、HP-2 ． 3 ． 5～8 ･ 12は床面中央の平坦部に、HP-11 ． 17． 18

はベンチの平坦部に、HP 13～16は住居の掘り込みの外側に掘り込まれていた。 これらは住居の中

心(HF-1～3)から間隔を空けて同心円状に設けられており、柱穴としての用途が想定される。

坑口部の平面形は円形もしくは楕円形を呈する。深さは検出面より10～20cmで、掘り込みが垂直なも

のが大半である｡HP-11 ． 16は住居の中心へ向かって強く内傾する。

遺物出土状況遺物は北側のベンチ部分と床面中央部のHF-1周辺より多く出土している。また、

南側の壁際からは頁岩製の剥片集中が4か所検出された。土器はⅢ群b－3類（図Ⅳ－2-19-125

～127）が出土している。石器等は、石鍼・石槍（図Ⅳ 2 26－2 ． 4 ． 5） ・つまみ付ナイフ片・

石斧片・石のみ（8） ・たたき石（9） ・砥石片・剥片・礫などが出土している。

時期床面出土の遺物から、縄文時代中期末葉である。 （芝田）

VH-2 (図Ⅳ－1 9～12/表1～7/図版3)

確認・調査調査範囲南側の平坦面上に掘り込まれた竪穴住居跡。V層の調査中、堆積状況の確認の

ため、北海道教育委員会による試掘坑を精査したところ、土層断面に掘り込みの一部が見られた。そ

の後、土居観察用の土手を残して周囲を掘り下げると、Ⅵ層上面で黒色土が楕円形に落ち込んでおり、

平坦な床面と明瞭に立ち上がる壁を確認した。掘り込み面はV層中と推測される。

覆土 1 ． 2層はV居が落ち込んだ腐植土。 2層には掘り上げ土の流れ込みと考えられるEn-a降

下軽石が混入している。 3～5層は腐植土とロームの混合で、壁際から床面直上にかけて堆積してい

た。 5層は床面中央部にのみ堆積していた。いずれも自然堆積である。

形態平面形は北側がやや広がった楕円形。壁面は明瞭で、内傾する。床面は中央へ向かってごく

緩く傾斜している。北側の壁の一部はVP-13により壊されている。床面より焼土1か所(HF-1)、

土坑3E(HP-1 ． 2 ･23)、小土坑16基(HP-3～16．20．21 ．24)、掘り込みの外側から小土

坑4g(HP-17～19．22)が検出された。

付属遺構HF-1 ･HP-1 :HF 1は床面中央よりやや南側に位置する、HP-1の内部に設

けられた炉である。HP-1は平面形が楕円形で、南東側の一部が外側へ突き出ている。床面を約15
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図Ⅳ-1-1　遺構位置図(全体)
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a HF－3 HF－2 HF－1 b 14．00~

＝二壼豈一声-－ －－
2 Ⅶ(床面）

一

~

２
HF－1 ． 2 ． 3

l lOYR3/311i『褐色土～5YR5/81ﾘl赤褐色士しまり弱粘性強腐l1l'[土主体焼土が斑状に混じる炭化物多量混じる

2 5YR6/8催色焼上(床面が被熱している） しまり強粘性1 | ' 特にllll a(635111111以下)の赤化が著しい

HP－3

a b 13．60

、 ' ノ

ー‐耐(床面）

HP－1

a b l3~ 60

些句雨(床面）
HP－1

1 10YR2/l無色上 しまり弱粘性虹

腐植土主体 |1'' a(C251nm以下)多1 tt混じる

HP－2

a b 13．60

､ ／

~m~E~HF-1

HP－3

I IOYR2/2黒褐色土 しまり強粘性' |'

腐植士主体 lln-a(620mm以.ﾄ)多i,t混じる

HP－2

l lOYR2/3出色 |~二 しまり強粘性' |」

腐植 t主体 IZn a(ml51nm以下)多耽混じる

HP－5

a b 13． 60

坐鍋(床面｝

HP－6

a b 13．60

、ル

ー‐耐(床面）

HP－4

a b 13．70

1 ／

‐”m(床面）

HP－4

1 10YR2/2黒渦色｜ 言 しまり強粘性! | '

腐植土主体 II'' a(.20mm以下)混じる

HP－6

1 10YR2/1黒色士しまり強粘‘性! | '

腐植土主体 EI'-a(･20mm以下)多量混じる

HP－5

1 10YR2/1照色土しまり強粘性' | 1

腐植土主体 lin-a(.15Inm以下)少型混じる

HP－10

a b 13．60

jW7m(床面）

HP－9 HP－8

a b 13． 70

、

‐、命雨ｾﾒｰ
HP－8 ． 9

l 1OYR2/l無色土しまり強粘性' | 1

腐植十聿体 I1n-a(O15mm以下)少量混じる

2 10YR2/3黒褐色士 しまり強粘性強

腐植土主体ローム En a(･15min以下）

少量混じる

HP－12

a b 13．60

、 ’

一m耐(床面）

HP－7

a b 13．60

1 ノ

ーワm(床面）

HP－7

l 10YR2/3黒褐色土しまり強粘姓! | 1

腐植土主体 [in a(.15mm以下)多重混じる

HP－10

1 1OYR2/2黒褐色士 しまり強*Ili性中

腐植土主体En-a( (bl0mm以下)少晶混じる

HP－13

a b l3~80

1 ノ

ー叩
、2

HP－1 1

a b l3､80

p:L唯屠覆土，

W,"
HP－1 1

l lOYR2/2蝶褐色士しまり弱粘性強

腐植土主体ローム En a(d)lOmm以下）

少量混じるやわらかくふかふか

HP－13

1 10YR2/3黒褐色士しまり弱粘性中

腐植土主体ローム少量混じる

2 10YR3/jlll音褐色上 しまり弱粘性強

腐植上十ローム(珈状）

HP－16

a b 14．00

／ ノ

~"vi

HP－12

1 10YR3/3暗褐色士しまり強粘'|､1§強

腐植土十ローム ~En a(｡15mm以下）

多量混じる

HP－15

a b 13．80

1 ノ

ー▽耐

HP－14

a b 13．80

一wm
HP－14

1 10YR3/3暗褐色士しまり弱粘性'1!

腐械土主体ローム少最混じる

HP－16

l lOYR2/2黒褐色上しまり弱粘性' |'

腐植土主体ローム En-a("lOIn'n以卜.)

少量混じる

HP－15

1 10YR2/3無褐色上 しまり弱

腐植土主体ローム微量混I

1;,li'| ･12'l!

る

HP－18

a b 13．70

1 ノ

ーワm(床面）

HP－17

a b 13．70

、 ノ

ベロ耐(床面）
HP－18

1 10YR2/3黒褐色上しまり強粘性強

腐植土主体 III1-a(4)10Inn'以1言)多111汎じる

HP－17

1 10YR3/31 1iff隅色| : しまり強粘性II '

腐植上十ﾛｰﾑ E',-a(｡lO'nm以・ﾄ)4|､.)少
０

－

ｍ

ｌ~l,t汎じる

図Ⅳ－1-7 VH-1 ・HF-1～3、 HP-1～18土層断面

｡｡
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HP－1

1

HF－1

14．00 a b l4､00

/1

-=RP-､坑底面
床面）

HP－2

Ｌ
、
｜
ノ

1 b 14．00~ａ
’

ａ

(床面）

HP－1 2 HP－2
HF－1

1 10YR3/3暗褐色土～5YR4/6赤褐色土しまり弱 l lOYR2/3黒褐色土しまり弱粘性中
lHP l覆土lと同じ

粘性強腐植土に焼土粒がブロック状に混在する 腐植土主体Ena(Ol0mm以下)少量混じる
2 1 【P－l覆土2と同じ

25YR5/6明赤褐色焼土(IIF-1) しまり強 2 10YR2/3黒褐色上 lと同質だが屑n-a
35YR3/4暗赤褐色焼土しまり強

粘'|､』li弱黒斑あり ( (j30'I''n以下)多量混じる
粘性弱やや弱く焼けている ilﾘi退

3 10YR2/3黒褐色土しまり強粘性強腐植土主体

En-a(.20mm以下)多量混じる炭化材( (i5mm以下)少量混じる

HP－3 HP－4 HP－5 HP－6

a b 14．00 a a b l4･O0b l400 a b l400

と当馬艤爾，、 1 ノ

~WWn(床面） 皇画揃(床面）Ⅷ(床面m(HP-2$
HP－3 HP－4 HP－5 HP－6

l 1OYR3/2黒褐色士しまり強 l lOYR3/5暗褐色土しまり強 l lOYR3/3暗褐色土しまり強 l lOYR2/1黒色士しまり弱

粘性弱腐植土主体ローム 粘性弱腐植土主体ローム 粘性弱腐植士主体ローム 粘性強腐植土主体

EI' a(4)51IIm以下)少岻混じる I3I'-a(.10mn!以下)多量混じる En-a(｡10m,n以下)多量混じる ローム微量混じる

HP－7 HP－8 HP－9 HP－10

a b 14．00 a ab l400 b l400 a b 14．00

1 ,1 ﾉ , , , /、 ／

W而噂1;康議’ ‘床爾) HP_,0"Vm《康織！‐面前(床面） 2
HP－7

1 lOYR3/2黒褐色t しまり弱 HP-a__._ ･ . __. , , F, ,､ .､~' l lOYR3/2黒褐色土しまり弱
粘,性弱腐植土主体ローム l lOYR3/2黒褐色士 しまり弱 HP－9 粘性弱腐柿土主体ローム

EI' a(.5mm以下)少且混じる 粘性弱腐植土主体ローム 1 10YR4/4褐色上 しまり強 Ena(.5mn,以下)少吐混じる
En-a(.5mm以下)少雌混じる 粘性強ローム＋腐植上

HP-11 ,11iYW4Afg+.1.f~ 'ir"- Ena(Ol5mm以下)多量混じる Hp－152 10YR4/4褐色土しまり強

a b 14.00 粘性強ローム＋腐仙土 2 10YR3/3暗褐色士しまり強
’ ノ |]n-a(O15mm以下)多lit混じる 粘性弱腐植士主体ローム a b l400

Pm(床面) 3 I0YI<3/4暗褐色上 しまり弱 Ena(OlOm'n以下)多量混じる $ ノ
ー画面(床面）HP-1 1 粘性強腐植土主体ﾛｰﾑ Hp－14

1 l0YR3/3暗褐色土しまり強 少量混じるパミスを殆ど含まない HP－15

粘性弱腐植土主体ローム
HP－13

En-a(OlOmm以下)多量混じる

HP－12 a b l410

a b l4, 10 1 ノ

ー▽耐(床面）、

ベアⅦ(床面）
HP－13

HP－12
l lOYR2/1黒色土しまり弱

l lOYR3/3暗褐色士しまり強
粘性強腐植土主体

粘性弱腐植土主体ローム
ﾛｰﾑ微量混じる

IMi'-a(4)10'''m以|､.)多量混じる
HP-16 HP-17

a b 14．20 a b 14．20
ノ

粁
ノ

群,…1一

HP－1
HP－16

1 10YR3/2黒褐色士 しまり弱
l lOYR4/4褐色土しまり強

粘性弱腐植上主体ローム
粘性強ローム＋腐植土

Ena(05mm以下)少量混じる
EI1-a(,5mm以下)多量混じる

2 10YR4/4褐色士 しまり強
2 10YR3/4暗褐色士しまり強

粘性強ローム十腐|1''i上
粘性強腐植上主体

IIII-a(O15n'n'以1､~)多盆混じる
ローム少量混じるパミス

3 10YR4/4～4/6褐色土しまり弱
を殆ど含まない

3 10YR4/4～4/6褐色土しまり弱 粘性強ﾛｰﾑ主体腐植土が
粘性強ローム主体腐植土が ブロック状に混じる En－a

(｡lOmn]以下)多堂混じる
ブロック状に混じる E1,-a

(fJ IoInin以下)多III捉じる
HP－24

HP－22
a b l420

a b 14．20

抄
I I

J ､｡星‘
HP－22

l 1OYR2/1黒色士しまり弱
l lOYR3/2黒褐色土しまり弱

粘性強腐植土主体
粘性弱腐植土主体ローム

ローム微量混じる
EI1 a(O5mm以下)微邑混じる

a b 14． 10

1 ノ

~WVi(床面）
HP－14

1 10YR3/3暗褐色土 しまり強

粘性弱腐植土主体ローム

En-a(#)10mm以下)多量混じる

HP－18

a b 14．20

打Ⅶ(床

HP－18

l lOYR2/l蝋色’ 2 しまり弱

粘性強腐杣土主体

ローム微量混じる

l lOYR3/2黒褐色士しまり弱

粘性弱腐植土主体ローム

lin-a(~5mm以下)少量混じる

HP－19

a b 14．20
－1 1－

F"
HP－19

l 1OYR2/1黒色土しまり弱

粘性強腐植士主体

ローム微量混じる

2 10YR3/4暗褐色士しまり強

粘性強腐械二'二主体

ローム少量混じる

パミスを殆ど含まない

3 10YR4/4～&1/6褐色土し.まり弱

粘性強ローム主体

腐植土ブロック状に混じる

旧｢'-a(.10mn'以下)多量混じる

HP－21

HP－20

a b 14．00

1

〆面WHP-"
HP－20

I IOYR3/2黒褐色士しまり弱

粘性弱腐植土主体ローム

Ena(。15mm以下)少量混じる

2 10YR4/4～4/6褐色士しまり弱

粘性強ローム主体

腐植土がブロック状に混じる

E,,a(d>l0mln以|<)多+Tt混じる

b 14．20~ａ

VP－13

HP－21

1 10YR3/2黒褐色士しまり弱

粘性弱腐仰'': l:主体ローム

|]na(･5In1,,以|､~)微鐘混じる

３
ｍ
ｌ~

図Ⅳ－1－11 VH-2 ･HF-1 、 HP-1～22．24土層断面
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cm掘り下げた後、火床を小さくするため坑底面に土を貼って整形している。HF 1は、 この貼り土

(HP-1の覆土3層）が被熱したもので、上部に焼土粒を多く含む腐植土(HP 1の覆土1層）

の分布が認められた。 この腐植土居は炉の使用に伴う自然堆積と考えられる。

HP-2 :床面南側で検出された、浅い土坑。平面形は不整な楕円形を呈する。坑底面はほぼ平坦で

あるが、西側の一部が掘り残されて高くなっている。用途は不明である。

HP-23 :床面北側で検出された、やや大型の土坑。平面形は円形を呈する。壁面は明瞭で、内傾ぎ

みに掘り込まれている。坑底面は平坦である。VH-2の覆土3層が坑底部まで落ち込んでおり、新

|日関係が確認されなかったことから、住居の付属遺構と判断した。用途は不明である。坑底部より採

取した炭化材を試料として放射性炭素年代測定(AMS法）を行ったところ、暦年較正年代で4,537

=t37yrBPという数値が得られた。詳細はⅥ章第1節を参照されたい。

HP-3～22･24: これらは住居跡の内外に間隔を空けて設けられており、柱穴としての用途が想定

される。坑口部の平面形は円形や楕円形を呈する。掘り込みは垂直もしくは断面がわずかに湾曲して

おり、住居の中心に向かって強く内傾するものはない。深さは、床面やⅦ層上面より15cm以下の浅い

もの(HP-3～7 ･ 10～15) と、 15～50cmのやや深いもの(HP-8･ 9 ． 16～22．24)がある。

掘り込みの深いものは床面の縁辺部（壁際）や屋外に多い。HP-3 ．20はHP 23の掘り込みの縁

辺に位置する。HP 6～llはHF-1 ･HP-1の周囲を巡るような配置になっている。HP-17

~19．22は、掘り込みの南側外でまとまって検出された。

遺物出土状況床面全体では壁際でフレイク・チップ．が集中して出土したほかは、非常に希薄であっ

た。HP 23の坑底部からは石皿（図Ⅳ－2 27-6)、近接する床面から北海道式石冠(4)が出土

している。 このほか、土器等はⅡ群b－2類（図Ⅳ－2-13 33～35) ･Ⅲ群b－3類（図Ⅳ－2

6-16) ･再生土製円盤（図Ⅳ－2 23-1)、石器等は、石斧（図Ⅳ－2-27-3) ・すり石(4) ･

砥石・石皿（6） ・剥片・礫が出土している。

時期床面出土の遺物から、縄文時代前期末葉である。 （芝田）

VH-3 (図Ⅳ－1-13～15/表l～5 ． 7/図版4)

確認・調査調査範囲南側の平坦面上に掘り込まれた竪穴住居跡。v層の調査中、遺物が密集して出

土した部分があり、土居観察用の土手を残して周囲のv居士を掘り下げたところ、平坦な床面と明瞭

に立ち上がる壁を確認した。掘り込み面はV層中と推測される。南東側の一部は調査範囲外である。

覆土 1 ． 2層はV層が落ち込んだ腐植士。 2層には掘り上げ土の流れ込みと考えられるEn-a降

下軽石が混入しており、特に中央部に多い。 3～5層は腐植土とロームの混合で、壁際から床而直卜

にかけて堆積していた。 5層は北側にのみ疎らに分布する。いずれも自然堆積である。

形態平面形は楕円形。壁面は明瞭で、内傾する。床面はほぼ平坦である。西側でVP-13と接す

るが、掘り込みに重複は見られない。ただし、 この住居の柱穴HP-23がVP-13を掘り込んでいる

ことから、VH 3が新しい。また、西側の覆土～床面がVP 12に壊されている。床面より焼土3

か所(HF-1～3)、土坑1基(HP-24)、小土坑16基(HP-1～10･15～19･21)、掘り込み

の外側から小土坑7基(HP-11～14･20･22･23)が検出された。

付属遺構HF-1 ・HP-24 :HF 1は床面中央よりやや南側に位置する、HP 24の内部に設

けられた炉である。HP-24は平面形が楕円形、断面は皿形である。HF-1は、 この浅いくぼみ

(HP-24の坑底面）が焼けたものである。上部に焼土粒・炭化材・黒曜石のフレイク・チップ．を多

く含む腐植土(HP-24の覆土1 ･ 3層）が堆積していた。
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Ⅳ祝梅川小野遺跡

HF－3

a b l410
1

2 2

二一二
3 Ⅶ(床面）

HF－2

b 14． 10

０１４１卜
Ｕ
－
／

a l 3 HP-24
、 、

ａ

(床面）

(床面）Ⅶ

HF－1 ・ HP－24 HF－2 HF－3

1 l0YR2/3黒褐色士しまり弱粘性強 l 5YR5/8明赤褐色焼土～IOYR3/4 1 5YR5/6明赤褐色焼土～lOYR3/4

腐植上主体焼土粒・炭化材・obsチップ 暗褐色焼土しまり弱粘性中 暗赤褐色焼土しまり弱粘性弱

多量混じる EI,-a(olOn1m以下)少量混じる 強く焼けている炭化材・obs 強く焼けている炭化材少量混じる
2 10YR3/4蹄褐色土しまり強粘性強 チップ少量混じる 2 10YR4/4褐色土しまり弱粘性強

ローム主体黒斑あり EI1-a(f)15mm以下) 2 10YR3/3～3/4暗褐色焼土 しまり弱 VH 3覆土3層に焼土粒が混在する
多量混じる 粘性強弱く焼けている lの焼土 35YR5/6明赤褐色焼土しまり強

3 10YR2/3黒褐色土～5YR4/4にぶい赤褐色土 ブロックがみられる炭化材少愈混じる 粘性弱強く焼けている

しまり弱粘性強 lの腐植士に焼土プロ 35YI(5/8明赤褐色焼土しまり強

ヅクが混じる 粘‘ﾄt強強く焼けている 1!|ﾘi退

~'1 5YR,1/6赤褐色焼土 しまり強粘性強 HP－3 HP－4 HP－5
強く焼けている漸退 I IP‐2~1の底面 a b l4.00 a b l4.00 a u14.00

（Ⅷ屑)が被熱している ， ノ
’ / , ﾉ

ｰロⅥ(床面）
－▽、I(床面）HP－2 HP－1

－ミワ耐(床面）
& L14.00 Hp-3 HP-4 HP-5

1 ノ 、 l lOYR2/3黒褐色士しまり弱 l lOYR3/3暗褐色土しまり強 lHP－4と同様

､F "W認鑿lW i，職繼潔ﾋッ
2

En-a(.lOmm以下)微量混じる En-a(･20mm以下)多量混じる
HP－1 ． 2 し, ‘ 、‘、平…‘""‘シ、 ！ ′ 1'･ﾂ､二＝,~､~‐ ‘1〃 ． ‘. . 、. 、平~~､"."...､才， ’ ′一一'一ｰ.~” ‘ン

l 1OYR3/3暗褐色土しまり強粘性強 HP－8 HP－9

腐植土主体炭化材(4) 10m以下)少量 a b 14．00 a b l4,20

混じる En-a(.20mm以下)多量混じる 、 三

V" M"
2 10YR3/4暗褐色土～4/4褐色土しまり弱

膀嗜
粘性強ローム主体腐植土En－a

（の10mm以下)少量混じる
HP－7 HP－8

HP-6 a ul4.00 1 10YR3/3暗褐色上しまり強 HP－9

a b l4.00 ' ノ 粘性強腐植土主体炭化材 l lOYR3/4暗褐色土しまり弱
、とﾌⅧ(床面) (.10mm以下)少量混じる 粘性強ﾛｰﾑ+腐植土、 ／

En-a( (j20mm以下)多量混じる
~WVm(床面) 2〃 炭化材(｡,0mm以下)少量混じる

HP-7 - 2 10YR3/411ff褐色上～4/4l褐色士 2 10YR3/4暗褐色土～4/4褐色土
しまり弱粘樅強ローム主体HP-6 1 10VR3/3暗褐色土しまり強 しまり弱粘性強 lとほぼ同じ

l HP－4とlr1様 粘性強腐植土主体炭化材。 腐柚土 III' a(OlO'''1''以下)少量混じる
( (j l()mm以下)少量混じる 3 ]OYR2/l蝋色’ 二 しまり弱粘性強HP－10

En-a(4)201nn'以下)多量混じる 腐植上パミスを殆ど含まない
a b 14．00 2 10YR3/4暗褐色土～4/4褐色土 Hp－16 Hp－17
1 /

しまり弱粘性強ローム主体 HP－15
~Wvi(床面） . , 14.00 a , '400腐植土Ena(OlOmIn以｢)少量混じる a b l4､20

、 ／ I ／

‐▽Ⅶ(床面’‐可而(床面）HP－10
HP－14 、

l l lP－4と|ITI様

形諒嶬。 照"胴“開FⅡ』銅．a b 14． 10

HP－1 1 HP－12 、 ノ

Y '殴鮮 :｡~｣i,'"",4"
a b 14.20 且, /Q14･00

V耐

Ⅷ坪… "｡“ ←“ 紫卿”軌一…。
l Hp 4と同様 l lIP_4と同様 1 1IP 9と同様 HP－18 HP－19

HP-13 ! ! F, nn HP-21 ' 1IP-4と同様 lHP－3と同様
HP－20

丁＝ … W"W:V Vl lOYR3/4暗褐色土しまり弱
HP－13

粘性強ローム＋腐植土
l lOYR3/3暗褐色上 しまり強 HP－22

炭化材（。10mm以下)少鼠混じる粘性強腐植土主体炭化材 l lOYR3/3暗褐色tしまり強 HP－23
2 10YR3/4暗褐色土～4/4褐色土

(OlOnlIn以下)少量混じる 粘性強腐植土主体炭化材 lHP 22と同様
しまり弱粘性強ローム主体

En-a(020mm以下)多量混じる (4) 10mm以下)少量混じる
腐植土En-a(d)10mm以下)少量混じる

2 10YR3/4暗褐色土～4/4褐色土 En-a(･20mm以下)多量混じる
3 10YR3/4暗褐色土～4/4褐色土

しまり弱粘性強ローム主体 210YR3/4暗褐色土しまり弱

腐植土E''-a(OlOmm以下)少量混じるしまり弱粘性強 ’とほぼ同じ 粘性強ローム＋腐植士

3 10YR3/4暗褐色士 しまり弱 炭化材(･lOInm以下)少量混じる
粘性強ローム＋腐植士炭化材 0 ，m

(OlOmm以下)少量混じる

図Ⅳ－1-15 VH-3 ・HF-1～3、 HP-1～24土層断面

Q1
U」



HF-2:HF 1より約2m離れた、西側の床面に設けられた炉｡HF 1よりもやや規模が小さ

いが、強く焼けている。副次的な用途をもつ炉として、継続的に使用されたと考えられる。

HF-3 :HF 1より約2m離れた、東側の床面に設けられた炉。HF-1 ･ 2よりも規模が小さ

いが、強く焼けている。副次的な用途をもつ炉として、継続的に使用されたと考えられる。

HP-1～23 : これらは住居跡の内外に間隔を空けて設けられており、柱穴としての用途が想定され

る。坑口部の平面形は円形や楕円形を呈する。掘り込みは垂直もしくは断面がわずかに湾曲しており、

住居の中心に向かって強く内傾するものはない。深さは、床面やⅦ層上面より15c,n以下の浅いもの

(HP-2～7 ． 16～19．21) と、 15～50cmのやや深いもの(HP-1 ･ 8 ． 9 ． 11～15･20･22．2

3）がある。掘り込みの深いものは床面の縁辺部（壁際）や屋外に多い。HP 20は坑口部が大きく

広がっており、外側へ柱が倒れた可能性がある。

遺物出土状況床面より疎らに遺物が出土した。土器は、Ⅱ群b-1 ･ 2類（図Ⅳ－2-13-36～40) ･

Ⅲ群b－3類（図Ⅳ－2-19-128～130)、石器等は、石槍（図Ⅳ－2 28-4) ･石錐片・つまみ付

きナイフ （10） ・石斧片・北海道式石冠片・剥片・礫などが出土している。

時期床面出土の遺物から、縄文時代前期末葉である。 （芝田）

VH-4 (図Ⅳ－1-16． 17/表1～5 ． 7/図版5)

確認・調査調査範囲南側の平坦面上に掘り込まれた竪穴住居跡。Ⅵ層上面で、v層起源の黒色土の

落ち込みとして検出した。長軸および短軸に土層観察用の土手を残して黒色土を掘り下げたところ、

平坦な床面と明瞭に立ち上がる壁を確認した。掘り込み面はv層中と推測される。

覆土 1 ． 2層はV層を起源とする腐植土｡ 2層にはEn-a降下軽石が多量に混入している。 3層

はローム主体で、掘り上げ士の流れ込みと考えられる。 4層は腐植土とロームの混合で、床面直上に

堆積していた。 5層はいわゆる三角堆積した壁際の腐植士。いずれも自然堆積である。

形態平面形は北西側が少し突き出した不整円形。壁面は明瞭で、緩やかに立ち上がる。床面はほ

ぼ平坦であるが、中央部と北側が若干低い。床面より焼土lか所(HF 1)、土坑2基(HP-3 ･

4）、小土坑1基(HP-1)、掘り込みの外側から小土坑1基(HP 2)が検出された。

付属遺構HF-1 ･HP-4 :HF 1は床面中央よりやや南側に位置する、HP 4の内部に設

けられた炉である。HP 4は平面形が不整な楕円形、断面は皿形である。HF-1は、 この浅いく

ぼみ(HP-4の坑底面）が焼けたものである。上部に焼土粒・炭化材・黒曜石製の剥片を多く含む

腐植土(HP-4の覆土1層）が堆積していた。

HP-1 :南東側の床面で検出された小土坑で、柱穴としての用途が想定される。坑口部の平面形は

円形を呈する。掘り込みは垂直で、深さは床面より約10cmである。

HP-2 :住居の南東側外で検出された小土坑で、柱穴としての用途が想定される。坑口部の平面形は

円形を呈する。掘り込みは先端が細く、断面がわずかに湾曲する。深さはⅦ層上面より約60cmである。

HP-3 :床面西側の壁際で検出された、浅い土坑。平面形は不整な楕円形を呈する。坑底部は段が

見られ、南側の一部が少し低い。覆土はVH-4の覆土5層と同じである。用途は不明。

遺物出土状況全体的に出土遣物は少ないが、西側の床面でややまとまりが見られる。土器は、 Ⅱ群

b－1～3類（図Ⅳ－2－4 4， 13 41～49) ･Ⅲ群b－3類（図Ⅳ-2-19-131) ・Ⅳ群a－2

類（図Ⅳ－2 19-134)、石器等は、つまみ付きナイフ （図Ⅳ 2 28 1 ･ 2) ・スクレイパー

（3） ・石斧片・砥石（4） ・剥片・礫などが出土している。

時期床面出土の遺物から、縄文時代前期末葉である。 （芝田）
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1 10YR2/l黒色土しまり弱粘性強埴壌土V層主体屑界明瞭

2 10YR3/4暗褐色士しまり弱粘性中埴土VI>V層界不明瞭

37.5YR3/4暗褐色士しまり弱粘性強埴土焼土粒(5YR5/8明赤

褐色)を多く含むⅥ＞v層界やや不明瞭

45YR5/8明赤褐色焼土 しまり中粘性中埴土被熱したⅧ層の

パミスをブロック状に含む焼成強く層界明瞭

55YR5/81ﾘj赤褐色土しまり枕粘性なし軽石被熱したVII層

h 13， 60_9

図Ⅳ－1-19 VH-5 ・HF-1

VH-5 (図Ⅳ 1-18･19/表1～5 ･ 11/図版6)

確認・調査調査範囲南東側の高位の段丘面上に立地する。Ⅵ層上面で土器片を伴う黒色土の落ち込

みを検出した。土器片の多くが破断面を上に直立しており、黒色土に炭化材が多く含まれていたこと

から，土器囲炉と判断した(HF-1)｡HF-1から東側(R28調査区）はV層の調査が終了して

いたため、Q28調査区の東境(Rライン）断面で土層を観察した。明瞭な掘り込み・床面は確認され

なかったが、HF-1を中心としてV層土がごく浅くくぼんでいたことから、住居跡と認定した。

覆土 1 ． 2層ともV層の自然堆積と考えられるが、下部のⅥ層との層境がやや乱れている。

形態HF-1より東側を確認前に削平してしまったため、全体の平面形は不明である。西側の調

査部分から、不整楕円形であった可能性がある。HF-1の構築面から、V層下位～Ⅵ層上位が床面

だったと推測される。HF 1より約2m東に位置するVP-10は、坑底面が被熱しており、住居の

建て替えもしくは炉の移設以前に使用されていた古い炉跡の可能性がある。

付属遺構HF-1 :深さ約30cmの不整形な掘り込みの内部に構築された土器囲炉。Ⅳ群a－2類土

器が炉材として使用されている （図Ⅳ－2－7 17， 19 135･136)。口縁～胴部の大型破片と細片

が細長い「．の字」状に配置され、西側が開く。炉内部は炭化材を多量に含む黒色土が堆積し、その

下部から強く被熱した焼土層が検出された。また、掘り込みの周縁部および底面のⅥ～Ⅶ層でも被熱

範囲が認められた。

遺物出土状況覆土中からⅡ群b類・Ⅳ群a－2類土器、剥片、礫が疎らに出土した。HF 1から

は炉材のⅣ群a－2類土器のほか、黒曜石製の石鍼・剥片が出土している。

時期HF 1に使用されている土器から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （芝田）
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HP－1

1 10YR3/4暗褐色土しまり' | ! 粘性強 11111土V＞Ⅵ

Ta-(I (｡l～5mm) En a(61～lO'11In)をまばらに含む
2 10Yl<2/1黒色土 しまり弱粘性強埴鞭| 鷺 V層主体

Ⅶ屑のローム質土をまばらに含む

3 10YR5/6黄褐色士しまり強粘性弱埴壌上Ⅶ屑主体

E']-a((j1～30'''1n)をブロック状に含む

/l lOYR3/4暗褐色上しまり弱粘性強城壌上VI＞V

Ta-(1(｡l～5mm) EI'-a(.l～l0mm)を多く含む

5 10YR4/6褐色士 しまり強粘性強埴填土Ⅷ＞Ⅵ＞V

En a(ml～30mn')をブロック状に含む

HP－2

l 1OYR2/3黒褐色士 しまり強粘性強埴土V層主体

HP－3

1H1)-2と同様

HP－4

1 l0YR3/4暗褐色土しまり中粘性強埴土V＞Ⅵ

Ta d(○1～5mm) EI1-a(.1～IOI''m)をまばらに含む

HP－5

l lOYR2/3黒褐色上しまり強粘性強 」111 | : V層主体

2 101'R2/1黒色土しまり弱粘性強埴壌上V層主体

Ⅷ脚のローム質士をまばらに含む

HP－6

1 ｛ 1 1)－2と同様

HP－7

l lOYR4/3にぶい黄褐色士しまり強粘性なし埴土

V11I''注体層界はilﾘi変Ta-<I ( (Ij l～3m1n)をごくわずかに含む

2 1()YR3/411音褐色土しまり[|] 粘性強埴上V＞Ⅵ

'l.a-d(Ol～5mm) En-a(｡l～1Omm)をまばらに含む

HP－8

1 l()Y|<4/3にぶい;1f描色士しまり強flli性なし埴土

Ⅵ肘主体届界は棚i変 'I,a-d($l～3mm)をごくわずかに含む
2 10YR2/1黒色士 しまり弱粘性強埴壊士V層主体

Ⅷ肘のローム質士をまばらに含む

HP－9

1 1 1 1， 4と|司様

HP－10

1 10YR4/3にぶい黄褐色士しまり強粘'i′|畠なし埴土

Ⅵ1吋主体層界は漸変Ta-(I ( (jl～3'nm)をごくわずかに含む
2 10YR2/3黒褐色士しまり独粘性強ill!土V層主体

HP－1 1

1 10YM/3にぶい黄褐色上しまり強粘性なし

Ⅵ層主体屑界は湘i変 ′ra-d(d) 1～3mIn)をご

2 10YR3/4時褐色土しまり弱粘性強埴壌土

Ⅶ層のローム質土を多く含む

HP－12

l HP－l()と|両l様

HP－13

lHP 7と同様

HP－14

l 1 1P－4と|剛様

HP－15

1HP lOと同様

HP－16

l 1 1P－7と|司様

HP－17

l lOYR4/3にぶい黄褐色土しまり強粘性なL

埴土Ⅵ屑主体層界は漸変

Ta-d(4) l～3n'In)をごくわずかに含む

HP－18 HP－28

1 1 IP－7と同様 l IIP－l7と同様

HP-19 HP-29

1 HP－l7と|両|様 l l IP－8と同様

HP－30
HP－20

l 1 IP－7と同様
lHP 7と同様

HP－31

HP－21 1 1 lP 17と|司様

l l lP－l ()と|同l様 HP－32

1HP lOと同様
HP－22

1 1 Ip－l7と同様 HP－33
HP-23 1 1-IP-17と同様
l l IP－l7と|Ffl様

HP－24

1 HP l7と|司様

HP－25

1 1 ［P－lOと|司様

HP－26

1HP－lOと同様

HP－27

l 1 1P－8と|司様

色上しまり強粘性なし J1III=t

『変 ′ra-d(d) 1～3mIn)をごくわずかに含む

しまり弱粘性強埴壌土V層主体

図Ⅳ－1-21 VH-6 ・HP-1～33土層断面
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図Ⅳ－1-22 VH-6遺物出土位置図

VH-6 (図Ⅳ－1-20～22/表1～5 ･ 7 ． 11/図版7)

確認・調査調査範囲南東側の高位の段丘面上に立地する。Ⅵ層上面で暗褐色～褐色土の落ち込みを

検出した。土層観察用の土手を十字に設定し、 トレンチ調査を行ったところ、土層断面で平坦な床面

と壁の立ち上がりを確認した。掘り込み面はV層下位～Ⅵ層上位と考えられる。

覆土 1 ． 2層は竪穴中央部、 3 ． 4層は壁際、 5層は床面直上に堆積する。いずれも自然堆積で、

V～Ⅶ層を起源とする。

形態平面形は隅丸方形。床面は平坦で、全体に硬化面が認められる。壁面はやや急角度で立ち上

がる。炉跡は検出されなかった。掘り込みの内外で柱穴33基を検出した。

付属遺構HP-1～34 :掘り込みの内部および壁際で9E(HP-1～5 ･ 8～10． 14)、外部で

24基(HP-6 ． 7 ･11～13． 15～33)を検出した。床面では、中央にHP-1、長軸上にHP 9 ･

14が位置する。外部の柱穴は周囲をめぐるように位置する。竪穴内及び壁際の柱穴は垂直に近く、竪

穴外のものは外踏ん張りとなる傾向がある。柱穴先端は尖るものが多く、丸または角状のものは少な

い。HP-1の覆土より採取した炭化物を試料として放射性炭素年代測定(AMS法）を行ったとこ

ろ、暦年較正年代で4,489±35yrBPという数値が得られた（Ⅵ章第1節参照)。

遺物出土状態床面からほぼ完形のⅡ群b－2類土器が横倒しの状態で2個体出土した（図Ⅳ－2－

4－5 ． 6）。ほかにⅡ群b-2 ･ 3類の破片（図Ⅳ－2-14-50～62)、石鍼（図Ⅳ－2-28-1~

2）、石錐（4）、石斧片、北海道式石冠片、砥石片（6）、石Ⅲ片、剥片、礫などが出土した。

時期床面出土土器から、縄文時代前期後半と考えられる。 （芝田）
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VH-7 (図Ⅳ－1 23･24/表1～5 ． 7 ･ 11/図版8)

確認・調査調査範囲南東側の高位の段丘面上に立地する。Ⅵ層上面で土器片を伴う黒色土の落ち込

みを検出した。土器片が弧状に折り重なっており、黒色土に炭化材が多く含まれていたことから土器

囲炉と判断した(HF 1)｡HF 1を中心に土層観察用の土手を十字に設定し、 トレンチ調査を

行った。土居断面では明瞭な掘り込みは確認されなかったが、v層土がごく浅くくぼんでいたため住

居跡と認定した。

覆土 1 ． 2層とも自然堆積層と考えられるが、下部のⅥ層との層境がやや乱れている。

形態東側の約1/3が撹乱により失われているため、全体の平面形は不明だが、西側の調査部分か

ら、不整楕円形の可能性がある。HF-1の構築面から、Ⅵ層上位が床面だったと推測される。

付属遺構HF-1 :深さ約40cmの不整形な掘り込みの内部に構築された土器囲炉。Ⅳ群a－2類土

器が炉材として使用されている（図Ⅳ 2－8－18， 19-137)。土器片を貼り付けるための浅い凹み

を作り出すため、掘り込みの下部は埋め戻されている。口縁～胴部の大型破片と細片が、器外面を内

側に向けて「．の字」状に配置され、西側が開く。炉内部は炭化材を多量に含む黒色土が堆積し、そ

の下部から薄い焼土層が検出された。焼土が小規模であることから、掻き出しが行われたと考えられ

る。炉内より採取した炭化物2点を試料として放射性炭素年代測定(AMS法）を行ったところ、暦

年較正年代で3,490=t31yrBP、 3,528±31yrBPという数値が得られた（Ⅵ章第1節参照)。

HP-1～8 :浅いくぼみの内部で1基(HP-5)、外部で7基(HP-1～4 ･ 7 ． 8)の柱穴

を検出した。HP－3のみHF 1方向へ内傾するが、他は断面が垂直である。先端形状は角形

(HP-1 ･ 2)、丸形(HP-4 ． 6 ･ 8)、尖るもの(HP-3 ． 5 ． 7)がある。

遺物出土状況床面付近よりⅡ群b類土器、Ⅳ群a－2類土器、剥片、礫が疎らに出土した。また、

覆土中よりⅡ群b類土器、石鍼（図Ⅳ－2 29－1）、つまみ付きナイフ （2 ． 3）、北海道式石冠、

剥片、礫が出土している。

時期HF 1に使用されている土器から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （芝田）

VH-8 (図Ⅳ－1-25/表1～5 ･ 7 ． 11/図版9)

確認・調査調査範囲南側の平坦面に位置する。南西側の約1／2が撹乱のため削平されている。V

層の調査において暗褐色土の落ち込みを確認した。撹乱部分を除去して土居断面を観察し、竪穴住居

跡と認定した。

覆土 1～4層はV層を起源とする腐植士の流れ込みによる自然堆積である。 5～8層はローム主

体であり屋根葺き土の可能性がある。

形態南西側の約1／2が削平されているが、残存する東側から推定すると平面形は楕円形、床面

は平坦であり浅皿状である。

付属遺構HF-1 甚炉は床面中心よりやや南側に位置し、被熱は弱く若干赤褐色に変化している程

度であり、厚さは約6cmである。

HP-1 ． 2 :柱穴は中央部と北東の壁際に位置する。平面は円形で深さは約20cmの小柱穴である。

貼り床：床面中央東寄りに長岫約1.4m、短軸約1.2mの貼り床を確認した。

遺物出土状況覆土よりⅡ群b－1類土器（図Ⅳ 2－4 63．64)、石鍼、ナイフ （図Ⅳ－2 29－

1）、剥片、礫が出土している。床面からはつまみ付きナイフ （2）、砥石片が出土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）
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VH－8

l lOYR3/3暗褐色土しまり中粘性中 Ena少量

2 10YR4/4褐色土しまり中粘性中 En-a少l,t

3 10YR3/l黒褐色士しまり強粘性中 E'】一a少ﾙﾋ

ｨl lOYR3/4暗褐色土しまり強粘性中 En－a少量

3にぶい黄褐色士しまり強粘性中 Ena多量

4暗禍色土しまり強粘'#k! | ' lj1, a少量
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VH-9 (図Ⅳ－1-26/表1～5 ･ 7/図版10)

確認・調査調査範囲南側の緩斜面に位置する。V層調査中に黒色士の落ち込みを検出した。東西と

南北にベルトを設定し掘り下げたところ、平坦な床面と明瞭な壁の立ち上がりを確認した。

覆土V層を起源とする腐植土の流れ込みによる自然堆積である。

形態平面形は楕円形であり、床は平坦である。壁は北西側でやや急に、他は緩く立ち上がる。南

東側では一度やや急に立ち上がってから緩く立ち上がる。

付属遺構HF-1 :炉は床面ほぼ中央に東西を長軸として位置し、厚さ約4cmである。

HP-1～10 :壁、壁際に位置する小柱穴である｡HP-4～7は北東側の壁に集中しており、入り

口等の施設の可能性がある。

遺物出土状況土器は覆土よりⅡ群b類、Ⅲ群a類･b-3類（図Ⅳ 2 19-132． 133)、Ⅳ群a－

2類（図Ⅳ-2-19-134)、Ⅳ群b－1類（図Ⅳ－2-20-139･140)･ c類が出土しており、石器

は石鍼（図Ⅳ‐ 2 ‐29‐ 1）、石槍（2）、石斧（3）、Uフレイク、剥片、礫が出土している。床面

よりⅣ群b類の土器、Uフレイクが出土している。

時期床面出土の土器から縄文時代後期中葉である。 （菊池）

VH-10 (図Ⅳ－1-27～29/表1～5 ． 7 ･ 11/図版11)

確認・調査調査範囲西側の緩斜面上に掘り込まれた竪穴住居跡。V層下位～Ⅵ層上面で、黒色土の

落ち込みとして検出した。長軸および短軸に土居観察用の土手を残して黒色土を掘り下げたところ、

平坦な床面と明瞭に立ち上がる壁を確認した。掘り込み面はV居中と推測される。

覆土 1 ． 2層はV層を起源とする腐植土。 2層にはEn-a降下軽石が多量に混入している。 3層

はロームと腐植土の混合で、掘り上げ土の流れ込みと考えられる。 4層は床面直上のロームで固くし

まっている。 5層は壁際の崩落土で、東側の掘り込みが深い部分(HP-4の周辺）ではしまりが見

られた。いずれも自然堆積である。

形態平面形は南側がやや広がった隅丸方形。壁面は明瞭で、緩やかに立ち上がる。床面は西側へ

傾斜しており、比高差は約30cmある。覆土4層は床面中央～南西側に偏って分布していることから、

床面の高さを調整するための貼り床であったと考えられる。床面より焼土2か所(HF 1 ． 2)、

土坑7基(HP-1～4 ･ 8～10)、小土坑10基(HP-5～7 ･ 11～17)が検出された。住居の掘

り込みの外側から付属遺構が確認されなかった。

付属遺構HF-1 :床面中央よりやや北側で検出された炉。平面形は不整な楕円形を呈する。断面

はレンズ状で、強く焼けている。火焼面はややくぼんでおり、固くしまっている。

HF-2 :HF 1より西側へ約1m離れた床面に設けられた、小規模な炉である。平面形は楕円形。

HF-1と同じく、火焼面は周囲よりややくぼんでいる。木根による撹乱を受ける。

HP-1～4･ 8～10 :いずれも床面の壁際付近で検出された。長径1m以上の大型のもの(HP

1 ． 2 ． 4）は南側、長径50～60cmのやや小型のもの(HP-3 ． 8～10)は北～西側に分布する。

平面形は不整な楕円形で、断面は浅い皿形を呈する。掘り込みは床面より20cm以下のものが大半であ

る。HP-1 ･ 2 ･ 4 ． 8の内部には、住居の覆土2 ･ 3 ･ 5層が流れ込んでいる。HP-2 ･ 3お

よびHP-8･ 9は重複しており、それぞれHP 3、HP-9が新しい。

HP-5～7 ･ 11～17 : これらは住居跡の床面に間隔を空けて設けられており、柱穴としての用途が

想定される。坑口部の平面形は円形もしくは楕円形を呈する。掘り込みは垂直もしくは断面がわずか

に湾曲しており、住居の中心に向かって強く内傾するものはない。深さは、床面より15cm以下の浅い
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2 10YR3/4暗褐色士しまり弱粘性強腐植土主体
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HP－13

I IOY|<3/3暗隅色土しまり弱粘性強腐植土十ローム En a
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1 5YR4/8明赤褐色焼土～IOYR2/3暗褐色焼土しまり弱粘性強

腐植土中に焼土が斑状に混在する炭化材(C10mm以下)少量混

じる漸退火焼面はやや凹み固くしまっている

HF－2

1 5YR4/6赤褐色焼土～lOY}<3/4暗褐色焼土 しまり弱粘性強

腐植土I~|｣に焼土が斑状に混在する炭化材. (.5min以下)微量混

じる漸退周囲より1M|めで、被熱している
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1 l0YR3/2黒褐色上～3/4暗褐色士 しまり弱粘性強

黒色土とロームの混合(伽り上げ土) Ijn-a( (b30'n'n以I<)多I ,t混じる

2 10YR3/4暗褐色土～4/4褐色士 しまり弱 1f,'i性強ロームと

黒色土の混合(崩落土) E'' a(4)15Inm以下)少駄混じる

HP－2 ． 3

1 1OYRl .7/l黒色士 しまり弱粘性強腐植土主体 l加一&！

("10'nm以1く)少1it混じる

2 I0YR2/l黒色土～2/3黒褐色士 しまり弱粘'性強Vl ヴ l :主体

|]n a(.201nin以下)多杜混じる(MIIり上げ |:)

3 IOYR3/2黒褐色l 言～3/4I府褐色| 弓 しまり弱 1f,'i!|､llJil !'IA仏士と

ロームの混合(MI1り上げ土) 111}-凱("3()11111'以|､.)多l,t混じる

HP－4

I IP－lと|司様

HP－6 ． 5

l lOYR2/]黒色土しまり弱粘性中臓ｲ11II=t ili'-4' (4)201n川以| ､.)

多量混じる

2 10YR1.7/]黒色上 しまり弱粘|ﾉ|ﾐ強腐l11'[土 ljn-a( 《j5mm以下）

少量混じる

HP－7

1 10YR1 . 7/1黒色士しまり弱粘性強腐植土

2 10YR2/1黒色上しまり弱粘性強腐植t En a(.lOmn]以~|<)

少量混じる

3 10YR2/3黒褐色土 しまり弱粘性強腐植土十ローム

柱の掘り方か

HP－8 ． 9

1 10YR2/I黒色土しまり弱粘性強腐植上主体EI1－a

(.10''1m以下)多量混じる

2 10YR3/4暗褐色士しまり強粘性強腐械土十ローム En－a
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3 10YR2/1黒色土～2/3黒褐色士しまり弱粘性独V墹土主体

En-a(｡20mm以下)多量混じる(掘り上げ土）

図Ⅳ－1-29 VH-10･HF-1 ･ 2、 HP-1～17土層断面
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もの(HP-5･ 6) と、30～50cmのやや深いもの(HP-7 ． 11～17)がある。掘り込みの深いも

のは床面の縁辺部（壁際）に多い｡HP-15はHF-1を掘り込んでおり、覆土にTa-c降下軽石が

少量混入することから、Ⅲ層中の遣構(msP)の可能性がある。

遺物出土状況HF-1 ･ 2、HP-1 ． 2 ． 4などの付属遺構より遺物が多く出土した。 これ以外

の床面出土の遺物は、疎らに分布する。土器は、 Ⅱ群a類・Ⅱ群b 1～3類（図Ⅳ－2－4－7 ．

8, 15-65～82) ･Ⅲ群a類（図Ⅳ-2-18-123) ・Ⅳ群a類、石器等は、つまみ付きナイフ・石斧・

砥石・台石・剥片・礫が出土している。

時期床面よりⅡ群b類土器が多く出土していることから、縄文時代前期末葉である。 （芝田）

VH-11 (図Ⅳ－1-30/表1～5 ･ 7 ． 11/図版12)

確認・調査標高10.6～11.0m、祝梅川右岸肩部にあたる緩斜面上に立地する。包含層調査において、

焼土および柱穴とみられる円形の黒色土を検出した。竪穴住居跡を想定して調査したが、発掘区境な

どの土居観察では壁面の立ち上がりは確認できなかった。Ⅶ層上面まで掘り下げ、半裁により柱穴確

認を行った。その結果、全体の形状・柱穴配置は不明瞭ながら、炉と柱穴等で構成される住居跡と推

定した。

覆土焼土と柱穴の周辺からは覆土と推定できる堆積土は確認されなかった。

形態平面形は不明。床面付近より焼土2か所(HF-1 ． 2)、粘土・炭化物分布域1か所、柱

穴等12基(HP-1～12)を検出した。

付属遺構HF-1 ･ 2 :住居跡の中心部から南東寄りに位置する炉。試掘坑によりそれぞれ欠損す

るが、平面形はどちらもほぼ楕円形である。HF-1は断面レンズ状の被熱層で、Ⅶ層近くに及んで

いる。軽石表面も赤色に被熱している。上面は黒色土混じりで、炭化物を少量含んでいる。HF-2

は風倒木の影響があり、黒角十'三に被熱層がある。HF 2の東側に5～6cmの厚さをもった粘土ブ

ロックがあり、周辺に炭化物が広がっている。 この炭化物を試料として放射性炭素年代測定(AMS

法）を行ったところ、暦年較正年代で3,407±32yrBPという数値が得られた（Ⅵ章第1節参照)。

HP-1～12 :径20～25cm、深さ20cm前後の柱穴が多い。HP-10･ 1 ･ 7とHP-6 ． 5は柱穴間

距離がそれぞれ1.8～1.9mで柱穴ラインが直角になることから、住居跡の主柱穴を構成する可能性が

ある。焼土付近の柱穴HP-2 ． 12は深い柱穴で、 しまりのない黒色土の覆土である。HP 3は浅

い楕円形の土坑。出入口等にかかわる可能性がある。

遺物出土状況床面付近およびHF-1、HP-2より、Ⅳ群b－1類土器（図Ⅳ 2-20-141．1

42)、石鍼（図Ⅳ－2-30 1)、両面調整石器(2)、台石片(3)石皿片(4)、剥片等が出土して

いる。

時期：出土遺物や構造がVH 12に類似することから、縄文時代後期中葉と思われる。 （阿部）

VH-12(図Ⅳ 1-31/表1～5 ･ 7 ･ 11/図版13)

確認・調査標高10.7～110m、祝梅川右岸肩部にあたる緩斜面上に立地する。包含層調査において、

焼土および柱穴とみられる円形の黒色土を検出した。竪穴住居跡を想定して調査したが、南側の調査

区境および北側の発掘区境などの土層観察では壁面の立ち上がりは確認できなかった。Ⅶ層上面まで

掘り下げ、半裁により柱穴確認を行った結果、炉と4本主柱穴・その他の柱穴・土坑で構成される住

居跡と認定した。柱穴の配置や覆土の堆積状況から、柱穴を埋め戻した上、建て替えが行われたと推

定される。
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なお同様の住居跡は、当遺跡と市道祝梅川第2道路を挟んで隣接する梅川4遺跡で検出されている

(北埋調報269集「千歳市梅川4遺跡(2)｣VH-1 ･VH-2)。

覆土南側の調査区境の土居断面から、En-a降下軽石を含む黒色～暗褐色土の堆積を確認した。

形態平面形は不明。床面付近より焼土1か所(HF-1)、柱穴5基(HP-1～3 ･ 6 ． 7)、

土坑2基(HP-4 ． 5)を検出した。

付属遺構HF-1 Ⅵ層上面で検出した。平面形は楕円形で、住居跡の中心部から北寄りに位置す

る。断面レンズ状の被熱層はⅦ層に及んでいる。軽石表面も赤色に被熱している。

HP-1～3 ･ 6 ･ 7 径25～30cm、検出面からの深さ30～40cmと規格性がある。主柱穴は4本で、

①HP-1 ･ 2 ･ 7 ．推定調査区外柱穴1基、②HP-6 ． 3 ．推定調査区外柱穴2基、の組み合わ

せである。 これらの柱穴の配列は概ね正方形である。柱穴の覆土は、前者がやや明るくしまっており、

後者が暗くしまりのない土壌である。覆土の状況から前者が古く後者が新しいとみられる。柱穴間距

離は後者の場合で2.35m×2.00mほどである。

HP-4 ． 5 長径lm前後の楕円形のやや深い土坑。住居の時期とは異なる可能性があるが、関連

するものとして掲載した。HP-4は柱穴間ラインの内側、HP-5は外側にある。

遺物出土状況床面付近よりⅣ群b 1類土器（図Ⅳ 2-20-143～146. 148)、台石、礫が出土し

た。また、住居跡東側のHP-5付近から、粘土が盛られた（土器の内部に詰められた）Ⅳ群b 1

類土器の深鉢約1/4個体（図Ⅳ－2-19-147)のほか、つまみ付きナイフ （図Ⅳ－2-30 1)、た

たき石、剥片が出土した。HP-6付近のくぼみから礫がややまとまって出土した。

時期：出土遺物から、縄文時代後期中葉である。 （阿部）
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図Ⅳ－1-32 VH-13
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VH-13(図Ⅳ－1 32/表1～5/図版14)

確認・調査祝梅川旧河道へ降りる北向きの斜面上に掘り込まれた小型の竪穴住居跡。Ⅵ層上面で黒

色土の落ち込みとして検出した。東側を半裁して黒色土を掘り下げたところ、平坦な床面と明瞭に立

ち上がる壁を確認した。掘り込み面はV層中と推測される。

覆土 1層はV層を起源とする腐植土。 2 ． 3層はロームと腐植土の混合｡ 4層は床面直上の腐植

土。 2～4層にはEn a降下軽石が多量に混入している。いずれも自然堆積である。

形態平面形は隅丸長方形。壁面は明瞭で、南側の掘り込みが深い。斜面上で床面を平坦に調整す

るため考えられる。付属遣構は確認されなかった。千歳市美々5遺跡、同キウス5遣跡B地区では、

やはり斜面上で類似する形態の縄文時代前期前半の竪穴住居群が検出されている。

遺物出土状況覆土中よりⅡ群a－1類土器が出土した。

時期立地と形態、出土遺物から、縄文時代前期前半である。 （芝田）

VH-14(図Ⅳ－1-33/表1～5 ･ 7 ． 11/図版14)

確認・調査V層上面で楕円形のくぼみを確認した。その周囲をV層下位まで掘り下げたところで、

くぼみの長軸・短軸に試掘坑を設けて堆積状況・下端・壁面を観察した結果、竪穴式住居跡として調

査した。

覆土覆土は自然堆積とみられ、 2層では炭化木片が混じる。

形態平面形は上端・下端とも楕円形であるが、下端の短軸東側は内にやや入り込む。床面は皿状

で緩やかに立ち上がる。

付属遺構炉跡や柱穴は認められなかった。

遺物出土状況遺物は覆土から土器364点、石器等1,826点が出土した。覆土中では遺物等が集中する

部分が見られ、北東壁付近では割れたⅣ群b－2類土器が内向きに重ね合わせられた状態で出土した

(図Ⅳ－2-11-23～25)。土器の大半はⅣ郡b－2類（図Ⅳ－2-20-149～155)である。また南壁

付近では、緑色泥岩のフレイク等の集中、住居の中央よりやや北東側では黒曜石のフレイク・チップ

の集中がある。 この他、En-a降下軽石の集中が2か所にある。

時期床面近くでの遺物出土状況から縄文時代後期中葉である。 （山中）

VH-15 (図W-1-34～36/表1～7 ． 11/図版15)

確認・調査J13付近のV層を調査中に、En-a降下軽石を多く含む直径5m程の円形の黒色土の拡

がりを確認した。周辺を精査した後、竪穴住居跡の可能性を考盧し、堆積状況・下端・壁面確認のた

めに十字にベルト(a b･c-d)を設定し、竪穴内の調査を開始した。調査を進めて土層断面を確認し

たところ、黒褐色土・暗褐色土を最下層覆土とする竪穴住居跡と判断した。

形態平面形は上端・下端ともに隅丸の五角形である。床面には2.6×2.2mの隅丸長方形で深さ0.1

m程の掘りこみがあり、ベンチ状になっている。床面は平坦で立ち上がりは明瞭であり、壁は緩やか

に上方へ立ち上がる。

覆土 8層に分居した。En a降下軽石が含まれることから、掘り揚げ土が流れ込んだものと考え

られる。

付属遺構ベンチ内の床面に焼土(HF-1)があり、地床炉と考えられる。焼十十壌をフローテーショ

ン処理し、微量の炭化材を検出した。東側には楕円形で長軸1.1m、床面からの深さ0.1mの土坑(HP-

l)が付属している。柱穴を12基検出した。HP-2～5は主柱穴とみられ、柱はほぼ垂直に立って

肩n
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いたと考えられる。HP-6～13は壁柱穴とみられ、竪穴住居跡の中央方|句に向かって傾斜する。

遺物出土状況覆土から土器片437点、石器等786点が出土した。土器片は90％がⅡ群b－2 ． 3類

(図Ⅳ－2－5-9 ･ 10， 16-83～94)である。床面直上に当たる覆土4層よりⅡ群b－2類3個体

が出土したが、 このうち2個体は酸化による凝固が著しく、復元には至らなかった。土製品は粘土塊

(図Ⅳ－2－23－2 ． 3）が出土した。石器等は石嫉（図Ⅳ－2－31 1 ． 2）、つまみ付きナイフ

(3～6）、スクレイパー（7 ． 8)、石斧（9）、すり石(10･ 11)、石錘片(12)、剥片、礫等が出土

している。

時期伴出土器から縄文時代前期後半である。 （酒井）
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VH-16 (図Ⅳ－1-37/表1～5 ･ 7 ･ 11/図版16)

確認・調査V層下部を掘り下げていたところ、En-a確認・調査V層下部を掘り下げていたところ、En-a降下軽石を多量に含んだ掘り上げ土とみなさ

れる土壌が広範囲に現れた。住居跡の存在を想定し、周囲を精査したところ、径4mほどの円形の黒

色土の拡がりが検出された。立地は東側から西側に向けて下る緩斜面で、住居跡の確認面上で標高の

推移を見ていくと、径に相当する4mで標高が25cm下っており、その斜度はおよそ7度である。

覆土土層観察の結果、覆土は2層に分層された。覆土2はV層とⅥ層からなる流れ込み。覆土1

はV層の堆積である。確認面から床面までの層厚は10～20cmと浅いが、本来の掘り込み面と確認面と

は、それほど差がないと考えられる。

形態平面形はほぼ円形である。床面は平坦であるが、西側が一部、皿状の窪みを呈している。標

高の低い側であり、調査中も雨天の翌日など泥水が若干溜まっていたことから、床面の全体が冠水し

ないために設けた窪みであるかもしれない。床面は全体的にⅦ層内であるが、皿状に一段低く窪んだ

ところはⅧ層(En a降下軽石）であり、Ⅷ層に比して水はけが良い。

付属遺構床面中央部では炉と考えられる焼土が検出された。層厚14cmでⅧ層にまで達しているが、

灰・骨片等は肉眼では確認されなかった。上面で微量の炭が検出されたが、住居の床面および覆土内

で散発的に炭化材等の炭が検出されているため、 この炭が炉に直接ともなうものかはわからない。
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床面および住居壁の周辺で、柱穴確認を行い、数十か所に及ぶ半割作業を試みたが、柱穴と判断で

きるものは1か所も見出されなかった。

遣物出土状況遺物は、床面・覆土から土器片83点、石器等82点が出土した。床面よりⅣ群b－2類

(手稲式）の壷（図Ⅳ 2－11－26)、覆土中よりⅣ群c－1類（堂林式）の鉢（図Ⅳ 2-12-28) ･

注口（図Ⅳ－2－12－29） ・口縁部片（図Ⅳ22-186）が出土した。

時期床面上の土器から、縄文時代後期中葉と考えられる。 （影浦）
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VH-17(図Ⅳ－1-38～40/表1～7 ．11/図版17)

確認・調査K･L11． 12区付近のV層を調査中に、En-a降下軽石を多く含む長径6m程の楕円形

の黒色土の拡がりを確認した。周辺を精査した後、竪穴住居跡の可能性を考盧し、堆積状況・下端・

壁面確認のために十字にベルト (a-b･c-d)を設定し、竪穴内の調査を開始した。調査を進めて

断面を確認したところ、黒褐色土・暗褐色土を最下層覆土とする竪穴住居跡と判|断した。

覆土 4層に分居した。En-a降下軽石が含まれることから、掘り揚げ土が流れ込んだものと考えられる。

形態下端平面形は不整な隅丸長方形、床面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

RQ
IJ、ノ



、 つ

B
1
2
．
8
0

Ａ

V
H
－
1
7

l
l
O
Y
R
1
.
7
/
l
黒
色
土
し
ま
り
中
粘
性
中

E
n
-
a
(
.
1
0
m
m
以
下
)
を
1
%
含
む

埋
没
後
の
ll
1
l
み
に
堆
械
し
た
V
刑

2
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
土
し
ま
り
中
粘
性
!

|1
E
n
-
a
(
･
'
0
m
m
以
下
)
を
3
%
含
む

3
1
0
Y
R
4
/
4
褐
色
土
～
l
O
Y
R
2
/
3
黒
褐
色
士
し
ま
り
中
粘
性
中
E
n
－
a

（4
）
1
0
,
,
,
,
,
以
下
)
を
1
5
%
含
む
3
層
上
面
に
土
器
(
大
麻
V
式
)
が
あ
る

4
1
0
Y
R
3
/
4
暗
褐
色
士
し
ま
り
中
粘
性
中

E
n
-
a
(
O
l
0
m
m
以
下
)
を
3
%
含
む

5
1
0
Y
R
4
/
6
褐
色
土
し
ま
り
中
粘
性
中
E
n
a
(
.
1
0
m
以
下
)
を
1
%
含
む

や
や
砂
質

、
1
3
．
0
0
Ｃ 一

Ⅶ

~
Ⅶ

V
F
1
3
．
0
0
~

E
H
P
－
2
3

ノ
~

H
P
－
1
7

、 一
一
二
一

H
P
－
1

~
~

一

H
F
－
1

H
P
－
1

b
1
2
．
6
0

a
b
1
2
．
3
0

－
－
＜
1
一
一 Ⅶ

a

H
F
－
1

l
1
O
Y
R
5
/
8
明
赤
褐
色
焼
土
し
ま
り
強

V
I
I
-
l
7
の
床
面
で
焼
か
れ
た
地
床
炉

で
は
炭
化
物
が
少
量
見
ら
れ
る

粘
'
性
な
L

焼
成
面

H
P
－
1

l
1
O
Y
R
4
/
4
褐
色
士
～
1
0
Y
R
2
/
3
黒
褐
色
上
主
体

し
ま
り
中
粘
性
!
|
]

E
n
a
(
○
1
0
m
m
以
下
)
が
5
%
混
じ
る

メ
イ
ン
セ
ク
シ
ョ
ン
4
層
と
同
じ

2
1
0
Y
R
2
/
3
黒
褐
色
土
～
I
O
Y
R
4
/
6
褐
色
士
主
体

し
ま
り
巾
粘
性
中

E
n
a
(

Ijj
1
0
m
m
以
下
)
が
5
%
混
じ
る

3
1
0
Y
R
2
/
2
黒
褐
色
土
し
ま
り
中
粘
性
中

E'
'
a
(
O
l
O
m
n
'
以
下
)
が
3
%
混
じ
る

4
1
0
Y
R
3
/
4
暗
褐
色
土
し
ま
り
中
粘
性
中

E
I
1
-
a
(
O
l
O
m
m
以
下
)
が
1
5
%
混
じ
る

図
Ⅳ
－
1
-
3
9
V
H
-
1
7
土
居
断
面



1V祝梅川小野遺跡

HP－2 HP－3

a b 12． 60 a b l2~ 60

ボー称
a b l260 a b l260

－ym －1m

HP－6

－、 戸
a b l260

W両

HP－7 HP－8 HP－9

恥“
a， !u12.60 a .h12.60

-ym
一利~Ⅶ

HP－13

a b l250

猯舎

HP－10

a b 12．60~
HP－11

a b 12．60

HP－15

a b 12．30

二侭

HP－17

a b 12．70

~~レ

＞句Ⅷ

HP－12

a b 12．40

族“：

HP－14

－a! u12.30

群

HP－16

a b 12．50

臓称
Ｊ

，

一

~

~

~

而

皿

~

~

~

１
局
Ｗ
同
吋
凶
Ｍ
ｖ

HP－18 HP－19 HP－20

｡ ｡""誰”． ""、琳 欣

HP－21

a b 12．60~ ~
HP－22 HP－23

a b l250 a b 12．30
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HP－2 HP－9
HP－17

l 1OYR4/6褐色土しまり強粘性中 l lOY|<3/411時褐色士 しまり中粘性I|1 l lP－2と同様
En-aを1%含む HP－10 HP－18
HP-3 1 10Y|<4/6樹色土しまり強粘性rl」

HP l6と同様
l lOYR4/6褐色士 しまり中粘性中 EI1-aを5%含む HP－19

En－aを微量に含むやや砂質 HP－1 1 1［P 4と同様
HP-4 1 10YR3/4暗褐色士 しまり中粘性中

HP－20
1 10YR4/6褐色土しまり中粘性中 Enaを1%含む

やや砂質 2 10YR3/4暗褐色士しまり中粘性中 HP '6と同様
H6-Lg= RELlj""" |"~--' | ""|~~ | HP=:1
HP 4と同様 HP－2と|司様 1 10YR3/4暗褐色土しまり中粘性中

En-aを3%含む
HP－6 HP－13

HP－22
1 10YR4/6褐色士しまり強粘性中 l lOYR$l/6褐色士しまり強粘性中

En-aを3%含む HP-14- - -- ' 'P 9と|司様
HP-7 1 IP 6と|司様 HP－23
Hp 4と同様 HP-15 1 10YR4/6褐色土しまり中粘性中
HP-8 HP-13と同様 En-aを1%含むやや砂質

HP－16
1 10YR4/6褐色士 しまり弱粘性中

l lOYR4/6褐色士 しまり弱粘性中
やや砂質根？

やや砂質

図Ⅳ－1-40 VH-17･HP-2～23土層断面

付属遺構床面中央部南側に焼土(HF-1)があり、地床炉と考えられる。焼土土壌をフローテー

ション処理し、微量の炭化材を検出した。北東側には楕円形で長軸1.5m、床面からの深さ0.18m･確

認面からの深さ0.47mの土坑(HP-1)が付属している。壁際には黒曜石や頁岩の剥片集中が6か

所確認されている。柱穴を22基検出している。HP-23を除く21基は壁面付近に作られ、柱はほぼ垂

直に立っていたと考えられる。柱の間隔は0.2～1.3m、平均0.85mである。

遺物出土状況遺物は、覆土中から土器660点、石器等5,757点、焼成粘土塊58点、計6,475点が出土し

た。土器は、 Ⅱ群b－1～3類（図Ⅳ－2－5-11， 16-95～99) ･Ⅲ群a類（図Ⅳ 2 18 124)、

土製品は盤状粘土塊（図Ⅳ－2－23－4～7）、石器等は、石嫉（図Ⅳ－2－33－1～4）、つまみ付

きナイフ（5～9）、スクレイパー(10･ 11)、石斧片(12)、剥片、礫などが出土した。

時期伴出土器から縄文時代前期後半である。 （酒井）
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（3） 土坑

VP-1 (図Ⅳ－1-41/表1～7 ･ 11/図版18)

特徴調査範囲南東側の高位の段斤面上に立地する。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして検出し

た。平面形は不整な楕円形を呈する。掘り込みの角度はやや急である。坑底面は平坦でⅦ層上位まで

達する。覆土1層は腐植土とロームの混合で、埋め戻しによるものと考えられる。覆土2層はローム

主体で、壁際の崩落土。北側の坑底面で5×20cmの範囲で赤褐色土がまとまっていた。覆土上～中位

よりⅡ群b－2類土器(図Ⅳ－2-16-100～104)、盤状粘土塊（図Ⅳ－2-23-8)、石鍼片（図Ⅳ

2－34－1)、石錐（2）、つまみ付きナイフ （3）、すり石、北海道式石冠片、砥石、石皿、台石、剥

片、礫などが出土した。

時期出土遺物から縄文時代前期後半と考えられる。 （芝田）

VP-2 (図Ⅳ－1-41/表1～4 ． 7)

特徴調査範囲中央東端の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。

平面形は卵形で坑底面は平坦、壁は北側で開き、他ではやや急に立ち上がる。覆土はv層の流れ込みに

よる自然堆積である。遺物は覆土からⅢ群b類の土器、砥石(図Ⅳ 2－34 1）、礫が出土している。

時期出土遺物から縄文時代中期後半である。 （菊池）

VP-3 (図Ⅳ－1-41/表1～2 ･ 4)

特徴調査範囲中央東端の平坦面に掘り込まれた土坑で範囲外に続く。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込

みを確認した。平面形は楕円形と推定され、坑底面は平坦で壁はやや開いて立ち上がる。覆土はV層の

流れ込みによる自然堆積である。遺物は覆土から剥片、北海道式石冠､加工痕のある礫が出土している。

時期出土遣物、周辺の遺構から縄文時代中期と推定される。 （菊池）

VP-4 (図Ⅳ－1-42/表1～4)

特徴調査範囲東側中央の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。

平面形はほぼ円形で坑底面は平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土はV居の流れ込みによる自然堆積で

ある。遺物は覆土からⅡ群b類の土器、剥片、礫が出土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-6 (図Ⅳ－1-42/表1～4)

特徴調査範囲南東側の高位の段丘面上に立地す~る。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みとして検出し

た。平面形は円形を呈する。掘り込みは南側がやや急角度、北側が緩やかである。断面は浅い皿状で、

坑底面はほぼ平坦。覆土1 ． 2層は腐植土とロームの混合で、堅くしまっており、埋め戻しによるも

のと考えられる。坑口上面から覆土中位にかけて北海道式石冠、礫片が出土した。 このうち礫片は、

南西側の土坑周辺で同一石材（泥岩）のものが出土している。

時期不明｡ (芝田）

VP-8 (図Ⅳ－1-42/表l～5)

特徴調査範囲東側中央の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ眉上面で黒色土の落ち込みを確認した。

平面形はおにぎり形で坑底面は平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土はV層と掘り上げ土の流れ込みで

戸n
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ある。遺物は覆土より、 Ⅱ群b-1 ･ 2類（図Ⅳ－2－5-12， 16-105． 106)、剥片、礫が出土した。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-10 (図Ⅳ－1-43/表1)

特徴調査範囲南東側の高位の段丘面上に立地する。Ⅵ層上面で暗褐色土の落ち込みとして検出し

た。平面形は楕円形を呈する。坑底～壁面下部には長軸上に細長く伸びる被熱範囲が確認された。こ

れは坑底面から約5cmの厚さでEn-a降下軽石が部分的に赤色化していたもので、Ⅶ層のローム全体

が被熱した焼土ではない。焼土下部の漸移層が残存したものと推測される。覆土はロームと腐植土の

混合で、 ローム・ブロックが見られることから、埋め戻しによるものと考えられる。遺物は出土して

いない。VP-10より約2m西にVH-5の土器囲炉(HF-1)があり、形状・規模・長軸方向が

非常によく類似している。VP-10は、VH 5の建て替え、または炉の移設により廃棄された古い

炉の可能性が高い。覆土中より採取した炭化物を試料として放射性炭素年代測定(AMS法）を行っ

たところ、暦年較正年代で3,523±31yrBPという数値が得られた（Ⅵ章第1節参照)。 これはVH-

5と同型式のⅣ群a 2類土器を炉材として使用している、VH-7の十器囲炉(HF-1)の年代

値(3,490±31yrBP・3,528±31yrBP) と近似している。

時期周辺の類似する遺構の時期から、縄文時代後期前葉の可能性がある。 （芝田）

VP-11 (図Ⅳ－1-43/表1～5 ． 7)

特徴調査範囲東側ほぼ中央の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認し

た。平面形は楕円形で坑底面は平坦、壁は北東側でやや急、他では開いて立ち上がる。覆土の1 ． 2

層は自然堆積、 3層は埋め戻し、 4 ． 5層は崩落である。遺物は覆土からⅡ群a類．b類、石鍼（図

Ⅳ－2－34－1）、つまみ付きナイフ（2）、剥片、礫、坑底からはⅡ群b－2類（図W 2-5-13、

17-107)、剥片、加工痕のある礫が出土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-12 (図Ⅳ－1-43/表1～2)

特徴VH-3の南側壁際で検出された土坑。VH 3の廃絶後、覆土中より掘り込まれている。

平面形は楕円形で、坑底面は北側がやや高い。また、北側の一部はVH-3の調査トレンチにより削

平されている。覆土は1層がV層起源の腐植土、 2層がVH-3からの崩落土である。遺物は覆土中

よりⅡ群b類土器、坑底面より剥片1点が出土した。性格は不明である。

時期VH 3との新旧関係から、縄文時代中期前半である。 （芝田）

VP-13 (図Ⅳ－1 44/表l～2 ･ 4)

特徴調査範囲南側の平坦面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。VH-

2とVH-3の中間に位置しており、VH-2の壁の一部を壊している。平面形は不整楕円形、坑底

面は北西側がやや高い。覆土は1 ． 2層がV層起源の腐植土、 3層が壁面からの崩落土で、いずれも

自然堆積である。南東1lllの覆土l層下部に灰集中（層厚3c,n以下）を確認した。遣物は覆土中より石

鍼（図Ⅳ－2－34－1）、石斧（2）、剥片、礫が出土した。性格は不明である。

時期VH 2との新|日関係から、縄文時代中期前半である｡ (芝田）
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Ⅳ祝梅川小野遺跡

VP-14(図Ⅳ 1 43/表1～5 ･ 7)

特徴調査範囲南東側の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で褐色土の落ち込みを確認した。平

面形は楕円形で坑底面は平坦、壁はやや開いて立ち上がる。覆土は掘り上げ士の埋め戻しである。遣

物は、Ⅱ群b 2類土器（図Ⅳ-2-17-108)、石嫉（図Ⅳ－2－34－1）、Rフレイク、粟l1片、礫が出

土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-15(図Ⅳ 1-44/表1～4 ･ 6 ･ 7/図版18)

特徴調査範囲南東側の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で暗褐色士の落ち込みを確認した。

平面形は楕円形で坑底面は平坦、壁は南北側でやや急、東西側でやや開いて立ち上がる。覆土の暗褐

色士は埋め戻しである。遺物は覆土から石鍼（図Ⅳ－2－34－1）、北海道式石冠、礫が出土し、坑

底からは盤状粘土塊（図Ⅳ－2－24－9～13）が出土している。

時期他遺構における粘土塊の共伴例から、縄文時代前期後半の可能性が高い。 （菊池）

VP-16 (図Ⅳ－1-44/表l～5)

特徴調査範囲南東側の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。

平面形は楕円形で坑底面は平坦、壁はやや急に立ち上がる。覆土の暗褐色士は埋め戻しである。遺物

は、 Ⅱ群b－2類の土器（図Ⅳ-2-17-109)、北海道式石冠が出土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である｡ (菊池）

VP-17(図Ⅳ－1-44/表1～4 ． 6/図版18)

特徴調査範囲南東側の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認した。

平面形は楕円形で坑底面は丸底、壁はやや開いて立ち上がる。覆土の暗褐色土は埋め戻しである。遺

物は覆土から北海道式石冠、坑底からは盤状粘土塊（図Ⅳ 2－25－14～17）が出土している。

時期他遺構における粘土塊の共伴例から、縄文時代前期後半の可能性が高い。 （菊池）

VP-18 (図Ⅳ－1-45/表1～4 ． 7)

特徴調査範囲ほぼ中央の平坦面に浅く掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認

した。一部撹乱により削平されている。平面形は楕円形で坑底面は平坦、壁は開いて立ち上がる。覆

土はV居と掘り上げ土の流れ込みである。遣物は覆土から石斧（図Ⅳ 2 34－1）、加工痕のある

礫、礫が出土し、坑底からはⅡ群b類の土器、剥片が出土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-19(図Ⅳ－1-44/表1～3)

特徴調査範囲南東の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅶ層上面で黄褐色土の落ち込みを確認した。平

面形は円形で坑底面は丸底、壁はやや開いて立ち上がる。覆土の1層は埋め戻し、 2層は崩落である。

遺物は覆土からⅡ群b類の土器が出土している。

時期出土遣物から縄文時代前期後半である。 （菊池）
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VP-20(図Ⅳ-1-45/表1～3/図版18)

特徴調査範囲南東の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅶ層上面で黄褐色土の落ち込みを確認した。平

面形は楕円形で坑底面は平坦、壁はやや開いて立ち上がる。覆土の1層は埋め戻し、 2層は崩落であ

る。遺物は坑底より粘土塊が出土している。

時期他遺構における粘土塊の共伴例から、縄文時代前期後半の可能性が高い。 （菊池）

VP-21 (図W-1 45/表1～3 ･ 6/図版19)

特徴調査範囲南東の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅶ層上面で黄褐色土の落ち込みを確認した。平

面形は楕円形で坑底面は平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土の黄褐色士は埋め戻しである。遺物は坑

底より盤状粘土塊（図Ⅳ－2－25－18）が出土している。

時期他遺構における粘土塊の共伴例から、縄文時代前期後半の可能性が高い。 （菊池）

VP-22 (図Ⅳ－1-45/表1～4)

特徴調査範囲南東側の高位の段丘面上に立地する。VH-6壁面の調査中、土居断面で柱穴HP-

6を壊し、にぶい黄褐色土の落ち込みを確認した。平面形は不整楕円形を呈す~る。坑底面には凹凸が

見られる。覆土は汚れたロームを主体とし、堅くしまっていることから、埋め戻しによるものと考え

られる。覆土中から焼成粘土塊1点が出土した。

時期VH-6との新旧関係から、縄文時代前期後半以降と考えられる。 （芝田）

VP-23 (図Ⅳ－1-45/表l～3 ． 5/図版19)

特徴調査範囲やや東側の緩斜面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。

平面形は楕円形で坑底面はほぼ平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土はV層の流れ込みである。遺物は、

覆土よりⅡ群b－1類（図Ⅳ 2－6－14）が出土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-24(図Ⅳ－1-46/表1～5 ･ 7/図版19)

特徴調査範囲西端中央の緩斜面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認した。

平面形は円形で坑底面はほぼ平坦、壁はやや急に立ち上がる。覆土はV居の流れ込みである。遺物は、

Ⅱ群b－1類土器（図Ⅳ－2-17 110･ 111)、石皿片（図W 2-34-1 ･ 2)、礫が出土した。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-25 (図Ⅳ 1-46/表1)

特徴調査範囲西端中央の緩斜面に深く掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認し

た。平面形は楕円形で坑底面はほぼ平坦、壁は急に立ち上がる。覆土の1層はV層の流れ込み、 2～

5層は掘り上げ土の埋め戻し、 6層は崩落である。遺物は出土していない。

時期特定できないが周囲の遺構・遺物から縄文時代前期の可能性がある｡ (菊池）

VP-29 (図Ⅳ-1-46/表l～5 ． 7)

特徴調査範囲西側中央の緩斜面に深く掘り込まれた土坑。V層調査中に黒褐色土の落ち込みを確

認した。平面形は楕円形で坑底面はほぼ平坦、壁は急に立ち上がる。覆土の1層はV居の流れ込み、
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2～7層は掘り上げ土の埋め戻し、 8層は崩落である。遺物は、覆土からⅡ群b－2 ． 3類（図W-

2-17-112～114)、Ⅳ群a類･ C類の土器、剥片が出土し、坑底からはつまみ付きナイフ （図Ⅳ－

2－35－1）が出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期後葉である。 （菊池）

VP-30 (図Ⅳ－1-46/表1～3 ･ 5)

特徴調査範囲西側中央の緩斜面に深く掘り込まれた士坑。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認し

た。平面形は楕円形で坑底面はほぼ平坦、壁は急に立ち上がる。覆土の1層はV層の流れ込み、2～5層

は掘り上げ土の埋め戻し、6層は崩落である。遺物は覆土からⅢ群b類、Ⅳ群c類の土器が出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期後葉である。 （菊池）

VP-31 (図Ⅳ－1-46/表1～2 ． 4)

特徴調査範囲西側中央の緩斜面に深く掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認

した。平面形はほぼ円形で坑底面はほぼ平坦、壁は急に立ち上がる。覆土の1層はv層の流れ込み、

2～6層は掘り上げ士の埋め戻しである。遺物は覆土から礫が出土している。

時期特定できないが周囲の遺構・遣物から縄文時代後期の可能性がある。 （菊池）

VP-32(図Ⅳ－1-46/表1～3 ． 5)

特徴調査範囲西側中央の緩斜面に深く掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で褐色土の落ち込みを確認し

た。平面形は楕円形で坑底面は平坦、壁は急に立ち上がる。覆土は掘り上げ土の埋め戻しである。遺

物は、覆土からⅡ群b－2類土器（図Ⅳ 2-17-115)が出土している。

時期出土遺物から縄文時代前期後半である。 （菊池）

VP-33 (図Ⅳ－1-47/表1～2 ･ 4)

特徴調査範囲西側中央の平坦面に掘り込まれた土坑。VH-8に切られている。Ⅵ層調査中に暗

褐色土の落ち込みを確認した。平面形は楕円形で坑底面は平坦、壁はやや開いて立ち上がる。覆土は

V層の流れ込みである。遺物は坑底から礫が出土している。

時期周辺の遺物とVH-8に切られていることから縄文時代前期と推定される。 （菊池）

VP-34(図Ⅳ－1-47/表1～3 ． 5)

特徴調査範囲南東側の高位の段丘面上に立地する。Ⅶ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。

平面形は楕円形を呈する。掘り込みはやや緩やかで、坑底面には凹凸が見られる。覆土は、1 ． 2層が

V層起源の腐植土、3 ． 4層が壁面からの崩落土で、いずれも自然堆積。掘り込み面はV居中と考えら

れる。遺物は覆土中よりⅡ群b類土器、Ⅳ群土器、剥片が出土した。南側のVH-7とV層中で重複し

ていたと推測されるが、新|日関係は不明である。

時期不明。 （芝田）

VP-35(図Ⅳ－1-47/表1～2 ･ 4/図版19)

特徴調査範囲南側中央の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層調査中に黒褐色土の落ち込みを確認し

た。平面形は円形で坑底面は平坦、壁はやや急に立ち上がる。覆土は掘り上げ土の埋め戻しである。
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遺物は坑底から砥石、石皿、台石、加工痕のある礫、礫が出土している。

時期特定できないが周辺の遺構・遺物から縄文時代前期の可能性がある (菊池）

VP-36(図Ⅳ－1-47/表1～5)

特徴調査範囲南側中央の平坦面に浅く掘り込まれた土坑。Ⅵ層調査中に黒褐色土の落ち込みを確

認した。平面形は楕円形で坑底面は平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土は掘り上げ土の流れ込みであ

る。遺物は、Ⅱ群b－2類土器（図Ⅳ 2 17-116)、Ⅲ群土器、加工痕のある礫、礫が出土している。

時期坑底の出土遺物から縄文時代中期である。 （菊池）

VP-37 (図Ⅳ－1-47/表1)

特徴調査範囲南側中央の平坦面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層調査中に黒褐色土の落ち込みを確認し

た。平面形は惰円形で坑底面は平坦、壁はやや急に立ち上がる。覆土は掘り上げ土の埋め戻しである。

遺物は出土していない。

時期特定できないが周辺の遺構・遺物から縄文時代前期の可能性がある。 （菊池）

VP-38 (図Ⅳ 1 47/表1)

特徴調査範囲南西側端の緩斜面に深く掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認し

た。平面形はほぼ円形で坑底面は平坦、壁は急に立ち上がる。覆土1層はV層の流れ込み、 2～4層

は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は出土していない。

時期特定できないが周囲の遺構・遣物から縄文時代前期の可能性がある。 （菊池）

VP-39 (図Ⅳ 1-48/表1～5/図版19)

特徴Ⅵ層上面で検出した。平面形は概ね楕円形、断面形状が椀形である。覆土は2層に分層した。

下層はやや明るい土壌で、一部焼土ブロックと見られる赤色部分や炭化物が少量含まれていた。 この

炭化物を試料として放射性炭素年代測定(AMS法）を行ったところ、暦年較正年代で3,344士30yr

BPという数値が得られた。詳細はⅥ章第1節を参照されたい。また、大型破片が多い個体土器が覆

土下位～坑底でまとまって出土した。 ウサクマイC式の深鉢形土器（図Ⅳ－2－9-19)である。

時期縄文時代後期中葉である。 （阿部）

VP-40 (図Ⅳ 1-48/表1～5)

特徴調査範囲南西側端の緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。平面形

は円形で坑底面はほぼ平坦、壁はやや開いて立ち上がる。覆土の1～3層はV層の流れ込み、 4 ． 5

層は掘り上げ土の埋め戻しである。遺物は、Ⅳ群b 1類土器（図Ⅳ 2 21 156～158)、Rフレ

イク、剥片が出土した。

時期出土遺物から縄文時代後期中葉である。 （菊池）

VP-41 (図Ⅳ－1-48/表1～5 ． 7 ･ 11/図版19)

特徴調査範囲南西側端の緩斜面上に立地する。擦文文化期の竪穴住居跡（ⅢH 3)に壊されて

いる。平面形は情円形と推定され、坑底面は平坦、壁はやや開いて立ち上がる。遺物は、覆土からⅣ

群b-1 ･ 3類土器（図Ⅳ-2 12-27, 21-159～165)、石鍼、Rフレイク、石斧（図Ⅳ－2-35-
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1）、たたき石（2）、剥片、礫、石製品（玉） （3）、坑底からはⅣ群c－1類土器（図Ⅳ22-187)

が出土している。坑底に明赤褐色土が撒かれており、また出土遺物から土坑墓の可能性が高い。

時期坑底の出土遺物から縄文時代後期後葉である。 （菊池）

VP-42 (図Ⅳ-1-49/表l～5/図版20)

特徴Ⅵ層上面で検出した。平面形は概ね楕円形。坑底はⅦ層中に達し、やや丸みを帯びる。覆土

は3層に分層した。 1層は黒色土を主体とした自然堆積土である。 2層は壁面付近から坑底上位に分

布し、やや明るい土壌が堆積している。焼土とみられる赤色部分やブロック状の粘土を少量含む。ま

た焼土の上からウサクマイC式の深鉢形土器の大型破片が2点出土した（図Ⅳ－2-11-21)｡ 3層

は坑底付近の軽石混じりの薄層である。 このほか覆土中よりⅣ群b－1類土器（図Ⅳ-21-166）が

出土している。覆土中より採取した炭化物を試料として放射性炭素年代測定(AMS法）を行ったと

ころ、暦年較正年代で3,218±31yrBPという数値が得られた（Ⅵ章第1節参照)。

時期縄文時代後期中葉である。 （阿部）

VP-43 (図Ⅳ－1-49/表1)

特徴Ⅵ層上面で検出した。平面形は円形。坑底はⅦ層上面付近で、ほぼ平坦である。壁面の立ち

上がりは垂直に近い。覆土は単層で、黒色土の自然堆積層。

時期周辺の出土遺物などから、縄文時代後期中葉とみられる。 （阿部）

VP-44(図Ⅳ－1-49/表1～3)

特徴Ⅵ層上面で検出した、大型の土坑。平面形は楕円形。坑底はⅧ層上面付近に達し、おおむね

平坦である。壁面はゆるやかに立ち上がる。覆土は上層が黒色の均質的な自然堆積土で、下層は軽石

混じりのやや明るい土壌である。

時期周辺の出土遺物などから、縄文時代後期中葉とみられる。 （阿部）

VP－45 (図Ⅳ－1-49/表1～5)

特徴Ⅵ層上面で検出した、大型の土坑。平面形は楕円形。坑底はⅧ層上面付近に達し、おおむね

平坦。壁面は緩やかに立ち上がる。東側は木根の影響を受けている。覆土は上層が黒色の均質的な自

然堆積土で、下層は軽石混じりのやや明るい土壌。坑底付近からⅣ群b－1類土器（図Ⅳ-21 167

～169）が出土した。

時期出土遺物などから、縄文時代後期中葉とみられる。 （阿部）

VP-46 (図Ⅳ－1-50/表1)

特徴祝梅川|日河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する｡V層下位～Ⅵ層上面で黒色土の落ち込

みとして検出した。平面形は不整円形を呈する。掘り込みは緩やかで、断面は半円状。坑底面は平坦

ではなく、北西側へ向かって低くなる。覆土は、いずれも自然堆積である。 1～4層がV層土主体で、

掘り上げ土の流れ込みと考えられるロームが混入する。 5 ． 6層がV～Ⅶ層からの崩落土で、壁際～

坑底部に堆積する。掘り込み面はV層中と考えられる。遺物は出土していない。北西側でVP-49を

壊している。

時期不明。 （芝田）
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VP-47 (図Ⅳ－1-49/表1～3 ． 5)

特徴祝梅川旧河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検

出した。平面形は楕円形を呈する。掘り込みは緩やかで、坑底面は平坦。覆土は、いずれも自然堆積

である。 1～3層がV層土主体で、掘り上げ土の流れ込みと考えられるロームが混入する｡ 4 ･ 5E

がV～Ⅶ層からの崩落土で、壁際～坑底部に堆積する。掘り込み面はV層中と考えられる。遺物は、

覆土中よりⅡ群b 2類土器（図Ⅳ－2-17-117)が出土した。

時期出土遺物から縄文時代前期後半と考えられる。 （芝田）

VP-48(図Ⅳ－1-50/表1～5 ･ 7)

特徴調査範囲南西側端の緩斜面に掘り込まれた土坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。

平面形は情円形で、坑底面はほぼ平坦、壁はやや急に立ち上がる。覆土はV層の流れ込みである。遺物

は、覆土からⅣ群b 1類土器（図Ⅳ-21-170･ 171)、石皿片（図Ⅳ－2-35-1)が出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期中葉である。 （菊池）

VP-49 (図Ⅳ－1-50/表1)

特徴祝梅川旧河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する｡V層下位～Ⅵ層上面で黒色土の落ち込

みとして検出した。平面形は楕円形を呈する。掘り込みはやや急で、坑底面は北東側が低い。覆土は、

いずれも自然堆積である。 ’層はv層土主体で、掘り上げ土の流れ込みと考えられるロームが混入す

る。 2 ． 3層はロームと腐植土の混合、 4 ． 5層はV～Ⅶ層からの崩落土である。掘り込み面はV層

中と考えられる。遺物は出土していない。南東側でVP-46に壊されている。

時期不明。 （芝田）

VP-50 (図Ⅳ 1-50/表1～5/図版20)

特徴祝梅川|日河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検

出した。平面形は円形を呈する。掘り込みは緩やかで、坑底面は平坦である。覆土は、いずれも自然

堆積である。 1～3層はV層土主体で、掘り上げ土の流れ込みと考えられるロームが混入する。 4層

はV～Ⅷ層からの崩落土である。掘り込み面はV層中と考えられる。遺物は、覆土中よりⅡ群b-1 ･

2類土器（図Ⅳ－2－6－15， 17 118)、北海道式石冠、剥片が出土した。

時期出土遺物から縄文時代前期後半と考えられる。 （芝田）

VP-51 (図Ⅳ－1-50/表1)

特徴祝梅川|日河道の湾曲部分に面する緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして

検出した。平面形は円形で、坑底面はほぼ平坦である。覆土は自然堆積で、V層起源の腐植土に掘り

上げ土の可能性があるEn a降下軽石が多量に混入する。遺物は出土していない。

時期周辺の包含層出土の遺物から、縄文時代後期中葉と推測される。 （芝田）

VP-52 (図Ⅳ 1 51/表1～5)

特徴Ⅵ～Ⅶ層で、黒色土の円形の広がりを確認した。広がりの中央部に試掘坑を設けて堆積状況・

下端・壁面を観察した結果、土坑と判断して引き続き坑内を調査した。平面形は上端・下端とも円形、

坑底は平坦、立ち上がりはやや外傾する。構築面はV層とみられ、覆土は1 ． 2層とも埋め戻しの可
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Ⅳ祝梅川小野遺跡
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能性がある。遺物は、覆土からⅣ群a－2類土器（図Ⅳ－2-19-138)、Uフレイクが出土した。

時期覆土中の遺物やV層での遺物出土状況から、縄文時代後期と推測される。 （山中）

VP-53 (図Ⅳ 1 51/表1)

特徴Ⅶ層上面で検出した。土層観察の結果、覆土は5層に分層した。坑底はⅧ層内に及ぶ。壁は

急角度である。遺物は出土していない。

時期不明である。 （影浦）

VP-54(図Ⅳ－1-51/表1～5)

特徴調査範囲北側中央の緩斜面に浅く掘り込まれた土坑oV居の包含層調査時に北側約1/2を

削平した。平面形は情円形と推定され坑底面は平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土はv層の流れ込み

である。遺物は、覆土からⅣ群b 1類土器（図Ⅳ-21 172)、剥片が出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期中葉である｡ (菊池）

VP-55(図Ⅳ－1-51/表1～5 ． 7)

特徴調査範囲やや北側中央の緩斜面に浅く掘り込まれた士坑。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確

認した。平面形は惰円形で坑底面はほぼ平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土はV層の流れ込みである。

遺物は、覆土からⅣ群b－1類土器（図Ⅳ-21-173)、石鑛（図Ⅳ－2-35-1)、石のみ(2)が

出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期中葉である。 （菊池）

VP-56 (図Ⅳ－1-51/表1～5)

特徴調査範囲やや北側中央の緩斜面に浅く掘り込まれた土坑。VI層上面で黒色土の落ち込みを確

認した。平面形は情円形で坑底面はほぼ平坦、壁は開いて立ち上がる。覆土はv居の流れ込みである。

遺物は、覆土からⅣ群b－1類土器（図Ⅳ21 174)、石鑛、多量の黒曜石剥片、礫が出土している。

時期出土遺物から縄文時代後期中葉である。 （菊池）

VP-57 (図Ⅳ－1-51･52/表1～3 ． 5/図版20)

特徴祝梅川旧河道へ降りる北向きの斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検出

した。平面形は楕円形で、坑底面は東側がやや低い。覆土は自然堆積で、V層起源の腐植土である。

北東側の坑底面から壁面に沿ってめくれ上がるような状態で、板状の灰白色物質が出土した。蛍光x

線分析の結果ではSiO2100%であり、珪藻土の一種と考えられる。覆土中よりⅡ群b－1類土器が1

個体出土した（図Ⅳ－2－1－1）。 これに類似する珪藻土は|日河道内（河床）からも出土している

(図Ⅳ－1－52)。周辺の出土遺物より、縄文時代後期中葉に河道内へ廃棄されたと推測される。

時期出土遺物から、縄文時代前期後半である。 （芝田）

VP-58(図Ⅳ－1-53/表1～5)

特徴Ⅶ層で黒色土の円形の広がりを確認した。広がりの中央部に試掘坑を設けて堆積状況・下端・

壁面を観察した結果、土坑と判断して引き続き坑内を調査した。平面形は上端・下端ともほぼ円形、

坑底は概ね平坦、壁は垂直ぎみである。構築面はv居とみられ、覆土は埋め戻しの可能性がある。遣
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Ⅳ祝梅川小野遺跡
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旧河床珪藻土出土状況
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物は覆土からⅣ群b－2類土器（図Ⅳ-22-175. 176)、剥片が出土した。

時期覆土中の遺物やV層での遺物出土状況から、縄文時代後期と推測されるc (山中）

VP-59 (図Ⅳ－1-53/表1～5/図版20)

特徴祝梅川旧河道へ降りる北向きの斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検出

した。平面形は楕円形を呈する。掘り込みはほぼ垂直で、坑底面は北西側がやや低い。壁面の下部は

Ⅶ層で、 もろく崩れやすい。覆土は上部の1 ． 2層がV層起源の腐植土で、自然堆積。覆土3～7層

は、腐植土・ローム･En-a降下軽石の混合で、埋め戻しによるものと推測される。覆土1層からⅡ群

b－1類土器1個体が出土した（図Ⅳ－2－2－2）。覆土の堆積状況から墓の可能性がある。

時期近隣のVP-61と形状・覆土が類似することから、縄文時代前期後半である。 （芝田）

VP-60 (図Ⅳ－1 53/表1～2 ･ 4)

特徴祝梅川|日河道へ降りる北向きの斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検出

した。平面形は楕円形を呈する。掘り込みは緩やかに内傾し、坑底面には凹凸がある。覆土は自然堆

積で、V層起源の腐植土である。遺物は礫・剥片が出土した。用途は不明。

時期周辺の包含層より出土した遺物から、縄文時代前期後半である。 （芝田）

VP-61 (図Ⅳ－1-54/表1～5 ． 7/図版20)

特徴祝梅川旧河道へ降りる北向きの斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検出

した。平面形は楕円形を呈する。掘り込みの下部はほぼ垂直であるが、東側に段が見られる。坑底面

はほぼ平坦である。南側の壁の上部は撹乱により壊されている。覆土は上部の1 ． 2層がV層起源の

腐植土で、自然堆積。覆土3 ． 4層は、腐植土･ローム･En a降下軽石の混合で、埋め戻しによる

ものと推測される。坑底部（覆土4層）からⅡ群b－1類土器1個体（図Ⅳ－2 3－3） と石皿1

点（図Ⅳ 2－37－1）が出土した。土器は底部の一部を欠くことから、この土坑を埋め戻す際に、

予め割って投げ入られたと推測される。覆土の堆積および遺物の出土状況から墓の可能性がある。

時期出土遺物から、縄文時代前期後半である。 （芝田）

VP-62 (図Ⅳ－1-54/表1～5)

特徴V層を調査中に、Ⅵ層上面においてⅢP-73に南東側の一部を削平された黒色土の楕円形の

拡がりを確認した。東側を半裁したところ、底面と壁面を確認した。底面は皿状で壁面は緩やかに立

ち上がる。遺物は、覆土からⅡ群b－1類土器（図Ⅳ－2-17-119)、すり石、礫が出土している。

時期遺物や周囲の状況から縄文時代前期後半と考えられる。 （酒井）

VP-63 (図Ⅳ－1-54/表1～4 ･ 7)

特徴V層下部で扁平礫が縦位に2枚重なった状態で現われ、Ⅵ層上面で範囲を確認した。土居観

察の結果、覆土は2層に分層した。木根跡等の自然の窪みに礫を縦位に埋め込んだ可能性も考えられ、

人為的な埋め戻しであるか、自然堆積かは判然としない。遣構の性格も定かではない。礫は台石で、

素材は砂岩である。重量は東側が3,4169 (図W-2-36-1)、西側が5,7009(2)である。遺物は

覆土からⅡ群b類・Ⅳ群a類土器、台石、剥片が出土した。

時期不明である。 （影浦）
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VP-64(図Ⅳ－1-63/表1～4 ･ 7)

特徴VTP-12と共にⅧ層上面で検出した。平面形はいびつな円形を呈する。坑底面は平坦であ

る。土居観察の結果、覆土は3層に分層した。覆土2 ． 3は流れ込み様の堆積を示していたが、覆土1

と2の間に加工痕のある礫（図Ⅳ－2－36－1）が出土したことから、埋め戻しの可能性もある。覆土

1はV居の堆積であろう。北東壁がVTP-12の掘開によって失われている。遺物は、上述の1点の

ほか、覆土からⅡ群b類・Ⅲ群b類・Ⅳ群b類土器、礫が出土している。

時期不明である。 （影浦）

VP-65 (図Ⅳ－1-54/表1)

特徴Ⅵ層上面において黒色土の円形の拡がりを確認した。東側を半裁したところ、底面と壁面を

確認した。底面は平坦で壁面は緩やかに立ち上がる。遺物は出土していない。

時期周囲の状況から縄文時代前期後半と考えられる。 （酒井）

VP－66(図Ⅳ 1-55/表

特徴Ⅵ層上面で検出した。

壁は急角度である。遺物は覆ゴ

時期不明である。

l～2 ． 4）

覆土は1層で、V層主体の流れ込みと考えられる。坑底面は平坦で、

から礫、剥片が出土している。

（影浦）

VP-67 (図Ⅳ－1-55/表1～5)

特徴Ⅵ層上面で検出した。覆土は1層で、V層主体の流れ込みと考えられる。坑底面は平坦で、

壁は急角度である。遺物は、覆土からⅣ群a類土器、Ⅳ群b－2類土器（図Ⅳ-22-177)、剥片が出

土した。

時期不明である。 （影浦）

VP-68 (図Ⅳ－1-55/表1)

特徴Ⅶ層上面で検出した。覆土は1層。壁は急角度で、坑底はⅧ層内に及ぶ。遺物は出土してい

ない。

時期不明である。 （影浦）

VP-69(図Ⅳ－1-55/表1～3 ･ 5)

特徴Ⅶ層上面で検出した。覆土は1層。坑底面は中央部が皿状に浅く窪み、Ⅷ層内に及ぶ。壁は

急角度である。遺物は、覆土からⅣ群b 1類土器（図Ⅳ-22-178）が出土している。

時期不明である。 （影浦）

VP-70 (図Ⅳ－1-55/表1)

特徴Ⅶ層で黒色土の円形の拡がりを確認した。拡がりの中央部に試掘坑を設けて堆積状況・下端・

壁面を観察した結果、土坑と判断した。平面形は上端・下端とも円形、坑底は平坦、立ち上がりは外

傾する。構築面はV層とみられ、覆土は埋め戻しの可能性がある。遺物は出土していない。

時期V層での遺物出土状況から、縄文時代後期のものと推測される。 （山中）
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VP-71 (図W 1-55/表1～5)

特徴VP-72と共にⅦ層上面で検出した。覆土は4層に分層した。いずれも流れ込みと考えられ

る。覆土4層は掘り上げ土が流れ込んだものかもしれない。坑底面はⅧ層内で、中央部がわずかに低

く皿状を呈している。壁は比較的急角度に立ち上がる。遺物は、覆土からⅣ群b－1類土器（図Ⅳ-

22 179)、剥片が出土している。

時期不明である。 （影浦）

VP-72 (図Ⅳ－1-55/表1～5)

特徴VP-71と共にⅦ層上面で検出した。覆土は2層。平面形は楕円形。坑底面はⅦ居内で、中

央部がわずかに低く皿状を呈する。南東の壁際で、Ⅳ群b－2類土器の底部片（図Ⅳ-22-180)が

内面を上向きにした状態で出土し、その周囲から黒曜石のRフレイク・剥片が出土した。仮に人為的

に埋納したものであれば、覆土については埋め戻しの可能性も考えられる。このほか覆土中より緑色

泥岩の剥片も出土した。

時期縄文時代後期中葉の可能性がある。 （影浦）

VP-73 (図Ⅳ－1-56/表1)

特徴Ⅶ層上面で検出した。覆土は1層。坑底面は中央部が皿状に浅く窪み、Ⅷ層内に及ぶ。壁は

急角度である。遣物は出土していない。

時期不明である。 （影浦）

VP-74(図Ⅳ－1-56/表1～3 ． 5/図版20)

特徴祝梅川旧河道から東へ内湾する入江を見下ろす段丘上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込

みを検出した。平面形は楕円形。坑底面は広く平坦。南東側の一部を鋼矢板によって壊されている。覆土

はV層の腐植土で、自然堆積。覆土中よりⅣ群b－2類土器(図Ⅳ－2-11-22，22 181)が出土した。

時期出土遺物から、縄文時代後期中葉である。 （芝田）

VP-75～77 (図Ⅳ－1-56/表1)

特徴Ⅶ層上面において、長径0.7m内外の小型土坑が3基近接して検出された。確認面から坑底

面の深さは10～15cm、いずれもⅧ層上面を坑底面とする。覆土は2層で、流れ込みと考えられる。

坑底は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。遺物は出土していない。規模や特徴から、 これらは同時の

ものと考えられる。

時期不明である。 （影浦）

VP-78 (図Ⅳ－1-56/表1～2 ･ 4 ･ 7)

特徴祝梅川旧河道から東へ内湾する入江を望む段丘上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込み

として検出した。平面形は楕円形を呈する。掘り込みは垂直で、坑底面は平坦である。覆土は大部分

がV層起源の腐植土で、自然堆積。坑底部より石皿1点（図Ⅳ－2-37-1)が出土した。

時期周辺の包含層より出土した遣物から、縄文時代後期中葉である。 （芝田）
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1 2．5Y2/l黒色上しまり弱粘性強En-aが3%混じる
ｦ 68
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l 1OYR2/l黒色士しまり弱粘性中腐植上主体

En-a(.10mm以下)が少量混じる

22.5Y4/6オリーブ褐色士しまり弱粘性強ローム主体

黒斑がみられる EI'-a(･'0mm以下)微量に混じる
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l 10YR1.7/l黒色士しまり弱粘性強

11'1-a5%混じる

22.5Y5/3黄褐色土しまり弱粘性強

En-a20%混じる
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1 2. 5Y2/1黒色土しまり強粘性強

EI'-a5%混じる

22. 5Y5/3黄褐色土しまり強粘性中

EI'-al0%混じる
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B 1000VPErI1
－ 1 2.5Y2/l黒色土しまり強粘性強
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T En-a5%混じる

Ⅷ 22．5Y5/3黄褐色士しまり強粘性強
EI,-a5%混じる

A 1
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矢板 、
矢板打設に伴う撹乱
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l 1OYR1.7/l黒色土 しまり弱粘性中腐杣土主体

En-a(･l0m]''以下)多I,|曽に混じる

2 10YR2/2黒色土しまり弱粘性強腐植土主体

En-a( (bl5mn'以下)が多1,tに混じる

ロームブロック(j)301n11l以下)が見られる

0 1m

図Ⅳ－1-56 VP-73～78
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VTP-1

P-1

5YR3/1黒褐色土しまり弱粘性中

YR2/l黒色土しまり弱粘性中

YR3/2黒褐色土しまり中粘性中 Iin-aが少倣混じる

YR5/6黄褐色士しまり中粘性中 En-aが多量に混じる

YR4/4褐色土しまり弱粘性弱Enaが多量に混じる

YR1 .7/|黒色士しまり弱粘性強

YR3/4暗褐色士しまり弱粘性弱En-aが多11tに混じる

YR5/8黄褐色士しまり強粘性弱EI1-a主体

YR2/l黒色土しまり弱粘性強En-aが多l,tに混じる

L
|Q25a

Ｂ
’

Ａ D 13． 60Ｃ

ノ／1

Ｕ

ｌ

ｍ

ｌ~

函|Ⅳ－1-57 VTP-1

(4) Tピット

VTP-1 (図Ⅳ－1 57/表1～2 ． 3/図版21)

侍徴調査範囲南東側の平坦面に掘り込まれたTピット。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認し特徴調査範囲南東側の平坦面に掘り込まれたTピット。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。

平面形は溝状で坑底面は平坦、壁は長軸、短軸共に垂直に立ち上がる。覆土の1～3層はV層の流れ

込み、 4～9層は崩落である。遺物は覆土から剥片が出土している。

時期縄文時代中期と推定される。 （菊池）

VTP-2 (図Ⅳ-1-58/表l～2 ． 3/図版21)

特徴調査範囲ほぼ中央の平坦面に掘り込まれたTピット。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認し

た。平面形は溝状で坑底面は平坦、壁は長軸はオーバーハングして立ち上がり、短軸は垂直に立ち上

がる。覆土の1～3層はV層の流れ込み、 4～9層は崩落である。遺物は覆土から礫が出土している。

時期縄文時代中期と推定される。 （菊池）

VTP-3 ． 4 (図Ⅳ 1-59/表1)

特徴調査範囲西側中央の急斜面に掘り込まれたTピット。Ⅵ層上面で黒褐色土の落ち込みを確認した。

VTP-3がVTP-4を壊しており、さらに試掘坑により壊されている。共に平面形は溝状で坑底面は

波打っている。壁はVTP-3は垂直に立ち上がり、VTP-4は長軸は開きぎみに、短軸は垂直に立ち
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VTP-3 ．4
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VTP－3
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Ⅵ

Ⅵ

VTP－3

125Y3/2黒褐色土しまり強粘性中 En-aが多量に混じる

22.5Y3/l黒褐色土しまり強粘性中 Enaが少量、 Ta-dが多量に混じる

32.5Y4/3オリーブ褐色土しまり強粘性中 En-aが多量、 Tadが少量混じる

42.5Y5/4黄褐色士しまり強粘性弱 En-aが多量に混じる

52.5Y3/l黒褐色士しまり強粘性中 Enaが少量、 Tadが多量に混じる

62.5Y3/2黒褐色士しまり強粘性中 Enaが少量混じる

72．5Y4/3オリーブ褐色土しまり強粘性弱En-aが多量に混じる

8 10YR5/8黄褐色土しまり強粘性弱Ena主体

92．5Y3/2黒褐色士しまり強粘性中 En-aが多量に混じる

102.5Y3/1黒褐色土 しまり強粘性中 En-aが多鼠に混じる

1l2.5Y3/2黒褐色土しまり強粘性中 Enaが多量に混じる

l2 IOYR5/4にぶい黄褐色士しまり強粘性弱En-a主体

13 1()YM/3にぶい黄褐色土しまり強粘性弱En-a主体黒色土少批混人

142.5Y3/3暗オリーブ褐色土しまり強粘性弱 En-a主体

VTP－4

D 12．40~
０

Ⅱ

Ⅵ

一 ＝
～

VTP－4

1 2.5Y3/1黒褐色士 しまり強粘性中 Enaが多量、 Tadが少量混じる

225Y5/6黄褐色土しまり強粘性弱En-aが多量に混じる

32. 5Y3/3暗オリーブ褐色土しまり強粘性弱En-aが多量に混じる

42．5Y3/l黒褐色士 しまり強粘性中 Ena、 Tadが少量混じる

52.5Y3/2黒褐色土しまり強粘性弱En-aが多量に混じる

6 10YR5/4にぶい黄褐色士しまり強粘性弱En-a主体

72.5Y3/3暗オリーブ褐色土しまり強粘性弱En-aが多量に混じる黒色土混入

82.5Y,1/3オリーブ褐色士しまり強粘性弱 E冊-aが多量に混じる

92.5Y3/2黒褐色土しまり強粘性弱En-aが多量に混じる
0 ｍ

ｌ~

図Ⅳ－1-59 VTP-3･ 4
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l 1OYR2/l黒色士しまり中粘性中 Em a少量、 Ta-dがごく少量混じる

2 10YR3/2黒褐色士しまり中粘性強En-aが少量混じる

32.5Y3/3暗オリーブ褐色士しまり中粘性強En-aが多量に混じる

42.5Y5/6黄褐色士しまり弱粘性弱 En-a主体

52．5Y4/3"-リーブ褐色士しまり弱粘性強 lfn-aが多量に混じる

62.5Y5/6黄褐色土しまり弱粘性弱En-a主体

7 10YR2/2黒褐色土しまり中粘性強
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VTP－6

1 10YR2/1黒色土しまり弱粘性強V居士主体En-a(015n1m以下)が多量に混じる

ロームブロックあり 掘り上げ土の流れ込みと考えられる

2 10VR1 ．7/1黒色土しまり弱粘性強V層土主体En-a(.10mIn以下)が少量混じる

ロームブロックなし

310VR3/2黒褐色土～4/4褐色土しまり弱粘性強V+VI E'' a(.10mm以下)が多量に混じる

壁際の崩藩土(掘り_|こげ土を含む）

4 10VR2/3黒褐色土～3/3暗褐色土しまり弱粘性強腐植土主体ロームとパミスが

少量混入するねっとりしている

5 10YR4/6褐色土～5/8黄褐色士 しまり弱粘性強Ⅷ＋Ⅷ腐植土が少量混入する

壁際の崩落土

610YR2/2黒褐色土しまり弱粘性強腐柿土主体EI' a(･lOlnm以下)が少量混じる

ねっとりしている

7 10YR5/8黄褐色土しまり弱粘性なし EI1-a(i,201nm以下)主体腐植土微量に混じる

もろく崩れやすい

8 10VR3/3暗褐色土～5/6黄褐色土しまり弱粘性強腐植土主体 IZn-a(｡5,nm以下）

が少量混じるねっとりしている

910YR5/8黄褐色土～6/8明黄褐色土しまり弱粘性なし En a(.15mm以下)が混じる

非常にもろい

10 10YR2/l黒色土しまり弱粘性強腐植土主体En-a( (j5Inm以下)が少量混じる

ねっとりしている 0 1m

12 16

12 2

~｢n6b

'

12

図Ⅳ－1-60 VTP-5 ･ 6
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上がる。覆土は共に上層の黒褐色土はV層の流れ込み、以下の層は崩落である。遺物は出土していない。

時期共に縄文時代中期と推定される。 （菊池）

VTP-5 (図Ⅳ－1-60/表l)

特徴調査範囲南西側の緩斜面に掘り込まれたTピット。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みを確認した。

平面形は小判形で坑底面はほぼ平坦、壁は長軸・短軸ともにオーバーハングぎみに立ち上がる。覆土

の1 ． 2層はV層の流れ込み、 3～7層は崩落である。遺物は出土していない。

時期縄文時代中期と推定される。 （菊池）

VTP-6 (図Ⅳ－1-60/表1/図版21)

特徴祝梅川|日河道へ降りる西向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検

出した。平面形は楕円形を呈する。坑底部は長軸の両端がオーバーハングしており、標高の高い東側

が特に大きい。覆土は自然堆積で上部がV層土の落ち込み、下部が腐植土と崩落土の互層である。坑

底面に逆茂木痕が2基検出された。垂直に掘り込まれており、先端は丸みを帯びる。

時期周辺の遣構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-7 (図Ⅳ－1-61/表1～4/図版21)

特徴祝梅川旧河道へ降りる北向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層卜面で黒色土の落ち込みとして検

出した。平面形は長楕円形を呈する。坑底部は溝状で、中央部がやや高い。覆土は自然堆積で上部が

V層土の落ち込み、下部が腐植土と崩落土の互層である。約2m東側にVTP-8があり、長軸方向

がほぼ一致し、形状がよく類似することから、同時期に掘り込まれたものと推測される。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-8 (図Ⅳ－1-61/表1～5/図版22)

特徴祝梅川旧河道へ降りる北向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検

出した。平面形は長楕円形を呈する。坑底部は溝状で、長岫の両端がオーバーハングする。坑底面は

概ね平坦であるが、中央部に凹凸がある。覆土は自然堆積で上部がV層土の落ち込み、下部が腐植土

と崩落土の互層である。VTP-7は、長岫方向がほぼ一致し、形状がよく類似することから、 |司時

期に掘り込まれたものと推測される。覆土中よりⅡ群a－1類土器が出土した（図Ⅳ－2－13－32)。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-9 (図Ⅳ－1-62/表1/図版22)

特徴祝梅川旧河道を望む低位の段丘上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検出した。

平面形は楕円形を呈する。坑底面は幅広で、ほぼ平坦である。覆土は自然堆積で上部がV層土の落ち

込み、下部が腐植土と崩落土の互層である。坑底面に逆茂木痕が5基(SP-1～5)検出された。

いずれも垂直に掘り込まれており、 SP-1 ･ 5は先端が尖る。特に配列は見られない。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-10(図Ⅳ－1 58/表1～5/図版22)

特徴祝梅川旧河道を望む高位の段丘の縁辺に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検出
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Ⅳ祝梅川小野遺跡

した。平面形は長楕円形を呈する。坑底部は細い溝状で、同じ長楕円形タイプのTP-7 ･ 8よりも

幅が狭い。坑底面は南側が少し高い。覆土は自然堆積で上部がV居士の落ち込み、下部が腐植士と崩

落土の互層である。約3m西側のTP-2と並列しており、同時期に掘り込まれたものと推測される。

遺物は、覆土中よりⅡ群b－1類土器（図Ⅳ 2 18-120）が出土したが、流れ込みによるもので、

遺構には伴わない。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-11 (図Ⅳ－1-62/表1～4)

特徴Ⅵ層上面で確認した。平面形は小判形。壁面上部は緩やかに開口する。坑底面は平坦で、壁

面のオーバーハングは認められない。一部が木根によって破壊されている。杭跡を2か所検出した。

いずれも覆土15の上面から確認されたものであるが、 1つは坑底面直上で消失、 もう1つの杭穴も坑

底面で径7cm、深さ7cmと非常に浅いものであった。 このことから覆土15の堆積後に、打設したもの

と考えられる。土層観察の結果、覆土は16層に分層した。覆土11 ･ 12･ 14．15はⅧ層(En-a降下軽

石）主体であることから崩落土と考えられる。覆土9 ． 10･ 13･ 16は流れ込み、 4 ･ 5はV層の堆積。

覆土1～3は他の遺構の掘り上げ土の可能性が考えられる。覆土の堆積状況と併せて整理すると、杭

なしで使用→覆土16流れ込み→覆土15崩落→坑底面の整地・杭の打設→覆土14崩落→覆土13流れ込み

→覆土12、覆土11崩落→覆土10、覆土9流れ込みという埋没過程が想定される（覆土6～8について

は流れ込みか、他の遺構の掘り上げ土か判別できない)｡

時期不明。 （影浦）

VTP-12 (図Ⅳ－1 63/表1)

特徴VP-64と共にⅧ層上面で確認した。平面形は小判形。壁面上部は緩やかに開口する。坑底

面は平坦で、長軸の一端のみがオーバーハングする。杭跡を2か所検出した。オーバーハング部分に

おいて検出した杭跡は坑底面で直径5cm、深さ8cm、坑底面中央で検出した杭跡は直径5cm、深さ4

cmといずれも非常に浅い。覆土は8層。覆土4 ･ 7は崩落土と考えられる。覆土2 ･ 3 ･ 5 ． 8は流

れ込み、覆土1はV層土である。覆土6がTピットの最下層のような堆積状況を示していることから

勘案すると、 これらの杭は覆土7の堆積後に打設した可能性が高いと考えられる。覆土の堆積状況と

併せて整理すると、杭なしで使用→覆土8流れ込み→覆土7崩落→坑底面の整地・杭の打設→覆土6、

覆土5流れ込み→覆土4崩落→覆土3、覆土2流れ込み→覆土1V層堆積という埋没過程が想定され

る。同時に確認したVP-64の北東壁を破壊していることから、VP 64の埋没後に掘開したもので

ある。

時期不明。 （影浦）

VTP-13(図Ⅳ-1-63/表1～3)

特徴Ⅵ層上面で確認した。平面形は上部が円形、中部から坑底にかけては小判形である。坑底面

は長軸方向に緩く湾曲し、長軸の両端壁が、ややオーバーハングしている。坑底からは杭跡をlか所

検出した。杭跡は坑底面で直径4.5cm、深さ16cmである。覆土は7層。覆土6はⅧ層(En-a降下軽

石）主体であることから崩落土と考えられる。覆土2～5 ． 7は流れ込み、覆土1はV層の堆積であ

る。遺物は、覆土中よりⅡ群b類土器が出土している。

時期不明。 （影浦）
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一
一

一一

649

Ｃ
D9，90

、
道教委試掘坑 一

道教委試掘坑 ，、

一

Ⅵ一一
Ⅶ一

一

一一

-－
一

一

L
IS55a

L
~lS55d

一

レーーーー

VTP－16

l lOYR2/l黒色土しまり弱粘性中腐植土主体En-a(615mm以下)が多量に混じる

22.5Y5/6黄褐色土しまり弱粘性強ロームとEI1-aの混合腐植土ブロックあり

3 10YR1.7/l黒色士しまり弱粘性強腐植土主体En-a(.10mm以下)が少量混じる

42.5Y6/8明黄褐色土しまり弱粘性なし En-a主体腐植土が微量に混じる

5 10YR2/2黒褐色土しまり弱粘性強腐植土主体En a(.5mm以下)が多量に混じ＃5 10YR2/2黒褐色土しまり弱粘性強腐植土主体En a(.5mm以下)が多量に混じる

０ ｍ

ｌ~
62.5Y6/8明黄褐色士しまり弱粘性なし En-a主体腐植土が少量混じる

77.5YR4/4褐色士～2/l黒色士しまり強粘性弱ロームとEn-aの混合陸化により固

87.5YR1. 7/l黒色士しまり弱粘性強腐植士主体En a( (j25mm以下)が少量混じる

（なっている 8の腐植土が少量混じる

ねっとりしている

図Ⅳ－1-64 VTP-14～16
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VTP-14(図Ⅳ 1 64/表1)

特徴祝梅川および梅川の|日河道が合流する地点へ降りる北向きの緩斜面上に立地す-る。Ⅵ層上面

で黒色土の落ち込みとして検出した。南側の約1／4は鋼矢板の打設による撹乱で壊されている。平

面形は楕円形と推測される。坑底部は''1圓広で、南東側がやや高い。覆土は自然堆積で上部がv層土の

落ち込み、下部が腐植土と崩落土の互層である。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-15(図Ⅳ－1 64/表1～3/図版22)

特徴祝梅川|日河道へ降りる北西向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして

検出した。平面形は楕円形で、坑底面は平坦である。覆土は自然堆積で上部がV層土の落ち込み、下

部が腐植土と崩落土の互層である。坑底面より逆茂木痕が3基検出された。 これらは垂直に掘り込ま

れており、長軸方向に直列している。北側から南側へ次第に浅くなる。

時期周辺の遣構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-16 (図Ⅳ 1-64/表1～4)

特徴祝梅川|日河道へ降りる北向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検

出した。東側の上部は北海道教育委員会の試掘坑によって壊されている。平面形は楕円形で、掘り込

みはほぼ垂直である。坑底面は'幅広で、北西側が少し低い。覆土は自然堆積で上部がV層土の落ち込

み、下部が腐植士と崩落土の互層である。覆土下部は酸化により固く赤化している。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-17(図Ⅳ 1-65/表1)

特徴Ⅵ層上面で確認した。平面形は長楕円形。坑底面はほぼ平坦である。杭跡は検出していない〔

壁面上部は、長軸両端が絶壁であるが、他は緩やかに開口する。壁面下部は全体的にオーバーハンク

している。土居観察の結果、覆土は5層に分居した。覆土4は崩落土。覆土2 ． 3 ． 5は流れ込み。

覆土lはV層の堆積である。

時期不明｡ (影浦）

VTP-18 (図Ⅳ－1-65/表1)

特徴Ⅶ層上面で確認した。平面形は長楕円形。坑底面は短軸方向で丸みを持ち、長軸方向では緩

やかに傾斜する。杭跡は検出していない。壁面上部は、長軸両端が絶壁であるが、他は緩やかに開口

する。壁面下部は全体的にオーバーハングしている。土層観察の結果、覆土は6層に分層した。覆土

6は崩落土。覆土2～5は流れ込みである。流れ込みのうち、覆土3は粘性が非常に強く、覆土4 ．

5は半ば液状化している状態であった。また、覆土4は擬似焼土化し、鮮やかな明赤褐色を呈してい

た。覆土3と4の間に空洞があるが、 この空洞に一定期間水が溜まっていた可能性が考えられる。覆

土1はV居の堆積である。

時期不明。 （影浦）

VTP-19(図Ⅳ－1-66/表1)

特徴祝梅川旧河道へ降りる北向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検
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4伽蒋土 lin-a砂主体仏洲
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ﾉ

粘性強V層主体En-aが5%混じる
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粘性強En－aが3%混じる
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22.5Y4/211iY灰黄色士 しまり弱粘性強En-aが15%混じる

3 10YR1 .7/l黒色上しまり弱粘性強En-aが5%混じる

45VR5/81ﾘl赤褐色士 しまり弱粘性強擬似焼土水分が多い－

55YR4/･111iffオリーブ色上しまり弱粘性強水分が多い一部液状
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VTP-19 VTP-20
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ノVTP－19

l lOYRl.7/1黒色士しまり弱粘'|ﾂ|ﾐ枕腐植土主体

li''-a(.10mm以下)が微量に混じる

22.5Y4/4オリーブ褐色士しまり弱粘性強

ローム主体腐植土が斑状に混在するやわらかい

3 10YR2/i黒色士 しまり弱粘性強腐植土主体

EI,-a(C1Omm以下)が微量に混じる

42. 5Y4/3オリーブ褐色土しまり弱粘性強

ローム主体腐植士が斑状に混在する Ena

(.l0mm以下)が少量混じるねっとりしている

5 10YR1 . 7/1黒色士しまり剃粘性城腐楠十布体

En-a(｡10m'n以トー)が少{,t混じるねっとりしている

一

、

VTP－20

l ]OYR2/l,',!↓色士 しまり弱粘性中腐|1i'i｣主体 EI' a(O15mm以ﾄ~)が多litに捉じる

2 10YI<1 . 7/l !I,池上 しまり弱粘性LI」 ノ,Wll'' ':土主体E'' a(4) 10Inm以下)が少{,t混じる

32.5Y/1/,|～jl/6オリーブ褐色土しまり弱粘'|､ﾉ|強ローム主体腐植土が斑状に

混在する下部に酸化による凝固届あり

42.5Y2/1黒色士 しまり弱粘性強腐植土主体ロームが微量に混じる En－u

(610nlm以下)が少量混じる

52.5Y4/2暗灰萸色上しまり弱粘性強ローム主体腐植土が少量混じるやわらかい

6 10YR2/l黒色土しまり弱粘性強腐植土主体E1,-a(620mm以下)が多量に混じる

ねっとりしている

72.5Y6/4にぶい黄色上しまり弱粘性強ローム主体腐植土が微量に混じる

やわらかい

82．5V3/311 I'fオリーブ褐色士しまり弱粘|ｿ|湖i ロームとEn-aの混合席杣土が

少+It汎じる ｜､.部に酸化による凝固層あり もろい

9 1 ()Yl<1 . 7/1黒色' 2 しまり物粘性強職ｲ11'l:土主体E1'-a(p20m'n以下)が多lltに混

じるねっとりしている

図Ⅳ－1-66 VTP-19･20

出した。平面形は長楕円形で、掘り込みはほぼ垂直である。坑底面は溝状で、北西側が少し低い。覆

土は自然堆積で上部がV層土の落ち込み、下部が腐植土と崩落土の互層である。壁面よりの崩落土は

比較的少ない。覆土下部は酸化により固く赤化している。坑底面の東側より逆茂木痕が1基検出され

た。坑底面より約20cm垂直に打ち込まれている。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-20 (図Ⅳ－1-66/表1)

特徴祝梅川旧河道へ降りる北向きの緩斜面上に立地する。Ⅵ層上面で黒色土の落ち込みとして検

出した。平面形は楕円形。壁面上部の崩落が著しいが、本来の掘り込みは垂直であったと推測される。
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坑底面は幅広で、平坦である。覆土は自然堆積で上部がV層士の落ち込み、下部が腐植土と崩落土の

互層である。覆土下部は酸化により固く赤化している。坑底面より逆茂木痕が3基検出された。長軸

方向に直列する。いずれも深さは同じで約20cm垂直に打ち込まれている。

時期周辺の遺構の時期から、縄文時代中期前半～後期初頭と推測される。 （芝田）

VTP-21 (図Ⅳ－1-65/表1)

特徴VTP 17と近接してⅦ層の上面で確認した。河川跡の段丘崖上に位置しており、水の営力

で壁の上部は斜めに開削されている。覆土が黒色土1層のみで、堅密度がスポンジ状に軟らかかった

ため、当初は遺構と想定しなかった。覆土を全て掘削したところ、坑底面に杭跡を検出したためTピッ

トであると判断した。 10YR1.7/1の黒色土で、非常に軟らかく、粘性のある覆土で、軽石等の混入は

認められなかった。おそらく水の営力で、壁の一部が開削された際に、遺構内の覆土も一度全て流失

し、その後、二次的に黒色土が流れ込んだものであろう。平面形は小判形。坑底面は緩やかに丸みを

持ち、壁と坑底面の境は判然としない。坑底からは杭跡lか所を検出した。坑底面で直径8cm、深さ

24cmである。杭穴の覆土は5Y4/1灰色であり、河川による流失を免れた本来の覆土と考えられる。

時期不明。 （影浦）

（5） 小ピット

VSP-1～40 (図Ⅳ－1-67～69/表1～5/図版23)

特徴調査範囲南東側の高位の段丘上から祝梅川旧河道へ降りる西向きの緩斜面上にかけて、径30

Cm未満の小土坑が疎らに検出された。 これらの大部分は断面が柱穴状であるが、周辺で検出された縄

文時代前期後半～後期中葉の住居跡からは離れており、付属する遺構（外柱穴）ではないと考えられ

る。また、 2～3基がやや近接する例は見られるが、複数基が円形や方形の配列を成すことはない。

検出面がⅥ～Ⅶ居中であることから、周辺のV層中に検出できなかった小土坑が存在し、 これらとと

もに掘立柱建物を構成していた可能性がある。VSP-1は坑口部から剥片・礫が出土している。 こ

のほか、VSP-2はⅡ群b類土器（図Ⅳ 2-18-121･ 122)、VSP-25はⅡ群a類土器（図Ⅳ－

2 13-31）が覆土中より出土した。坑底部の形状は尖るものが多いが、角形(VSP-9 ． 19．28)

や丸みを帯びる(VSP-32･34) ものもある。VSP-30は、柱を埋設した際の掘方と考えられる

掘り込みを周縁部に伴っている。

時期周辺の包含層より出土した遺物から、縄文時代前期後半～後期後葉と推測される。 （芝田）

（6） 焼土

VF-1 (図W 1-70/表1～2 ･ 4)

特徴調査範囲南東側の高位の段丘上に立地す~る。検出面はV層下位。平面形は不整円形。断面は

レンズ状で強く焼けている。v～Ⅵ層との層界が明瞭であること、焼成が均質であることから、二次

堆積あるいは「擬似焼土」 （北埋調報253）の可能性がある。焼十卜面より礫が出土している。

時期周辺の包含層より出土した遣物から、縄文時代前期後半と推測される。 （芝田）

VF-2 (図Ⅳ 1-70/表1～5/図版24)

特徴調査範囲南東側の台地上で検出された焼土。検出面はVH-2の覆土中であるが、ほぼV層

中位に相当する。直下に住居跡床面の土坑HP-23があり、 これが埋没する際の凹みを利用して形成

1()3
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されたと考えられる。平面形は不整楕円形。断面はレンズ状で強く焼けている。

時期焼土上面で出土した遺物から、縄文時代中期末葉と推測される。 (芝田）

VF-3 (図Ⅳ 1-70/表l～5)

特徴調査範囲南東側の台地上で検出された焼土。検出面はVH-2の覆土中であるが、ほぼV層

中位に相当する。平面形は円形。断面はレンズ状で強く焼けている。焼土上面からⅢ群b類土器、石

斧、剥片が出土している。立地が共通するVF-2と同時期のものと考えられる。

時期焼ニトト面で出土した遺物から、縄文時代中期末葉と推測される。 （芝田）

VF-4 (図Ⅳ－1－70/表1)

特徴調査範囲南東側の台地上で検出された焼土。検出面はV層下位である。平面形は円形で、北

側の一部が木根による撹乱を受ける。断面はレンズ状で、中央部が強く焼けている。

時期周辺の包含層より出土した遺物から、縄文時代前期後半と推測される。 （芝田）

VF-5 (図Ⅳ－1-70/表1)

特徴調査範囲南東側の台地上で検出された焼土。検出面はV層下位である。平面形は不整円形。

断面はレンズ状で、中央部が強く焼けている。
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時期周辺の包含層より出土した遺物から、縄文時代前期後半と推測される。 (芝円）

VF-6 (図Ⅳ－1-70/表1 ･ 11/図版24)

特徴調査範囲やや南側中央の平坦面に位置する。明褐色土と暗褐色土に分層される。

時期周辺の遺構より縄文時代後期の可能性がある。 (菊池）

VF-7 (図Ⅳ－1-70/表1 ･ 2 ･ 4)

特徴調査範囲やや南西側端の緩斜面に位置する。黒褐色土と赤褐色土に分層される。遺物は焼」

より石皿、礫が出土している。

時期周辺の遺構より縄文時代前期の可能性がある。 （菊池）

VF-9 (図Ⅳ－1-70/表1/図版24)

特徴v層で検出した。Ⅵ層上位にかけて被熱している。平面形は円形。赤色部分は中心部から周

囲へ漸遷している。周辺からは縄文時代後期中葉の土器などが出土している。

時期縄文時代後期中葉と推測される。 （阿部）

VF-13～16(図Ⅳ－1-71/表1～4 ． 7 ． 11)

特徴V層で赤みを帯びた土の円形の拡がりを4か所確認した。断面を観察すると、いずれも凸レ

ンズ状で周囲のV層より硬いことから、焼土と判断した。VF 13のす~ぐ西側では台石（図Ⅳ－2

38－1）が出土した。VF-13･ 14をフローテーション処理したところ、炭化材のほかに樫果やブド

ウ種子が検出された。

時期V層での遺物出土状況から、縄文時代後期と推測される。 （山中）

VF-17 (図Ⅳ－1 71/表1～3 ･ 5)

特徴Ⅵ層で赤みを帯びた土の円形の拡がりを確認した。断面を観察すると皿状で周囲のⅥ層より

硬いことから、焼土と判断した。今回の調査範囲ではⅥ層から遺物が出土していないので、V層から

掘り込まれた住居跡の炉であるかもしれない。後述するVF-18との間には炭化木片が散らばってお

り、Ⅵ層を床面とした竪穴が存在した可能性がある。焼土の周囲で柱穴を探したところ、それらしき

穴を4か所確認したが、柱穴であるかは不明である。なお、本焼土より約10cm上位にも赤色土の拡が

りがあったが、平面形が整わず断面も波打つことから、焼土ではなく鉄分の集積等によるものと考え

られる。遺物は焼土上からⅣ群b－1類の土器片4点（図Ⅳ－2－3－3）が出土した。

時期焼土上で出土した土器片等から、縄文時代後期中葉であろう｡ (山中）

VF-18 (図Ⅳ－1-71/表l～5)

特徴Ⅵ層で黒褐色土の楕円形の拡がりを確認した。黒褐色土上には炭化木片が散らばる。拡がり

の中央部に試掘坑を設けて堆積状況等を観察したところ、風倒木痕であることが半l1明した。続いて、

風倒木痕のくぼみに堆積した黒褐色土を除去すると、赤みを帯びた土の拡がりが現れた。色調がVF-

17に似ることから焼土と判断したが、VF-17に比べ斑で、周囲のⅥ層より軟らかいことから、 くぼ

み内で形成されたものではないと推測される。遺物はⅣ群b－2類土器（図Ⅳ-22-182)が出土した。

時期周囲の遺物出土状況から、縄文時代後期中葉、VF-17と|司じ頃であろう。 （山中）
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VF-19(図Ⅳ－1 71/表1)

特徴Ⅵ層で赤みを帯びた土の円形の拡がりを確認した。断面を観察すると凸レンズ状で周囲のⅥ

層より硬いことから、焼土と判断した。今回の調査範囲ではⅥ層から遺物が出土していないので、v

層から掘り込まれた住居跡の炉であるかもしれない。焼土の周囲で柱穴を探したが、確認はできなかっ

た。

時期v層での遺物出土状況から、縄文時代後期中葉頃の可能性がある。 （山中）

（7） 集石

VS-1～4 (図Ⅳ－1-72/表1/図版24)

特徴V層で礫のまとまる部分を4か所確認し、礫集中として調査した。礫は割れているものが大

半で、なかには熱を受けて赤色化したとみられるものもある。VS-4は礫片が楕円形にまとめられ、

その中心に大型の礫が置かれている。いずれもまとまりの下部に掘り込みは認められなかった。なお

Ⅵ層で長径約1.2mのくぼみを確認したが、堆積状況等から人為的な掘り込みではない。 このくぼみ

のため、VS 4は西側にやや傾いている。VS-1 ･ 2よりⅣ群b－2類土器（図Ⅳ-22-183･

184)が出土した。

時期礫に混じって出土した土器から、縄文時代後期中葉頃と推測される。 （山中）

VS-5 (図Ⅳ－1-73/表1～4)

特徴Ⅵ層で黒色土の円形の拡がりを確認した。黒色土中からは礫片がまとまって出土したので、

礫集中として調査した。土層断面の観察では掘り込みは確認できなかったので、V層がややくぼんで

いた部分に礫片が集められたものと推測される。Ⅳ群b－2類土器（図Ⅳ-22-185)が出土した。

時期礫に混じって出土した土器等から、縄文時代後期中葉頃と推＃!llされる。 （山中）

VS-6 (図Ⅳ－1-73/表1～2 ･ 4 ･ 7/図版24)

特徴V層の下部において礫のまとまりを検出した。検出した礫を実測・撮影後、中央部に試掘坑

を設定し掘開したが、集石の下に掘り込みは確認できなかった。出土した点数は86点である。石材は

砂岩製のものが最も多い。破片を接合したところ、すり石（図Ⅳ－2－38－1）と石皿（2）が復元

された。

時期不明｡ (影浦）

（8） 剥片集中

VFC-1 (図Ⅳ－1-73/表l～2 ･ 4/図版24)

特徴V層を調査中に、頁岩の剥片が長さ0.18m･幅009m程の範囲に60点集まった状態で検出し

た。総重量は502.59， 1点の平均は8.4gである。周囲を精査したが、土坑等の掘り込みは確認でき

なかった。剥片は検出状況からみて、袋状のものに入れられていたと考えられる。同一母岩と思われ

たことから接合を試みたが、数点が接合しただけであった。

時期周囲の状況から縄文時代前期と考えられる。 （酒井）
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Ⅳ祝梅川小野遺跡

2 遣構出土の遺物

（ 1 ） 土器

①住居跡

VH-1 (図Ⅳ－19-125～127/表5/図版36)

125～127はⅢ群b－3類で、北筒式。いずれも胴部片。 125･127は結束第2種の羽状縄文、 126は

Rの撚糸文が疎らに施される。 126は器面に凹凸が見られる。

VH-2 (図Ⅳ－2－6-16， 13-33～35/表5/図版29．32)

16はⅢ群b 3類で、北筒式。口縁～底部が復元された深鉢。口縁部が外反し、 l111部が膨らむ器形。

底部は平底。口縁部の4か所に山形突起を有し、縦位の貼付帯を取り付けている。器外面および口縁

部内面にLR斜走縄文。口縁部には竹管状施文具による押し引き列2条、その直下に棒状施文具によ

る円形刺突列1条が巡る。口唇上にも押し引き列が施される。また、胴上部には押し引き列によりや

や不整な鋸歯状文が描かれる。焼成は良好。胎土は砂礫を少量含む。 33～35はⅡ群b 2類で、大麻

V式。 33a ．bは口縁部。RL斜走縄文の地文に、縄側面圧痕が1条横走する。端面と内面にも回転

縄文。 34は胴部で、RL斜走縄文。 35a ．bは胴部・底部。外面～底面に疎らなLR斜走縄文。

VH-3 (図Ⅳ－2-13-36～40, 19-128～130/表5/図版32･36)

36はⅡ群b－1類で、植苗式。口縁部片で、内外面に羽状縄文を施し、葹状の貼付帯を巡らす。 37

~40はⅡ群b－2類で、大麻V式。 37．38は口縁部、39･40は胴部で、いずれも羽状縄文が施される。

37は端面・内面にも羽状縄文（磨滅)、口唇直下に縄側面圧痕1条。 128～130はⅢ群b 3類で、北

筒式｡ 128． 129は口縁部片。半裁竹管状施文具よる刺突列が、端面と外面に施される。 130は胴部片

で、結束第2種羽状縄文を地文とし、竹管状施文具により鋸歯状の刺突列が施される。

VH-4 (図Ⅳ 2－4－4， 13-41～49, 19-131/表5/図版26．32．37)

41 ．42･47はⅡ群b－1類で、植苗式。41．42は口縁部、 47は胴部で、いずれも内外面に羽状縄文。

41は断面角形、 42は断面三角の貼付帯が巡る。 4 ．43～46･48はⅡ群b－2類で、大麻V式。 4は口

縁～胴中部が復元された深鉢。口縁部は平縁。口唇断面は角形で、一部内傾。端面～器外面にRLと

LRの斜走縄文を交互に施し、不整な羽状縄文を形成する。口縁部に未貫通の円形刺突孔1か所。器

内面には横ナデの調整痕が残る。焼成は良好。胎土は繊維が少量混入する。 43～46は口縁部、 48は底

部で、いずれも羽状縄文。 44は縄側面圧痕1条。49はⅡ群b－3類で、円筒土器下層d式。49は胴部

で、結節回転文。内面は磨かれている。 131はⅢ群b－3類で、北筒式に相当する。山形突起を有す

る口縁部。口唇が肥厚し、断面が三角形を呈する。端面は、内傾。地文は羽状縄文で、内面にも施文

される。半裁竹管状施文具よる刺突列が、端面に1条、口唇直下に3条、その直下に棒状施文具よる

円形刺突列（貫通していない）が1条巡る。

VH-5 (図Ⅳ 2－7-17， 19 135･136/表5/図版29．37)

17･135･136はⅣ群a－2類で、 ダフ．コプ式。 17は口縁～胴中部が復元された深鉢。口縁部には5

か所の低い山形突起を有する。口縁部に幅広の肥厚帯、さらに口唇直下に簸状の貼付帯を1条取り付

けている。山形突起の頂部から縦位の貼付帯が垂下する。端面にLR斜走縄文。器外面にRLとLR

の斜走縄文を交互に施し、羽状縄文を形成する。内面にもRL・LR縄文が疎らに施される。胎土は

砂礫が多量に混入する。土器囲炉に使用されていたため、被熱により器面の剥落が著しい。 135･136

は、口縁部および胴部片。いずれも端面と内外面にRL斜走縄文を施す。 136は口唇直下に縦位の貼

付帯を取り付ける。
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VH-6 (図Ⅳ－2－4-5 ･ 6， 14-50～62/表5/図版27･33)

5 ． 6 ．50～60はⅡ群b－2類で、大麻V式｡ 5は口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁。

口唇断面は外傾。端面～器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、不整な羽状縄文を形成する。

器内面には横ナデの調整痕が残る。焼成は良好ではなく、器面の剥落が著しい。胎士は繊維が少量混

入する｡ 6は口縁～底部が復元された深鉢。口縁部は平縁で、胴部がやや膨らむ器形。底部は上げ底

で、底面の中央が凹む。口唇断面は角形。端面～底面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、不整な

羽状縄文を形成する。器内面には横ナデの調整痕が残る。焼成は良好。胎土は繊維が少量混入する。

50～57は口縁部、 58．59は胴部、 60は底部。 50．51 ．54は、端面と内外面に羽状縄文が施されており、

縄側面圧痕1条が巡る。 51 ．54は端面にも縄側面圧痕。 53は補修孔2か所が穿かれている。 57は口唇

が押し潰されたように外反する。 61 ．62はⅡ群b－3類で、円筒土器下層d式。いずれもは胴部で、

縦位の撚糸文。内面が磨かれている。

VH-7 (図Ⅳ－2－8-18， 19-137/表5/図版29．37)

18･137はⅣ群a－2類で、 ダフ・コプ式。 18は口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁で、

推定5か所の縦位の貼付帯が垂下する （現存3か所)｡端面にRL斜走縄文。器外面にRLとLRの

斜走縄文を交互に施し、羽状縄文を形成する。内面にもRL・LR縄文が疎らに施される。胎土は砂

礫が多量に混入する。土器囲炉に使用されていたため、被熱により器面の剥落が著しい。 137は山形

突起を有する口縁部片。端面と内外面にRL斜走縄文を施す。

VH-8 (図Ⅳ－2-14-63．64/表5/図版33)

63．64はⅡ群b 1類で、植苗式｡ 63は口縁部で、端面と内外面に羽状縄文を施し、稚状の貼付帯

が1条巡る。 64は胴部で、内外面に無節Lの横～斜走縄文がやや粗雑に施される。

VH-9 (図Ⅳ-2-19 132～134， 20-139･140/表5/図版37)

132･133はⅢ群b－3類で、北筒式に相当する｡ 132は口縁部片で、半裁竹管状施文具よる刺突列

2条。 133は胴部片で、撚糸Lの地文に沈線が上書きされる。内面が研磨されていることから、円筒

下層d式の可能性もある。 134はⅣ群a 2類で、 タプコフ．式に相当する。胴部片で、太い原体によ

るLR斜走縄文。 139･140はⅣ群b－1類で、 ウサクマイC式に相当する。 139は口縁部片。RL斜走

縄文の地文に、 5条以上が1組となった細い沈線によりl l｣形あるいは鋸歯状の文様が描かれる。 140

はI|1部片。 LR斜走縄文の地文に、横走沈線2条が巡る。

VH-10 (図Ⅳ－2－4－7 ． 8， 15-65～82, 18-123/表5/図版27．33．34．36)

65．78～80はⅡ群b－1類で、植苗式。 65は口縁部、 78～80は胴部で、いずれも外面に横位、内面

に縦位の羽状縄文が施される。65には篭状の貼付帯。 7 ． 8 ．66～77･81はⅡ群b－2類で、大麻V

式。 7は口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁。口唇断面は角形。端面～器外面にRLと

LRの斜走縄文を交互に施し、不整な羽状縄文を形成する。口縁部内面にも羽状縄文。焼成は良好。

胎土は繊維が少量混入する。 8は口縁～胴上部が復元された深鉢。口縁部は平縁。口唇断面はやや急

な外傾。端面～器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、羽状縄文を形成する。焼成は良好。胎

土は繊維が少量混入する｡ 66～71は口縁部外面に縄側面圧痕が1ないし2条巡るもの｡ 68は内面にも

羽状縄文。 82はⅡ群b－3類で、円筒土器下層d式。幅の狭い口縁部文様帯に横位の絡条体回転文、

胴部には結束第2種の羽状縄文と単軸絡条体が多段に施される｡ 123はⅢ群a類で、円筒土器上層b

式。口縁～胴中部の破片で、口縁部が外反し、胴部がやや膨らむ器形と推測される。端面は外傾。器

外面には結束第1種の羽状縄文が施される。端面～口唇直下は無文で、粘土紐が波状に取り付けられ

る。内面は磨かれている。
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VH-11 (図Ⅳ－2-20-141 ･ 142/表5/図版37)

141 . 142はⅣ群b 1類で、ウサクマイC式。 141は胴部片。 LR斜走縄文の地文に、 2条1組の沈

線で曲線文様を描き、内部を磨り消している｡ l42a～dは、深鉢の口縁部・胴部・底部の破片。口

縁部は平縁で、口唇断面は角形。端面および器外面にLR斜走縄文が施される。口唇直下に横走沈線

1条。胴部は、 2条1組の沈線で対向する眼状の文様を描き、内部を磨り消している。底部は平底で、

無文。

VH-12 (図Ⅳ-2-20-143～148/表5/図版37)

143～148はⅣ群b－1類で、 ウサクマイC式。 143は口縁部片で、外反する器形と推測される。口唇

断面は角形。端面～外面にLR斜走縄文を施す。横走沈線が現存で5条が巡り、沈線間が磨り消され

た無文帯も見られる。 144～147は胴部片。 144． 145はLR斜走縄文の地文に、斜位あるいは横位の沈

線。 146は沈線で区画された内部が磨り消される。いずれも内面が丁寧に調整されて、平滑になって

いる。 147a･bは、口縁部が外反し、胴上部がやや膨らむ器形と推測される。器外面にRL斜走縄

文を施す。口縁部との間には沈線で区画された無文帯が設けられている。胴上部は5条1組の沈線に

より連続するN字状文、胴中部は磨り消しの技法により屈曲文や上向きの矢印文が描かれる｡ 148は

口縁部片で、無文。

VH-14(図Ⅳ－2-11 23～25, 20-149～155/表5/図版30･38)

23～25． 149～155はⅣ群b－2類で、手稲式｡ 23は口縁～底部が復元された深鉢。口縁部は平縁。

端面は丸みを帯びる。底部は平底。器外面にLR斜走縄文を施すが、胴下～底部は無文。口縁部に1

条の横走沈線が巡り、それより上位の口唇直下は地文が磨り消され、無文帯としている。 24は口縁～

胴中部が復元された深鉢。波状口縁で、端面は丸みを帯びる。器外面にLR斜走縄文を施すが、口唇

直下は無文。 25は口縁～胴下部が復元された深鉢。波状口縁で、端面は丸みを帯びる。器外面にLR

斜走縄文を施すが、口唇直下および胴下部は無文。口縁～胴上部には、連続する扁平なL字状沈線を

多段に巡らす。いずれも焼成は良好で、砂礫を少量含む。 149～154は口縁部片。 149は波状口縁の突

起部分で、内湾する。端面は丸みを帯びる。器外面にLR横走縄文を施す。横走沈線4条が巡り、縦

位の短弧線が上書きされる。横走沈線より上位の口唇直下は無文。 150は口唇直下の無文帯が削り取

りにより薄身に成形され、段が作られている。地文はLR斜走縄文。横走沈線4条が巡り、縦位の短

弧線が交互に上書きされる。横走沈線より下位も無文帯。 151･153は平縁で、内湾する器形。横走沈

線1条より上位の口唇直下はLR斜走縄文が磨り消され、無文帯。 153は横走沈線に縦位の短弧線が

上書きされる。 152は、緩い波状口縁の小型土器。口唇直下は無文帯。横走沈線6条に縦位あるいは

蛇行沈線が上書きされる。沈線の幅は狭い。 154は波状口縁の突起部分。器外面にLR横走縄文を施

すが、口唇直下は無文帯。内面に横ナデの調整痕。 155は胴部片。地文を沈線で区画して内部を磨り

消している。地文が羽状縄文であることから、堂林式の可能性もある。

VH-15 (図Ⅳ－2 5 9 ･ 10， 16 83～94/表5/図版27．28･34)

9 ． 10．83～91はⅡ群b 2類で、大麻V式。 9 ． 10は口縁～胴中部が復元された深鉢。 9は口縁

部が平縁で、胴部がやや膨らむ器形。口唇断面は角形。端面～器外面にRLとLRの斜走縄文を交互

に施し、不整な羽状縄文。焼成は良好。胎土は繊維が少量混入する｡ 10は口縁部が平縁で、口唇断面

は外傾。器外面にRL斜走縄文を疎らに施す。焼成は良好ではなく、器面が剥落する。胎土は繊維が

少量混入する。 83～90は口縁部、 91は底部。いずれも地文が羽状縄文で、 83～85は端面、 84･87は内

面にも施文。 83～85は縄側面圧痕が1条巡る。 92～94はⅡ群b－3類で、円筒土器下層d式｡ 92は口

縁部で、撚りの異なる2条1組の撚糸文が横走する。 93．94は胴部で、単軸絡条体の回転文。
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VH-16 (図Ⅳ 2-11 26， 12-28･29， 22-186/表5/図版31･39)

26はⅣ群b 2類で、手稲式。口縁～底部が復元された広口の壷。口縁および底部は無文で、胴部に

LR斜走縄文を施す。焼成は良好で、砂礫を少量含む。28．29． 186はⅣ群c－1類で、堂林式。28は口

縁～胴部が復元された鉢。口縁部は平縁で、端面は水平～やや内傾。器外面にRL斜走縄文を施す。口

縁部には1条のIO突瘤列が巡る。焼成は良好ではなく、器面の一部が剥落する。 29a･bは同一個

体で、注口土器の胴～底部。器外面には細い原体でRL斜走縄文が施される。注口部は斜め上向きで、

先端を欠く。注口部の下端および胴部の張り出し部分には瘤状突起が貼り付けられる。また、注口部

や瘤状突起を囲むように細い沈線で文様が描かれるが、構成は不明である。焼成は良好。胎土は砂礫

が少量混入する。186a･bは口縁部片。端面は水平～丸みを帯びる。器外面にLR斜走縄文を施す。

VH-17 (図W-2 5 11、 16-95～99, 18 124/表5/図版28．34･36)

llはⅡ群b 2類で、大麻V式。口縁～胴上部が復元された深鉢。口縁部は平縁でやや外反し、胴

部が膨らむ器形。端面は外傾。端面～器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、羽状縄文を形成

する。口縁部内面にもRL斜走縄文。焼成は良好。胎土は繊維が少量混入する。 95～97はⅡ群b－1

類で、植苗式。 95は口縁部、 96は胴部で、内外面に羽状縄文。 97は底部で、底面にも回転縄文。 98．

99はⅡ群b－3類で、円筒土器下層d式。胴部片で、結節回転文。 124はⅢ群a類で、円筒土器上層

b式。口縁および胴中部片で、口縁部が外反し、胴部がやや膨らむ器形と推測される。端面は外傾。

器外面には結束第1種の羽状縄文が施される。口縁部に粘土紐を山形あるいは波状に貼り付け、内部

を馬蹄形圧痕文や組紐圧痕文で充填している。内面は磨かれている。

②土坑

VP-1 (図Ⅳ 2-16-100～104/表5/図版35)

100～104はⅡ群b－2類で、大麻V式。 100． 101が口縁部、 102～104が胴部で、いずれも羽状縄文。

101 ． 104は内面にも回転縄文。 100は口唇直下に縄側面圧痕。 100． 102は補修孔が確認される。

VP-8 (図Ⅳ 2－5-12， 16-105． 106/表5/図版28．35)

12．105． 106はⅡ群b類。 105はⅡ群b－1類で、植苗式。胴部片で、外面は横位、内面は縦位の

羽状縄文。 12． 106はⅡ群b－2類で、大麻V式。 12は口縁～ll1下部が復元された深鉢。口縁部は平

縁でやや外反する。口唇断面は外傾。端面～器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、不整な羽

状縄文を形成する。器内面にも疎らな羽状縄文。口縁部には横位のLR縄側面圧痕2条が巡る。焼成

は良好ではなく、器面の剥落が著しい。胎土は繊維が少量混入する。 106は胴部片で、内外面に単軸

絡条体の回転文。

VP-11 (図Ⅳ－2－5-13， 17-107/表5/図版28･35)

13． 107はⅡ群b－2類で、大麻V式。 13は胴中～底部が復元された深鉢。底部は上げ底ぎみで、

底面の中央が凹む。器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、不整な羽状縄文を形成する。器内

面にも疎らな羽状縄文。焼成は良好。胎土は繊維が少量混入する｡ 107は口縁～胴中部。口唇断面が

切り出し状を呈し、端面が広く外傾する。端面と外面には羽状縄文が施される。端面は縄側面圧痕2

条が巡る。

VP-14(図Ⅳ－2-17-108/表5/図版35)

108はⅡ群b－2類で、大麻V式。口縁部で無文。爪による成形痕が残る。

VP-16(図Ⅳ－2-17-109/表5/図版35)

109はⅡ群b－2類で、大麻V式。胴部で、内外面に羽状縄文（磨滅)。
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VP-23 (図Ⅳ－2－6-14/表5/図版28)

14はⅡ群b－1類で、植苗式。口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁。口唇断面は角形。

端面～器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、不整な羽状縄文を形成する。器内面にも縦位の

羽状縄文が同一原体により施される。焼成は良好。胎土は砂礫・繊維に富む。

VP-24(図Ⅳ 2 17-110． 111/表5/図版35)

110･ 111はⅡ群b－1類で、植苗式。 110は口縁部で、端面と内外面に斜走縄文（羽状縄文の一部

か)｡ 111は胴部で、羽状縄文（磨滅)。

VP-29 (図Ⅳ－2-17-112～114/表5/図版35)

112･ 113はⅡ群b－2類で、大麻V式。いずれも胴部で、 112は羽状縄文、 113はLR斜走縄文。 114

はⅡ群b－3類で、円筒土器下層d式。胴部で、結節回転文。内面が磨かれている。

VP-32 (図Ⅳ-2-17-115/表5/図版35)

115はⅡ群b－2類で、大麻V式。口縁～胴中部で、粗雑な羽状縄文。器面には凹凸がある。

VP-36 (図Ⅳ－2-17-116/表5/図版35)

116はⅡ群b－2類で、大麻V式。胴部で、内外面にLR斜走縄文。

VP-39(図Ⅳ－2－9 19/表5/図版29)

19はⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式。口縁～底部が復元された深鉢。口縁部が外反し、胴上部が

やや膨らむ器形。口縁部は緩い波状を呈し、端面は丸みを帯びる。底部は平底。端面～胴中部はLR

縄が回転施文され、胴下～底部は無文。口唇直下には端面に沿って1条の緩い波状沈線が巡る。口縁

部と胴部の間の括れた部分には2条の横走沈線で区画された無文帯が巡る。 この無文帯の上下で、連

続するN字状文が、口縁部では屈曲する波状沈線、胴上部では斜位の鋸歯状沈線により、いずれも3

～4条を単位として描かれる。胴中部は対向する渦巻文や鉤字文が2条1組の沈線により描かれ、そ

の内部の地文はやや粗雑に磨り消されている。焼成は良好で、胎土は徴密である。

VP-40(図Ⅳ-2-21-156～158/表5/図版38)

156～158はⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式｡ 156は口縁部片。端面は丸みを帯びる。 LR斜走縄文

に、斜位・横位の沈線。 157． 158は胴部片。 157はLR斜走縄文に、 2条1組の沈線でV字状の文様

を描き、内部を磨り消す。 158は口縁部が外反し、胴上部がやや膨らむ器形と推測される。器外面に

LR斜走縄文を施し、沈線で弧状または波状の文様を上書きする。

VP-41 (図Ⅳ-2-12-27, 21-159～165， 22 187/表5/図版31．38．39)

27･162～165はⅣ群b－3類で、鯆澗式。27は口縁～胴中部が復元された深鉢。平縁で、胴上部が膨

らむ器形。器外面にLR斜走縄文。口縁部に1条の横走沈線が巡り、それより上位の口唇直下は無文

帯で、竹管状施文具による刺突列を施す。口縁部と胴部の間には2条の横走沈線で区画された幅広の

無文帯が設けている。この無文帯の下部は、口唇直下と同様に竹管状施文具による刺突列を施す。胴

部には、全体の構成は不明であるが、沈線で区画された大振りな文様が磨り消しの技法によって描か

れる。焼成は良好で、胎土は徹密である。162は胴部片。器外面にLR斜走縄文を施し、沈線で区画さ

れた無文帯が見られる。163は口縁部。端面は水平だが、やや丸みを帯びる。幅広の無文帯の下部は、

削り取りにより胴部との間に段を作り出す。胴部にはLR斜走縄文。164は注口土器の胴部。肩部が強

く張り出す器形と推定される。器外面にLR斜走縄文を施し、 2条1組の沈線で屈曲する文様を描き、

内部を磨り消す。底部との間に横走沈線1条。165は深鉢の口縁～lll1中部◎平縁で、 lll可部がやや括れる

器形。端面は内傾する。器外面にLR斜走縄文。159～161はⅣ群b－1類で、ウサクマイC式｡159･160

は、いずれも波状口縁の頂部。器外面にLR斜走縄文。160は端面にも施文される。口縁に沿って、数
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条を単位として緩い波状沈線が巡る。161は胴部片｡LR斜走縄文（磨滅）に沈線で屈曲文を描く。187

はⅣ群c－1類で、堂林式。小型の深鉢の口縁～胴上部。口縁部は平縁で、やや内湾する。口唇断面は

角形。端面～外面には細い原体によるLR横～斜走縄文が施される。内面には横ナデの調整痕が残る。

VP-42 (図Ⅳ-2-11-21, 21-166/表5/図版30･38)

21 ． 166はⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式。 21は口縁～胴中部が復元された深鉢。口縁部が外反し、

胴上部がやや膨らむ器形。口縁部は緩い波状を呈し、端面は水平。端面～胴中部はLR縄が回転施文

される。口縁部は端面に沿って5ないし6条1組の緩い波状沈線が巡る。口縁部と胴部の間の括れた

部分には2条の横走沈線で区画された無文帯が巡る。胴部はやや大振りなカギの手状文または屈曲文

が2条1組の沈線により描かれ、その内部の地文はやや粗雑に磨り消されている。焼成は良好で、胎

土は徴密である。 166は口縁部片。端面～外面にLR斜走縄文。波状沈線が現存で3条巡る。

VP-45 (図Ⅳ-2-21-167～169/表5/図版38)

167～169はⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式｡ 167． 168は口縁部片。 167は端面と外面にRL斜走縄

文。横走沈線を縦位置の弧線で交互に連結する｡ 168は波状'二l縁の頂部で、外面にLR斜走縄文。非

常に細い沈線で、波状あるいは鋸歯状の文様が描かれる。 169a･bは胴部片。 LR斜走縄文の地文

に沈線により曲線や扁平なN字文を上書きし、一部を磨り消している。

VP-47 (図Ⅳ-2-17-117/表5/図版35)

117はⅡ群b－2類で、大麻V式。胴部で、 LR横走縄文。

VP-48 (図Ⅳ 2-21-170･ 171/表5/図版39)

170･171はⅣ群b－1類で、 ウサクマイC式。 170は|ｺ縁部片。外面にLR斜走縄文。口唇直下に

描走沈線2条。 171は胴部片。 2条1組の沈線で文様を描き、内部の地文をやや粗雑に暦り消す。

VP-50 (図Ⅳ－2－6-15， 17-118/表5/図版28･35)

15はⅡ群b－2類で、大麻V式。15は口縁～胴中部が復元された深鉢。口縁部は平縁｡端面は水平。

外面にLR斜走縄文。口縁部には横位のLR縄側面圧痕1条が巡り、これより上位の口唇直下は無文。

焼成は良好｡胎土は繊維が少量混入する。118はⅡ群b 1類で、植苗式｡胴部で、内外面に羽状縄文。

VP-52 (図Ⅳ－2－19-138/表5/図版37)

138はⅣ群a－2類で、 ダフ．コプ式。胴部片で、 LR斜走縄文。

VP-54(図Ⅳ 2-21-172/表5/図版39)

172はⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式。胴部片で、 LR斜走縄文。沈線1条が確認される。

VP-55 (図Ⅳ-2-21-173/表5/図版39)

173はⅣ群b－1類で、ウサクマイC式。台付土器の底部。無文で、外面には条痕が横走する。

VP-56 (図Ⅳ-2 21-174/表5/図版39)

174はⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式。胴部片。外面にはRL斜走縄文が回転方向を変えて施さ

れる。細い沈線で区画された内部の地文が磨り消されている。

VP-57 (図Ⅳ 2－1-1/表5/図版26)

1はⅡ群b－1類で、植苗式。口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁。口唇断面は角形で、L

R回転縄文｡器外面に横位のRL+LR羽状縄文が多段に施される。口縁部には稚状の貼付帯1条が巡っ

ており、これより上位の口唇直下は無文。貼付帯上にも羽状縄文が施される。器内面にも縦位の羽状縄

文が|司一原体により施される。焼成は良好ではなく、器面の剥落が著しい。胎土は砂礫・繊維に富む。

VP-58 (図Ⅳ-2-22-175･176/表5/図版39)

175･176はⅣ群b 2類で、手稲式。 175は口縁部片で、波状口縁の頂部。口唇断面は丸い。器外
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面にLR斜走縄文を施すが、口唇直下は無文である。口縁に沿って波状沈線6条が巡り、縦位の短弧

線で交互に連結している。内面は磨かれて、平滑である｡ 176は、深鉢の口縁～胴中部で、口唇を欠

く。口縁部が外反し、胴上部がやや膨らむ器形。器外面にLR斜走縄文を施す。口縁部と胴部の間の

括れた部分、胴中部には2条の横走沈線で区画された無文帯が巡る。口縁部は横走または波状沈線を

縦位の短弧線で交互に連結している。胴上部は沈線で波状や円弧状の文様を描き、内部の地文を磨り

消している。

VP-59 (図Ⅳ－2－2-2/表5/図版26)

2はⅡ群b 1類で、植苗式。口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁。口唇断面はやや外

傾し、RL回転縄文。器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施し、不整な縦位の羽状縄文を形成す

る。口縁部には施状の貼付帯1条が巡っており、貼付帯上にも羽状縄文が施される。器内面にも縦位

の羽状縄文が同一原体により施される。焼成は良好ではなく、器面の剥落が著しい。胎土は砂礫・繊

維に富む。

VP-61 (図Ⅳ－2－3 3/表5/図版26)

3はⅡ群b－1類で、植苗式。口縁～底部が復元された深鉢。口縁部は平縁で、口唇断面は角形。

底部は少し外側へ張り出す。端面～底面には撚りの異なる無節の原体を交互に縦位回転し、羽状縄文

を多段に施す。口縁部には稚状の貼付帯1条が巡っており、貼付帯上には無節l縄文。器内面にも縦

位の羽状縄文が同一原体により施される。焼成は良好。胎土は砂礫・繊維に富む。

VP-62 (図Ⅳ－2-17-119/表5/図版35)

119はⅡ群b－1類で、植苗式。口縁部で、端面と内外面にLR斜走縄文。続状の貼付帯が巡る。

VP-67 (図Ⅳ-2-22-177/表5/図版39)

177はⅣ群b－2類で、手稲式。小型の深鉢の底部。平底で、底縁がやや張り出す。無文。

VP-69 (図Ⅳ-2-22-178/表5/図版39)

178a ．bはⅣ群b－1類で、 ウサクマイC式。深鉢の口縁～胴中部。口縁部が外反し、胴上部が

やや膨らむ器形。端面は丸みを帯びる。外面はLR縄が回転施文される。口縁部と胴部の間の括れた

部分には2条の横走沈線で区画された無文帯が巡る。口縁部では5条1組の沈線により鋸歯状文が描

かれる。胴中部は対向する屈曲文が沈線により描かれ、その内部の地文は磨り消されている。

VP-71 (図Ⅳ-2-22-179/表5/図版39)

179a･bはⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式。深鉢の口縁部と底部。口縁部は緩やかな波状を呈

すると推測される。端面～外面にLR斜走縄文。斜位沈線3条が確認される。底部は平底で、無文。

VP-72(図Ⅳ-2-22-180/表5/図版39)

180はⅣ群b－2類で、手稲式。平底の底部。無文で、よく磨かれている。

VP-74(図Ⅳ－2-11-22， 22-181/表5/図版30･39)

22･181はⅣ群b－2類で、手稲式。 22は無文の底部。内外面ともに横ナデの調整痕が残る。焼成

は良好で、胎土は徴密である。 181はlll可部片。地文はRL縦走縄文。横走沈線2条が確認される。

③Tピット

VTP-8 (図Ⅳ－2-13-32/表5/図版32)

32はⅡ群a－1類で、綱文式。丸底の底部片で、節の粗いRL横走縄文を深めに施す。

VTP-10 (図W-2-18 120/表5/図版36)

120はⅡ群b－1類で、植苗式。口縁部で、端面と内外面にRL斜走縄文。
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④小ピット

VSP-2 (図Ⅳ－2-18-121 ･ 122/表5/図版36)

121． 122はⅡ群b－2類で、大麻V式。いずれも胴部で、羽状縄文。内面には横位の条痕。

VSP-25(図Ⅳ 2 13-31/表5/図版32)

31はⅡ群a－2類で、静内中野式。口縁部片で、太めのLR縄による斜走縄文を施す。

⑤焼土

VF-17 (図Ⅳ－2-10-20/表5/図版30)

20はⅣ群b 1類で、 ウサクマイC式。口縁～胴中部が復元された深鉢。口縁部が外反し、胴上部

がやや膨らむ器形。口縁部は緩い波状を呈し、端面は水平。端面～胴上部はLR縄が回転施文され、

胴中部は無文。口縁部はl1ないし12条1組の沈線により連続する鋸歯状文が描かれる。口縁部と胴部

の間の括れた部分には2条の横走沈線で区画された無文帯が巡る。胴上部は6条1組の沈線により連

続するカギの手状文が描かれる。焼成は良好で、胎土は徹密である。

VF-18 (図Ⅳ 2-22-182/表5/図版39)

182はⅣ群b－2類で、手稲式。波状口縁の頂部。無文。

⑥礫集中

VS-1 (図Ⅳ-2-22-183/表5/図版39)

183はⅣ群b－2類で、手稲式。胴部片。器外面にLR斜走縄文。

VS-2 (図Ⅳ 2-22-184/表5/図版39)

184はⅣ群b 2類で、手稲式。 lll1部片。RL横走縄文が沈線で区画され、内部が磨り消される。

VS-5 (図Ⅳ－2 22-185/表5/図版39)

185はⅣ群b－2類で、手稲式。胴部片。器外面にやや粗いLR斜走縄文。 （芝田）

（2） 土製品

VH-2 (図Ⅳ 2-23-1/表6/図版40)

1は再生土製円盤。Ⅲ群b－3類土器（ノダップⅡ式）の胴部片の周縁を打ち欠いて円盤状にして

いる。地文はLR横走縄文で、竹管状施文具による横向きの押し引き列が施される。

VH-15 (図Ⅳ－2 23-2 ･ 3/表6/図版40)

2 ． 3は不定形の粘土塊。 2は外面が暗褐色～褐色を呈し、固くしまり、ずしりとした重みがある。

3は外面が黄褐色～明黄褐色を呈し、やわらかく、同じ大きさの土器片と比較して軽い。 2は十分に

熱を受けている（焼かれている）が、 3は未焼成のまま自然乾燥、あるいは非常に低温で焼成された

可能性がある。いずれも胎土は徹密で、細砂礫を少量含む。

VH-17 (図Ⅳ 2-23－4～7/表6/図版40)

4～7は盤状粘土塊の破片。外面の色調や質感はVH-15出土の3と同じである。いわゆる「サツ

マアゲ状土製品」と称されるもの（北埋調報116)によく類似する。破片の形状から、本来の大きさ

はほぼ|司じであったと推測される。よって、 これらは同時期に製作された可能性が高い。

VP-1 (図Ⅳ－2 23-8/表6/図版40)

8は盤状粘土塊。形状はほぼ円形で、一部欠損する。外面には指で扁平に整形した痕跡が残る。
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Ⅳ祝梅川小野遺跡
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図Ⅳ－2－1 遺構の土器（1 ）
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図Ⅳ－2－2 遺構の土器（2）
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Ⅳ祝梅川小野遺跡
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Ⅳ祝梅川小野遺跡
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図Ⅳ－2－9 遺構の土器（9）
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図Ⅳ－2-10遺構の土器(10)
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VP-15 (図Ⅳ 2-24-9～13/表6/図版40)

9～13は盤状粘土塊。形状は楕円形。VP-15からは粘土塊の破片が50点出土したが、微細で脆弱な

ものが大部分であった。このため、比較的状態が良好であった9 ． 10がほぼ完形、ll～13が約1/2～1/3程

度接合したのみである。完形品の大きさと破片の量から、10個体前後が土坑内部にあったと推測される。

VP-17 (図Ⅳ 2-25-14～17/表6/図版41)

14～17は盤状粘土塊。形状は楕円形。VP-17からは粘土塊の破片が122点出土したが、微細で脆

弱なものが大部分で、 14． 15以外はほとんど接合しなかった。 16･ 17は比較的大きめの破片。厚さは

ほぼ同じである。完形品の大きさと破片の量から、 20個体前後が土坑内部にあったと推測される。

VP-21 (図W-2-25-18/表6/図版41)

18は盤状粘土塊。形状は楕円形で、中央が穿孔されている｡VP 21からは粘土塊の破片が6点出

土したが、 18のみが完形品。VP 1 ･ 15･ 17出土のものよりも小さい。 これらの遺構や包含層より

出土した盤状粘土塊、各時期の土器片を試料として胎土分析を行った(Ⅵ章第2節参照)。 （芝田）

（3） 石器等

遺構からは剥片石器239点、剥片56,428点、礫石器415点、礫・礫片1,177点、石製品1点、合計58,261

点が出土している。各遺構で出土した遺物は表2、器種別は表4に掲載している。 ここでは掲載した

石器等について、遺構ごとに述べる。

①住居跡

VH-1 (図Ⅳ 2-26-1～10/表7/図版79)

1は石鍼。三角形鍼平基。 2～5は石槍。 2は菱形。 3～5は有茎鎌凸基。 3 ． 4は使用による再

調整によって刃部が短くなったと推測される。 5は基部を折損している｡ 6 ･ 7はスクレイパー。剥

片の側縁に刃部を作出したもの。 8は石のみ。短冊形で円刃、片刃。全面を研磨で整形している。 9

はたたき石。円礫の周縁に敲打痕がある。 10は石皿片。平坦な擦り痕がある。

VH-2 (図Ⅳ 2-27-1～6/表7/図版79)

1は石嫉。基部が折損しているが有茎鍼とみられる。 2はスクレイパー。剥片の側縁に刃部を作出

している。 3は石斧。短冊形で円刃、両刃。扁平礫を剥離によって成形した後、全面を研磨によって

整形している。 4 ． 5は北海道式石冠。全面を敲打によって整形している。 5は破片。 6は石皿。両

面ともに擦り面があり、 2条の幅の広い凹みがある。背面は被熱しているが、凹みの部分には被熱痕

が見られないことから、被熱後に使用されたと考えられる。

VH-3 (図Ⅳ－2-28-1～1l/表7/図版80)

1～3は石鍼。 1は有茎鍼凸基。 2 ． 3は有茎鍼円基。 4～6は石槍。有茎で菱形になる。 6は破

片。 7～9は石錐。 7は棒状のもの。両端に機能部がある。 8は縦長剥片の先端に機能部を作出した

もの。 9は両面を加工して機能部を作出している。 10はつまみ付きナイフ。縦型で両面を加工してい

る。つまみ部先端を折損後、再調整している。先端部にやや摩滅がみられる事から、石錐として再利

用された可能性がある。 11は石鋸。敲打によって整形した後、縁部に直線的な刃部を作り出している。

VH-4 (図Ⅳ－2 28-1～4/表7/図版80)

1 ． 2はつまみ付きナイフ。縦型。 1は片面周縁を加工している｡ 2は片面全体を加工している。

3はスクレイパー。剥片の周縁に刃部を作出したもの。 4は砥石片。平坦な擦り面がある。背面には

敲打による窪みがみられる。
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VH-6 (図Ⅳ－2-28-1～6/表7/図版80)

1～3は石鍼。 lは有茎鍼凸基。 2 ． 3は有茎嫉円基。 4は石錐。剥片の側縁を加工して両端部に

機能部を作出している。 5はつまみ付きナイフ。縦型で片面周縁を加工しているもの。 6は砥石片。

腹背面に平坦な擦り面がある。

VH-7 (図W 2-29-1～3/表7/図版80)

1は石鍼。三角形鑛平基。 2 ． 3はつまみ付きナイフ。縦型。 2は両面を加工している。石錐とし

て利用した可能性がある。 3は片面全面を加工している。

VH-8 (図Ⅳ－2 29-1 ･ 2/表7/図版80)

1はナイフ。有茎。基部先端に原石面を残す。両面を二次加工して成形している。 2はつまみ付き

ナイフ。縦型。片面全面を加工している。
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VH-9 (図Ⅳ－2-29-1～3/表7/図版80)

1は石鍼。有茎鍼凸基。片面周縁を加工して成形している。1は石鍼。有茎鍼凸基。片面周縁を加工して成形している。 2は石槍。有茎凸基。両面を加工して

成形している。腹面に素材剥離面を残す。 3は石斧。形状は擢形で直刃、両刃。剥離による成形後、

全面を研磨によって整形している。

VH-10 (図Ⅳ－2 29-1～8/表7/図版81)

1は石鍼。三角形鍼凹基。被熱している。 2は石槍。有茎で基部の側縁が平行、先端につまみ状の

突起が作り出されている。 3 ． 4はつまみ付きナイフ。縦型で片面全面を加工している。 5 ． 6はす

り石で北海道式石冠。 5は擦り面周縁を打ち欠いている。 7 ． 8は石錘。扁平礫の長軸両端に打ち欠

きがある。挟入部の稜は磨耗により丸くなっている。

VH-11 (図Ⅳ－2-30-1～4/表7/図版81)

1は石嫉。有茎鍼平基｡ 2は両面調整石器。 3は石皿片。平坦面に擦り痕がある。周縁に敲打によ

る整形が見られる。被熱している。 4は台石片。平坦面と側縁に敲打痕がある。

VH-12 (図Ⅳ－2 30-1/表7/図版81)

1はつまみ付きナイフ。縦型で両面加工である。

VH-14(図Ⅳ－2-30-1～5/表7/図版81)

l～4は石鍼。有茎鍼凸基。 1～3は刃部が内湾する。 5はつまみ付きナイフ。縦型で両面の周縁

に加工がある。

VH-15 (図Ⅳ－2-31 1～12/表7/図版82)

1 ． 2は石鍼。有茎鍼円基｡ 3～6はつまみ付きナイフ。縦型。 3は両面を加工している。 4～6

は片面全面を加工している。 7 ． 8はスクレイパー。側縁に刃部を作り出したもの。 7は被熱による
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はじけがある。 9は短冊形の石斧。刃部を折損している。剥離による成形後、側縁を研磨で整形して

いる。 10． 11はすり石で北海道式石冠。 11は破片。 12は石錘片。扁平礫の長軸端部に打ち欠きがある。

挟入部の稜は磨耗により丸くなっている。

VH-16 (図Ⅳ－2-32 1～5/表7/図版81)

1はたたき石。扁平礫の両側縁と背部に敲打痕がある。 2は砥石片。平坦な使用面が3面ある。 3

～5は加工痕のある礫。扁平礫を剥離によって整形している。 4は敲打による整形も行っている。石

斧の未成品と考えられる。

VH-17 (図Ⅳ－2-33 1～13/表7/図版82)

1～4は石鍼。 1は三角形鍼平基。裏面はほとんど加工していないことから未成品と見られる｡ 2

～4は有茎鍼。 2はやや尖り気味の円基。 3は調整が粗く、未成品の可能性がある。 5～9はつまみ

付きナイフ。 5～8は縦型のもの。 5 ． 6は片面のほぼ全面を加工している。 7 ． 8は片面の周縁を

加工している。 9は横型のもの。つまみ部と刃部のみ加工している｡ 10･ 11はスクレイパー。 12は石

斧。短冊形で円刃、両刃。剥離によって成形後、全面を研磨している。 13は加工痕のある礫。剥離痕

が右側縁にある。石斧の未成品と考えられる。

②土坑

VP-1 (図Ⅳ－2 34-1～3/表7/図版83)

1は石鑛。有茎鍼円基。先端部を折損している。 2は石錐｡ 3はつまみ付きナイフ。縦型で片面を

全面加工している。下端部は原石面を残す。

VP-2 (図Ⅳ－2-34-1/表7/図版83)

1は四面砥石。下半部を折損している。先端部にも擦り痕が見られる。全面を研磨によって整形し

た後、砥石として使用したと考えられる。

VP-11 (図Ⅳ－2-34-1～2/表7/図版83)

1は石嫉。有茎鍼凸基。 2はつまみ付きナイフ。片面全面を加工している。

VP-13 (図Ⅳ 2-34 1～2/表7/図版83)

1は石鑛。三角形鍼平基。 2は石斧。短冊形で円刃、両刃。剥離による成形後、研磨によって整形

している。刃部先端は使用による剥離が見られる。

VP-14(図Ⅳ－2-34-1/表7/図版83)

1は石嫉。有茎鍼円基。

VP-15 (図W-2-34-1/表7/図版83)

1は石嫉。三角形鍼平基。被熱により表面が曇っている。

VP-18 (図Ⅳ－2-34-1/表7/図版83)

1は石斧。短冊形で円刃、両刃。剥離による成形後、全面を研磨によって整形している。

VP-24(図Ⅳ－2-35-1 ･ 2/表7/図版83)

1 ． 2は石皿片。礫の平坦面に広い擦り面があるもの。周縁を敲打によって整形している。 1は礫の

平坦面を敲打によって調整した後、平坦な擦り面を作り出している。腹面平坦面にも敲打痕がみられる。

VP-29 (図Ⅳ－2-35-1 ． 2/表7/図版83)

1はつまみ付きナイフ。縦型で両面加工のもの。 2は石斧。短冊形で円刃、両刃。敲打痕の上から

研磨されていることから、敲打によって調整された後に全面を研磨したと考えられる。基部先端部に

原石面を残す。
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VP-41 (図Ⅳ 2 35-1～3/表7/図版83)

1は石斧。剥離による成形後、一部研磨によって整形している。刃部は研磨されていない。未成品

と考えられる。 2はたたき石。棒状礫の両端部に敲打痕がある。 3は石製品。長方形の形状をした玉。

短軸側から穿孔されている。穿孔痕は確認できない。穿孔の内部に縦方向の研磨痕がみられることか

ら、孔の内面を磨いたと思われる。

VP-48(図Ⅳ 2 35-1/表7/図版83)

1は石皿片。板状礫の表面を敲打によって調整し、両面に平坦な擦り面を形成している。被熱して

いる。

VP-55(図Ⅳ－2-35-1 ． 2/表7/図版83)

lは石鍼。有茎嫉凸基。刃部が内湾する。 2は石のみ。短冊形。全面を研磨によって整形している。

刃部先端は研磨によって平坦に潰されている。刃部は約20･の角度で傾いている。基部側にも刃部が

作出されている。直刃、片刃。

VP-61 (図Ⅳ－2-37-1/表7/図版85)

1は石皿。礫の平坦面を敲打によって調整し、擦り面を作り出している。中央部は長軸13.5cm、短

軸80cm、最深部1.3cmほどの楕円形に窪んでいる。窪みには赤色顔料が薄く確認できる。

VP-63 (図Ⅳ－2 36 1 ･ 2/表7/図版84)

1 ． 2は台石。扁平な楕円礫の平坦面の全面を敲打によって調整している。敲打痕の状況から、扁

平礫の平坦面を敲打によって調整した後、中央付近を使用したと考えられる。

VP-64(図Ⅳ－2-36-1/表7/図版84)

1は加工痕のある礫。礫の表面を剥離や敲打によって整形している。

VP-78(図Ⅳ－2-37-1/表7/図版84)

1は石皿。礫の平坦面を利用して擦り面を作り出したもの。礫の周縁を打ち欠いて整形している。

③焼土

VF-13 (図Ⅳ－2-38-1/表7/図版85)

1は台石。棒状礫の平坦面と端部に敲打痕が確認できる。

VF-14(図Ⅳ－2-38-1/表7/図版85)

1は石錐。剥片の一部に両面加工を施して棒状の機能部を作出したもの。先端部は使用による摩滅

で丸くなっている。被熱により表面が白く曇っている。

④集石

VS-6 (図Ⅳ－2 38-1 ． 2/表7/図版85)

1はすり石。断面が三角形になる礫の稜を擦ったもの。 9点が接合している。

整がある｡ 2は石皿。礫の平坦面に擦り面がある｡53点が接合している。

一部に敲打による調

（酒井）
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3 包含層出土の遺物

（ 1 ） 土器

平成19･20年度、 2か年の調査で、V層より土器・土製品は66,957点出土した（表1-2)。時期

は、縄文時代前期（Ⅱ群)、中期（Ⅲ群)、後期（Ⅳ群)、晩期(V群）のものがある。縄文時代後期

中葉（Ⅳ群b類）の土器が30,175点(45.1%) と最も多く、以下、前期後半（Ⅱ群b類) 14,601点

(21.8%)、後期後葉（Ⅳ群c類) 11,648点(17.4%)、中期後半（Ⅲ群b類) 3,646点(55%)、晩期

後葉(V群c類) 1,566点(2.3%)、後期前葉（Ⅳ群a類) 1,358点(2.0%)、中期前半（Ⅲ群a類）

1,311点(2.0%)と続く。前期前半（Ⅱ群a類）は553点(0.8%)、晩期中葉(V群b類）は387点(0.6

％） と非常に少ない。

土器の出土分布は遺構とほぼ一致しており、調査範囲南側～中央の高位・低位の段丘面とそれから

祝梅川旧河道へ降りる斜面上に集中し、北側の低地部分は希薄である （図V 3－47～52)。 Ⅱ群a

類土器は、当該期の住居跡VH-13が検出された、調査範囲中央の北向きの斜面を中心としてまとま

りがある。綱文式がこの部分に分布が偏るのに対して、静内中野式は南側の段丘面や緩斜面上からも

疎らに出土している。 Ⅱ群b類土器は、調査範囲南側で濃密だが、北側の低地部分ではほとんど出土

していない。植苗式と大麻v式の分布は重なっており、住居跡の覆土から両型式が伴出した例も多い。

植苗式は、当該期の士坑VP-23．57．59．61などの周辺、大麻V式は当該期の住居跡VH-6 ． 10･

15． 17などの周辺に小規模なまとまりが見られる。大麻V式のほうが個体数は多いようである。大麻

V式と併行するとされる円筒土器下層d式は出土量が少なく、客体的な存在であったと考えられる。

Ⅲ群a類土器（円筒土器上層b式）は、調査範囲南西側の標高12.0～13.0m付近の緩斜面上に集中し

ており、VH-10． 15･ 17の覆土中からも出土している。Ⅲ群b類土器は、調査範囲南側～中央の全

体に分布しており、特に際立った集中域は確認されなかった。天神|｣｣式は、調査範囲西側の標高8.0

~10.0m付近の氾濫原、柏木川式は一段高い標高11.0～13.0m付近の緩斜面上、北筒式は南東側の標

高13.0～15.0m付近の段丘上に多い。北筒式が大半を占め、天神山式・柏木川式の個体数は非常に少

ない。Ⅳ群a類土器は、すべてダフ．コプ式である。調査区全体に疎らで、当該期の土器囲炉を伴う住

居跡(VH-5･7)の周辺でも、それほど多くない。Ⅳ群b類土器は、主にウサクマイC式が調査

範囲南西側の緩斜面上、手稲式・雛澗式が調査範囲中央の低位の段丘面から続く氾濫原に多く分布し

ている。接合作業後の復元個体と口縁部片による大まかな個体識別では、 ウサクマイC式：手稲式：

賊澗式の個体数比は5 ： 4 ： 1であった。エリモB式は個体数が非常に少ない。Ⅳ群c類土器の分布

は、Ⅳ群b類とほぼ重なるが、主体となるのは調査範囲南西側である。Ⅳ群c類の大部分が堂林式で

ある。後続する御殿山式は非常に少なく、調査範囲中央の氾濫原で出土した｡V群b類土器は、美々

3式に相当するものである。調査範囲南東側の段丘上で深鉢1個体（図Ⅳ－3－16 59）が出土した

ほか、北側の梅川1遺跡との境界部分でまとまりが見られる。梅川1遺跡でも同時期のものが出土し

ている。V群c類土器は、ママチⅡ群・Ⅱ類に相当するもので、調査範囲南側～中央ではほとんど出

土していない。K6調査区などで多く出土したものは、晩期後葉の土坑の掘削などに伴ってⅢ層から

混入した可能性が高い。 このほか北側の低地部分で集中する部分がある。

縄文時代前期前半の土器（図W 3 18/表8 2/図版53)

Ⅱ群a－1類：美々7式に相当するもの（62）

62は口縁部片。平縁で、端面は内傾。に|唇直卜に太いRL横走縄文。その下位に|可じ原体による斜
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走縄文が施される。器外面の縄文はナデられて、不鮮明になっている。内面は丁寧に横ナデ調整され

る。胎土は少量の繊維と細砂礫が混入する。

Ⅱ群a－1類：綱文式に相当するもの（63～68）

63．64は口縁部片。いずれも平縁で、端面は水平。器外面に太いRL横走縄文。65～67は胴部片、68

は丸底の底部片。節の荒いRL横走縄文を施す。胎土は多量の繊維が混入する。器面の剥落が著しい。

Ⅱ群a－2類：静内中野式に相当するもの（69～84）

69～78は口縁部片。太めのLR縄による斜走縄文を施す。 79～82は胴部片で、太い原体によるLR

斜走縄文｡ 83は口縁部片で、端面は水平。器外面にRL斜走縄文。横走沈線2条にLR縄側面圧痕を

重ねている。内面に横方向の擦痕が確認される。84は口縁部で、端面は丸みを帯びる。無文。器形か

ら大麻V式の可能性もある。胎土は多量の繊維が混入する。器面の剥落が著しい。

縄文時代前期後半の土器（図Ⅳ 3-1 ･ 19～23/表8－1 ． 3/図版42･53～57)

Ⅱ群b－1類：植苗式に相当するもの（1 ．85～117）

lは口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁。端面はやや内傾し、 LR回転縄文。器外面に

RLとLRの斜走縄文を交互に施し、不整な羽状縄文を形成する。器内面にも縦位の羽状縄文。口縁

部には弧状の縄側面圧痕が連続して施される。

85～117は破片資料。端面、内外面および底面に異種原体による羽状縄文を施す。羽状縄文は、外

面が横位、内面が縦位のものが多い。 85～92は口縁部に肥厚帯が設けられている。口縁部に稚状の貼

付帯1条が巡るもの(85･87･88･91) と口唇直下に粘土紐を貼り付けるもの(86．89･90)がある。

前者は貼付帯の断面が角形や台形で、厚みがあり隆々としている。 これに対して、後者は断面が三角

形もしくは扁平で、口唇と一体化している。 91は簸状の貼付帯の上下に縄側面圧痕。 92は貼付帯より

上位の口縁部を欠損しており、形状が不明である。 93～99は縄文のみが施されている。端面は水平だ

が、押しつぶされたように肥厚するもの（93～96．98）が見られる。 99はlllil部。 100～109は口縁部に

縄側面圧痕が横走する。縄側面圧痕が1条のみのもの(101 ． 102)、 2条のもの(103～109)がある。

107. 110はさらに縦位の短縄線を上書きしている。 111～117は底部。底縁が外側へ張り出す器形のも

のが多い(111～114･117)｡ l1lは底内面にも縄文が施される。胎土は繊維・砂礫が多く混入する。

Ⅱ群b－2類：大麻V式に相当するもの(2 ･ 118～167)

2は口縁～胴中部が復元された深鉢。口縁部は平縁。口唇断面は角形。端面～器外面にRLとLR

の斜走縄文を交互に施し、不整な羽状縄文を形成する。焼成は良好ではなく、器面の剥落が著しい。

118～167は破片資料。植苗式と同様に端面や内外面に異種原体による羽状縄文を施す。植苗式が節

の粗い縄文を強めに施すのに対して、大麻V式はやや節の細かい縄文を浅く施すという違いがある。ま

た、内面の施文は、植苗式が口縁部から底部にまで及ぶのに対して、大麻V式は口縁部付近に偏る傾向

が見られる。 118～134は縄文のみが施されている。端面が外傾するもの(118～124･132)、水平なもの

(125･ 126･128･129． 134)、丸みを帯びるもの(127． 130･ 131 ． 133)がある。端面が外傾するもの

は、口唇断面が肥厚するものが多い(118～122･124)｡ 125は平底。 135～165は口縁部に縄側面圧痕が

横走する。端面が丸みを帯び、縄文が施されないものが多い（135～138･145． 146)。縄側面圧痕1条

のみのものが大半だが、 2条以上が並走するもの(151 . 153～155. 160)、弧状や縦位の短縄線が上書

きされるもの(159． 164･165) もある。 156～158． 160～163は端面に縄側面圧痕が横走する。 2条以

上が施されるものは、口唇断面が肥厚する例が多い（156． 157･161～163)｡ 161～163は端面が外傾す

る。 166．167は底部。 166は凹底。 167は平底。胎土は繊維・砂礫が混入する。
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Ⅱ群b－3類：円筒土器下層d式に相当するもの（168～193）

168～193は破片資料。主に単軸絡条体の回転文（撚糸文）が施される｡ 168～186は口縁部。 168は

口唇直下に絡条体圧痕文。 171～175. 185は内面にも撚糸文。内外面で回転方向を変えて施文される

ものが多い。 173． 174は外傾する端面に撚糸文が施され、口唇直下に幅の狭い無文帯｡ 175は口縁部

文様帯下に縄端が圧痕される。 186は波状口縁の波頂部。 168～175･186は胎土や器面調整、内面への

施文などの特徴が大麻V式と非常によく類似している。これらは円筒土器下層式の施文方法を取り入

れた在地の土器（大麻V式の一部）の可能性がある。 176～185は口縁部がやや外反し、端面が丸みを

帯びるもの。撚糸文が横走する。 176は端面にも施文される。 177は扁平な横位貼付帯が取り付けられ、

貼付帯の外面にも撚糸文。 178． 182． 185は端面が縄の側面により斜めに刻まれる。 178は補修孔lか

所が確認される。 179は横位貼付帯の下に結節回転文（綾繰文)。口唇を欠く。 176～185は内面の施文

が見られず、よく磨かれている。 187～193は胴～底部｡ 187は細い原体による結節回転文と単岫絡条

体が多段に施される。 188は内面および底面にも施文される。 190は直前段合撚、 191 ． 192は結節回転

文｡ 187･189． 193は底縁の形状から平底と推測される。

縄文時代中期前半の土器（図Ⅳ－3－24／表8－4／図版57．58）

Ⅲ群a類：円筒土器上層b式に相当するもの（194～207）

194～198･200．202．204は口縁部が外反する器形で、端面が外傾する。 194は端面に粘土紐を山形

あるいは波状に貼り付ける。貼付帯はRL縄の側面により縦位に刻まれる。口縁部には横位の馬蹄形

圧痕文と3条1組のRL縄側面圧痕が多段に施される。胴部は結束第1種羽状縄文。底部は平底。 195

は端面に眼鏡状の貼付帯。貼付帯はLR縄の側面により縦位に刻まれる。貼付帯の内部は無文。口縁

~111部は結束第1種羽状縄文。 196は山形突起部分。端面および口縁部に粘土紐を山形あるいは波状

に貼り付け、内部を縄側面圧痕や馬蹄形圧痕文で充填する。貼付帯には回転縄文。 197は山形突起の

端面および口縁部に波状・横位の縄側面圧痕と馬蹄形圧痕文。胴部は結束第1種羽状縄文。底部は平

底。 196. 197の縄側面圧痕は3条1組の撚りの異なる原体による。 198は山形突起部分で、端面に弧

状の粘土紐。 199は口縁部にボタン状突起が貼り付けられ、その上部が半裁竹管状施文具により刻ま

れる。 200･202は端面がLR縄の側面により縦位に刻まれる。外面は結束第1種羽状縄文。 201は口

縁部片で口唇を欠く。粘土紐を波状に貼り付け、内部を4条1組の縄側面圧痕や刺突列で充填する。

203･204は深鉢の口縁～底部。外面は結束第1種羽状縄文。底部は平底で、底縁が張り出す。 203は

山形突起の頂部が指頭により圧痕される。 205は口縁部に|｣｣形突起と肥厚帯が貼り付けられ、端面に

も回転縄文。 206は胴部片で、結束第2種羽状縄文。 207は底部の地文が横ナデにより消されている。

縄文時代中期後半の土器（図Ⅳ－3－1 ．25～27/表8 1 ． 5／図版42.58～60)

Ⅲ群b-1類：天神山式に相当するもの(208～223)

208～223は口縁部の山形突起部分。 208は口縁部に沿って粘土紐を貼り付けて、肥厚帯を作出して

いる。山形突起下にも瘤状突起を貼り付ける。端面は外傾し、山形突起部分の口唇断面は三角形を呈

する。山形突起および端面にはへう状施文具の先端による刺突列が多段に巡る。口唇直下にも扁平な

粘土紐が貼り付けられ、半裁竹管状施文具による横向きの刺突列が施される。瘤状突起の周縁にも|司

様の刺突列。器外面には、やや節の粗いLR斜走縄文｡ 212は山形突起の外面および肥厚帯の端面に

円環状の粘土紐が貼り付けられる。粘土紐の周縁と肥厚帯の端面には半裁竹管状施文具の先端による

刺突列が多段に巡る。 213は山形突起の側縁（端面）に半徴竹管状施文具の先端による刺突列。外面
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が剥落する。 214･216は山形突起下にやや大きめの瘤状突起が貼り付けられる。 214は瘤状突起の外

面に竹管状施文具の先端による刺突、端面と口縁部に横向きの刺突列が巡る｡ 216は突起部の外面と

端面～口唇直下に半裁竹管状施文具の先端による刺突列。 215は山形突起下に円環状、瘤状、斜走す

る貼付帯。貼付帯上は半蔵竹管状施文具とへラ状施文具の先端による刺突列。口縁部に横走沈線2条･

地文は214がRL、 215．216がLRの斜走縄文。 217は山形突起2か所が残存する口縁部。端面～器外

面にLR斜走縄文。 218～223は口縁部で、端面に刺突列。焼成は良好ではなく、器面が剥落するもの

が多い。胎土は砂礫・繊維が少量混入する。

Ⅲ群b－2類：柏木川式に相当するもの（224～236）

224～236は破片資料。いずれも器外面に粘土紐を縦横あるいは斜位に貼り付け、刺突列を施す。 224

～231は口縁部。 224は口縁部が外反し、胴部がやや膨らむ器形。口縁部は平縁で、端面が外傾する。

口縁部に縦位の貼付帯が垂下し、竹管状施文具の先端による円形の刺突列が多段に巡る。器外面に

LR斜走縄文。 225．226･229．230は横位、 227は縦位、 228は斜位の貼付帯。 225は縄端圧痕、 226･

227．229は半裁竹管状施文具による横向きの刺突、 228は指頭圧痕、 230は半裁竹管状施文具による押

し引きと指頭圧痕が施される。 231は山形突起に沿った波状、そして頂部から垂下する縦位の貼付帯。

貼付帯上に指頭圧痕。器外面と口縁部内面にLR斜走縄文。 232～236は胴部。 232は縦位、 233･236

は横位、 234．235は斜位の貼付帯。 232は縄端圧痕、 233．234は指頭圧痕、 235．236は半裁竹管状施

文具の先端による刺突列。 232は地文に結節回転文が横走する。焼成は良好で、胎土は砂礫に富む。

Ⅲ群b－3類：北筒式に相当するもの（3 ．237～263）

3は胴下～底部が復元された深鉢。底部は平底で、底縁が張り出す器形。器外面はRL斜走縄文が

施され、結節回転文（綾繰文）が不整に巡る。

237～263は破片資料｡ 237～253･255は口縁部に円形刺突孔が巡るもの。円形刺突孔は棒状施文具

の先端を横あるいは斜め下より突いたもので、貫通はしない。 240．246．247．249．253．255は内面

が刺突により盛り上がっている。口縁部が肥厚し、端面が外傾するものが多い。端面や1ｺ唇直下の肥

厚帯・貼付帯には、半裁竹管状施文具による横向きの連続刺突列（押し引き文）が多段に施される。

237は口縁部肥厚帯から垂下する縦位の貼付帯。 249は口唇直下と肥厚帯下に円形刺突列が各1列巡っ

ている。 250は横位の低い粘土紐の上にボタン状突起を貼り付け、その上下にやや間隔の空いた刺突

列。 251は端面と内外面の口唇直下に押し引き列。また、口縁部には2条の押し引き列が交差し、交

点の上下にも円形刺突孔。 253は円形刺突孔のみで、押し引き列が施されない。 254は端面と口唇直下

に押し引き列が施されるが、円形刺突孔は見られない｡ 256～258･260～263は胴部。 256･262は円形

刺突孔の一部が確認されるので、口縁部に近い部分と考えられる。 257は縦位、 258は横位の押し引き

文。 260はへう状施文具、 261は半裁竹管状施文具、 263は縄端による刺突列。いずれも器外面には結

束第1種または第2種の羽状縄文・斜走縄文が施される。 237．239．240．249･250．252･253･255

は内面にも施文される。焼成は良好。胎土は砂礫を多く含む。

縄文時代後期前葉の土器（図Ⅳ－3－1 ．28／表8－1 ． 6／図版42･61)

Ⅳ群a－2類：タプコプ式に相当するもの（4 ．264～277）

4は口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部は平縁で、端面はやや外傾。端面と器外面に疎らなL

R斜走縄文。口縁部には竹管状施文具による縦位の刺突列が巡る。胎土は砂礫が多量に混入する。

264～277は破片資料｡ 264は口唇直下に簸状の貼付帯を1条取り付けている。端面と器外面にLR

斜走縄文。口縁部には2個1対の縄端が強く圧痕されており、内面が膨らむ。 265は口縁部に指頭に
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よる縦位の圧痕列。 266は瘤状突起が貼り付けられ、その上からLR斜走縄文。 267は口唇直下に'l'畠広

の肥厚帯を取り付け、地文と回転方向を違えて施文する。底部は平底で、底外面にも縄文。底内面は

指頭による調整痕。 270は口縁部に地文がナデ消された無文帯があり、貼付帯が乗l1落した可能性があ

る。 271～273は端面および内外面に縄文が施される｡ 274～276は胴部。 274･276は羽状縄文。 274は

内面にも施文される。 277は平底の底部で、底外面にも縄文。器面の縄文は、ナデにより不鮮明なも

のが多い。焼成は良好ではなく、器面の剥落が著しい。

縄文時代後期中葉の土器（図Ⅳ－3－2～8 ．29～38／表8-1 ･ 7/図版42～48･61～72)

Ⅳ群b-1類：ウサクマイC式に相当するもの(5 ･ 6 ．278～341)

5は深鉢。口縁部が外反し、胴上部がやや膨らむ器形。口縁部は緩い波状を呈する。口唇断面は角

形で、端面は外傾。底部は平底。端面～胴中部はRL斜走縄文が施され、胴下～底部は無文。口唇直

下には端面に沿って1条の緩い波状沈線が巡る。口縁部と胴部の間の括れた部分には2条の横走沈線

で区|画された無文帯が巡る。口縁部では15ないし16条を単位とする波状沈線、 lllil上部では斜位のS字

状沈線が連続して描かれる。胴中部は渦巻文が2条1組の沈線により描かれ、内部の地文がやや粗雑

に磨り消されている。焼成は良好で、胎土は徹密である。 6は注口土器。口頚部は広口で胴部との接

合部がやや窄まる。胴部は算盤玉様に張り出し、下膨れの注口部が取り付けられる。底部は平底。器

外面は無文で、丁寧に研磨されている。口唇直下に肥厚帯を設け、さらに弧状の粘土紐を縦位に貼り

付ける。胴部には、櫛歯状施文具による集合沈線、 C字状あるいは弧状沈線、円形刺突孔を組み合わ

せた文様が描かれる。関東地方の加曾利B1式に相当し、搬入品と考えられる。周辺よりウサクマイ

C式が多く出土していたことから、並行関係にあると推測される。

278～341は破片資料。 278～296は数条を単位とする沈線により鋸歯状の文様が描かれるもの。いず

れも口縁部が外反し、胴上部がやや膨らむ器形と推測される。口縁部とl1m部の間の括れた部分に2条

の横走沈線で区画された無文帯が巡るものが多い（278～282･288･290)｡ 278は小波状を呈する口縁

部に沿って、横走沈線2条が巡る。無文帯を挟み、 |隔広の口縁部に2段、胴部に2段（以上）の文様

帯が横走沈線により区画される｡ 7～9条が1組となった沈線により山形あるいは鋸歯状の文様が描

かれる。 280～283.286～288．290．291 ．294は端面にも縄文。 285は端面外縁が棒状施文具の側面に

より刻まれる｡ 297～304は数条を単位とする沈線により弧状の文様が描かれるもの。 297は口縁部が

外反し、胴上部がやや膨らむ器形。端面にも縄文。小波状を呈する'二I縁部に沿って、横走沈線1条が

巡るが、波頂部では円環状となる。胴部は2条1組の沈線で湾曲する文様を描き、内部の地文を磨り

消している。 305～309･327～329は扁平なZ字状またはクランク状の文様が描かれるもの｡ 310は鋸

歯状文の一部がクランク化し、蛇行線文などと組み合わさるもの。 311～326･332は数条を単位とす

る沈線により波状の文様が描かれるもの。 311．312は胴部に屈曲文が磨り消しの技法により描かれる。

311は胴部の横走沈線より垂下する円弧文｡ 323は上下に組み合わさる巴状文が連続する。小波状を呈

する口縁部に沿って沈線が巡るものが多いが、 332は平縁である｡ 330は口縁部に横走沈線が巡り、無

文帯を挟み、 l111～底部には2条1組の沈線による波状文と交互に対向する弧状文が磨り消しの技法に

より描かれる。 331は口縁部に交差する波状沈線が巡り、胴部には2条1組の沈線によりX字状文が

描き、内部を粗雑に磨り消している｡ 333～341はll同部で、屈曲文・渦巻文・矢印文などが磨り消しの

技法により描かれる。 330･339の底部は無文。

Ⅳ群b-2類：手稲式に相当するもの(7～31 ．342～403)

7～31は復元個体。 7は口縁～底部。口縁部は波状で、山形突起4か所。口唇断面はやや肥厚し、
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端面は丸みを帯びる。底部は平底。口縁～胴中部にLR斜走縄文を施す。口縁に沿って、 6条を単位

とする波状沈線が巡る。口縁部と胴部の間の括れた部分、胴下部には2条の横走沈線で区画された無

文帯が巡る。胴中部には、波状あるいは屈曲沈線により文様が描かれ、地文の一部が粗雑に磨り消さ

れる。 8は口縁～胴上部。口縁部は平縁で、やや外反する。器外面にLR斜走縄文。口縁部と胴部は

横走沈線間に扁平なクランク状沈線が連続して施される。 9は口縁～胴下部。器外面にLR斜走縄文。

口縁部は平縁で、端面は水平。口縁部に1条の横走沈線が巡り、それより上位の口唇直下は地文が磨

り消され、無文帯としている。 10は口縁～底部。波状口縁で、波頂部の口唇断面はやや肥厚する。底

部は平底。器外面にLR斜走縄文を施すが、口縁部の横走沈線より上位と胴下～底部は無文。 1lは口

縁～底部。波状口縁で、山形突起3か所。底部は平底。 l1n部上半にのみLR斜走縄文を施す。胴上部

には横走沈線8条が巡り、竹管状施文具による刺突列が縦位に上書きされる。 12は口縁～胴中部。波

状口縁で、波頂部の口唇断面はやや肥厚する。器外面にRL斜走縄文を施すが、 2条1組の沈線で描

かれた、胴部の横走帯とS字状文の内部以外は磨り消されている。 13は口縁～胴上部。波状口縁。 lln

上部にのみLR斜走縄文を施し、横走沈線8条に3ないし4条1組の縦位沈線が上書きされる。 14･

15は胴中～底部。いずれも器外面にLR斜走縄文が施されるが、底部は無文。数条の横走沈線に、 14

は弧状の短沈線、 15は縦位沈線が上耆きされる。 16は口縁～底部。口縁部は平縁。胴部上半にのみL

R斜走縄文。上下の横走沈線を弧状の短沈線で交互に連結している。 17は台付浅鉢で、高台部を欠く。

波状口縁。胴部にRL斜走縄文を施し、横走沈線6条に4条1組の縦位沈線が上書きされる。 18は□

縁～胴上部。口縁部にボタン状突起が貼付される。横走沈線より上位は無文。器形から注口土器の口

頸部の可能性もある。 19は台付浅鉢で、底部～高台部を欠く。口縁部は波状で、横走沈線より上位は

無文。胴部はRL斜走縄文。 2条1組の沈線により回旋する弧状文が描かれ、内部がやや粗雑に磨り

消される。 20～24は縄文のみが施された深鉢。いずれも平縁で25のみ波状。 22は口縁～胴部が外反、

23．24は口縁部と胴部の間が括れる器形。 26．27は小型の深鉢。 26は器外面にLR斜走縄文で、口縁

部のみ無文。 27はRL斜走縄文で、口縁部を欠く。 28はl111下～底部。疎らなRL横走縄文で、底部は

無文。 29は無文の鉢。横ナデ調整されるが、器面の剥落が著しい｡ 30．31は無文の底部。

342～403は口縁～底部の破片資料。口唇断面は角形で、端面は平坦またはやや丸みを帯びる。 342

～373は口縁部と胴部に数条の横走沈線が巡るもの。縦位の短弧線またはS字状線が上書きされて、

上下の横走沈線が交互に連結されるものが多い（342～348.350～357･359～361 .363～367･371)｡

口縁部に山形突起を有するものは、突起下に縦位の区画文が施される（342～344．352･360･361･

364～367)。 349．358．362は横走沈線のみが残存するもので、短弧線は確認されていない。 368．369

は縦位の刺突列、 370･372は縦位沈線が上書きされる。口縁～胴部が残存し、器形が推測できるもの

では、口縁部と胴部の間が「く」の字状に曲がり、その部分から口縁部が垂直ぎみに立ち上がるもの

(342)、胴部から口縁部にかけて直線的に開くもの(353･360)、口縁部が内傾するもの(355.358･

364)、下半部が細く、胴上部から口縁部にかけて緩やかに外反する、いわゆる朝顔形のもの（366）

がある。器外面にLR斜走縄文を施すものが大半である。口唇直下は、横走沈線で区画された内部の

地文がナデ消されて無文帯になっている。 344はナデ消しが粗雑で、地文の一部が残る。 342は口縁部

とlln部の間の括れ部分にも幅広の無文帯。 360･366は胴下部が無文。 367は山形突起の頂部に指頭圧

痕。 374～376は磨り消しの技法により文様が描かれる。377～379は胴部で、無文地に沈線で同心円文

や弧線文。 378．379は器形から注口土器と考えられる。 380～389は横走沈線1条より上位の口唇直下

が無文で、口縁部に文様帯が見られないもの｡ 380は括れ部分にも横走沈線1条が巡り、口縁部が|幅広

の無文帯となっている。 390は口縁部に横走沈線2条で区|画された無文帯。 391は矢羽状、 392･395は
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鋸歯状、 393は波状、 394はZ字状、 396はクランク状の文様が沈線によりl111部に描かれる。 397はミニ

チュアの浅鉢で、無文。 398～402は斜走縄文のみが施された口縁部。

Ⅳ群b－3類：鮠澗式に相当するもの（32．33．403～420）

32は口縁～胴下部が復元された深鉢。平縁で、胴部が膨らむ器形。器外面にRL斜走縄文。 2条1

組の横走沈線に挟まれた竹管状施文具による刻み列が施される。この刻み列により口縁部と胴部の文

様帯が区画される。口縁部と胴部下半は斜位の格子状沈線が上書きされ、胴部上半は地文が磨り消さ

れた幅広の無文帯。 33は注口土器の口頸部。無文で、口縁部に横走沈線、胴部との接合部分に刻み列。

403～420は破片資料。 403．404は刻み列が見られないもの。いずれも器外面にLR+RL羽状縄文

が施される。口唇断面が肥厚し、端面は内傾する。403は口縁部と胴部の間に幅広の無文帯。404は端

面外縁が棒状施文具の側面で刻まれ、口縁下部に横走沈線1条が確認される。 405は口縁部が外反し、

胴部が膨らむ器形。器外面にLR+RL羽状縄文。口縁部と胴部の間の括れ部分には、横走沈線3条

で区画された内部にへう状施文具の先端による刻み列が2段巡る。胴部には磨り消しの技法による文

様が描かれる｡406～420は口縁部あるいは胴部に1～3段の刻み列が巡るもの。406～409は刻み列の

直下に縄文が残る。 410～415は口縁部に刻み列で区画された幅広の無文帯をもつ｡ 415は口唇直下に

刻み列が見られない。 416は山形突起の外面に、刻み列が施された円環状の貼付帯が取り付けられる。

419は胴～底部に二重の刻み列が3段巡る。底部は無文で、平底。

Ⅳ群b－4類：エリモB式に相当するもの（34．421～424）

34は口縁～胴上部。口縁部は平縁で、端面は内傾。器外面にRLとLRの斜走縄文を交互に施す。

口唇直下に竹管状施文具による刺突列と円形刺突文が巡る。口縁部は、縦位・横位の沈線により区画

した内部の地文を磨り消し、無文帯としている。

421～424は口縁～胴部の破片資料。刻み列と突瘤文(421～423) ･円形刺突文(424)が併用され

る。423は4～8条を単位とする沈線により鋸歯状の文様が描かれる。

注口部（425～433）

Ⅳ群b類またはⅣ群c類の注口土器の口頚部・注口部を一括した。全体の器形・文様が不明である

ことから、細分できなかった。425は口頚部。器外面は横ナデに調整されており、無文。口縁部に山形突

起1か所が確認される。胴部との接合部分に横走沈線2条。426～433は注口部。形状は、上向きに反り

返るもの（426)、下向きに反り返るもの（428)、直線的に突き出すもの（427．429．431）がある｡430･

432．433は先端を欠失している。いずれも無文であるが、431は胴部との接合部分にRL斜走縄文が施

される。428～430．432．433は接合下部に瘤状突起を有する。426．427は先端部に細沈線1条が巡る。

底部（434～453）

434～453は底部。いずれも平底で、無文。 434．437はミニチュア土器の底部。 434は底側面に段が

見られる。底縁から直線的に立ち上がるもの（435～441） とやや外側へ開いて立ち上がるもの（442

～453）がある。 438は底縁がやや張り出している。 451は横走沈線1条が確認される。器外面はナデ

調整されているが、器内面は指頭による凹凸が残る。

縄文時代後期後葉の土器（図Ⅳ－3 9～15．39～45/表8-1 ･ 8/図版48～52･72～77)

Ⅳ群c－1類：堂林式に相当するもの（35～56．454～530.535)

35～56は復元個体。35．36は縄文のみが施されたもの。いずれも口縁部は平縁で、端面は内傾。35

は平底、36は丸底ぎみである。器外面に35はRL+LR羽状縄文、36はLR斜走縄文を施す。37～42

は口縁部に1条のIO突瘤列が巡るもの。いずれも口縁部は平縁であるが、41は小さな山形突起が貼

168



Ⅳ祝梅川小野遺跡

り付けられる。端面は水平～内傾。37．41は平底。器外面に37･41はLR斜走縄文、40．42はRL斜

走縄文、38．39はRL+LR羽状縄文を施す｡43～46は縄文地に横走沈線が巡るもの。43は口縁部に

小さな山形突起が貼り付けられ、端面は内傾。口縁部に横走沈線6条が巡るが、口唇直下の1条は全

周しない。44は平縁で、口唇断面が肥厚する。端面は内傾。底部は凹底。口縁部に5ないし6条、胴部

に3条の不整な横走沈線が巡る。沈線は、段違いで連結しないもの、波状ぎみで重複するものが見ら

れる。45は胴部が括れる器形で、丸底。口縁部に山形突起が設けられ、端面は内傾。口縁部と胴部に

それぞれ6条の横走沈線が巡る。胴部の括れ部分と底部は、横走沈線で区画した内部の地文を横ナデ

で磨り消し、無文帯としている。46は波状口縁で、端面は内傾。口縁部に沿って3条の波状沈線、胴

部にも横走沈線（現存2条）が巡る。器外面に43．44はRL+LR羽状縄文、45･46はLR斜走縄文

を施す。47～52は横走沈線とIO突瘤列が組み合わさるもの。47は平縁で、端面は内傾。底部は平底。

口縁部に横走沈線2条が巡り、その下部にIO突瘤列。48は平縁で、端面は内傾。口縁部に横走沈線

3条が巡り、その2－3条間にIO突瘤列。49は波状口縁で、端面は内傾。波頂部の口唇断面が肥厚

する。口縁部に沿って4条の波状沈線が巡り、その1 2条間にIO突瘤列。50～52は胴部にも文様

帯をもつもので、いずれも口縁部に小さな山形突起が設けられる。50は突起の頂部がへラ状施文具に

より横位に刻まれる。端面は内傾。口縁部に横走沈線3条が巡り、その2－3条間にIO突瘤列。胴

上部には鋸歯状あるいは波状沈線により渦巻文が描かれる。胴中部にも横走沈線3条が巡るo 51は小

型の深鉢。端面は内傾。口縁～胴下部に横走沈線（現存13条）が巡り、口唇直下の1－2条間にIO

突瘤列。 ｜旧部の横走沈線は縦位の弧線などで区画されている。52は胴部がやや括れる器形。端面は内

傾。口縁部に横走沈線4条が巡り、その1－2条間にIO突瘤列。胴上部にはクランク状の連結円弧

文が描かれ、外側の地文は磨り消されている。胴中部にも横走沈線7条が巡る。器外面に47．48．51

はLR斜走縄文、49．50･52はRL+LR羽状縄文を施す。53･54は、注口土器の胴～底部。器外面

には細い原体でRL+LR羽状縄文が施される。注口部は斜め上向きで、先端を欠く。 53は注口部の

下端および胴部の張り出し部分には瘤状突起が貼り付けられる。胴部には横走沈線が巡り、注口部の

周縁も沈線で縁取られる。底部は平底。 54は胴部の張り出し部分には瘤状突起が貼り付けられた痕跡

が残る。胴部には5条1組の沈線により対向する弧線文が描かれる。口頸部との接合部分と底部には

横走沈線。底部は凹底。 55は小型の鉢。波状口縁で、端面は内傾。波頂部の口唇断面が肥厚する。器

外面にLR斜走縄文を施す。口縁部に沿って3条の波状沈線が巡る。胴部には2条1組の円弧状沈線

により、花弁様の文様が描かれる。 56は台付浅鉢。無文で、内外面がナデ調整される。

454～530･535は口縁～底部の破片資料。 454～461は縄文のみが施されたもの。 462～479は口縁部

にIO突瘤列が巡るもの。480～491は、沈線のみで文様が描かれるもの。 492～522は横走または波状

沈線とIO突瘤列が組み合わさるもの。 523～530は胴部にも文様帯が見られるもの。 535は無文。

Ⅳ群c－3類：御殿山式に相当するもの（57．58．531～534.536～540)

57は台付土器の底部。無文。低い高台部分の底縁に刺突列が見られる。 58はミニチュアの浅鉢。片

口で丸底。沈線と円形刺突列により文様が描かれる。

531～534･536～540は口縁～胴部の破片資料。 531～534は器外面に沈線により屈曲・波状・鋸歯状

の文様が描かれ、貼瘤と組み合わさるもの。貼瘤は棒状施文具の側面により刻まれる。 531は波状口

縁でIO突瘤列も施される。 536～540は口縁部に爪形文が施されるもの。 536．540は、めくれの強い

爪形が多段に巡る。 540は端面のが内外縁が交互に指頭により圧痕される。
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縄文時代晩期中葉の土器（図Ⅳ－3-16･45/表8-9/図版52･77)

V群b類：美々3式に相当するもの（59．541～545）

59は口縁～底部が復元された深鉢。口縁部は平縁。底部は凸底。端面は水平で、外縁が棒状施文具

の側面、内縁が縦位のRL縄により刻まれる。器外面および底面にLR斜走縄文が施されるが、胴上

部に帯状の無施文部分。口縁部は、 LR縄側面圧痕5ないし6条が不整に巡る。横走沈線が縄線の一

部に上書きされている。 2孔1対の補修孔が2か所確認される。内面は横ナデ調整により平滑である。

541～545は破片資料。 541は口縁部に横位とそこから垂下す~る弧状のLR縄側面圧痕。 542は口縁部

に横位のRL縄側面圧痕が2条残存する。口唇に扁平な突起が設けられており、頂部がへラ状施文具

により押し引かれる。端面は棒状施文具の側面により亥llまれる。 541 ．542の地文は磨滅・剥落により

不明。 543は口唇外縁が肥厚し、縄端により刻まれる。端面は水平で、RL縄側面圧痕1条。器外面

はLR斜走縄文｡ 544．545は口唇外縁が棒状施文具の側縁により刻まれる。いずれも器外面はRL斜

走縄文。 545は平底で、底縁から大きく開いて立ち上がる。

縄文時代晩期後葉の土器（図W-3-17･45/表8 10/図版52･77)

V群c類：ママチⅡ群・Ⅱ類に相当するもの(60．61 ･546～549)

60は口縁～胴中部が復元された深鉢。口縁部に低い山形突起を設けている。突起の頂部はRL縄に

より縦位に刻まれる。器外面にはRL斜走縄文が疎らに施される。口縁部は横走沈線3条が巡る。 61

は口縁～胴下部が復元された深鉢。口縁部に内傾する山形突起を貼り付ける。端面は内傾し、外縁が

棒状施文具の側面により刻まれる。端面および突起の頂部・外面にRL縄側面圧痕。器外面はRL斜

走縄文が施される。口縁部は横走沈線8条が巡り、 4～7条を単位とする鋸歯状沈線と縦位沈線が上

書きされる。横走沈線下には半裁竹管状施文具による刺突列が巡る。

546～549は破片資料。 546は口縁部で、横走沈線4条が巡る。 547は浅鉢の山形突起部分。端面およ

び突起の頂部に縄側面圧痕。突起下に円形刺突孔1か所。 548は口縁～胴下部。胴部下半は地文がナ

デ消されて無文である｡ 549は山形突起が設けられた口縁部。横走沈線8条に3～5条を単位とする

縦位あるいは弧状の沈線が上書きされる。地文は546．548．549がRL斜走縄文、 547がLR斜走縄文。

（2） 土製品

再生土製円盤（図Ⅳ 3-46-1～12/表9/図版78)

1はⅡ群a類、 2 ． 3 ． 6～12はⅡ群b類、 4 ･ 5はⅢ群b類のI|1部片の周縁を打ち欠いて円盤状

にしている。 l～3は穿孔されていないもの。 2は側縁が擦られている。 3は補修孔1か所が確認さ

れる。 4～12は破片の中央が穿孔されているもの。 4は竹管状施文具による横向きの押し引き列、 5

は格子状の沈線が施される。 6は内面に沈線。地文は1がRL横走縄文、 2 ･ 3 ･ 12がRL+LR羽

状縄文、 4 ． 5 ． 7～9 ． 11がLR斜走縄文、 6 ･ 10がRL斜走縄文。

盤状粘土塊（図Ⅳ－3 46－13～15/表9/図版78)

13～15は盤状粘土塊の破片。いずれも外面が黄褐色を呈し、 ｜司じ大きさの土器片と比較して軽い。

未焼成のまま自然乾燥された可能性がある。厚さはほぼ同じである。胎土は徴密で、細砂礫を少量含

む。いわゆる「サツマアゲ状土製品」 （北埋調報116)に類似する。破片の形状から、本来は楕円形で

あったと推測される。 13は指で扁平に整形した痕跡が残る。 これらの盤状粘土塊、各時期の土器片を

試料として胎士分析を行った。 （Ⅵ章第2節参照)。 （芝田）
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図Ⅳ－3－24包含層の土器（24）
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196



Ⅳ祝梅川小野遺跡

い-.

曾填鷺駕蕊迩f爵剴 裟輿癖率?”灘_滅~~ 燦葱

琴豆

議識
L→

、 、塑毎･“

亀‘.'噌職
‘ .W蕊

０
Ｖ
，

夢
〆
川
呂
ｆ

“
・
悪

プ

ノ

ぅ

ァ

ｔ

’

》

“

一
、

舛

對

猟

か
ぎ
》
へ
、

０
Ｊ

蕊

泌

患

も

‐

口

嘩

婿

吋

一

．
》
蕊
や
苛

鶉

．

剖

慈

町

予

浄

罫罰“

上
ざ

弔

唖

ｑ

句

。

６
．
イ
、

飯
昭
、
。

蕊識一蕊~！
~

237
239

慰奮蕊識／~~~~~
鱗認識灘'等:匂毒.…←ヘー

､篭豊島:~鑑懇篭
" 'ijal
一←

【

輔

李幸一､え

(割埼 r‘ , ． 、ャ ．~ ."括

蝋鳶鰄潔
寺望

ノ

Z琴
豚b､ 1－一I

243242

謹蕊舞踊 謹童澱難繊
舟鐸

ﾎデ
244

万 窪
､岱

季

ダ
輕闇

職鍵1
季:畠1基’

､』“署;YI藩.｡T勗玲等'､ｷｰｰﾏｦ,

f群議ｼ，竺鍵越轍′＃ノ
／ 1

245
ノ

247 248246

鐸蕊講
ゞ＝

4.-,0

篤蕊蕊辮弱

や 蕊
249

。

’

．

軽

毎

Ｊ

ロ
グ
昭
廿

一
吟
癖
蝦
辮
灘

轄
溌
緯

〆

鼬i表岩

I

聴誕塾
、

省

ご

会

霧

畢

毒

晶

蕊

~~
愚

勗

ｂ

詞

を

餌

や

，

Ｌ

●

｝

｛

。

渕

上

《

~
~

》

謹

む

蛤

奄

逵も

冨毒

万
，

~蕊蕊#、~

灘簿患”
#鐙誼歸△ ・ 冒塞くさ-ー

凸。 ､’一 pH酒』
~凸 ■■

~都議蓬迩壷蕊灘磁
1 弓 ‘‐自r 1 . .1 ： J番、 :j%WFJ4f･":ざ戦

ﾉJ･承､Xで､ '‘r
fゴゴ

押竜吟

f、 : , Z ．. 到誕.子

一一=蕉舜喜一鐸齢
二基 巳｡ ･

雲: ･･ゞ雰蕊言塞球蜂雫薯．

蕊琴蕊
j錘寸瓦調.良邸

「一 夕

252a
ﾉ

蔑閃
q ￥

252b
~

・

一

輪

．

毎

時

宇

寸

ご

叫

ぶ

ざ

Ｆ

“

ざ
告~

~

〆

祇

．~
~ 『

寺

｝

貼
画
』
『

宇

岳

胤春

写

謹

“

急

転

踵

、

聯

１

ｒ

〕

調

蕊
３
心
唖
よ

『

陛

亨

『

法

輪

誼

甫

玲

牙

１

画蕊皇蕊蕊勇霊夢

~_簔義蕊蕊董
誌發. 』 ‐ ′ ~ ：

雛#
。 ．§『, ず烏

蔦篭‘
‘ .《｡.
F･ 》､ ：ゴー鯵~点心.．

、
〆

謡
露
●
尋
‐

、
ソ
ハ
浄
。
顎

《
や
．
●
郡
、
脚
，
歩
《
，
《

唖
■
’
・
小
Ｆ
Ｇ
Ｄ

ｂ

、

〆

、

毎

》

埋

没

●

心

《

一

那

凸

~
~、

。
濁
季

勲

「
硬

“
ロ
４

謝
〆
＋

吟
じ

ﾉジ

255
ﾉ

254
J j

nFへ

廷、． 罪
や
垂

０
ｔ
９

鐘

I 』

260ノ

259 ﾉ

261
nrー司

些O／

~~
~
~
〃
~

ノ ノ

263

256

0 10cm 258

図Ⅳ－3－27包含層の土器（27）
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Ⅳ　祝橋川小野遺跡
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図Ⅳ-3-47　土器の分布(1)
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（2） 石器等

祝梅川小野遺跡のⅣ～Ⅶ層からは剥片石器2,526点、剥片40,300点、礫石器3,033点、原石・礫・礫

片6,079点、石製品29点の合計51,967点が出土している。 この中から定型的で完形のものを中心に抽

出し掲載した。剥片石器に占める黒曜石の割合は82％となり、頁岩やメノウの16％と比べて非常に高

い。器種別では、黒曜石の割合が高いのは石鍼の95％である。頁岩はつまみ付きナイフが67％、石錐

が32％と剥片石器全体に比べて高い。礫石器では，石斧は緑色泥岩、すり石は砂岩、たたき石は砂岩、

砥石は砂岩、石錘は片麻岩が主体となる。器種によって石材を選考している様子が伺える。全体的な

傾向としては、砂岩（46％)、泥岩・緑色泥岩（27％） ・安山岩（15％） ・凝灰岩（5％） ・片岩（4％） ・

片麻岩（2％） ・その他（1％）が利用されている。

細石刃（図Ⅳ－3－53 1～6／表10／図版86）

細石刃は13点出土している。打点側6点、中間部7点である。末端側は出土していない。すべて黒

曜石製である。遺跡の東端部から9点が出土している。

1～3は打点側、 4～6は中間部である。側縁に微細剥離痕がみられる。

石鍍（図Ⅳ－3－53 7～56／表10/図版86)

石鍼は918点出土している。石材は黒曜石が95％を占め、頁岩やメノウなどが5％である。

7～15は三角形厳。 7～10は平基、 11～15は凹基。 8は赤褐色の黒曜石を使用している。 13･ 15は

挟りが深い。 16～28は有茎鍼平基。 16～20は刃部が正三角形のもの。 23は基部が全長よりも長い。 29

～39は有茎鍼凸基。 35は基部下端につまみ状の挟りがある。38．39は作りが粗く、未成品の可能性が

ある。40．41は柳葉形のもの。42は五角形のもの。44～56は円形の基部があるもの。46．48･51･53･

54．56は基部が尖り気味になる。

石槍・ナイフ（図Ⅳ 3－54－57～67／表10／図版86．87）

石槍・ナイフは破片も含めて169点出土している。石材は黒曜石が89%、頁岩が11%である。

57～65は有茎の石槍。 57～59はかえしが明瞭なもの。 58は再調整によって刃部が短くなったと見ら

れる。 59は先端が欠損した後に再加工を施している。 60～65はかえしの不明瞭なもの｡ 62は下端部に

つまみ状の快りを作出している。 62．65は素材剥片の剥離面の一部を残す。66．67はナイフ。 66は上

端、 67は両端に原石面を残す。

石錐（図Ⅳ－3－55－68～75／表10/図版87)

石錐は120点出土している。石材は黒曜石が64%、頁岩やメノウが32%、その他が4%である。

68．69は剥片の一部に刺突部を作り出したもの。 70はつまみ付きナイフの破損品を再加工して機能

部を作り出したと考えられる。 71～74は棒状のもの。 75はつまみ部が作り出されている。 70･71．73･

74．75は使用により先端が磨耗している。

つまみ付きナイフ（図Ⅳ－3 55．56－76～90/表10/図版87．88)

つまみ付きナイフは319点出土している。石材は黒曜石が33%、頁岩が67%である。

76～87は縦型のもの。 76～80は片面全体に二次加工を施している。 76は下端部を加工して石錐とし

て使用されている。 79は腹面側縁に調整がある。 81 ．82は片面の周縁に二次加工を施しているもの。

83～87は両面に二次加工を施しているもの。84は腹面つまみ部付近と下半部を二次加工している。88．

89は横型のもの。両面周縁に二次加工を施している｡ 90はつまみ部分の破損品を再加工したもの。
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スクレイパー（図Ⅳ－3 56 91～105/表10/図版88)

スクレイパーは227点出土している。石材は黒曜石が75％、頁岩が17％、その他8％である。

91～94は剥片の側縁に直線的な刃部のあるもの。 95は下端部で収敏する加工を施されたもの｡ 96~

102は素材剥片の周縁に刃部を設けたもの。 103･104は素材剥片の下端部に刃部を設けたもの。 105は

縦長剥片の側縁に快りのあるもの。

両面調整石器（図Ⅳ－3-57-106～109/表10/図版88)

両面調整石器は48点出土している。石材は黒曜石が92％、頁岩4％、その他4％である。本来は石

嫉や石槍・ナイフなどの破片や未成品と考えられるものである。

106～109は両面を二次加工し、木葉形をしている。石槍やナイフの未成品と考えられる。

石斧（図Ⅳ－3－57．58 110～121/表10/図版88･89)

石斧は破片を含めて579点出土している。石材は、緑色泥岩や泥岩が82％、片岩が17％、その他1

％である。

110は乳房形、 112･ 113は溌形、 111 ･ 114～120は短冊形。 110･111は敲打による整形がみられる。

110は破損部分を敲打によって再調整し利用している。 112は成形時の剥離痕が残る。 113～121は全面

を研磨している。 113は素材礫の形状を生かして刃部を作り出している。 115は基部端部に敲打痕がみ

られる。 117は両端に刃部を設けている｡ 118はかまぼこ型の断面をしている。素材礫を半割した際の

形状を利用したとみられる。刃部は基本的には円刃、両刃であるが、 l11～113･120は直刃、 118． 120

は片刃である。

石のみ（図Ⅳ 3-58-122～125/表10/図版89)

石のみは20点出土している。石材は緑色泥岩や泥岩が75%、片岩が25%である。

122～125は研磨によって整形したもの。刃部は円刃、両刃である。 122は緑色泥岩の剥片に刃部を

設けている。 124は左側縁に擦り切り痕が確認できる。 125は両端に刃部を設けている。

たたき石（図Ⅳ－3-59-126～134/表10/図版89･90)

たたき石は破片を含めて387点出土している。石材は砂岩43％、泥岩・緑色泥岩21％、安山岩21％、

その他15%である。

126は扁平な楕円礫の腹背部に敲打痕がある。 127は断面が隅丸方形の棒状礫の平坦面に敲打痕があ

る。 128は扁平礫の腹背部に敲打痕がある。 129．130は楕円礫の両端に敲打痕がある。 131は石斧破損

品を再利用したもの。両端に敲打痕があり、下端の一部に擦痕がみられる。 132． 133は扁平な円礫の

周縁に敲打痕がある｡ 134は円礫の表面全体に敲打痕がある。

すり石（図Ⅳ－3－59．60－135～142/表10/図版90)

すり石は破片を含めて826点出土している。 うち北海道式石冠が660点を占める。完形品は非常に少

なく、ほとんどが破損品である。石材は、すり石全体では砂岩71%、安山岩24%、その他5%である。

北海道式石冠では砂岩74％、安山岩23％、その他3％である。北海道式石冠以外のすり石では砂岩59

％、安山岩28％、その他13%である。北海道式石冠では砂岩の割合が高くなる傾向がある。

135は断面三角形のもの。 2か所の稜に擦り面がある。 136は円礫に7面の擦り面がある。敲打痕も

みられる事から、たたき石と複合した可能性がある。 137は扁平な円礫の腹背部に曲面をなす擦り面

がある。周縁には敲打痕がある事から、たたき石と複合した可能性がある。腹面には被熱によるはじ

けがある。 138～140は北海道式石冠。敲打によって整形している。 141･142は扁平礫の一側縁に擦り

面がある。 141は長岫両端を打ち欠いている。石錘の転用品の可能性もある。 142は長軸両端を敲打に

よって整形している。腹部に敲打痕がみられ、たたき石と複合した可能性がある。

228



Ⅳ祝梅川小野遺跡

識驫
＝ 90

- 88 89

／

／

『

ノ

ー

了

,〆

91

＝ 92 ＜～ 93

95

4
99

1霧即露
C

100
… 102一 ，0，

、
＜言ン ，0ヨ

”‘

0 ocm

図Ⅳ－3－56包含層の石器（4）

”9



~懲り霧
＜~~一三つ ＜一一つ く二＞106 107 108

〆

~~~ ~二戸ﾃー｝‘｣; ~ ・~う、
／罰- 宵 4F .､-...

‘需討＝
／､, ． 、1

J‘ ~ .、 ・1
J △ ､ ､ . ■1

『 , . ！
‘FI

j‘ ． ､ . ･

1，． /
／､ ,べ I

、／:‘,:〔･ f
I G 、、.）

|､~‘&鍬
、 ’ 4t， , 弓.･ 1
t , . . L, 1

､ ． ． ，【

ノ :も . ｡.ぐ. ; .I!

}: §‘科
ノ ‘, . ： : ､･ ･丸
1 色 : . T R

Y認｛
~r､ ■ Gd ロ ﾛ,~ ~ ~ ~~~隅W~IIr，M

應鍾；
｡･I ， ‘ わ .
、 ノ も． ！ ． 、 。 ‐〃啄

/~ 毒 ~ ‘ ‘ ､ ‘~《緋

【: ,鳶へ､

ノ

~~~

Ｌ

し

』

毎
Ｇ
口
』

Ｌ
Ｌ

ｑ

ザ

〉
凸.単

ジ〈

ｌ

ゴ

・
少

、

。

Ｉ

ｒ

ｊ

ｌ

一

|割~､ ~ ~‘
|･好~志
00巴

| 4:13i'
IC ､ （ 1
1 4ｿ． r
1．､'『 1, ,
1ゾ ィ､急

|7@ ､，
|",. f
旧『し. ． ‘、

眺・｝.号
1

由．ん:～
. ､

(jVじ’
1駒1 ，，
1 . .1

1~い
、■ ,】

q七

し
L ■ ■ ■ ■ てq L 凸

‘． ． ‘ ･ ･ 、i,:: 2 sざ‘《. ｡”
し 口

, l ､■ F

t4 ， ざ， ”. ぞ" 〒･ ．

l ,=g : ・ ~ ′Y･ ~ ･－

砂 礎蕊§r

1， ｺ ‘ ． &ｰ , 豆. .＆ ､ﾚﾛｰ･ﾛ . .

I

ｌ

‐

１

酎
割

》

ｂ

、

Ｊ

１

、

・
○
丁
駅
・

や．。．

〃

－

、

ｒ

４

６

ｑ

Ｌ

も
．
。
、
Ｆ
炊
．
‐
・
土

・

鳶

。
』
ら

し

◇

Ｃ

知

谷

４
．
座
・
や

．

句

“

“

匙

、

、

翠

吋

、

・
し
い
ざ
’

一
．
．
．
、

ヘ
ハ
、
１
Ｊ
く
．
・

~
一~

式

ｆ

浮

静

鋲

弥

~
滝
、
、

と
丸
・
・

●

刑

刈

」

・

学

４

》

評

準

詫

．
．
へ
－
．

《

油

》

耐

蝕

小

、

、

グ
、

・△》
沙
＆
、
、

》

Ｃ

幸

・

脈

睦

打

縦

栽

坪

川

・
、

‐

~

畦

~

~

》

ｎ

．

輝

誰

~

Ｊ

．
。
。
』

心
。

《

恥
‐
１
１
１
１

、
ｏ
ｆ
、

’
ｊ
△
。

ロ画

、
Ｊ
ｊ

。
．
・
Ｊ
Ｎ
ｍ
、

ｑ

ｊ

Ｉ

１

Ⅱ

、

『

．

．

1

4

乖

献

無

。

↑

尅

咀

唾

武
穆
、
Ｏ
３
ｆ
Ｖ

罰

。

、

、

、

、

~

と

色

、

…

』

》

、

や
魁
、
、
、

、

、

、

Ｅ

閃

、

．
妙
Ｐ

、
、
、
、
ｊ
パ
レ
壁

、

咽

〃

〆

姑

帯

、

、Ⅱ
、

１

､ L勺もFQ

F4、、･型ざ

曽 q L■

:隙乙』
．‘、剖啄 ､､
、 ．．

、:､き､二

一
泡
旦
く

◇
＆

〆

．

。

、

、

、

‐

）

I

＝

I l
Ⅲ

~~

＝1 10 1 12

画一一一す

ミ魂
1. ら＞ ：

､ ";

階．

串砥、

価

恥

咋

い

蝿

測

函

~
1

1 ３
１
１
１
０
．
１
１
１
６
１
１
１
１
１
マ
・
↓
１
，
’
Ｉ
１
１
１
ｊ
１
Ｉ
ｊ
ｊ
ｆ
ｌ
Ｉ

ｉ
１
１
．
．
・

『

ロ

・
・
・
、
．
。
ｖ
・
．

恥
が
汎
Ｐ

軋
舟
鄙
Ｆ
、
⑲
ｂ

ｈ
〆
、

氏

酔

Ｌ

い

い

邸

〕

。

Ｕ
Ｌ
Ｇ
・

ロ

・“口

ｌ

ｂ
ｂ

しワ

ー
Ｉ
ノ
ー
ｒ
ｌ
ハ
い
い
Ｊ
’
餌
。
．
、
１
．
１
１
１

ｉ

Ｉ

！

・
ｉ
ｉ
ｉ
！
‐
、
１
．
，
ノ
ノ
ー

＄

”

Ｉ

、

I

■ 1
Q △ 『

･J1

ii~蝿
鋤

ハ０

や

・

Ｉ

１

・

’

１

I

灘
店二弓 ’”

11 1

塾
一一 一

0 5cm

図Ⅳ－3－57包含層の石器（5）

230



1
垂

三
全
‐

＝
－
一
一
一
一
＝
＝

一 ・ ・ 一 一 一

一 ’ ’ 一 一

一 ’ 一 一

一 日 一 一

一 へ

一 一

一
一
一
一
二
二
一

二
一

＝
二
二

~

一

一

~
、
言
マ
爵
＝
－
－
－

~÷
、
）

一
三

~

＝
蕊
三
Z
菫 ~
~

圭
）
-
－
一
一
一
一

ヨ
1
－
－
－
〆

Ｌ Ｌ 、 〃

’ 一 ○

一
一

一 一 一 一 一

一 幸 ・ 王 一 一

塵
三
重
菫

…
と
く
Z
／
、
天
一
三

一
一

－

一
テ
ー

’

一 画 ○

醗 一 一 ゞ

凝議塾
＜

８ Ｊ ／

へ ま

一 心 仏 心

図 ヨ ー 四 ｌ 認 凹 叫 ｍ Ｓ 飼 弗 （ ９

湯

2
金

唾 一 霧

~ ~
》 一 審

’
一 個 画

一 議 ０ ゞ ↑

~
~

~
~

一 一 の
一
書
一
義
署
＝

一 圃 四

F
ゲ

L
J

一

圭
一

一
三

~

琴
壽
琴
姜
夛
三
号
＝
三
＝
＝
＝
＝

→

~
~

を
ﾗ
ー
ー

⑥
⑲ 扇 “

鍾
壼
雲
雲

~ｱ
鴬

J
八
四

○ 口 ○ ヨ

。

ZZ
二
亨
専

／
／

~

＃
話 蔚 三 ラ 頃 臨 雲

を
Zう
り
タ

ー

〆
~Y
'~
ｱ．

、
ノ
′
<
F
1

／

7
号
五
Z
Z

一 一 二 一 弓 一 一 二

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 二 一 卜 咋 叱

C

多
多
琴

’
、

、
／ ／

／ ／
ノ

ー

呈
琴

四 四 ］

､
一 一 ｍ

一 悶 一
/
_
圭
一

一



V

~

一三

一一言べ、

、

蕊
_､､; "漢、

湛舞馨i
f毎溌:＞ 1●
・灸f滝、1

懲鯏
:簿鐸fl
蕊灘′ ｜
もJ苧:. ‘ ~’

－

I
１
１
１

｜
’

１
１
１
Ⅷ
１
１
ｋ
″
″
″
ソ

・

・

・

今

心

‐

。

，

．

牌

。

・

・

４

巴

・

ｂ

，

。

、

町

や

，

燐

ｆ

‐

、

凸

Ｌ

令

、

画

令

恥

獄

鍜

勺

’

４

，

叱

も

‐

ｆ

”

、

，

ノ

~
珍

蕊

溌

識

識

醗

蕊

~~~~~~~

．

・

巴

。

‐

輯

い

＆

唖

．

Ｉ

ｉ

128I
1

ノ

／

~

126 127

I

~ ’~~

132
I

~

ー

130129

1

1 133
一V

ロ

~134

へ

一
－－－＝＝

135

~~

町‘汽

1

『

I
~

一

136 137

10cm0
1 1

図Ⅳ－3－59包含層の石器（7）

232



Ⅳ祝梅川小野遺跡

一三

二~7公

~

138

. ､uざ ,.＆ ‘ し~ ~ ~

~

児三一

垂こ兵胃程
一雨『辛

毒〆

139

熟
140

４

４

ザ

ル

ハ
ー
ゴ

~

●

雪

．

。

』

岫
・

三
口
一 一

″
ｉ
い
‐

三三で〆一
言
~
＆
、
わ

1

，、

一

ノ

141

142

0 10cm
1

図Ⅳ－3-60包含層の石器(8)

()qq
gLノリ



石鋸（図Ⅳ－3-61-143･ 144/表10/図版90)

石鋸は12点出土している。石材は砂岩83%、その他17%である。

143は下辺と右辺の2か所に直線的な刃部を作り出している。腹背面に研磨面がみられる事から、

砥石の破損品の周縁を剥離によって成形し、刃部を作り出したと考えられる。

砥石（図Ⅳ-3-61-145～147/表10/図版90･91)

砥石は435点出土している。ほとんどが破片である。石材は砂岩が95％を占める。

145． 146は板状礫の腹背面に研磨面がある｡ 146は044調査区内から出土した破片114点が接合した。

147は四面砥石。断面方形の棒状礫の四面に研磨面がある。

石錘（図Ⅳ-3-61 148～152/表10/図版91)

石錘は62点出土している。石材は片麻岩が66％、砂岩13％、安'｣｣岩13％、その他8％である。

148～151は扁平礫の長軸両端を打ち欠いている。打ち欠き部分の稜は使用による磨耗で丸くなって

いる。 152は扁平礫を剥離によって長方形に成形し、長岫両端を打ち欠いている。打ち欠き部分の稜

は敲打によって潰されている。腹面に大きな剥離がある。石斧の未成品を転用した可能性がある。

台石（図Ⅳ-3-62 153/表10/図版91)

台石は58点出土している。ほとんどが破片である。石材は安山岩38％、凝灰岩31%、砂岩29%であ

る。

153は表面および周縁部を打ち欠きと敲打によって調整している。表面の一部にうすく黒色の付着

物がある。

石皿（図Ⅳ－3-62 154/表10/図版91)

石Ⅲlは202点出土している。ほとんどが破片である。石材は安山岩40%、凝灰岩32%、砂岩26%、

その他2％である。

154は礫の平坦面に浅く凹む使用面がある。擦り面の周囲には敲打痕がみられる事から、平坦面を

敲打によって調整した後に擦り面として使用したと考えられる。擦り面には赤色顔料がみられる。

石製品（図Ⅳ 3－63．64 155～176/表10/図版92)

石製品は29点出土している。軽石製石製品3点、黒曜石製石製品5点、粘板岩製石製品1点、砂岩

製石製品1点、有孔石製品14点（うち玉類13点)、オロシガネ状石製品3点、梶棒形石器1点(2点

接合する）である。

155～157は軽石製石製品。周縁部を調整して平面形が円形～楕円形にしている。浮子の可能性があ

る。 158～160は黒曜石製石製品｡ 157は三角形鍼平基の両側刃部に鋸歯状の快りを施したもの。 159は

四隅に突起状の尖端を作出したもの。 160は釣針状に作出されたもの。片側を欠損する。 161～173は

有孔石製品。穿孔は両面から行われている。 161～172は玉類。 161～163･167は穿孔痕が確認できな

いほど孔内が研磨されている。 165. 166は平玉。 167･168は垂飾。 167は三角形状のもの。 169･170

は素材礫に穿孔したもの。玉の未成品とみられる。 171 ． 172は自然礫の2か所に穿孔したもの。 172

は凝灰岩の薄く扁平な楕円礫を利用したもの。同様のものが祝梅川小野遺跡や梅川4遺跡のⅢ層から

出土しており、Ⅲ層からの混入の可能性がある。 173は板状礫を半円形に加工し、全面を敲打と研磨

によって整形している。中央に両面から開口部で直径3.0cmの穿孔を施されている。 174. 175はオロ

シガネ状石製品。この他に破片が1点出土している。 174の上端部には3つの突起が設けられている。

中央の突起の下側に両面から施された穿孔が1か所ある。開口部で直径1.2cmである。背面周縁には幅

1.0cm・高さ0.7cmほどの高まりを廻らしている。 175は突起部分を欠損している。 176は梶棒形石器と

いわれるもの。大きさは、長さ31.5cm･幅8.1cm･厚さl.9cm・重さ595.09で片岩製である。扁平な石
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0 10cm

図Ⅳ－3－64包含層の石製品（2）

器素材の両側縁を打ち欠いて整形している。両面に礫表皮を残す。柄部側はやや細く、側縁は平行で

細かい剥離により潰れている。刃部側はやや幅広、側縁は平行で鋸歯状になる。刃部には欠損部分が

あるが、刃は右側5個、左側6個が確認できる。刃をあまり強調せず、全体的に細身のタイプである。

直線距離で約90m離れた2点が接合した。刃部先端側の破片は、被熱により暗赤褐色をしている。同

様の石製品は赤平市、苫小牧市、富良野市、遠軽町、豊頃町、平取町、和寒町、むかわ町（北埋調報

259)、泊村で確認されている。石狩低地帯～道東北地域に分布が見られ、縄文時代中期の遺物とされ

ている（野村1985)。 （酒井）
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図Ⅳ-3-65　石器の分布(1)
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表2 遺構出+遺物一覧
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石皿

加工痕のある礫 泥岩 礫石器１

１片岩

緑色泥岩

安' ' 1岩

１
－
２
－
１

礫

｜磯
土製品 ｜*,li ．t塊

|安山岩

砂岩 4
1凝灰岩

珪岩 合計 随
一
２剥片石器 ｜ ;｣11Ⅱi・

総i汁

士器 ’ II群a剛易早
fILT

l l lq, 1
VI I－1 Ⅱ

一
ｔ
ｑ

Ｉ
Ｔ
１

Ｉ
上

＃

合限i l
1J . I Lm

ノ 1石． ユ
鋼

ヨ
詞

恥
－
１湖士

床而 上器 ロ群b類

Ⅲ群b蛾

Ⅲ群

石鑛

顛
斌

７

Ｊ

伽
淵

Ⅱ

皿

I 33

9 琉
一
錨
－
２
ｌ
２

９
ｌ
３

Ⅳ僻a類1

測片石器 照曜石

頁岩

1V僻c類

石槍・ナイフ 剥片石器 石鰄 頁岩

黒曜石

頁岩

黒曜石

頁岩

１

２照暇石

頁岩

黒曜府

つまみ付きナイフ

Rフレイク

石鮴1

。
’
’
二
、
ノ

ユ
ニ
、
４

黒暇石

頁岩

Uフレイク １
－
５

ｲi楠・ナイフ

剥片 黒曜fi

黒曜石

頁岩

黒曜石

２

３

０４照11/11石 Rフレイク

泥岩 11|Ⅱ!， 胡
一
岬緑色泥雅l

泥岩

戸〆

00

1石斧

たたき石

砥石

石のみ

u- l」4

h石

緑色泥岩

１

８
４１

３

１

６

珪岩

砂岩

泥岩

石核 黒曜石 ２

１

２

６

１

５

１

１

石斧 片岩

緑色泥岩

礫石器

加工痕のある礫 ｜緑色泥岩
△三＋
ロ回I合計 」上海逆式石冠 砂岩

たたき石 緑色泥岩

砥朽 砂岩

洞鋸 砂岩

Ill l狼のある礫 緑色泥岩

礫 凝灰岩

砂岩

粘上塊

礫

499

58

4
J △ I L1

只ｲ ,、

照1M1石 2

，'､u曜石 l

頁岩 l

黒曜石 l

自岩 3

頁岩

黒曜石

頁岩

*公雪 ＋
小回､回’

I Ⅱ群b類

ⅡI群a類

、群b類

石嫉

潰土 t器

帥ハ･禰器 ４
８
’
６

恥
一
調
２

石錐

石槍・ナイフ

つまみ付きナイフ

|-製品
VI I－3

△訓
【ゴpl

R需 I
~I哩

工n斤床[111 Ⅱ群b類

Ⅲ群b類

~照曜ri 剥片石器 |石鍼

|石棺・ナイフ

黒曜石

黒曜石

３

１

１

１黒曜石

鼎曜石 つまみ付きナイフ 頁岩
チー嵯一｜、

１

１

１

１

１

６

８

３

４

1

頁岩 1

1黒曜淌

~頁岩
照IIf石 Rフレイク

ｲ:i英

泥瀞

AllI 1 ib

黒曜石 91)0

片岩緑色泥岩

泥岩

緑色泥岩

緑色泥岩

㈹

２ 緑色泥岩

砂岩

緑色泥岩

砂岩

砂岩

緑色泥岩

石斧礫石器 Ⅷ
ｌ
３
ｌ
２

１
ｌ
ｌ
ｌ
蝿

砥ｲi
川I:痕のある礫

礫石器
r角

■

すり石 ２

１砂岩

砂岩

礫

上製品 粘土塊

北海道式石冠
３

６

たたき渦
舗
一加工痕のある礫 緑色泥岩VH－2

剥片石器 ｜Rフレイク ｜黒曜石剥片石器 Rフレイクl ｛F－l

:fllハ．

ｌ
｜
蠅
一
岬
一
鋤
－
５
剛
－
１

Ｍ

１

朧＝
泥岩

緑色泥岩

l(）

１

１ 合i; ’

Rフレイク 黒曜石

剥叶I鵬
’

７
｜
岬

１

l IF－2

７

８

９

９

４

４

，

２

６

２

１

２

１

‐

４

３

１

６

６

０

２

１

９

白

、

０

房

Ｉ

合舟’

総il

湖I1

甲

Ｉ

ｑ

Ｕ

Ｐ
『
リ
ハ
ｈ
Ｕ

〈
ｘ
ｕ
ｎ
グ
】

９

２

１

１

１

１

７

４
狸

１

V1 1 1

？
HP－1

254



Ⅳ祝梅川小野遺跡

層位
遺構名 又は付属遺構名

層位
又は付属遺構名

遺物名 分類 石材 点数 遺物名 分類 石材 点数遺構名

覆営I 頁岩

照雌石

緑色泥岩

緑色泥岩

緑色泥岩

安111岩

砂岩

砂岩

緑色泥岩

砂岩

片麻岩

緑色泥岩

安ll I岩

覆土4

礫石器 礫
土器 ’ Ⅱ群b類
剥片石器 ｜剥片
礫石器 ｜礫

礫石器

隠 －
噂'1片ｲ了器 fllハ 1852 １

’
３
｜
肥
３
’
１

３

７

５

５

０６

合計
５

１

礫石器 石斧 種土5

罷塑竺
今引
口回I

すり石

｣上海迦式石冠 １

５

１

２

２

２

１

１

４

９

９

１

９

９

１

２

３

２

１

１

４

３

８

２

３

８

２

１

１

６

１

１

２

１

３

１

１

１

２

床(覆土5） 剥片石器 剥片 頁岩

黒曜石
緑色泥岩

合計

頁岩

黒曜石

緑色泥岩

緑色泥岩

安l i l岩

安山岩

砂岩

たたきｲ i 36

６

６

８

９

５

９

９

３

３

砥石

石錘

加工痕のある礫 床直床直 土器 ｜ n群b類

剥片石器 卿1片礫 4

砂岩
Ｐ

Ｏ

ワ

〕
~緑色泥岩

合計

上器 Ⅱ群b瀬

M1片石器石雛 頁岩

黒曜石

チャート

つまみ付きナイフ頁岩

羨'1片石器 石嫉

礫石器

馬
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３

床面

礫

へ三I
ppl

ハ

リ

ハ

リ

戸

Ｏ

１

ｎ

過

ｎ

ム

ハ

Ｕ

１

ｑ

Ｕ

ｎ

色

司

１

１

，

色

、

１

○

ム

ワ
“
旬
乙

２

２

８

１

２

７

VH－4
床面床面 土器 Ⅱ群b類

石嫉

石錐

Rフレイク

スクレイパー ｜頁岩

Rフレイク 頁岩
剥片 ｜頁岩剥片

剥片石器 黒曜石

頁岩

黒曜石

頁岩黒曜石 剥片

砂岩

チャート

黒曜石

泥岩

緑色泥岩

緑色泥岩

砂岩

砂岩

緑色泥岩

安山岩

泥岩

二二緑色泥岩

緑色泥岩

礫朽器 石斧

北海道式石冠

砥石

加 lﾕ痕のある礫

礫石器 石斧

北海道式石冠

砥石

砂岩

砂岩

安Ll l岩

砂消・

片麻岩

礫礫
VH－6

癌

酷

土製品 粘土塊 釧

皿
唇

即上器 1]群h瀬HF－l

~｢黒曜君剥片石器 剥片| 』削片石器 』j1ll l l i,1噸M|州i l lP 2

２

３

４

８

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｈ

Ｈ

Ⅱ

Ｈ

HP一

lIP－4

lIP－8

舗

垂

調

合【; ’ ７

２

１

８６１

総i l 片

片

景

最

回
》
画
ロ
》
世

、

／

画

皿

や

画

イ

ｆ

片

片

剥

剥

黒曜石

黒雌石

覆土

|'鎌
l 11 lWb"
|Ⅳ肺a瀬
|剥片 ｜ ‘!､M liilｨT

Ⅳ肺a瀬 ’
’
８l lt'ljj･77器

ド
｜安' | ' ｬ‘ I 2
1凝l火済 2

土塊 4

２２

鴎、
礫石器 燕 l片務器剥片 １

５

６

１

１

｢T孤町戸 △､弐一
'二lpl

△､割.
[コロl

△､言↓』
ロロI

合; |’

唾
唾
唾
扉

]111片石器

鷲 1片石器

間|片石器

諾'1片石器

趾
匪
匪
砺

Vl I－5 旧
一
蠅
一
２
｜
蛇
一
ｌ
｜
”
｜
岬

I 1P－9

１

２

３

６

９

１

１

１

１

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

１

１

１

１

１

１

１

１

ト

ー

HP－ll

111〕－12

HP］

llPl6

I lF－1

隙三 臘剥片石器 Ilfｨi

M1イi
｜
｜
制

-l製鼎! |粘土塊

総汁

剥片石器 ｜ イi嫉剥片石器

I

４

２

合計覆土 I‘1,W11ｲ i １

７
２

麗罵軍
景'1片石器 剥1 1

’
刺片 ３

１

４

１

ｌ

２

２

１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
卿
一
岨

!､WWT 2218
緑色泥岩 8

合計 2254

t器 | ]I IIWb" 27
剥片石器 |fl1片 緑色泥料 3

宝

一

読

一罰

剥片石器 ｜剥片

FII片石器 ｜剥片

FII片石器 ｜剥片

黒曜石

黒曜石

黒曜石

８

０

３

８

１

２

２

２

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

HP－18

HP－20

HP－23

HP28

領土1

|砥洞 砂岩礫石器 1

２

２士製品 ｜粘土塊 2
合計 35

土器 II群b類 35

剥片石器 つまみ付きナイフ頁岩 l

剥片 頁岩 6

照曜石 3

緑色泥岩 31

礫石器 石斧 片岩 1

緑伍派岩 2

剥片

石斧 片岩
緑色泥岩

礫石器 ｲ ]芹

合計

蔚鳫宕需一同剥片石器 ｜剥

覆土2 △卦
ロﾛI

総計

1器 ’Ⅱ群b類
緊'1片石器 ｜石鍼

｜つまみ付きナイフ

剥片石器

覆’

鷺
北海道式Fi冠

加工痕のある礫

礫

安山岩

緑色泥岩

安'｣｣岩
砂岩

剥片

礫石器 北海

剥片

I上海礫石器

38

３

１

１

２VH－6

道式石冠 砂岩１

３

1

２礫

錘叫二：
３
’
５
｜
咽

鬮土3 土器 Ⅱ群b類

石鍼

上製品 ｜粘土塊

上器 ’ Ⅱ群b類十器

農'1片石器 合計照|I＃1石 ’
’
１
１

床面 3
VH－7

1

９

１

１

４

４

３

１

２

２

１

３

１

９

２

１

３

９

１

１

１

剥片石器

1 爵÷
礫 礫石器 礫

t製品 ＊,li t塊

合i; ’ 重

読

覆土4 士器 Ⅱ群b噸 土器

朧旦塑
1両汀蘋
而屏百 頚

衲仏､1】I
単公言十

I IP－7

剥片石器 詔'1) 1

土器HF ］

礫石器 北海道式禰冠 ｜砂岩

"Ⅱ |狼のある礫 砂岩
礫 ｜安' l｣岩

485１

１

‐1

255



層位
又は付属遺構名 遺構名 又は付属還構名

層位
石材 点数遺物名 分類遺構名 遺物名 分類 石材 点数

覆」 '二器 Ⅱ群b顛

石鑛

干i楡・ナイフ

妬
’
’
１
｜
賜
一
２
’
１

土研 Ⅱ腓b類l lP－4 １

１誰11片石器

:鵜 １

１

４

１

１

躍愚＝
:剛ハ

儲豈
礫石器 北海道式石冠

砥石

刺片石器刺片

礫イi器 石斧礫イi器 朧津
HF－1

1 Vl－l－10

礫 殿＃
礫１

４

VH－8 １

１

４
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
繩
－
４

合計

緑色泥岩

合計

’

２

１

２

３

５

１

１

９

１

２

１

１

２

１

１

５

５

合計。 礫石器 礫i IF 2

床面 剥片石器

礫石器

|つまみ付きナイフ

|砥石

総訓・

Ⅱ群b類

Ⅲ群a類

Ⅲ群b類

Ⅳ群

Ⅳ群b類

Ⅳ群c類

石鑛

石槍・ナイフ

Uフレイク

壁
蝿 *公斗

恥じ､口I

合I汁 床|m付近

１
ｌ
１
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
１
－
Ｍ
－
１
ｌ
Ｉ
’
８

覆土 上器

VⅡ－11

I－IP 2

｜剥片石器 |fl1片 ｜黒曜石

総計

礫石器 ｜礫 ｜砂岩

土器 ’Ⅲ群
’Ⅳ群b類

礫石器 ｜台石 ｜凝灰岩

上器

礫石器

剥片石器 照lIf石

黒'1附石

黒曜石

頁岩

合計．

1 1F 1

合計 ８

鍋
－
１
１
１
訓
一
４

２

１

All片

黒曜石

泥岩

樋士７

２

１

芦
０

VH－9
△三十
t．pI

緑色泥岩 l未1m付近

石斧

礫

片岩礫石器

緑色泥岩

砂岩 礫

篤妄
１

１片麻岩

合‘汁 85

床、 合計

△貴＋
[コロI

1 45VI I l2

壁
露

Ⅳ群b類

IV群b類

つまみ付きナイフ ｜黒曜石
剥片 ｜黒曜石

１

５

I IP－4

合il

類

顛

類

刷

り

ａ

Ｃ

ｆ
群
群
鮮
嫉

織
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
石器石

器

‐

‐

士

刺

士器

承'1片石器

０

６

２

１

３

１

１

９

２
４

I IP－5 ｂ
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
１

種士 弗'1片石器

一
？
ｌ
ｏ
Ｆ
Ｉ

ｒ

堆

蝿

聰

咄

鼎

今三 1
『ゴuI

Ⅲ

調石械・ナイフ 総計・

l 11群a類
|Rフレイク

上公:÷ ＋
恥じ､【'’

Ⅳ群a類

Ⅳ群b類

石嫉

つまみ付きナイフ

Rフレイク

Uフレイク

槻’ 土器

刹片イィ器

チャート

つまみ付きナイフつまみ付きナイフ 頁岩

スクレイパー 頁岩

Rフレイク 斑岩Rフレイク

黒曜石４
２
１
１
’
１
３
↓
ｍ
７
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
Ｎ

ｏ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
１
１
八
Ｕ
１
３
１
‐
１
‐
１
１
１
口
ｄ
１
１
１
１
勺
１
戸
ｂ

中

１

１

ハ

リ

Ｐ

Ｏ

ワ

】

○

○

VH－l3
合計

黒咄石

黒昭Yj

湖tl t器

Uﾌレイク

頁岩

螺曜石

頁岩

蝋唯石
段'1片

緑色#ﾋ岩

|I1(石 メノウ画頁岩メノウ髄頁岩

剥片イi器 黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜禰

緑色泥岩

メノウ

安| | |岩

礫石器

緑色泥岩

安1 1 1岩

|宕蚕 謂|Ⅱ 1

,|上海逆式石jtf

砂岩 礫¥ i器 腺イi

加工痕のある礫Ｊきた
－
１
肝

た

１

砂岩

砂ｷﾅ

次| l｣岩

凝灰ｲ'{・

安' 1 1岩

）

２
’
５
’
’
’
１

ﾉｰ

nIIl

１

畑台ｲ1
垂
一
、

エ
ユ

と
Ｌ

ｲi雄 砂#' ~|~妙料~ 慨 1 上I 'V群b類

石搬片麻墹・ 3

{沙＃' |・ 2

安| | | 将 26

縦灰冶 2

砂岩 56

泥岩． 7

Ⅱ･脾ｨ!； 2

4

合i i l ． 861

凝灰岩

砂岩 2

合i汁 3

3

隠些

恥
－
４
｜
蠅
一
７
’
１
’
３
｜
狐

Rllハ･イi器 黒曜石

黒曜ｲ i
緑色泥岩
メノゥ

砂岩

合討・

メノウ
黒Ⅱf石

合計

ﾒ'．黒Ⅱf石

V’ ’一M

ｳ11 l狼のある礫 刺j '

礫

礫ｲｶ器 廊
一
礫

Vl l lO

チップ粟' ' 1 1 H1片イi器

i~ｲ'総
剥1 1 1

抑『:剛I 729
合計 730

剥I怖鵜 |熟Ⅱゞ 黒瞬‘ ，，緑色泥岩 542

合計 564

剥1片石器 ｜刹片 黒曜石 20
礫石器 ｜礫 軽石 160

之雲＋ 180にTmI~

総計 2067

1器 | 11群b類 3
1Ⅲ群b類 10

111ハ･ｨ 耐 識||ハ

剛一加畑一蜘

t器

|製品 *,'i土塊

緑色泥岩染' ' 1米1111 礫石器 礫

flII 士器 En－a染' ' 12

U群b類

剥片石器 刺ハ ﾘ､{'11〃i

ゴゴ

正再1

秘 上1

ある礫
△ :
1コuI Ⅳ群b類 6

6

黒曜石 3

頁岩 1

黒曜石 i

Ⅳ群c類

石鑛

HP－1

頁岩 A Ⅱ1．石器１

‐

１

１

１

１

３

７

３

１

照|螺石 つまみ付きナイフ

緑色泥岩

緑色泥岩

黒曜禰

頁岩

貞岩

１

１

３

石斧礫石器 VH l5 Rフレイク

礫 戎|Ⅱ 1

’ 71黒曜石

片岩

緑色泥岩

３

１
１＋以凰

I劉衡【『H｝＞－2

III群a類
剥片石器 ｜製lll I．

礫石器 石斧

すり石

｣上海道式石冠

片岩

砂岩

安山岩

I １

１

’

２

1脚雁ｲ~i 1

合‘; ’ 19

256
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－－「宕斎一
合計

石材分類分類
層位

又は付属遺構名又は付属遺構名 遺物名
層位 点数遺構名 遺物名 分類石材 点数遺構名

Ⅲ

仙
一
仙

２

覆土5覆土1 礫石器
礫

冠

る

石
あ

式

の 団
△三＋
［コロI

１

１

４

７

５

２

２

１

８

１

８

９

２

４

１

１

２

割
VI {－15加

一
鵬
一
Ⅲ
一
’

１
－
２
’
２
－
ワ

△三＋
［ゴロ’覆土2 t器 Ⅱ群b額

頁岩
媒雌石

』-

丁

~~

Ⅲ群b類

Ⅳ群a額

Ⅳ群b類

Ⅳ群c類

Ⅲ群b熟

Ⅳ群a類

Ⅳ群b類

Ⅳ群c類

石鑛

つまみ付きナイフ

スクレイパー

Uフレイク

合計一

総計

覇十 -1‐リ里
ユー○Kr刺片石器 黒曜石

頁岩

頁岩

貞岩

」
岬

剥1片石器 1

1 １

２４

６

３

４

１

６

２

１

１

Ⅱ

１

１

｜

Ｄ

１

１

１

８

Eフレイク 頁岩 2

チャート 1

剥片 黒雌石 35

石核 黒|蠅石 ’

原石 照'11石

"北海道式石冠 砂岩

たたき石 緑色泥岩 l

砥石 砂岩 l

加工痕のある礫 緑色泥岩 3

礫 砂岩 2

斑れい岩 1

合計 100

1Ⅳ群b類 34
合計 34

総計 134

Ⅱ群b頬 99
Ⅲ群a類 390

Ⅲ群b類 22

Iｺフレイク

礫

的柳
２

素'1片 酷
一
蝿

チャーI

泥淵

片岩

緑色泥岩

緑色泥岩

礫石器

Vl I l6

礫石器 石斧

すり石 砂岩

北海道式石冠 安山岩

砂岩

たたき石 砂岩
暗
一
蹄
一
峠

唖
一
ｍ
一
諦

碑

9u
n斤床曲

凝灰岩

片麻岩

かんらん岩

覆土1 器

ﾘﾛｴ痕のある礫 １

１片岩
７

２

４

３

１

１

２

１礫 安山岩 類
顛

ａ

ｂ

群
群

Ⅳ
Ⅳ

′1

花南岩

軽石

凝灰岩 19

砂岩 18

チャート

2

合計 326

６

%l1片石器石鐡 ｜黒曜石
つまみ付きナイフ 頁岩~

黒曜石

頁岩

黒曜石

頁岩

Rフレイク

上製品 ｜粘土塊 １

３
３

剥片
３

２

５

３

覆土3 '二器 II群b蝋 黒硴石 ７

１

４

７

７

２

４

１

＝二二
Ⅲ群b類 １

３

チャー

Ⅳ群b類
Ｊ
一
コ

ｕ
》
て

ユ
ヒ

心
対
限

塵
|泥

１

１

１

２

７

１

４

１

１

２

７

１

剥1片石器 I雁石
ｴ 8 5

石

片岩スクレイパー

緑色泥岩
VH 15

石斧頁岩

頁岩

黒曜石

片岩

礫石器 緑色泥岩Rフレイク ｌ
ｌ
ｌ
７
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

剥片 すり石 砂岩

安山岩

砂岩

安'11岩

砂岩

凝灰岩

かんらん岩

北海道式石冠

緑色泥岩 》
』
拝

礫石器 石斧 片岩

{沙岩

1莎署
すりイテ

北海道式石冠

たたき府
加工痕のある礫

~砂岩 凝灰岩1 1

安山岩

砂岩

片岩

緑色泥岩

加工痕のある礫 １

１

１

４

泥岩 ’

緑色泥岩

安山岩

凝灰岩

砂岩

泥岩

ハ・岩

１

４

魁
一
Ｍ

２

ｌ
ｌ
哨
一
岬

礫

’
凝灰岩 3

珪岩 l

砂岩． 6

●１－Ⅱ』。やｒ

稚皿毛叫

珪砂

礫

VH－17

△菫4．
ヒコロI '二製品 ｜粘土塊恥

一
咄

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
４

覆土4上1m 土器 11群b類 合計

Ⅱ群b類

ⅡI群b類

石鑛

覆土2 t器 ７

４

３

1剥片石器 黒眼府

まみ付きナイフ 頁岩 ３

１黒曜石
２ スクレイパー ｜黒Hf石 ２

1 頁岩

黒曜石

黒Ilf石

Rフレイク ２

５1

『言

口

へ

ロ 201 Uフレイク １

叩
一
脚

土器 Ⅱ群b類

利片石器 石城 輻扇壽
溌土4 耐|Ⅱ 1 頁岩

照|照墹
$ ' 一 Ⅱ 1 ﾛ

ﾄIf子

QO
J色

1

剥片 頁岩

黒曜石

チャート

泥岩

片岩

２

４

２

１

１

４

１

１

１

１

１

２

４

１

７

２

１

８

３
１

緑色泥岩

緑色泥岩

兜
一
’
’
１

礫石器 石斧

たたき石

砥石

加工痕のある礫

研磨痕のある礫

ｲﾋ南岩

砂岩

緑色泥岩

緑色泥岩

簿
安山岩

１

２

２

１

７

２

９

３
５

４１

緑色泥岩
礫石器 石斧 緑色泥岩

北海道式石冠 安山岩

砂岩

礫

礫 安山岩

凝灰岩 | 私製1冊】 粘十塊

砂岩
合計 覆土3 土器 Ⅱ 1Q

ZL／

覆土5 剥片石器 石嫉

|畠蕩一
|漂享

13

剥片 ８

９

１礫石器 礫 剥片石器 照曜石
~

9貝ワ
ムリ！



層位
又は付属遺構名 遺構名 又は付属遺構名

層位遺構名 遺物名 ｜ 分類 石材 点数 遺物名 分類 石材 点数

覆土 l+'1片石器
『
丁

子

山

石

Ⅱ
Ｊ
冷
町

心

１

１

２

Rフレイク ２
－
８

遡 上2 礫石器 ｜礫 砂岩 1

剥片 合i汁
ワ
〕

ハ

リ

５

ワ

】抑I催イi 土器 II群b類 26

剥片石器 1'l片 ｜緑色泥岩
礫石器 ｜卯｣狼のある礫 ｜緑色泥岩

合計 28

錘:斗・ 128恥じ､⑥I

土器 | II群b顛
合【了|・

$ll片石器 | ,,!'1片 黒曜石 2
合計． 2

総｢汁 3

剥片石器 イ鰍 黒曜石

：＃'1片 黒曜石 12

礫埼器 石斧 片岩 l

礫 緑色泥岩 l

合計一 15

凶

剥片石器

１２１~

礫石器

昭’’

坑底ｍ

２
ｌ
５

片岩

緑色泥岩

安1 1 1岩

砂岩

VP－l l

礫石器 北海逆式石冠 ６

１

１

１

たたき石

加工痕のある礫 覆土

研磨痕のある礫

礫 底1mVP－l2

１

１

２

２

８

０

，

Ｊ

０

４

ｑ

〕

戸

Ｉ

章

ロ

ｎ

Ｏ

９

ｎ

乙

郭

則

△

口

VI I l7
|製,､！ ｜粘l塊

秘 ’

后

識

｜無暇石覆｜ ~~4上l iIi
ロ

》

酊

閥
抄
画

石片口
Ｌ
ｊ
、

川
１

一
湖

VP－13

合計 3375

1剥吟 ’興岩 ヨ｜無曜石 17
合計 20

総計 6422

Ⅱ群b頚 64

石鎌 口岩

石錐 照11/11石

つまみ{､lきナイフ頁岩

剥片 頁岩

‘'､W雁禰 7

ハー岩

緑色泥岩 5

すり石 砂岩

」上海道式石冠 砂岩 2

砥石 砂岩 2

石1m 安' I｣岩 l

砂岩 1

台石 凝灰岩 l

礫 友' ' 1岩 2

録－３

剥片

剥ハ

石Ⅲ

１１

雛

ワ白

総jl・

礫石器 ｜加工痕のある礫

５

１

１

５

１

３

１

０

３

１

１

１

１

７

８

１

１

１

１

…床面 削片石器 、、

△三 卜
1斗ﾛI

覆 1 土器 ｜ ]I群b頬

剥片石器 ｛|Ⅱ1 頁岩

覆土1 土器 黒曜石

剛ハー石器 礫石器 ｜礫

|器 Ⅱ群b類

剥片石器 イi雛

Rフレイク

礫石器 礫

土製品 粘| 筥塊

総i汁

|剥片石器 石鍬

訓片石器

凝灰岩

合I; ’
VI〕 M

坑吹

蝿唯石

黒曜石

安山岩

礫石器 合計

樋IVP 1 黒曜石

｜ 孫
１

１VP－15

'三製品 粘 l塊

総;|・

｢T｢WT5雨

一
ワ

型
別
一
別
３
ｌ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
ｌ
ｌ
哩
一
咄

凝灰↑‘i

砂岩

泥ｷI ；

合,i l
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｗ
－
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
６

Ｒ

測 t 十器

|ﾕ製品 粘土塊 礫石器 |上海通式石冠

合計
VP－16

松斗
F“､回I 土製品 ｜粘 1塊

総汁

礫石器 ｜北海道式石冠
土製品 ｜粘 I塊

覆土 類ｂ群
石

△､吾＋
ロﾛI

礫石器 砂岩

壜＝
糧 k 砂岩

VP 17VP 2
合制

1世三型|製母 総;|・

礫石器 ｜ｲi斧 緑色泥¥ I。
｜"1 1 1狼のある礫 砂岩

３

１

２

~合計一 澱I澱I

総H1 １
ｌ
１
１
ｌ
４
ｌ
３

湿二’ |礎１

６

４ 合il
VP l8

土器 | II I#b類坑底VP 3 ’
’
１
｜
喝
一
過
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
Ｍ
ｌ
１
ｌ
１
’
四
一
加
１

１

１合計。
~

忽三＋
牝､回I

△評
[コロI ｡

唾
扉

b類 総; ’覆士覆士 k器 ９
’
’
’
１

II群b類 ’へ F
[．､ 糧I ．

陸
悪
口

ロ
〆
⑥
~
~

１

脾型2畳唾L坐 L|凝灰岩坑底 11|｣ﾊｰｲ7器
VP l9

｜安' | |岩
｜縦l火消
｜恥岩
｜ｶﾋ岩

合計．礫イi器 礫 ２

２総; |・VP 4

VP 2(）

「 －糧t糧 上 i土製品 ｜粘 I塊 18

合1i l 18

合;1 総Ii ’ ハ

５

６

ハ

リ

ハ

リ

ー

『

１

ワ

~う工弧門総計

北海道式石冠

糧 I

合計

~｢更曜舂

合i汁

T 一~－
△到一
L】 【】I

礫石器 砂岩覆土 VP－21

安'l｣岩 2

泥岩 5

礫 総副・

隠雨
閣二'二 剥片石器

土製品
VP 6

上製品 粘土塊
】

０

０

６

１

１

１

２

２

１

１

９

VP－22Ｊ
Ｉ
０

二

、

△
ロ

総計

1 面燕石預
｢TVWg m

２
ｌ
ｎ
ｌ
ｎ
ｌ
ｎ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
５
’
’
’
’
’
１

樋F|弓 '三器

VP－23

総i l・

｢而砺う両隙f芸
llIl i ~ｲ淵 測片

樋 ’ 土器
VP－8

亥 1 1岩礫石器 ｜礫 ，炎l l l岩 礫石器 子, |Ⅲ

凝灰岩l製,R， ｜粘土塊

砂岩
合計・

「~~－~－
厩灰吾 一~-
1藤＝

合計 』
》
皿

叩

服総計

土器 ’Ⅱ群b類 |器兇
－
１
’
１

VP 24 坑底覆土

~
礫石器|：11片石器

礫

世歴豈 lワ~~2
三
品
Ⅲ

△
口炎' ' 1岩礫禰器

士製品

礫

粘土塊

15１

３

~

総; |‐

腰
卯
－
５

VI〕 11

麺
一一」
~合計1

黒唯イi

緑色泥岩

剥1片石器

礫ｲ i器

In
IU 、

ll ilfb"撹二l皇 1 l鷺器

VP－29 ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ臘爵

'三器種 1三2 １
｜
列

258
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層位
又は付属遺構名

層位
又は付属遺構名

点数分類 石材遺構名 遺物名遺物名 石材 点数遺構名 分類

５

ｌ

５

ｌ

Ｒ

ﾄ塑竺
Ⅱ群b類

総計・

'Ⅳ群b類
|石皿

総計

n群b顛

剥片

北海道式石冠

粘土塊

*公苫+・
PImC,ロリ

Ⅳ群a類
'Ⅳ群b類
Uフレイク

総計

T而砺噸

合!; ’ 泄」０

５

２

１

ｌ

ｌ

Ｏ

ｌ

１

１

１

９

０

０

１

１

１

３

３

３

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

２

４

１

１

２

３

３

４

４

２

２

２

I
△雪＋
tゴロIVP－47覆土

開鵠
土器

一
一
一

二t器槻 ’

剥州~石蒜 |剥片
砂岩礫石器 ｌ

ｌ
３
ｌ
３
ｌ
訓

４
’
１
’
１
｜
部
一
閃
－
２
ｌ
６

１

９

９

VP－48VP－29 △言 1・
ロﾛI

合i l

黒曜子i

合計

棚上剥片石器 ｜つまみ付きナイフ

総計

|土議 |ml#b"| Iv群c類

総計

|礫石器 礫

総計

|土器 Ⅱ群b類

総計

|礫石器 ｜礫

総計・

土器 ’ Ⅱ群b類
| IvI#

剥片石器 ｜鼎'｣片

総計

礫石器 ｜砥石

士器 Ⅲ群b類

IV群c類

上器

礫石器

坑底
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両

師
一
肌

TT

Ll’
（(

Ⅱ

朧 ()8

僻
一
蹴

ワT
UI

pq（

1

1

し6f

~

~ Zし
T半

Lし［

９
｜
跡

Ａ

Ａ

Ｈ

Ｈ
~Ｉ
Ｉ

ｌ

Ｏ サＩ
二
Ｉ

跡

Ｉ

｜

蛇

酢

一

鋤

一

Ｉ

｜

掘

一

”

｜

兜

５

［ と

Ｉ 刷

蛇

一

肥

q

岩上
6－HA

8HA

ムーHA

9HA

g－HA

レHA

e－HA

2HA

TI7J1
LlIIL

号穀硬

一～

蛎国刑

恥
一
一
郷
ｆ
｜
“

Ｕ
二
剛 跡

一

噸

僻ｆ

能

－

１

－

剛

”
肌
一
脈

’
グ

U

ql~~

I

僧与｜皆謹干｜帥土｜鮮・柊AI"q"AI"e"AJ"AI|"q"ml"e柊Ⅲ｜提Ⅲ壷q柊Ⅱ｜遼e柊Ⅱ
寒帯

ilg璽掛藤

嚥草/偲与
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~~－－－ 分類

遺構名 Ⅱ群a類 Ⅱ群b類 Ⅲ群 ’ Ⅲ群a類’ Ⅲ群b類 Ⅳ群 Ⅳ群a類
VS 1

１

Ｓ

合計/点数

遺構種別 Ⅳ群b類 Ⅳ群c類 不明 十製品 合計

20 20

5 5

2 2 ‘！

4

28 0 0 2 34

780 114 1 357 6337

１戸１’’Ｊ」｜Ｕ

２

３

４

５

~

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ
計〈

口

石島邸

１

２Ｓ

Ｖ

Ｖ

４
’
４
｜
恥

０
一
服

Ｕ
’
３

Ｕ
｜
叩

Ｕ
｜
秘

1 1

総計 108

表4 遺構出土石器等一覧

遺物名

両
面
調
整
石
器

ス
ク
レ
イ
パ
ー

つ
ま
み
刺
付
き
ナ
イ
フ

北
海
道
式
石
冠

石
槍
・
ナ
イ
フ

加
工
痕
あ
る
礫

Ｕ
フ
レ
イ
ク

Ｒ
フ
レ
イ
ク

礫
・
礫
片

た
た
き
石

総
計

遺構
種別

石
の
み

す
り
石

石
製
品

遺構名 石
斧

台
石

石
皿

砥
石

石
錘

原
石

石
核

剥
片

石
鋸

石
厳

石
錐

皿
一
羽
昭
一
別
４
’
９
別

Ⅲ

貝

ｕ

Ｑ

Ｕ

●

刈

郡

１

１

ハ

ワ

ハ

０

２

４

１八
ｈ
Ｕ
ｎ
く
Ｕ
Ｆ
ヘ
リ
ハ
●
、
）
（
×
Ｕ
ハ
ハ
Ｕ
〈
川
Ｕ
ハ
Ⅱ
ｖ
、
／
】
１
上
八
Ⅱ
ｖ
、
／
］
、
ム

ハ

Ⅵ

〕

ハ

ペ

Ｕ

４

川

五

ハ

ペ

リ

ハ

ｈ

Ｕ

〈

ｕ

Ｊ

序

Ｉ

Ｉ

ｎ

ぺ

Ｕ

ハ

ｈ

Ｕ

Ｐ

ｎ

Ｕ

ｎ

／

］

１

且

○

八

）

Ｆ

「

Ｕ

〈

ｕ

Ｊ

９

白

ｎ

（

Ｕ

戸

ｈ

Ｕ

ハ

×

〕

月

４

Ａ

９

ム

４

哉

八

ｈ

Ｕ

１

Ｌ

１

１

の

ベ

リ

－

上

１

１

ｑ
当
Ｑ
Ｊ

ｑ
ｄ
吉

、

５

２

６

’

１

３
’
１

1 １

３

１
’
４

４
ｌ
４
ｌ
Ｍ
ｌ
劉

１
’
３
’
１
５

２
’
１

３

昭

３

’

７

３
ｌ
ｌ
８

２

ｌ
ｌ
３
ｌ

Ｈ

■

旬

１

１

ｎ

／

］

ｎ

ペ

リ

舎

刈

宝

戸

『

Ｕ

Ｆ

へ

Ｕ

ｎ

ｎ

）

房

Ｊ

１

~

~

~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ｂ

－

１

｜
’
、
｜
ハ
け

２ ３

’

６

４

１

５

’

２

３

５

１

２

０

３

７

１
１

２ ］

111

遡
一
岬
一
祁
一
師
一
幅

２
ｌ
７
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３

１

1

Ⅱ-』
1－月

1 １

２

b ）
~

1

11８

９
~
Ｈ

Ｈ

Ｖ

Ｖ

１

’

２

２

ｂ

９
“ １

５

７

６
０２

住居跡 ２

１０

１

２

１

１

１

~

~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

７

７

５１１３４３６

１

７１２

１

’

４

別~2

1二
2

坐=旨 峨
一
妬
－
３

幟
一
池

1

３
’
１
’
２

３

４

１

１
~
Ｈ

Ｈ

Ｖ

Ｖ １

１

３

８

７

３

８

７

２

２

１

２

２

２

５

３

１

１

３

１

４

７

７

４

１

１

２

１２

１

１

１

３

０

１

１

１

１

１

１

３

１

１

１

１

６

１

５

２

１

１

１

２

３

３

１

２

１

４

２

１

１

１

２

１

２

１

３

１

１

１

１

２

３

１

３

１

１

５

２

１

１

１

２

４

３

２

６

３

４

１

１

２

３

２

２

４

１

１

７

２

５

２

５

４

４

６

４

１

１

１

１

３

６

６

６

１

５

１

１

１

３

１

1

１

４

、

序

Ｉ ３
ｌＰＨ

●

過

蛆

陥

Ⅳ

１

~~

~

Ｔ

ｊ

Ｔ

１

工

上

Ｔ

ｌ

フ

ー

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

２

２
８

２

Ⅱ 貝7貝ワ
リワIJI

。~）1

01

８
’
１

８
’
１

２

４

３~

２

３
~
Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｖ

９

８

４

８

２

１４

６
~
Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｖ

VP－8

VP ll 11

向
乙
ｎ
ｄ
４
－
’
０
か
ｂ
庁
１
８

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~

~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

15

q

１
’
１
’
１

1

４
－
２
’
１
５
’
’
昭
一
昭
－
１
’
１
２

㈹

４

｜

略

２

４

２

２

Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｖ

1９

１

３

４

５

６

９

０

２

３

３

３

３

３

３

４

~~

~

~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

I『一

1ニリL

３
－
略

1

２

１

1IyP 41
５
ｌ
５

１

５
ｌ
１
ｌ
皿
一
旭
一
幟
－
８
’
１
’
１

４

２

２

５

４

４

Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｖ ２1

４

５

５

５

５

５

－

０

－

０

６

８

０

２

４

５

ハ

ｂ

８

９

ハ

Ｕ

怪
怪
怪

怪
径
怪
怪
怪
怪

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

1

1４

１

０

１

７

１

２

１

２

４４

１

１

］１

１ 1

1

262



Ⅳ祝梅川小野遺跡

遺物名

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

北
海
道
式
石
冠

加
工
痕
あ
る
礫

石
槍
・
ナ
イ
フ

両
面
調
整
石
器

ス
ク
レ
イ
パ
ー

Ｒ
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

礫
・
礫
片

た
た
き
石

総
計~石

製
品

遺構
種別

石
の
み

す
り
石

遺構名 《
ロ
一
個

石
雛

石
錐

石
核

剥
片

石
斧

石
皿

砥
石

石
鋸

石
錘

原
石

１

２

７

８

ｍ

Ⅱ

船

１

２

１

例

他

開

削

船

師

刊

砲

門

沼

一

一

一

一

一

一

１

２

３

６

７

吃

旧

叫

賜

略

１

２

３

４

５

６

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

’
一

一

一

一

一

一

一

一

Ｃ

計

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
総

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ト

ト

中

坑

ソ

ソ

土

莊

集

士

ピ

ゼ

焼

集

片

Ｔ

論

土坑

'1､ピッ

小ピッ

焼土

築石

ｌ

ｌ

４

３

ｌ

２

’

〕1

1 ２

1 １

４１
’
１
ワ
宮
－
５

引

く

１

2

1 ６

１１

１ １
’
２
’
１
｜
旧
－
１
ｌ
１
ｌ
９
ｌ
１
ｌ
加
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
１

2

I

91 3

１

８

1

I

１
｜
加

’

２

１

６

岨

1 ７

２
１

1 ２1

１

略

鯛

５

１

９
１

1

５

５

１

１

０

７

８

２

６

０

１

８

６

４

７

３

３

８

６

６

１

１

２
８

５１

１

７

０

１

１

１

１

２

５

４

７

３

２

２

７

１

１

１１

１

５

２

２

４７

１

８

１

０

６

４

２

６

３

８

１

4
一一

１

７

１７３

７

１

３

２

５

０
１２８

９

８

１

１

５

１

９

写

４

凸

ワ

〕

ワ

白

ｎ

ｄ

Ｆ

Ｏ

８

０

８

戸

ｂ

ワ

“

４
ハ

ｂ

５４房

Ｉ

令

１

０５
１１１

７
３９

１
９

１
９

表5 遺構出土掲載土器一覧

回番号 遺構名 調査区・遺物番号×点数

l×4

12，N35． 2×28

1×26

13

1×24、VP－61 ．9×57

10×2

鄙
一
琴
一
Ｖ
｜
針
一
Ｖ
｜
融
一
錘

部位 分類 図版番号 備考
【

ｉ

‘

Ｑ

〉

，

勺

１

１

５

毛

１

５

ワ

』

６

６

●

●

’

一

Ｊ

~

Ｆ

Ｄ

少

~

、

凸

ｊ

~

刀

１

１

，

．

７

１

ｑ

Ｕ

Ｔ

ｊ

で

ｌ

Ｖ

Ｎ

Ｖ

Ｋ

Ｖ

Ｖ

ほllV－2 1－l VP 57 復元個体( I ｜縁～lllRij邪） Ⅲb－1
識
一
一
押

郷

図IV－2 2－2 VP 59 復元1古|体([ 1縁～1M部 Ⅱh－1

l叉l IV－2－3－3 VP 61 復元1吋体( 1 1縁～底部 行1mと一緒に出I弓lXl版26II b－1

４

４
~
Ｈ

Ｈ

Ｖ

Ｖ

"
戸

Ｄ
１

，
２×２６。４Ｖ

、
２

１

×

×

４

５

３

７
湿士

|叉|Ⅳ 2－4－
VH-4 __i . iI2~ ~ ~VHー4 VH－_1 . 122×1， V1 1－4 ． 124

N14 ． 4×1

復元個体( | I縁～1111部 ２

２

ｂ

ｂ

Ⅱ

Ⅱ

床面

V

誠
一

ⅨlⅣ－2－4 5 1 VH （ VI I-6 ･ '39×22， V1 1 .

V1 1 6 . 1×l 、 Vl I 6

VI~1－6 ．6×l、VI I-6

VI I－6 ． 140×49V1 1-6 . 140×49

三千・りq
口l白U

計4

床面 ｜ 復元仙体(口縁～|ﾙﾘ部）ハ
ｂ
ｌ
５

幽
一
Ｌ
ｌ

横倒しで出土

横倒しで出土
覆土3

|割Ⅳ－2 4－6 VI－I 6 硬元個体(口縁～底部） Ⅱb 2

床面

VH 10．2×2，V1 1－10．5×10 計12 覆土

VⅡ 10．8×9 覆土

VI~1 15．97×6 覆土2

VH 15． 165×50 覆土4上面

VH－l7・ ’67×3 覆土l

VH－17． 115×1，V} 1－17． 1 16×1 計2 覆土3

区1版27

１

７

８

９

Ⅱ

~

~~

刈

劉

Ａ

宝

貝

Ｕ

兵

Ｕ

~
~
~
~

２

２

２

２

~~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

図

図

図

図

１

１

Ⅱ

Ⅱ

Ｈ

Ｈ

Ｖ

Ｖ

復元個体( 1 1縁～''1部）

復元I間体( 1二l縁～胴部）

裡元個体(I｣縁～胴部）

復元個体(口縁～11部）

２

２

２

２

~
~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｆ

Ｄ

一

○

１

１

~
Ｈ

Ｈ

Ｖ

Ｖ

Ⅸl lV－2－5 ll VH－l7 復元価体(口縁～胴郎） Hb－2

VP－8 ．2×1， VI〕－8 ．4×2，

VP 8 ．5×1 ，VP 8 ．6×l、

VP 8 ． 7×1,VP－8 ．8×1，

VP 8 .9×2,VP 8 . 10×1，

VP－8 ． 11×2， VP－8 ． 12×1、

VP－8 ． 13×1， VI>－8 ． | ,1×l、

VP 8 . 15×1, VP 8 . 16A×23、

VP 8 ． 18×1， VP 8 ．54×1 ；~ |･41

図版28
覆士

XIlV 2－5－l ‘ I 襖元1古 体( I |縁～lﾙ1部） nb 2

’
、

×６Ｇ３０
，

２

７

×

×

２

３

●
■

１

１

３

３

０

Ｐ
V

計10

n′､、

乙00



図番号 遺構名 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 分類 図版番号’ 備考
１

１

１

~
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

3×4，VP－11 ．5×1,

7×1，VP ll ･ ’ 1×2，

12×l，VP 11 ． 17×1

》
｜
鐙

!i 1.1(）

VP ll ･ ‘14×1，VP 11 ．47×1

|叉1Ⅳ－2－5－13 復元個体(胴～底部）26×1，VP

34×1，VP

36×2，VP

39×1，VP

、
、
、

２

２

３

１

×

×

×

×

８

５

８

１

２

３

３

４

VI〕－11 １

１

１

１

１

１

１

１
~~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

１

１

１

１

１

１

１

１

II b－l

坑底
図版28

制・13

建
建
Ｖ
｜
蓮
Ｖ
露

VP－39．6×l

VP－23。 l×31

K28．4×l6

VP－50・ ］×2、VP－50．2×2 計－4

1121 ．5×3

VH－2 ．254×1，VH 2 ．255×1 1汁2

復元個体(口縁～胴部）lXIⅣ 2 6 14 VP－23 II b－l

復元個体(口縁～胴部）図IV 2 6 15 VP－50 IIb－2

２

３

３

３

~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

]×1，VF 3 ．2×1，

3×5，VF 3 ．5×4，
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く エ ー 己 ・ 重 × 一

く 工 － 画 ・ 己 × 一

く こ 二 ・ ℃ × ］

く こ 申 ・ 国 × 一 ／ ぐ こ や ・ 圏 × ］

く エ ー や 。 』 × 一

く で Ｉ 蕗 ・ 吟 一 × ］

く エ ー ョ ・ 唖 『 × 旨

く エ ー 印 。 こ 『 － ］ ・ ＄ × ］

く こ ｌ ⑫ 。 エ ョ ’ 一 ・ 誤 × ］

く こ ｌ ｎ 一 ・ 一 二

く 室 唾

く 室 ’ や ・ 今 × 一

め ぃ 屋 ・ 函 × 一

⑱ 《 ｍ ・ 国 × 』

く も Ｉ 吾 画 ・ 唾 × 一

ぐ 冠 ｌ 全 ・ 己 × 一

く ヱ 三 ・ 唾 Ｊ × 一

く こ 三 ・ 孟 王 × 醇 く 室 ｌ 屋 ・ の 酉 × ］

く こ 畠 ・ 扇 × 』

く エ ー 局 ・ 産 × 一

く 塵 団 。 こ 「 一 ・ 可 『 × ↑

く エ ー ロ ・ 菫 弓 ｌ ］ ・ 一 三 × 一

宅 岸 唾 ・ の × 戸 Ｃ 己

｛ Ｌ 』 。 旨 い × 嘩

Ｆ 轡 ・ 一 四 × 印 Ｊ 一

一 学 ・ 心 × 一 グ ｜ 弘 一 ・ 里 ｝ × 李

云 一 ・ 一 《 × ］

｝ 』 ・ 司 × デ ー ． ② ” 司 × 一 ゴ

ー Ｌ 唖 ・ 一 画 × 一 診 自 」 』 ・ 墨 × 碑

Ｆ 四 ・ 二 × 空

く 臣 亘 ・ 今 × 一

｛ 声 ・ 一 つ × 一

一 一 ・ 一 句 × 画 〃 ］ 一 ・ 国 罠 × 一

一 一 ・ 四 二 × ］

一 』 ・ 岸 や × 戸 」 一 ・ 画 ｃ × 一

一 』 ・ 胃 跡 × 一
錨 剛 図 ・ 降 罫 醜 巾 × 新 鮮

陣 』 一 × 一

~

国 × ］
函 p
L

LL

一
十

小 ‐ ｒ ｑ

ｑ 一 一
諾

．
ll
LL

十 二

Ⅲ 」 。 、

且 一 心
亘
覇

~ ~ ~Ⅱ 、 ＋ ■ 。 、

垣 一 心

Ⅲ ト コ

ヨ ー 。
郡 ~←

巾 ‐ 卜 ・

回 一 応

~ ~

訓 一 も 言

邑
LL
LL

＋
ロ
1

山 十 か

ロ ー こ
→

Ｆ Ｄ
｜ 卜

藤
謝
H
~
片

一
心
●

趣 汁 菫 呈 室

職 川 室 ト ヨ

＝

認
で

汁
－

1
酉

茜 ヨ ニ ． 筒

勇
離

荷
i
:~「

弗 毒 両

弗 毒 筒

趨 汁 ］

感 」 凸

劃 Ⅲ 匡

蕊 届

副 酉

謎 汁 胃

重 斗 筒

画 片 ］

磁 汁 画

磁 汁 学

露 ~~一 ~
謹 汁 画

凧 向
溌 圭

超 片
画 片

謹 一
謹 汁

窪 一
選 」
超 ~
顕 」 趨 片

副 什
呆 三

弄 云 ~~
一 睡 一

睦 陦
発 曇
砿 ~

副 」
懸 」
顕 」

選 些
瑚 一

趨 斗
趨 片
懸 汁
画 」
趨 u

懸 汁
劃 H‐

副 』
麓 ~

砿
悪 」 郡

懸 一
懸 汁
磁 汁

〆
＝

＝
〆

写
＝

一
一

〆
一

’

亡 韓 ｌ 雪 雲~
一 一 一 雪 』

三 弾 ） ､ 壹 垂

｜ 票 群 ｈ Ｉ － 宕 巽

｜ 栗 淫 １ ４ 三 一 二 表

二 弾 ｊ 、 雪 雲

一 襄 蝉 １ １ － 章 一 芸

二 蕊 ノ

ー 要 塞

二 弾 ｌ 雪 妾

｜ 奉 舞 、 ４ 一 一 一 一 宝 圭

ロ 鄭 雲

二 弾 雲

二 弾 雲
諦 雲

｜ 畢 坪 垂

口 弾 巽
諒 三ミ

匡 弾 雲

匡 謹 垂

｜ 畢 蝉 垂

二 薄 雲
蟇|量

一 ， 素 輝

｜ 一 弾 雲

匡 弾 雲

こ 郵 袋~
一 室 壁 ｛

二 弾 垂

匡 弾 鶏

嬰 寓

一 一 《 一 室 串

園 妻
扇 誤

歸 姜

二 一 垂

一 一 一 二 一 一 三

罰 室
壹 妾

一 一 一 彗 奎 』

一 ヨ 垂 一

一 一 二 一 一 》 一 一

三 一 一 ロ ェ ｛

一 一 【 一 垂 堅

一 室 篝 奎 』

壽 一 ｝ 圭

一 章 壁

二 一 一 雪

茎 三 垂

壼 謨

一 壹 玉 』

一 三 室

｜ 一 重 室

一 一 塁 圭 季

｜ 融 垂

一 三 垂

三 雪
暴 蝉 王

一 二 一 宝 一 一

一 ｛ 一 一 二 雲

一 言 一 弔 奎

三 ｛ 菫

一 【 一 叱 奎

葛 ケ ー ー葛 ケ ー ー

コ ウ 』コ ウ 』

三 画 ヨ ウ ー ー

ヨ ウ ー ー

コ ウ 〕

宮 ウ ］

コ ウ ］

三 ｍ Ｉ

三 色 ｌ 障

二 ヶ 画

君 ウ ー 画~
二 ヶ 画

コ ウ ー 画

乏 言 三 壱 宴 ご ｌ ］

三
コ

す
ご

ｰ

コ ウ ー ］

三 ヶ ｌ ｝

』 ご 一

三 ヶ ’ 四

三 ヶ Ｉ

乏 毎 唾

葛 ご ｌ ］

三 す ｌ ］

ヨ ヴ ー 胃

。 ゞ ご 函

君 一 〕 １ 国

。 「 す 』

コ ヴ 岸

ヨ ウ ー ］

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

ジ ー ロ ー ー

三 ケ
三 画 画

豆 國 １ 世

弓 騨 画

君 ロ ］
;;
;

罠 一 『 一

三 ヶ １ 画

弓 ご ｌ ］

コ ヴ ー 岸

豆 ご ’ 一

コ ロ ー

ヨ ロ ］

宝 ご 唖

ヨ ケ ー

白 ウ 哩

三 一 〕 １ 国

三 ヶ 画

三 ワ 学

三 ロ ー 《 ｝

串 葱 一 図 笥 岬 叩

因 霊 諺

塵 澪 麓

西 澤 雪

国 憲 麓

冨 誌 毒 三 今 頃 膨 雲

コ ー 壼 害

。 － 宝 宴

｜ ユ ー 壷 喜

コ ー 壼 垂

画 ｌ 壼 喜

豆 ， 一 厘 ｛ 誉

塞 姉

函 ⑫ 司



図番号

|又llV－2 22 l82

図IV 2－22－l83

名
用
１
２
↑
、

率
咋
吟
吟
峠

調査区・遺物番号×点数

VF－18． 1×l

VS－1 ．5×1

VS－2 ． 1×1

VS－5 ．9×1

V1 1－16． 4×5

11， 10．8×5

V1 1－16．4×2

VP 41 ．4(〕×7

郡
一
軸
一
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
ｌ
断
一
Ｖ
｜
掛
一
雌

部位 分類 ｜図版番号 備考

Ⅳb-21
1Vb－21 1

部
冊

縁
賠

‐

Ｊ

Ｒ

り

図Ⅳ 2－22－184

図1V-2 22 l85

1XlⅣ 2－22－186

Ⅸ|Ⅳ－2－22－187

榊
一
州

Ⅳb－2

~lVb－2
図版39

口縁～'Ⅱ部ａ

ｂ

VI I－l6 |口]一個体IVc－l

口縁部

口縁～胴部VP 41 lVc－l

表6 遺構出土掲載土製品一覧

１

２

３

４

号
詐
詐
罪
罪

番
宅
壬
毛
毛

図
２
２
２
２

~
~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

‐

１

１

１

図

図

図

図

名
老
躯
稻
訓
訓
訓
訓
訓
調
和
北
妬
悲
却
却
羽
却
却

構
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

遺
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

調査区・遺物番号×点数

VH 2 ・ 10×1

V［ 1－15 ． 71×1

V1 1－15．70×l

VH－l7。 l×1

V1 1－17． 100×1

V1 1－17． 131×l

VI 【－17 ． 135×1

VI〕－1 ． 21×1

Vl〕－15． 17×2

VP－15． 18×l7

VP l5・ 19×1

VP 15．22×2

VP－15． 21×4

VP－17． 18×lO

VP－17．5×4

VP－17． 10×l

VP 17．4×l

VP－21 ．3×］

磁
一
雄
一
》
｜
趣
一
触
一
鋤
一
畑
一
鋤

分類

再生土製円盤

盤状粘土塊

盤状粘土塊

図版番号 ｜ 備考
｜ノダップII式

盤状粘土塊
岸
０
局
ｂ
【
Ｉ

~

３

３

３

２

２

２

~
~

２

２

２

~
~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

１

１

区

Ⅸ

Ⅸ

盤状粘土塊

盤状*,li土塊

盤状粘士塊 lxl版40

XIⅣ 2－23 8 盤状粘士塊

盤状粘t塊
Ｖ
｜
塗
塗
塗
墜
壁
錘
塗
鎧
羅

０

１

９

１

１

~
４
４
４

２

２

２

~
２
２
２

~
Ｖ
Ｖ
Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅸ
腱
区

盤状粘土塊

盤状粘~上塊

盤状粘土塊

盤状粘土塊

胎土分析試料

２

３

４

５

６

７

８

１

１

１

１

１

１

１

~

~

~

４

川

宝

５

５

５

５

－

，

，

４

ｎ

色

、

色

，

】

ワ

学

の

ム

ハ

ム

~

~

~

~

２

２

２

２

２

２

２

~

~

~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ｆ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

図
図
図
図
図
図
図

胎土分析試料

胎t分析試料

盤状粘土塊

胎土分析試料盤状粘土塊

盤状粘土塊 図版41

盤状粘土塊

澗士 盤状粘土塊 有孔

表7 遺構出土掲載石器等一覧

舌太
＝ー

(9）

さ
叩

長
に １

幅
叩１

厚さ
(c､）

図番号 遺構名 遺物番号 層位 分類 材質 図版番号 備考

覆」１

２

６

６

２

２

２

２

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

図

図

石鰄 黒IIII"VH－l 109
寸 旬

1 ，4
のf■､

乙．Dノ 18 ）

床 石槍 黒叩拓VIl－1 357 3~3 0.5
nハ

ム.、2．0

覆土
7一,トム

↑］↑El 黒雌石図IV－2－26－3 VH－l 59 3．8 0．5 2．62.0

床 石槍 黒雌石閨Ⅳ－2 26 4 (4.5） 0．6VH－1 213 19 4．4

石槍床 頁岩図Ⅳ－2－26－5 (5.4）178VH－1 qq
JpU 13.01 1洲

覆土 黒雌石図IV－2－26－6 VH－l 250 スクレイパー 26 0．6 3．41.8

覆一|‐ 黒唯石図Ⅳ－2 26 7 スクレイノぐ一 0．6VH－ l 1．2 32101 I

床 石のみ 泥岩図Ⅳ 2 26 8 352VH－1 9．0 2．1 0．9 40.8

図版79T4．1.』-J

唾皇福一床 たたき石図Ⅳ－2－26－9 VH－i 9Q9
単4ノ煙 7．5 6．7 5．0 131.5

十

覆十 石皿ハ 安| | l岩 被熱０

１

２

１

~~

６

７

７

２

２

２

~
~
~

２

２

２

~
~
~

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図

(16．5） (10.7） （11，1
、ユュ・目ノ

ワワ員ワ
臼~IUpuVIl－1 140

覆土 石鰄
万工可･ I」今』

貝､石
りqワ
ムUIVH 2 1.6 0．8(2．1） 0． :サ

覆土 "1lil"VH－2 ５ スクレイパー (3.7） 1.6 0．8 4．8

石斧 緑色泥岩床図Ⅳ 2 27－3 263．264 19
ｴﾛ臼 1179VH－2 111 1,4

安山岩 北海道式石冠床 すり石 (8.5）図IV－2－27－4 りRQ
白UJ 9．5 895.0VH 2 6．8

覆十 北海道式石冠片

被熱

すり石片 (3.3） 砂岩(9~0）図Ⅳ 2 27－5 5．7） 2452VH－2 qQ
RJg〃

２
３

~~
Ｈ
Ｐ

Ｖ
Ｈ 安'｣｣岩坑底 石Ⅲ図Ⅳ 2 27 6 346．347 29~5 25.8 q貝

LJpU 7800~0

糟十 石鍼 黒H稚石図Ⅳ 2 28 1 VH－3 96 イリQ1
、白．リノ 1.1 0－50．3

穆十 石鰄 黒雌石図Ⅳ 2 28－2 0．3125 24 1.3 0．8VH－3

覆土 石鰄 黒11fri
1ワ
1．1 1.4 0.2 05図lV－2－28－3 VH 3 168

アートヘ

LI↑眉|未而 'ti,4I IIWi|XIW 2 28 4 0.5 1．6VII－3 92 イqQ）
、UDLノノ

り 1J
ム. q》

復土
〆､ 1.』△

仁I似I 黒l li'lMT５

６

８

８

２

２
~~
２

２
~~

Ⅳ

Ⅳ

図

図

1.7 2.1 O~7VⅡ－3 1ワQ
Lヨゾ 〕.6

丁z司口 B-L』

且､窄丁覆土 石楡 2．2 O~8 貝E
J.』140

/”I）､

k0．0ノVH 3

覆土 石錐 黒| |胆石図Ⅳ－2－28－7 0．497 (2．3） 0．8 ().6VH 3

覆十 石錐 頁岩(3．4） 0．5図|Ⅳ 2 28 8 98
14

L，咄 3.0３

３
~ＨＨ

Ｖ

Ｖ 頁岩蒲十 石錐 3.0
1戸
Iヘ

上.L〃図|Ⅳ－2－28－9
10句

上ムイ 0，4 1,4

頁岩 図版80床 〕まみ付きナイフ 2．7 19.8図IV－2－28 lO 206VH－3 6．6 1．2

覆二I 石鋸 砂岩図Ⅳ－2－28 1］ (5．9） 1.8 70,9138 4．6VH 3

頁岩床 つまみ付きナイフ１

２

３

４

１

~
~
８
８
８
８
８

２

２

２

２

２

~
~
２
２
２
２
２

~
~
~
~

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

剰

列

測

剰

劃

2．0 0．5 3.4VH 4 116 3．1

つまみ付きナイフ 頁岩床 21.0115 7.4 出

心

1？
L･日VH－4

床 頁器スクレイパー 8.(） 18.8VH－4 120 1．0

床 砥石 砂淵53.(）(6．8） rqQ1
、U･ゾノ 1.4VH－4 119

石縦 3．1 1.4 1 0．4 1 1､1 !MI 1IW|床VH－6 168

266 床 石鰄 蝋M』石0．5IXIⅣ－2 28 2
、心

乙.｡ 1.1 0．3VH－6

覆土3 石鰄 黒IW石（qQ1
、U･aノノ図Ⅳ 2 28－3 1.5VH 6 105

1 ＆》

1．0 0．3

頁岩床 石鮒図Ⅳ－2－28－4 2.8
1ワ
1．1 0．5 2.7207VH 6

268



Ⅳ祝梅川小野遺跡

さ
川

長
に

幅
(cm)

厚さ
(cm)

重さ
（貝）

備考材質 図版番号遺構名 ｜遺物番号 層位 分類図番号

池

床

一

錘

赴

一

詮

一

謎

一

床

一

甦

赴

一

錘

一

謎

麩

一

誕

一

錘

つまみｲ､l･きナイフ

砥石片

石鰄

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

ナイフ

つまみ付きナイフ

石鍬

石棺

石斧

石鰄

石槍

つまみ付きナイフ

つまみ付きナイフ

恥
一
郎
一
恥
一
馳
一
昭
一
“
｜
躯
幽
一
鋤
一
”
｜
郡
一
姉
一
岬
一
“

叱
一
咽
一
叩
一
Ｗ
ｌ
Ｍ
－
ｍ
Ｍ
｜
”
｜
Ｍ
昭
叩
肥
一
叩
一
肥

澱
繩
一
服
一
祀
一
妬
Ｗ
｜
“
那
一
帥
一
蝿
一
Ｍ
｜
皿
一
“
｜
”

５

６

１

２

３

１

２

１

２

３

１

２

３

４

~

~

~

~

~

~

~

~

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

２
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表8－2 包含層出土掲載土器一覧Ⅱ群a類

調査区・遺物番号×点数
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表8－3 包含層出土掲載土器一覧Ⅱ群b類
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Ⅳ祝梅川小野遺跡

備考細分類 ｜ 図版番号部位

口縁部

口縁部

調査区・遺物番号×点数 層位

M9 ．6×3 V

M7 ．7×2 V

L32．2×1 V

021 ． 1×l，Q28．3×5 ‘汁6 V

P13．3×1， P13． 11×1 ‘; |･2 V

P12． 6×l、Q12．4×1 計2 V

K6 ． 11×1 V

032 ． 2×1， 032．5×2 耐'-3 V

014 ． 4×l V

M9 ． 1×1 V

Kl1 ． 4×1 V

P32 ． 4×2 V

1 8 ． 4×l V

N15．4×l V

G5 ・ ’2×l V

M9 ．6×1 V

K7 ．2×1 V
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表8－6 包含層出土掲載土器一覧Ⅳ群a類

図番号 調査区・遺物番号×点数

Q41 ． 2×-1

P52 ． 1×1

P37． 1×1

M26． 10×1

1 13．7×l

L11 ．7×1

Q23．6×l

S46． 1×l

R52．2×1
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表8－7 包含層出土掲載土器一覧Ⅳ群b類
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表11 土壌フローテーション成果一覧
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V梅川1遺跡

V梅川1遣跡

1 遺構

（ 1 ） 概要

遺構はTa-cを除去後にV層上面から焼土を9か所検出している。旧河道を挟む標高8mほどの

段丘上の両側から確認している。獣骨・魚骨の微細骨片を多く含む灰層がある。焼土は、周辺からの

出土遣物やTa-c降下直前とみられる検出層位から、縄文時代晩期中葉に形成されたと考えられる。

（2） 焼土

VF-1 (図V 1 2/表1～4 ． 7)

特徴Ta-cを除去後、 S74a区を調査中に微細骨片を多量に含むオリーブ灰色の範囲を検出し

た。この土壌を採取し、 フローテーション処理して選別を行ったところ、表7のような結果を得た。

シカやサケ・マス類とみられる獣骨・魚骨が106.19のほか堅果・炭化材・力ワシンジュガイなどが

検出された。焼土は非常によく焼けている。遺物は焼成面上からV群b類土器（図V 2－1－1）、

石鍼（図V－2－2－1）、剥片が出土している。剥片は被熱したものが多量に出土した。北西側に

は土器片(V群b類）の集中がみられる。

時期出土している遺物から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （酒井）

VF-2 (図V 1-2/表1～4 ． 7)

特徴Ta-cを除去後、 S74a･b区を調査中に微細骨片を多量に含む赤褐色の範囲を検出した。

この土壌を採取し、 フローテーション処理して選別を行ったところ、表7のような結果を得た。 シカ

やサケ・マス類とみられる獣骨・魚骨が15.99のほか堅果・炭化材・カヮシンジュガイなどが検出さ

れた。焼土には微細骨片が混入しており、現地で焼成された様子も無いことから、廃棄されたものと

考えられる。位置的にはVF-1から廃棄されたものと推定される。遺物はV群b類土器（図V－2－

1 2 ． 3)、石鍼（図V－

67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77
2－2-1 ･ 2)、剥片が

出土した。剥片は被熱した
N

ものが多量に出土した。南

0 東側には土器片(V群b類）

P の集中がみられる。

時期出土している遺物
Q

から、縄文時代晩期中葉と
R

考えられる｡ (酒井）
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VF-3 (図V 1-2/表1 ． 2 ･ 4)

特徴Ta-cを除去後、 S75c区を調査中に微細骨片を含む黒色土の範囲を検出した。西側をB

調査坑により削平されている。南側を半裁したところ、黒色土の下に微細骨片を多量に含むオリーブ

灰色の範囲を検出した。 この土壌を採取し、 フローテーション処理して選別を行ったところ、表7の

ような結果を得た。シカやサケ・マス類とみられる獣骨・魚骨が291.19のほか種子・堅果・炭化材・

力ワシンジュガイなどが検出された。焼土は非常によく焼けている。遺物は焼成面上からV群b類土

器、焼成粘土塊、スクレイパー（図V－2－2－1）、剥片が出土した。剥片は、被熱して白く曇っ

ているものが多量に出土している。

時期出土している遺物から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （酒井）

VF-4 (図V－1-2/表1 ． 2 ． 7)

特徴VF-2を半裁した際に直下から微細骨片を含む燈色の範囲を検出した。 この土壌を採取し、

フローテーション処理して選別を行ったところ、表7のような結果を得た。骨片のほか種子・炭化材

などが検出された。焼土は非常によく焼けている。遺物はV群b類土器、剥片が出土した。

時期出土している遺物から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （酒井）

VF-5 (図V－1-3/表1 ． 2 ． 7)

特徴Ta-cを除去後、T73a区を調査中に微細骨片を含むにぶい赤褐色の範囲を検出した。 こ

の土壌を採取し、フローテーション処理して選別を行ったところ、表7のような結果を得た。微細骨

片のほか種子・炭化材などが検出された。焼土には微細骨片が混入しており、現地で焼成された様子

も無いことから、廃棄されたものと考えられる。遺物は剥片が出土した。

時期周囲から出土している遺物から、縄文時代|晩期中葉と考えられる。 （酒井）

VF-6 (図V－1-3/表1 ･ 2 ･ 7)

特徴Ta-cを除去後、R67c･S67d区を調査中に微細骨片を含むにぶい燈色の範囲を検出し

た。 この土壌を採取し、 フローテーション処理して選別を行ったところ、表7のような結果を得た。

種子・炭化材が検出された。焼土には微細骨片が混入しており、現地で焼成された様子も無いことか

ら、廃棄されたものと考えられる。遺物はV群b類土器、剥片が出土している。

時期出土している遺物から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （影浦）

VF-7 (図V－1 3/表1 ． 2)

特徴Ta-cを除去後、R68b区を調査中に炭化物を含む明黄褐色の範囲を検出した。焼土には

炭化物が混入しており、現地で焼成された様子も無いことから、廃棄されたものと考えられる。遺物

は剥片が出土している。

時期周囲から出土している遺物から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （影浦）

VF-8 (図V－1-3/表1～3)

特徴Ta-cを除去後、R68c区を調査中に微細骨片を微量含む榿色の範囲を検出した。焼土は

非常によく焼けており、現地で焼成されたものと考えられる。遺物はV群b類土器（図V 2 1

4）、剥片が出土している。

時期出土している遺物から、縄文時代晩期中葉と考えられる｡ (影浦）

VF-9 (図V－1-2/表1 ． 2 ･ 7)

特徴Ta-cを除去後、T75a区を調査中、 B調査坑の断面に微細骨片を含む焼土の断面を検出

した。精査したところ微細骨片を多量に含むオリーブ灰色の範囲を検出した。北東側をB調査坑によ

り削平されている。 この土壌を採取し、フローテーション処理して選別を行ったところ、表7のよう
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な結果を得た。シカやサケ．マス類とみられる獣骨・魚骨が18.59のほか炭化材が検出された。焼土

は非常によく焼けており、現地で焼成されたものと考えられる。遺物はV群b類土器、剥片が出土し

ている。 B調査坑の壁面の崩落で傾いている。

時期出土している遺物から、縄文時代晩期中葉と考えられる。 （酒井）
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V梅川l遺跡

2 遺構出土の遺物

（1 ） 土器

VF-1 (図V－2 1/表3/図版94)

1はV群b類。口縁部片。口唇断面は角形。器外面にRL斜走縄文。口唇直下は横ナデにより無文。

VF-2 (図V－2-2 ･ 3/表3/図版94)

2 ． 3はV群b類。いずれも口縁部片。 2は端面が内傾する。端面～外面にRL斜走縄文。 3は口

唇がやや肥厚し、端面が内傾する。器外面にRL斜走縄文。

VF-8 (図V－2-4/表3/図版94)

4はV群b類。突起の一部が残る口縁部片。端面が内傾する。器外面にRL縦走縄文が施されるが、

口唇直下は横ナデにより無文。縄側面圧痕5条が横走する。 （芝田）

（2） 石器等

遺構からは剥片石器4点、剥片3,735点、礫片19点の合計3,758点が出土している。剥片石器等の石

材はすべて黒曜石である。この中から剥片石器4点を図化した。

VF-1 (図V－2－2－l、表4、図版94)

1は石鍼。有茎凸基。被熱によって全体が薄く白く曇っている。

VF-2 (図V－2－2 1 ･ 2、表4、図版94)

1 ． 2は石鍼。有茎平基。被熱によって全体が白く曇っている。 2は有茎凸墓。調整が粗く、未成

品の可能性がある。

VF-3 (図V－2－2－1、表4、図版94)

1はスクレイパー。剥片の周縁を加工して刃部を作出している。被熱によって全体が白く曇ってい

る。

VF-1 VF-2 VF-8

鐸総挙霊感弾

零

鋒
零
薙
璃

ロ 10cm
三

図V－2－1 遺構の土器
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3 包含層出土の遺物

（1 ） 土器

V層より土器等は1,797点出土している （表1-4)。 このうちV群b類が1,466点で最も多い。 こ

のほかⅢ群b類が256点、Ⅳ群b類が59点、Ⅳ群c類が4点出土しているが、いずれも微細な破片で、

透水の影響で残存状態がよくないことから掲載しなかった。土製品12点はすべて焼成粘土塊である。

V群b類は、美々3式に相当する。焼土VF-1～9と|司様にV層~上面から3～5cm下のV層上位

より出土する。遺物分布図は、祝梅川小野遺跡と合わせて記載した（図Ⅳ 3－47～52)。梅川1遺

跡と祝梅川小野道跡の低地部分は、祝梅川旧河道右岸の同じ段丘面に立地しており、埋蔵文化財包蔵

地としては一連のものとみなせる。縄文時代前～後期は遺構・遺物が希薄で、 これは祝梅川小野遣跡

の低地部分北側から続く傾向である。晩期中葉(V群b類）は、梅川|日河道の両岸(65～69ライン、

74～76ライン）に集LIJ域があり、北側の調査範囲外へと続くと予想される。梅川旧河道の内部からの

出土は少ない。

縄文時代晩期中葉の土器（図V 3－1 ． 2／表5／図版93.94）

V群b類：美々3式に相当するもの（1～18）

1は口縁～胴下部が復元された深鉢。山形突起4か所が設けられていたと推測される。突起の頂部

は肥厚し、縦位のLR縄側面圧痕。口縁部は無文で、 LR縄側面圧痕3ないし4条が巡る。胴部外面

はRL縦走縄文｡ 2は口縁～胴中部が復元された深鉢◎山形突起2か所が現存する。突起の頂部は半

蔵竹管状施文具により縦位に刻まれる。器外面にはRL原体により口縁部は斜走縄文、胴部は縦走縄

文。口縁部は4～7条の横走沈線に、 2連の垂下屈曲沈線を上書きしている。横走沈線下には半裁竹

管状施文具による刺突列が巡る。 3は口縁部にRL縄側面圧痕7条が巡り、竹管状施文具による横向

きの押し引き状刺突列が上書きされる。 lll可部はRL縦走縄文。 4は口縁部にRL縄側面圧痕4条が巡

り、弧状またはV字状と推測される貼付帯が取り付けられる。貼付帯の側縁に円形刺突孔1か所が確

認される。端面は内傾し、RL縄により縦位に刻まれる。胴部はRL斜走縄文。 5は器外面にRL縦

走縄文が施され、細沈線がやや粗雑に横走する。端面は水平で、棒状施文具の側縁により刻まれる。

6は無文地に横走沈線が多段に巡り、縦位の細沈線が上書きされる。端面外縁は棒状施文具の側縁に

より刻まれる。 7はlln上部片。RL斜走縄文に横走・弧状・鋸歯状の沈線が上書きされる。 8は器外

面にRL斜走縄文。口縁部は粗雑な横走沈線に斜位の細沈線が上書きされる。口唇直下には円形刺突

列が巡る。底部は丸底ぎみ。 9 ･ 11は口縁部が内側へ屈曲する器形。 9は端面が内傾する。器外面に

臘
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図V－2－2 遺構の石器
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V梅川1遺跡

LR斜走縄文が施され、屈曲部分には半裁竹管状施文具による刺突列が巡る。 10は浅鉢。端面は水平。

器外面にRL縦走縄文が施される。補修孔2か所が確認される｡ 11はRL縦走縄文が施され、補修孔

1か所が確認される。 12は端面～外面にRL斜走縄文。端面は丸みを帯びる。 13は山形突起部分で、

器外面にRL斜走縄文。突起の頂部は棒状施文具の側縁により刻まれる。 14． 15は浅鉢。 14は山形突

起部分で、内面の口唇直下にRL縄側面圧痕4条が巡り、棒状施文具の側縁により刻まれる。縄側面

圧痕下には円形刺突列が巡る。 15は端面の内外側縁が指頭圧痕により小波状を呈し、さらに波頂部が

竹管状施文具により刺突される。器外面にLR斜走縄文。 16は山形突起および端面に縄側面圧痕。端

面外縁は棒状施文具の側縁により刻まれる。器外面にLR斜走縄文を施した後、口縁部に幅広の貼付

帯を上乗せし、縄側面圧痕や刺突列などを加えている。補修孔lか所が確認される。 17は山形突起部

分。頂部および端面は棒状施文具の側縁により刻まれる。器外面にRL斜走縄文｡ 18はミニチュアの

深鉢。器外面～底面にRL縦走縄文が施される。 （芝田）

（2） 石器等

石器等は479点出土している。剥片石器55点、礫石器19点、剥片385点、礫・礫片20点である。 この

中から定型的で完形のものを中心に抽出し掲載した。利用する石材は、剥片石器類では黒曜石が98％

を占める。礫石器類は安山岩(31%)、砂岩(28%)、緑色泥岩(23%)、その他(18%)である。分

類別では石鑛・スクレイパー・石斧が多い。遣物分布図については、祝梅川小野遺跡の遺物分布図

(図Ⅳ－3－65～79） と合わせて記載している。

石鍼（図V－3 3－1～4／表6／図版94）

石鍼は15点出土した。すべて有茎のものである。石材はすべて黒曜石。

1～4は有茎鍼。 1～3は平基。 1 ． 2は茎部が逆三角形状になる。 4は菱形をしている。裏面に

素材剥片の剥離面を残す~。

スクレイパー（図V 3－3－5～8／表6／図版94）

スクレイパーは11点出土した。石材は黒曜石が10点を占め、頁岩は掲載した1点のみである。

5～7は剥片の周囲に円弧状の刃部を設けている。 8は縦長剥片の片面全面を加工している。つま

み部が作出されていないためスクレイパーとしたが、つまみ付きナイフの未成品の可能性がある。

石斧（図V－3－3 9 ．10／表6／図版94）

石斧は6点出土した。短冊形のものが出土している。石材は緑色泥岩・泥岩である。

9 ･ 10は短冊形で曲刃、両刃。 9は敲打による整形後、全面を研磨している｡ 10は扁平礫の右側縁

を研磨によって直線的に整形している。刃部は使用による剥離が見られる。

すり石（図V－3－3 11/表6/図版94)

すり石は3点出土した。断面三角形の稜を擦ったもの1点と北海道式石冠片が2点出土している。

石材は砂岩と安山岩である。

11は断面が三角形の礫の稜を擦ったすり石。左端部を欠損している。 2つの稜に擦り痕が見られる。

右端部ともう一つの稜には敲打による整形が見られる。 （酒井）
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I -__－－－，1

図V－3－3 包含層の石器
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V梅川1遺跡

表1 検出遺構規模一覧

規模(m)

下端

長軸 短軸
一

時期
(縄文時代）

特徴 図番号遺構種別 遺構名 調査区 上端
深さ

長軸

0．66

0．64

076

0~50

0~30

0．64

0．40

0．56

0．36

短軸

0.62

0.44

0．40

026

026

0.54

0.30

0.40

0．10

晩期｢'1葉

晩期中葉

晩期' | '典

晩期｢|"

晩期中葉

晩期' |'葉

晩期｢|"

晩期中葉

晩期'l~'葉

蜘
一
》

２

２

２

１

１

１

~~ＶＶＶ

図

図

図

岬
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
岬

１

２

３

４

５

６

７

８

９

~

~

~

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

S74a

S74ab

S75c

S74ab

T73a

R67c/S67d

R68b

R68c

T75a

現地

~現地 ２

３

３

３
~１１１１

~

~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図

図

図

図

》

｜

嘩

鐸

一

鋤

》

焼土

３

２
~~

１

１
~

Ｖ

Ｖ

図

図

表2 遺構出十遺物一覧

’
遺構名 層位 石材

黒M』石

合計

点数

1

1

遺構名 ｜ 層位 遺物名

3tl1片

分類

~測片
器

鍵
盤
啼
鮴

承

分類

V群b類

石雛

剥片

石材 点数

261

1

2439

2701

52

2

246

300

11

95

1

785

892

877

14

891

VF－5 、

黒I哩石

黒曜石

合計

VF 1 、

喘

雌

V群b頒

測片

Ｍ
｜
邪"il陥石

△ 三トー
ロ ロ｜

黒|蝿石

合計

VF 6 、

土器

¥l1片石器

剥ハ。

V群b類

石鰄

剥片

40

Jl1片 | fl1片黒硴石

黒l照イi

合訓

２
’
２
｜
”
－
２
｜
獅
一
妬

VF－2 、 VF－7 、

燃

州

V群b類

飛'1片土器

土製,Ir!

剥片石器

剥片

V群b類

焼成粘土塊

スクレイパー

剥片

黒11腱石

合訓

VF－8 V

黒曜石

黒曜石

合 ii l

土器

測片

V群b類

剥片

VF 3 V

黒|腱石

合計

VF－9 V 例
一
ｍ

鑑

鮴

V群b噸 ｜

剥片 ｜ 黒曜石
合計

＊公
小L 計 5236

VF－4 V

表3 遺構出土掲載土器一覧

図番号

図V 2 1－l

名

１

２

構
罹
医

遺

Ｖ

Ｖ

調査区・遺物番号×点数

VF 1 ．3×2

VF－2 ．3×2

VF 2 ．3×3

VF－2 ．3×6

VF 8 ．2×3

一
且

Ｖ

Ｖ

ｌ層
部位

口縁部

口縁部

口縁部

| I縁～胴剖

口縁部

分類図版番号’ 備考

lLL｣ |
Vb l

ａ

｜

、

、

２

３

１

１

２

２

Ｖ

Ｖ

図

図
図版93

VF－2 |両1 ．{|Al体、 Vb

v l図V－2－1－4 VF－8 Vb

表4 遺構出土掲載石器一覧

図番号 遺構名 遺物番号｜層位 幅(cm)分類 長さ(cm) 厚さ(cm) |重さ(9) 材質 図版番号 備考

|xIV-2-2-] ｲi鮒 黒11脚i 図版94 熱

熱

被

被

茎

茎

有

有

VF l 0．3V (1.6)

~(1.6）
1. 1 (〕~5］

図V－2－2－1 石鰄VF 9白 黒曜石 図版94、 1 .0 0.2 0．2。

図V－2－2－2 ri" 図版94 罐
一
瞬

VF 2 V 0.3 黒硴石(1.3） 11 0．4b

IXIV 2 2 1 VF－3 黒IIIWi IX|版941 スクレイパー
、、

｡.り、 (2~4） 1．2 9．6
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表5 包含層出土掲載土器一覧

層位図番号 調査区・遺物番号×点数 部位 分類 ｜ 図版番号 備考

、
１×６６６Ｓ滝

４
罰

１
人
八
ｎ
Ｕ

×

×

５

５

●
○

６

７

６

６

Ｓ

Ｓ
図lV－3－1－1 復元土器（口縁～胴部）1 Vb

; |･21

２

３

４

~
１
２
２

~~３３３

~
Ｖ
Ｖ
Ｖ

図

図

図

復元土器（LI縁～胴部）

口縁部

口縁～胴部

口縁～胴部

’ 1縁部

’ 1縁部

胴部

４

２

×

×

５

７
ｅ

Ｒ
ｊ
１
，
刈
設

ハ

ｈ

ｖ

ワ

ー

（

、

）

（

、

〕

戸
ｈ
〉
、
、

ｑ

Ｊ

１

１

ｑ

Ｊ

４

誼

１

１

１

１

１

土

１

４

り

白

１

１

１

土

り

α

《

ｈ

〕

り

ム

－

１

川

竜

「

１

１

１

Ｌ

り

ム

ハ

リ

－

１

１

Ｌ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

ｌ

ｎ

ム

５

５

４

５

４

１

１

１

１

１

１

１

２

５

４

４

２

八

．

【

、

ｌ

●
●
●
申
由
●
①
■
■
Ｇ
■
令
。
■
■
●
●
●
。
■
ｂ
ｃ

４

５

７

７

７

７

７

４

４

４

７

７

４

７

８

４

４

２

８

４

７

１

７

７

６

６

６

６

６

７

７

７

６

６

７

６

６

７

７

７

６

７

６

７

Ｒ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｓ

Ｔ

、
｜
、
｜
、

Ⅶ
｜
Ⅶ
｜
” 図版93

ａ

、

ｂ

Ｆ

Ｄ

ハ

リ

”

ｉ

~

~

２

２

２

~

~

３

３

３

~
Ｖ
Ｖ
Ｖ

図

図

図

、 同一個体Vb
ﾐ＋貝
ロ1J

、

、

叱
一
Ⅷ

口縁部

胴部

底部

’ 1緑部

口縁～I！1部

| ~ I縁～胴部

胴部

1111部

' 1縁～胴部

I苫.|縁部

［l縁部

口縁～胴部

口縁～胴部

口縁部

| |縁～底部

a

図V－3－2－8 b

C

同一個体、 Vb

a

図V－3－2－9 －
h

、 百｣一仙IｲイVh

;1．8 1 、図V 3 2 lO Vb

a

図V－3－2－ll－
b

V |耐]一個体Vb
IX1版94

図V－3－2－l2 Ｖ

Ｖ

ｌ

Ｖ

ｌ

Ｖ

ｌ

Ｖ

Ｖ

ｌ

Ｖ

VbVbVbVb

VbVb

Vb

３

４

１

１

２

２
~３３

~ＶＶ
図

図

５

６

７

８

１

１

１

１

~
~
~

２

２

２

２

~
~
~
~

３

３

３

３

~~ＶＶＶＶ

区

区

区

僅

表6 包含層出土掲載石器一覧

図番号 調査区 遺物番号 層位 分類 長さ(cm) 重さ(9) 材質 図版番号 備考幅(cm) 厚さ(cm)

石鑛 図版94黒曜石 有茎glV 3 3-] 0.6S74 ２ 、 (2．1） 12 0．4

石鑛図V 3－3 2 黒曜石 Ⅸ1版94 罐
一
姪

ハハ行

Ob｛ 3 ､ 1q
』.』 0．3 0．82~2

石鯲 |XI版94図V－3－3－3
／r）ワ、
、ム．lノ 黒暇石q7q

UiU
q 、 1.2 0．4 0.8

石雛 図版94 有茎図V－3－3－4 黒曜石
n八万

DUI V
n司

乙．」 0.61 1，

1．‘ 0．4

図V 3 3－5 黒曜石 図版949Q
臼.』R74 2 、 スクレイパー Oワ

ム.I 0．8
がn

o.‘

照曜石 IXI版94図V－3－3－6 V スクレイパー
一

Ｄ

Ｆ
ＤT74 2 2.9

、ハ

ム.｡ 0．8

図版94黒曜石図V 3 3 7 3 スクレイパー
二

Ｏ

ｎ
ｄT74 V 2.9 0．7 5.8

図版94頁岩図V－3－3－8 スクレイパー

石斧

6．9 2.7r67 q V 1.0 17ワ
上~I･臼

緑色泥岩 lXI版94

図版94

glV-3-3 9
｢、ワO

ljO ６
’
１

8．7 58.5、 13１

９
~
~

３

４石斧 緑色泥岩図V－3－3－10 (10.2） Qq9
JU･白R68 、 11

砂岩 図版94すり石 断面三角形図V－3－3－ll
rlnr,､

（l△.Oノ 778.08.6 6．8R70 V1

表7 土壌フローテーション成果一覧

剥片点数

黒曜石その他

炭化物重量g
遺構名 処理番号

20mm 10425mm残澄 盈胃童息glZi
＋製品
雷最9

土器
点数 畠講|冨蕊

その他点数・
重量点／9

備考

堅果1．59
力ﾜｼﾝｼｭｶｲ3．19

R I ﾅFI
Fヰー なL7．8 L5 106. 1 56.2 115 16．9 1 .6274．3VF l 20－1 1 ．9

石嫉1点/0．59
礫片10点/14.og

堅果0. 1g
力ﾜｼﾝｼｭｶｲo、09

な{なし
ふむ1

「よL
片l
‐LVF－］ 0.3 0.4 500 14-7 17 14．0 79420－2 qワ

リロ白

朽倣2点/0．69
礫ハ．9点/2~69

堅果0.19
力ﾜｼﾝｼｭｶｲ0．09

な’
ふむド

巳し ぽI11.7 15.3 8．1 14２

２

Ｆ

Ｆ

Ｖ

Ｖ

20－3 1.8 〕.2 0．1 リド
暫GLJ 220

O~4 0~1 1 なし 0．6 なし なし ｜ なし ｜ なし ’ 0．2 1 22 なし20 4 1 1

力篝惟(3)
不明(7)

力ﾜｼﾝｼｭｶｲo､09

晩成粘士塊95点/18.69汁｜
,ひし

ナFI
P今L

ワql l
UJL甲ユ

り員り
ムリ．自 11 18.6 785VF 3 0.3

J■n

o.乙20 5
1 り
」 b色 （ ｝ ｛ ）

乱
一

不明(2)なし なvF－4 1 2()－6 6．9 1 ．6 0.0 ’ 0．0 1 0．2 12．8 69h ( ) ( ）

シソ科(1)キランソウ？
不明(1)(1)(1)

はし なし
少で I~ ふむ I

Fよ’20－7 0．0 0．1 16．1 17864 1.4 00 ()0VF 4

極二f・
不明(1)(1)
昆虫(1片）

歩､l

匙L なLよ ’ な’ なL ().0 1VI'､－5 0．4}() 8 (） 0. (） （ } ( ） l ） （ ’

種子
不明(1)(1片

な[なし 12 な[
小雨1

Jよし 5.720－9 0．4
一
Ｄ

Ｆ
Ｄ

１ 》只
占UVF 6 0．01．1 （ )0

O~0 2 1 なし乱

一

郷

一

Ｍ

虹

鯉

一

飢

一

蠅

郷

なし

40.7

35.8

1．9

な’ ナFI
rふし 虹

飢
一
叫
一
乱

０

１

１

１

~~
０

０

２

２

叩
叩
一
Ｗ
｜
皿

昭
叩
一
叩
一
ｍ

７

８

Ｆ

Ｆ

Ｖ

Ｖ

鯛
一
叩
一
剛

なし E ェ I なし177

邸
一
虹

なし

~なし
力ワシンジュガイ0．09

力ワシンジュガイ0．19

晒
一
咽

例
一
妬

脆
一
４

VF-9 1 20 12 1 24
T75 1 20 ,4 1 44

20 12
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Ⅵ自然科学的分析

Ⅵ自然科学的分析

1 放射性炭素年代測定結果について

平成19年度に当財団が株式会社加速器分析研究所に委託し、年代測定の成果として提出された「放

射性炭素年代測定結果報告書」を掲載する。報告書中の測定結果については、今回報告するv層の

測定結果9点について抜き出して掲載している。測定の対象となった試料IAAA-72173～72177･

72180～72182.72184の採取位置などについては表lのとおりである。

測定試料は、竪穴住居跡や土坑から採取された炭化物である。各遺構の形成年代を把握することを

目的として測定を依頼した。

inl1定結果については、現場での観察結果および整理段階での検討結果と、今回の測定数値におおき

な乖離は見られなかった。

縄文時代前期後半を想定していたVH-2 ・VH-6は4,489～4,537yrBP、後期前葉を想定して

いたVH-7 ･VP-10は3,490～3,528yrBP、後期中葉～後葉を想定していたVH-ll･VP-39･

VP-42は3,218～3,407yrBPという数値を得た。 これらについては、おおよそ想定した年代ごとに

まとまった数値となっており、数値自体もこれまでの年代観に対して異論を挟むものではないと考え

られる。また、各遺構から出土する遺物や周囲から出土する遺物とも矛盾しない。 （酒井）

表Ⅵ－1－1 放射性炭素年代測定試料一覧

試料

番号

暦年較正用

(yrBP・丸め込みなし）

暦年較正1 o

(yrcalBP)

暦年較正2o

(yrcalBP)
試料 出七地点 層位 CodeNo． ｜前処理

3360-3320BC(18.3%)
3280-3260BC(0.8%)
3240-311OBC(49.2％）

HP－23

坑底
3370-3260BC(35.1%)
3250-3090BC(60.3%)

炭化物No．9 VH 2 IAAA-72173 AAA 1537±37

3340-3260BC(29.0%)
3250-3210BC(142%)
3190-3150BC(129%)
313()-309OBC(12.1％）

HP 1

覆土4層
3350-3080BC(91.8%)
3060-3030BC(3.6%)

炭化物No.1(） VH 6 IAAA-72174 4AA 1489±35

HF 1

覆土
1900-1730BC(943%)
1710-169OBC(1.1％）

炭化物No．11 VH－7 IAAA-72175 3490±31ヘAA 1880-176OBC(68.2％）

HF 1

覆土
1920-1870BC(28.1%)
1850-177()BC(40.1％）

炭化物No.12 VH 7 IAAA-72176 XAA 3528±31 1940-175OBC(95.4％）

1870-1840BC(3.0%)
1780-1610BC(92.4%)

炭化物No.13 床面付近VH 11 IAAA-72177 3407士32AAA l750-l665BC(68.2％）

1990-1860BC(20.2%)
1850-1770BC(48.0%)

1690-1600BC(61.6%)
1570-1560BC(4.2%)
1550-1540BC(2.4%)

炭化物 覆土No．16 VP 10 IAAA-72180 3523±3］AAA 1940-175OBC(95.4％）

1740-1710BC(2.9%)
1700-1520BC(92.5%)

1610-1580BC(2.6%)
1540-1410BC(92.8%)

1670-1650BC(1.4%)
164()-149OBC(94.0％）

炭化物No.17 覆」VP 39 IAAA－72181 AAA 3344±30

炭化物８

０

１

ワ

ム

０

Ｏ

Ｎ

Ｎ

覆」VP－42 IAAA-72182 AAA 3218±3］ 1515-1445BC(68.2%)

炭化物 V層 | IAAA-72184 AAA 3287±33 1610-1520BC(682%)

9Q7
色J~I



祝梅川小野遺跡における放射性炭素年代(AMS測定）

(株)加速器分析研究所

1 測定対象試料

祝梅川小野遺跡は、北海道千歳市祝梅485番地2ほか（北緯42. 49′ 51〃 、東経141｡ 41' 52" )に

所在する。測定対象試料は、祝梅川小野遺跡から出土した炭化物9点である。

2 測定の意義

遺構の年代を明らかにする。

化学処理工程

メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

AAA(AcidAlkaliAcid)処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り

除く。最初の酸処理では1Nの塩酸(80｡C)を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性に

なるまで希釈する。アルカリ処理では0.001～1Nの水酸化ナトリウム水溶液(80｡C)を用いて

数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸(80

｡C)を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、 90｡Cで乾燥する。希釈の|際に

は、遠心分離機を使用する。

試料を酸化銅19と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、 500｡Cで30分、 850･Cで2時間加熱す

る。

液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素(CO2)を精

製する。

精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元） し、グラファイトを作製

する。

グラファイトを内径1mmのカソードにハンドフ・レス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速

器に装着し測定する。

ｊ

ｊ

３

１

２

の､

Oノ

l)

5）

6）

4 測定方法

測定機器は、 （株)加速器分析研究所の''C-AMS專用装置を使用する。 #1l1定では、米国国立標準局

(NIST)から提供されたシュウ酸(HOxn)を標準試料とする。 この標準試料とバックグラウンド

試料の測定も同時に実施する。また、加速器により1℃/'2Cの測定も同時に行う。

5 算出方法

年代値の算出には、Libbyの半減期(5568年）を使用する。 ’℃年代(LibbyAge :yrBP)は、過

去の大気中1℃濃度が一定であったと仮定して測定され、 1950年を基準年(OyrBP) として遡る年代

である。 この値は、 613Cによって補正された値である。 1℃年代と誤差は, 1桁目を四捨五入して10

年単位で表示される。また、 ’℃年代の誤差（士lo）は、試料の'℃年代がその誤差範囲に入る確率が

68.2％であることを意味する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（%0 ；パーミル）で表される。 613Cは、試料
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炭素の13C濃度('3C/'2C)を測定し、基準試料からのずれを計算する。測定には質量分析計あるいは

加速器を用いる。加速器により13C/'2Cを測定した場合には表中に（加速器） と注記する。また、△'℃

は、試料炭素が613C= 25.0 (%0)であるときの'℃濃度に換算した上で計算した値である。pMC

(percentModernCarbon)は、 」℃濃度の現代炭素に対する割合を示す。

年代が既知の試料の1℃濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の'℃濃度変化などを補

正し、実年代に近づけた値を暦年較正年代という。暦年較正年代の計算では、 IntCalO4データベース

(Reimeretal 2004)を用い、OxCalv3. 10較正プログラム (BronkRanseyl995 BronkRansey

2001 BronkRamsey, vanderPlichtandWeninger2001)を使用した。暦年較正年代は、 1℃年代

に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(10=68.2%)あるいは2標準偏差(2o=

95.4％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入していない'℃年代

値である。

6 測定結果

1℃年代は、VH-2では、HP 23坑底の炭化物が4540=t40yrBP(No.9 :IAAA-72173)である。

VH-6では、HP-1覆土4層の炭化物が4490±40yrBP(No.10 :IAAA 72174)である。VH-7

では、HF-1覆土の炭化物が3490±30yrBP(No.11 : IAAA-72175) と3530士30yrBP(No.12 :

IAAA-72176)である。VH-11では、床面付近の炭化物が3410±30yrBP(No.13 : IAAA 72177)

であるoVP-10覆土の炭化物は3520士30yrBP(No.16 : IAAA-72180)、VP 39覆土の炭化物が

3340±30yrBP(No.17 : IAAA 72181)、VP-42覆土の炭化物が3220士30yrBP(No.18 : IAAA

72182)である。包含層V層出土の炭化物が3290±30yrBP(No.20 : IAAA-72184)である。

暦年較正年代(10=682%)は、No. 9が3360～3110BC、No.10が3340～3090BC、No.11が1880

~1760BC、No.12が1920～1770BC、No.13が1750～1665BC、No.16が1900～1770BC、No.17が1690

~1540BC、No.18が1515～1445BC、No.20が1610～1520BCに含まれる。

試料の炭素含有率は十分であり、化学処理および測定内容にも問題が無いことから、妥当な年代と

考えられる。
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ﾉAA

二一P

冒八IAACodeNo 料 BP年代および炭素の同位体比

試料採取場所 日本|玉l北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VH 2 HP 23坑底

炭化物

IAAA-72173 LibbyAge (yrBP) : 4,540± 40

61℃（%0)、 （加速器） ＝ ‐26.94± 0.65

△1℃(%o) = -431.5± 2.7試料形態

試料名(番号） No． 9 pMC(%) ＝ 56.85士 0．27

61℃(%o)
Ｆ

へ

Ｕ

Ｆ

ｈ

Ｕ

ｎ

Ｕ

２

２

４

０

士

十

一

十

一

８

２

０

羽

師

師

４

５

４

~

~

~

~

~

(参考） 613Cの補正無し pMC(%)

Age (yrBP)#2040-9

1AAA-72174 試料採取場所 日本国北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VH-6･HP-1覆土4層

炭化物

LibbyAge (yrBP) : 4,490士 40

61℃（%0)、 （加速器） ＝ ‐2766± 0．32

△1℃(%o) = -428.1± 2.5

pMC(%) = 5719± 0.25

試料形態

試料名(番号） No． 10

61℃(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

５

５

０

２

２

４

０

土

十

一

十

３

７

０

弘

肥

邸

４

５

４

~
~
~

(参考） 61℃の補正無し

#2040-10

試料採取場所 日本国北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VH-7・HF-1覆土

炭化物

IAAA-72175 LibbyAge (yrBP) : 3,490=t 30

61℃（%0)、 （加速器） ＝ ‐2599± 0．83

△!'1C(%0) = -3524± 2~5

pMC(%) = 64.76± 025

試料形態

試料名(番号） No. 11

6MC(%o)

pMC(%)

Age (yrBP)

LibbyAge (yrBP)

61℃(%0)、 （加速器）

△1℃（%0）

pMC(%)

３

３

０

０

６

５

５

２

２

３

３

５

２

２

０

０

０

士

十

一

十

一

十

一

十

一

十

一

十

一

７

３

０

０

８

５

５

凪

蛆

皿

闘

師

閲

“

３

６

３

３

２

３

６ ~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

(参考） 6[℃の補正無し

#2040-11

IAAA-72176 試料採取場所 日本国北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VH-7・HF 1覆土

炭化物試料形態

試料名(番号） No． 12

6MC(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

４

４

０

２

２

３

０

＋

｜

＋

’

士

６

４

０

廊

哩

唖

３

６

３

~

~

~

~

(参考） 61℃の補箙無し

#2040-12

1AAA-72177 試料採取場所 日本国北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VH-11床而付近

炭化物

LibbyAge (yrBP) : 3,410± 30

61℃（%0)、 （加速器） ＝ ‐2609± 0.86

△1℃（%0） ＝ ‐345.7± 2~6試料形態

試料名(番号） pMC(%)No. 13 ＝ 65.43士 0．26

61℃（%0）

pMC(%)

Age (yrBP)

４

４

０

２

２

３

０

士

十

十

一

１

９

０

“

昭

“

３

６

３

~

~

~

61℃の補碓無し(参考）

#2040-13
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IAA

科 BP年代および炭素の同位体比
号･P

同工、IAACodeNo

日本|玉l北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VP 10覆土

炭化物

試料採取場所 ０

８

６

６

３

８

２

２

０

０

＋

｜

＋

｜

＋

’

士

０

２

１

９

駆

型

弱

“

３

２

３

６

~~
~
~
~
~
~
~

LibbyAge (yrBP)

61℃(%o)、 （加速器）

△1℃(%o)

pMC(%)

IAAA-72180

試料形態

試料名(番号） No． 16

61℃（%0）

pMC(%)

Age (yrBP)

３

３

０

２

２

３

０

＋

｜

＋

｜

＋

’

７

３

０

．

８

８

印

４

４

３

６

３

~
~
~
~
~

61℃の補正無し(参考）

#2040-16

試料採取場所 日本国北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VP－39覆土

炭化物

０

１

５

５

３

６

２

２

０

０

＋

｜

＋

｜

＋

｜

＋

’

０

４

６

４

４

１

１

９

３

３

狐

６

３

２

３

６

~~
~
~
~
~
~
~

IAAA-72181 LibbyAge (yrBP)

6'℃（%0)、 （加速器）

△1℃（%0）試料形態

試料名(番号） No． 17 pMC(%)

61℃（%0）

pMC(%)

Age (yrBP)

４

４

０

２

２

３

０

＋

｜

＋

｜

＋

’

８

２

０

記

“

釦
３

~
~
~
~
~
~

(参考） 61℃の補正無し

#2040-17

試料採取場所 日本国北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡VP 42覆土

炭化物

IAAA-72182 LibbyAge (yrBP)

6'3C(%o)、 （加速器）

△''IC(%o)

０

５

６

６

３

０

２

２
０

士

十

一

十

十

一

０

７

２

８

２

２

１

９

２

’

１

。

３

３

６

~

~

~

~

~

~

試料形態

試料名(番号） No. 18 pMC(%)

61℃(%0)

pMC(%)

Age (yrBP)

５

５

０

２

２

３

０

＋

｜

＋

’

士

９

１

０

泌

師

妬

３

６

３

~
~
~

(参考） 61℃の補正無し

#2040-18

試料採取場所 日本国北海道千歳市祝梅485番地2ほか

祝梅川小野遺跡V層

炭化物

IAAA-72184 LibbyAge (yrBP)

61℃（%0)、 （加速器）

△1℃（%0）

pMC(%)

０

４

８

８

３

７

２

２

０

０

士

十

十

一

十

一

０

２

９

１

”

諏

謁

“

３

２

３

６

~~
~

~

~

~

試料形態

試料名(番号） No. 20

6'℃（%0）

pMC(%)

Age (yrBP)

６

６

０

２

２

３

０

＋

＋

’

＋

’

１

９

０

弘

師

〃

３

６

３

~
~
~
~
~
~

(参考） 61:℃の補正無L

#2040-20

【参考値：暦年較正Radiocarbondetermination】
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【参考値：暦年較正Radiocarbondetermmation】
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【参考値：暦年較正Radiocarbondetermination】
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【参考値：暦年較正Radiocarbondetermination】
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【参考値：暦年較正Radiocarbondetermlnation】
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VI 自然科学的分析

2 祝梅川小野遺跡出土土器等の胎土分析

平成19年度に当財団が株式会社第四紀地質研究所に委託した、土器・粘土塊の胎土分析の成果とし

て提出された「祝梅川小野遺跡出十十器等の胎土分析（報告書)」を掲載する。

今回分析の対象となった試料62点の内容については表Ⅵ 2－1 ． 2に示した。対象試料1～62は、

いずれも祝梅川小野遺跡の遺構や包含層より出土した土器・粘土塊・盤状粘土塊を抽出したものであ

る。 1～18が粘土塊・盤状粘土塊、 19～62が縄文時代前期～後期の土器片で、一部はⅣ章でも実測図

を掲載している（4～8 ． 14． 15． 18．22･38．39．49･50)｡土器片については拓影図を掲載した。

盤状粘土塊はその形状やVP 15． 17･21における出土状況などから、土器製作に関わる遣物と推

測している。また、VH-17でⅡ群b類土器と共伴し、包含層での出土分布が重なることから、縄文

時代前期後半のものが多いと考えられる。今回の分析の目的は、盤状粘土塊と主に縄文時代前期後半

の土器（大麻V式・円筒土器下層d式)、 これ以外に周辺で出土している中期・後期の土器の胎土を

分析・比較することにより、遺跡内における土器製作技術の変遷と時期を探ることである。

分析の結果では、盤状粘土塊とⅡ群b類土器が同じ組成分類に偏るということはなかった。盤状粘

土塊は大麻V式・円筒土器下層d式以外の、北筒式・タプコプ式・ウサクマイC式・鰄澗式・堂林式

などとも対比された。各土器型式は胎土の組成が多種にわたり分散する傾向が見られる。一方、盤状

粘土塊と粘土塊のみの組成分類で、十器型式との関連性が認められないものもある◎ これらの盤状粘

土塊が土器原材粘土の規格をそろえて貯蔵したものであるとすると、今回の試料は「使用されなかっ

たもの」であり、 |司一の組成の土器が存在しないことになる。分析結果から、縄文時代前期～後期の

各時期、複数の胎土種類が存在した可能性がある。 これが粘土採取地の違いを反映したものかは不明

であるが、異なる時期でもほぼ同じ組成の胎土を使用することもあったのではないか。 この生地とし

ての粘土を加工して土器を製作する技術（混和材や焼成温度など）が次第に変化し、各土器型式の胎

土組成を複雑化していったと考えられる。 （芝田）

表Ⅵ－2－1 胎土分析依頼試料一覧(1)

試料
番号

遺構番号・
調査区

遺物
番号

層位 部位 分類 式 備 考
二手

料同乳 型
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帽
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幅
一
幅
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帽
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一
帽

*,li土塊

*, li土塊

盤状粘土破片

溌状粘土破片

盤状粘土破片

盤状粘上破片

盤状粘土破片

溌状粘土破片

幣状粘土破片

粘土塊

盤状粘土破片

盤状粘土破片

盤状粘土破片
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粘土塊

粘土塊

粘土塊

８

Ⅱ

咽

咀

脂
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Ⅳ

Ⅳ

加

皿
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表VI-2-2 胎土分析依頼試料一覧(2)

遺構番号・
調査区
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番号

試料

番号
料 部位

＝圭

云式層位 分類 型 式 備 考
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Ⅵ 自然科学的分析
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Ⅵ自然科学的分析

祝梅川小野遺跡出土土器等の胎土分析(報告書）

㈱第四紀地質研究所井上巖

1 X線回折試験及び化学分析試験の実験条件

（1 ） 試料

分析に供した試料は表Ⅵ 2－3 ． 4 ：胎土性状表に示す通りである。X線回折試験に供する遺物

試料は洗浄し、乾燥したのちに、 メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に供した。化学分析は

土器をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコーテングしない

で、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析した。

(2) X線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電子製

JDX-8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target:Cu,Filter:Ni,Voltage:40kV,Current: 30mA, ステップ角度: 0.02｡

計数時間: 0.5秒。

（3） 化学分析

元素分析は日本電子製5300LV型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセット

し、実験条件は加速電圧: 15kV、分析法：スプリント法、分析倍率: 200倍、分析有効時間: 100秒、

分析指定元素10元素で行った。

2 X線回折試験結果の取扱い

実験結果は表Ⅵ 2 3 ． 4 ：胎士性状表に示す通りである。表の右側にはX線回折試験に基づく

粘土鉱物及び造岩鉱物の組織を、左側には各胎土に対する分類を行った結果を示している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現われ

る各鉱物に特有のピークの強度である。

（1 ） 組成分類

a.Mont-Mica-Hb三角ダイヤグラム

図Ⅵ－2 3に示すように三角ダイヤグラムを1～13に分割し、位置分類を各胎土について行い、

各胎土の位置を数字で表した。

Mont、Mica、Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討した。三角ダイ

ヤグラムはモンモリロナイト(Mont)、雲母類(Mica)、角閃石(Hb)のX線回折試験におけるチャー

トのピーク強度をパーセント（％）で表示する。モンモリロナイトはMont/Mont+Mica+Hb*l0Oでパー

セントとして求め、同様にMica,Hbも計算し、三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の1～4はMont,Mica,Hbの3成分を含み、各辺は2成分、各頂点はl成分

よりなっていることを表している。位置分類についての基本原則は図Ⅵ－2－3に示す通りである。

b.Mont-Ch,Mica-Hb菱形ダイヤグラム

図Ⅵ－2－4に示すように菱形ダイヤグラムを1～19に区分し、位置分類を数字で記載した。記載

不能は20として別に検討した。

モンモリロナイト(Mont)、雲母類(Mica)、角閃石(Hb)、緑泥石(Ch)の内、ア) 3成分以上含ま

れない、イ)Mont,Chの2成分が含まれない、 ウ)Mica,Hbの2成分が含まれない、の3例がある。
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菱形ダイヤグラムはMont-Ch,Mica-Hbの組合せを表示するものである｡Mont-Ch,Mica-Hbのそ

れぞれのX線回折試験のチャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、

Mont/Mont+Ch*100と計算し、Mica,Hb,Chも各々同様に計算し、記載する。

菱形ダイヤグラム内にある1～7はMont,Mica,Hb,Chの4成分を含み、各辺はMont,Mica,Hb,

Chのうち3成分、各頂点は2成分を含んでいることを示す。位置分類についての基本原則は図Ⅵ－

2－4に示すとおりである。

（2） 化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、 ノーマル法(10元素全体で100%になる）で計算し、化学分析表を

作成した。化学分析表に基づいてSiO2-Al203図、Fe203-TiO2図、K20-CaO図を作成した。 こ

れらの図をもとに、土器類を元素の面から分類した。

3 X線回折試験結果

（1 ） タイプ分類

表Ⅵ－2 3 ． 4 ：胎土性状表には祝梅川小野遺跡より出土した土器と粘土塊・盤状粘土とが記載

してある。表Ⅵ－2－7 ： タイプ．分類表に示すように土器と原土はA～Jの10タイプが検出された。

Aタイプ:Hb,Chの2成分を含み、Mont,Micaの2成分に欠ける。

Bタイプ:Hbl成分を含み、Mont,Mica,Chの3成分に欠ける。

Cタイプ:Mica,Hb,Chの3成分を含み、Montl成分に欠ける。

Dタイプ:Mica,Hbの2成分を含み、Mont,Chの2成分に欠ける。

Eタイプ:Mica,Hb,Chの3成分を含み、Montl成分に欠ける。

組成的にはCタイプ．と類似するが､検出強度が異なる。

Fタイプ° :Mica,Hb,の2成分を含み、Mont,Chの2成分に欠ける。

組成的にはDタイプと類似するが､検出強度が異なる。

Gタイプ｡ :Mica,Chの2成分を含み、Mont,Hbの2成分に欠ける

Hタイプ:Mical成分を含み、Mont,HB,Chの3成分に欠ける。

Iタイプ:Mont,Mica,Hb,Chの4成分に欠ける。

Jタイプ｡ :Chl成分を含み、Mont,Mica,HB,の3成分に欠ける。

祝梅川小野遺跡の出土土器はA～Jの10タイプすべてが検出され多種にわたる。表Ⅵ－2-7 : "

イプ．分類表に示すように、 Iタイプが22個で最も多く、次いでBとFタイプ．の各10個、Hタイプ．の8

個、A・C．，．E・G・ 』タイプの各2個である。

（2） 石英(Ot)一斜長石(PI)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。

土器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地士を作るということは個々の集団が持

つ土器制作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。 この比は後背地の地質条件に

よって各々異なってくる。

図Ⅵ－2-7 :Qt-Pl図に示すように、Qtの強度が小の領域から大の領域にかけて6グループ．

と ’ 'その他'に分類された。
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Ⅵ自然科学的分析

Qtl :Qtが90～190、Plが250～550の領域に分布する。

Qt2 :Qtが530～900、Plが150～750の領域に分布する。

Qt3 :Qtが700～1200、Plが150～1000の領域に分布する。

Qt4 :Qtが1200～1800、Plが130～800の領域に分布する。

Qt5 :Qtが1800～2650、Plが250～800の領域に分布する。

Qt6 :Qtが1400～1750、Plが1100～1550の領域に分布する。

' ｜その他” ：祝梅川小野-46はPlの値が2777と高く異質である。

4 化学分析結果

表Ⅵ－2－5 ． 6 ：化学分析表には祝梅川小野遺跡より出土した土器と粘土塊・盤状粘土とが記載

してある。分析結果に基づいて図Ⅵ 2-8 :SiO2-Al203図、図Ⅵ－2-9 :Fe203-TiO2図、

図Ⅵ－2-10 :K20-CaO図を作成した。

(1) SiO2-A|203の相関について

図Ⅵ－2 8 :SiO2 Al203図を基準として、祝梅川小野遺跡より出土した土器と粘土塊・盤状

粘土はI～Ⅵの6タイプに分類した。

タイプI :SiO2が36～43%、Al203が38～40%の領域に分布する。

タイプ．Ⅱ 鴬SiO2が44～52%、Al203が30～40%の領域に分布する。

タイプⅢ:SiO2が50～62%、Al203が18～33%の領域に分布する。

タイプ｡W:SiO2が63～69%、Al203が19～24%の領域に分布する。

タイプ°V:SiO2が76～79%、Al203が11～16%の領域に分布する。

タイプⅥ:SiO2が36～37%、Al203が28～29%の領域に分布する。

(2) Fe203-TiO2の相関について

図Ⅵ－2-9 :Fe203-TiO2図に示すように、Fe203の領域によって4グループ．に細分された。
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Fe203が4.0～11%、TiO2が0.5～1.7%の領域に分布する。

Fe203が10.5～15.5%、TiO2が0.7～1.8%の領域に分布する。

Fe203が17.5～19.5%、TiO2が1.0～1.5%の領域に分布する。

Fe203が25～26%、TiO2が20～3.0%の領域に分布する。

(3) K20-CaOの相関について

図Ⅵ－2 10 :K20-CaO図に示すようにK20の値によって4グループ°と"その他''に分類した。

K20-1 :K20がO～15%、CaOが0.1～1.7%の領域に分布する。

K20-2 :K20がl.5～2.4%、CaOが0～1.9%の領域に分布する。

K20-3 :K20が2.5～3.1%、CaOが0~5～1.3%の領域に分布する。

K20-4 :K20が3.8～4.0%、CaOが0.6～1.0%の領域に分布する。

"その他” ：祝梅川一39はCaOが4.58%と高く異質である。
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5 まとめ

X線回折試験と蛍光X線分析の結果に基づいて、祝梅川小野遺跡より出土した土器と粘土塊・盤状

粘土を表Ⅵ－2－7 ： タイプ．分類表、および表Ⅵ－2－8 ． 9 ：組成分類表に示すように分類した。

1）土器胎土はA～Jの10タイプに分類された。表Ⅵ－2－7 ： タイプ．分類表に示すように、祝梅川

小野遺跡の出土土器はA～Jの10タイプすべてが検出され多種にわたる。最も多いのはIタイプ

の22個、次いでB･Fタイプ°の各10個、Hタイプ．の8個、A・C．，．E・G． Jタイプ．の各2

個である。

2）図Ⅵ－2-7 :Qt Pl図に示すように、Qtの強度が小さい領域～大きい領域にかけて6グルー

プ．と"その他''に分類された。

3）表Ⅵ－2－8 ． 9 ：組成分類表に示すように、土器と粘土のX線回折試験と化学分析の結果に基

づいて図Ⅵ－2 7 :Qt-Pl図、図Ⅵ－2-8 :SiO2-Al203図、図Ⅵ－2 9 :Fe203-TiO2

図、図Ⅵ－2-10 :K20-CaO図を作成し、各相関により分類したもので組成分類をおこなった。

A: 「①タイプI ･Qtl ･Fe203-3｣、「②タイプ°I ・Qt2 ・Fe203-2｣、 「③タイプⅡ．Qt2 ･

Fe203-1」、 「⑧タイプⅢ･Qt2･Fe203-1」、 「⑨タイプ°Ⅲ･Qt2 ・Fe203-2」、 「⑯

タイプⅢ･Qt5･Fe203-3」、 「⑮タイプ．Ⅳ･Qtl ･Fe203-4」の7タイプは粘土塊あ

るいは盤状粘土破片で組成的に土器と対比されるものはない。

B : 「⑩タイプⅢ．Qt3 ・Fe203-1」が13個で最も多く検出された。祝梅川 12． 14の盤状粘土

破片と祝梅川－22．28の大麻V式、 30．32．34の円筒土器下層d式、 38．50．51のタプコプ式、

53のウマクサイC式、 61 ．62の堂林式の土器が同じ組成を示す。

C : 「⑫タイプ｡m･Qt4 ・Fe203-1」は8個検出され、祝梅川-13の盤状粘土破片と祝梅川-29

の大麻V式、 35の円筒土器下層d式、 36．48の北筒式、42．43の堂林式、 59の糀澗式の土器が同

じ組成を示す。

D: 「⑬タイプⅢ･Qt4･Fe203 2」は4個検出され、祝梅川 9の盤状粘土破片と祝梅川-39

のタプコプ式、40のウマクサイC式、41の硴澗式の土器が同じ組成を示す。

E : 「⑭タイプ°Ⅲ･Qt5 ・Fe203-1」は4個検出され、祝梅川-19．24の大麻V式、 57の雛澗式、

60の堂林式の土器が同じ組成を示す。

F : 「⑪タイプ｡m･Qt3 ・Fe203-2」は3個検出され、祝梅川-18の粘土塊と祝梅川-21の大麻

V式、 37の北筒式の土器が同じ組成を示す。

G: 「⑮タイプ．Ⅲ･Qt5 ･Fe203-2」は3個検出され、祝梅川-54．55のウマクサイC式、 58の

硴澗式の土器が同じ組成を示す。

H: 「④タイプ｡n･Qt3 ・Fe203 2」は2個検出され、祝梅川-33･45の円筒土器下層d式の土

器が同じ組成を示す。

I : 「⑳タイプ．Ⅳ．Qt5･Fe203-1」は2個検出され、祝梅川-27の大麻V式と祝梅川-31の円

筒土器下層d式の土器が同じ組成を示す。

J :⑤～⑦、⑰～⑳、⑳～⑳の各タイプは各々1個が1タイプ・として独立しており、多種にわたる。

これらの傾向は大麻V式土器で多く見られる。

4）祝梅川小野遺跡の粘土塊と盤状粘土破片、土器との関係は複雑で、分析した粘土関連のものはそ

のほとんどが土器と対比されるものがない。 しかし、土器と直接関連する粘土塊と盤状粘土破片

があり、 これらはQt Pl相関でも化学組成でも類似性が高く関連性が認められる。

5）大麻V式土器は胎土の組成が多種にわたり分散する傾向が強い。
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1
6
9

1
7
9
5
5
3
6

8
8

５４
００

４３

2
2
8 ６１

５５

６７
３７

３６
２１

８４
４８

３５
２１

1
6
1

６０
ｄｎ】

９
“ワＤ

Ｐ

タ
イ
プ

分
類

物
分

類

~
弐
~
-
｢
-

遺 一 型
試

料
分
類

備
考

祝
梅
川
－
1

粘
k
塊

粘
土
塊

盤
状
粘
土
岐
ハ

Ｂ ｌ Ｉ ｌ Ｆ ｌ Ｆ ｌ Ｆ ｌ Ｆ ｌ Ｆ Ｈ ｌ Ｈ ｌ Ｉ ｌ Ｉ ｌ Ｉ Ｄ ｌ ｌ ｌ Ｆ ｌ Ｉ Ｉ ｌ Ｉ ｌ Ｉ Ｂ ｌ Ｉ ｌ Ｆ ｌ Ｂ Ｆ ｌ Ｂ ｌ Ｄ ｌ Ｂ ｌ Ｉ Ｂ ｌ Ｂ ｌ Ｈ Ａ ｌ Ｇ Ｅ ｌ Ａ

２ ３ ４ ５ ６ ７

~ ~ ~ ~ ~ ~

梅 梅 梅 梅 梅 梅

祝 祝 祝 祝 祝 祝

盤
状
粘
k
破
j

l
ほ
ぼ
完
形
に
接
合

3
/
4
接
合
。
細
か
く
割
れ
て
い
る

2
{
|
N
体
の
う
ち
1
点
。
l
/
2
残

l
/
4
残

4
/
5
接
合

小
片
多
数
・
接
合
不
可

小
片

l/
4残

小
片

1/
6残

小
型

1／
2残

小
型

1
／
2
残

盤
状
粘
土
破
ハ

盤
状
粘
土
破
1

1

盤
状
粘
土
破
片

祝
梅
川

8

祝
梅
川
一
9

祝
梅
川
－
1

祝
梅
川
一
1

祝
梅
川
一
1

盤
状
粘
土
破
片

盤
状
粘
土
破
片

粘
土
塊

盤
状
粘
土
破
片

０ ’ １ ’ ２
盤
状
粘
土
破
片

盤
状
粘
土
破
ﾊ

祝
梅
川
－
1
3

祝
梅
川
－
1
4

盤
状
粘
土
破
ハ

盤
状
粘
土
破
ハ

祝
梅
川
－
1
5

祝
梅
川
一
1
6

祝
梅
川
一
1
7

祝
梅
川
一
1
8

祝
梅
川
一
1
9

祝
梅
川
2
0

祝
梅
川
－
2

1

祝
梅
川
－
2
2

祝
梅
川
一
2
3

祝
梅
川
一
2
4

祝
梅
川
2
5

祝
梅
川
2
6

祝
梅
川
2
7

祝
梅
川
一
2
8

祝
梅
川
一
2
9

祝
梅
川
3
0

祝
梅
川

3
1

祝
梅
川
3
2

祝
梅
川
3
3

祝
梅
川
一
3
4

祝
梅
川
3
5

粘
l菖
塊

粘
土
塊

2
．
3
c
m
の
粘
土
塊
多
数

や
や
小
型
2
/
3
残

内
面
縄
文

内
面
縄
文

粘
土
塊

尉 一 鰐

式 式 式 式 式 式

． ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ

層 層 層 層 層 層

下 下 下 下 下 下

式 式 式 式 式 式 式 式 式 式 式 器 器 器 器 器 器

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ 土 土 士 士 士 土

麻 麻 麻 麻 麻 麻 麻 麻 麻 麻 麻 筒 筒 筒 筒 筒 筒

大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 大 円 円 円 円 円 円

２ ２ ２ ２ ２ ２

~ ~ ~

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ

ｌ １ １ １ １ １１ １ １ １ １ １

｣三
越

土
器
片

土
器
ハ

|器
片

復
元
土
器
と
同
じ
・
破
片
多
数

内
面
縄
文

内
面
縄
文

内
面
縄
文
・
表
面
剥
落

|
｜
唇
施
文
に
繩
線
2
条

|
i
唇
施
文
・
縄
線
2
条
・
内
面
縄
文

1
1
唇
繩
線
・
内
面
縄
文
・
縄
文
1
条

口
唇
施
文
・
内
面
縄
文
・
縄
文
1
条

撚
糸
文
・
内
面
横
位

撚
糸
文
・
絡
条
体
圧
痕

撚
糸
文
・
内
面
も
施
文

繰
絡
文

尉 肘 一 榊

l
l
b

2 ２ ２
~

ｂ ｂ

Ⅱ Ⅱ

t器
1斗

２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３

~~ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ

ｌ １ １ １ １ １ １ １１ １ １ １ １ １ １ １

掛 尉 時 静
冒 皿 澆 華 排 雪 卑 詰

'一
器
片

鍔 端

M
o
n
t
：
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
M
i
c
a
：
塞
母
類
H
b
：
角
閃
石
C
h
：
緑
泥
石
（
C
h
:
F
c
一
次
灰
射
、
C
h
:
M
g

二
次
反
射
）

Q
t

：
イ
テ
英
Pl
：
斜
長
石
C
r
i
s
t

：
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ

Mu
ll
it
e

；
ム
ラ
イ
ト

K-
fe
ls
r
カ
リ
長
r
i
H
a
l
l
o
y
：
ハ
ロ
イ
サ
イ

|、
K
a
o
l

：
カ
オ
リ
ナ
イ

｜・
1
.
v
r
i
t
e
:
黄
鉄
鉱
A
u
：
普
通
輝
石
P
y
:
紫
蘇
純
ｲ
7

C
Q 巨



表
Ⅵ
－
2
－
4
胎
士
性
状
表
（
2
）

』 』 函

試
料

N
C

組
成
分
類

粘
土
鉱
物
お
よ
び
造
岩
鉱
物

Mo
-M
i-
Hb

M
o
-
C
h
,
M
i
-
H
b
M
o
n
t
M
i
c
a
H
b

Ch
IF
el
Ch
(M
91

Q
t

Pl
Cr
is
t
Mu
lI
it
eK
-f
el
s
Ha
l
lo
y
Ka
ol

PY
ri
te
A
u

試
料

分
類

14
2
0

1
5
1
7
5
7
7

9
5

t
器
片

Ⅲ
b

3

5
20

10
7

10
42

4
1
3

12
9

1
器
片

I
Ⅱ
b
－
3

7
2(
)

]0
5

98
1
17
0
6
0
6

70
1
器
片

Ⅳ
a
－
2

8
20

89
1
6
5
8
70
7

,
t
器
片

Ⅳ
a
－
2

8
20

10
4

13
05

4
7
7

91
土
器
片

Ⅳ
b
－
1

8
8

96
58

16
31

4
1
5

土
器
片

I
V
b

3

8
2
0

8
0

1
3
4
3
7
9
4

9
2

土
器
片

Ⅳ
c

l

儲瞬吋

３３

~
ｂｂ

ⅢⅢ

9
8

卯
－８

３１

~
ｂｂ

ⅣⅣ

l器
片

上
器
片

１

ｃ

タ
イ
プ

分
類

遺
物

分
類

型
式

備
考

北
筒
式

司
巴
同
_生
､‘

イ
ト
'1
~'
･~
〒
f・

タ
プ
コ
プ
式

土
器
囲
炉
の
t器
と
|首
lじ

タ
プ
コ
プ
式

土
器
囲
炉
の
土
器
と
|
司
じ

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

沈
線
・
磨
消
縄
文

硴
澗
式

口
縁
・
沈
線
十
刻
み

堂
林
式

口
縁
・
沈
線
＋
刻
み

堂
林
式

口
縁
・
突
瘤
文

円
筒
土
器
ﾄ
屑
d
式

円
筒
土
器
下
層
d
式

多
軸
絡
条
体

北
筒
式

北
筒
式

北
筒
式

突
起
部
か

タ
プ
コ
プ
式

土
器
朋
炉
の
土
器
と
同
じ

タ
プ
コ
プ
式

土
器
囲
炉
の
土
器
と
同
じ

タ
プ
コ
プ
式

｜
ﾉﾘ
而
施
文

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

口
唇
施
文

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

1
ｺ
唇
施
文

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

1
ｺ
唇
施
文

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

口
唇
施
文

硴
澗
式

刻
み

硴
澗
式

刻
み

硴
澗
式

刻
み
無
文
部
・
に
I
唇
角
刻
み

雛
澗
式

刻
み

堂
林
式

突
瘤
文

土
器
囲
炉
の

t器
と
|首
l上

土
器
囲
炉
の
土
器
と
|
司
上

沈
線
・
磨
消
縄
文

祝
梅
川
一
3
6

祝
梅
川
一
3
7

祝
梅
川
一
3
8

祝
梅
川
－
3
9

祝
梅
川
－
4
0

祝
梅
川
－
4

1

祝
梅
川
一
4
2

祝
梅
川
一
4
3

祝
梅
川
一
4
4

祝
梅
川
－
4
5

祝
梅
川
－
4
6

祝
梅
川
－
4
7

祝
梅
川
一
4
8

祝
梅
川
一
4
9

Ｉ Ｂ ｌ Ｆ ｌ Ｈ Ｈ Ｇ H I I I

１
Ｃ

Ⅳ Ⅳ
馴 舵 稲 伽 ㈱ 皿 師 蹄 卯 帥 山 稲 沁 、 祁 兜 帥 例 祁 槌

畑 卸 籾 加 減 姻 剛 畑 翅 吋 那 蝿 弛 邨 、 如 蝿 池 恥 鋤

０ ７ ９ ５ 粥 科 ０ ８ 蛇 仙 妬 岬 師 岨 的 別 、 肥 諏 馴

岬 蠅 槌 船 略 画 兜 、 川 Ⅳ 山 吟 加 泌 肥 蛇 旧 吟 ９ ７

ｎ Ｕ （ ｘ Ｕ 貝 ・ Ｕ

８ 皿 ５

２ ７

４ ４

１ １

８ ０ ８ ９ ５ ９

８ ｕ ９ ７ ６ ７

６ 卯 ３

創 噸 、９ １ ９

加 加 加 瓢 加 叩 加 加 別 Ⅲ 加 加 加 ９ 狐 加 加 加 加 加

皿 腔 必 胆 ５ ６ Ｍ ８ ４ ６ Ｍ ５ ８ ７ 鴫 Ⅲ Ⅲ ７ Ⅲ Ⅲ

５ ０

８ ９

7q
~
『且ノ

土
器
片

土
器
片

｜
Ⅱ
b
－
3

土
器
片

Ⅱ
b
－
3

Ⅲ
b

3
土
器
片

Ｊ Ｂ
蹄 群 畔

３ ３ ２ ２ ２ １ １ １ １ ３ ３ ３ ３ １

~ ~ｂ ｂ ａ ａ ａ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ Ｃ

Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ

Ｃ ｌ Ｉ ｌ Ｈ
榊 ㈱

祝
梅
川
一
5
0

祝
梅
川
－
5

1
Ｉ に

開 噺 幟

祝
梅
川
一
5
2

祝
梅
川
－
5
3

祝
梅
川
－
5
4

祝
梅
川
－
5
5

祝
梅
川
一
5
6

祝
梅
川
一
5
7

祝
梅
川
一
5
8

祝
梅
川
一
5
9

ｌ ｌ Ｂ ｌ Ｈ ｌ Ｅ Ｊ ｌ Ｉ ｌ Ｉ

詩 一 斜 鍔 錯 耕 一 錯 一 鍋 榊

祝
梅
川
一
6
0

祝
梅
川
－
6

1
堂
林
式

堂
林
式

突
纈
文

１ Ｉ

１ １

Ｃ Ｃ

Ｖ Ｖ１ １
祝
梅
川
一
6
2

M
o
n
t
：
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト

M
i
c
a
：
雲
母
類

II
b
：
角
閃
府
C
h
：
緑
泥
石
（
C
h
;
F
e
一
次
反
射
、
C
h
:
M
g

二
次
1文
射
）

Q
t
：
石
英
P
l
：
斜
長
石
C
l
､
i
s
t

：
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ

l

Mu
ll
it
e
：
ム
ラ
イ
ト

K-
fe
ls

：
カ
リ
長
石
H
a
l
l
o
y
：
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
K
a
o
l

：
カ
オ
リ
ナ
イ
ト

P
y
r
i
t
e
:
黄
鉄
鉱
A
u
：
杵
迩
輝
ｲ
i
P
y
:
紫
蘇
輝
石
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Ⅵ
－
2
－
5
化
学
分
析
表
（
1

）

試
料
番
号

祝
梅
川
一
1

祝
梅
川
－
2

祝
梅
川
一
3

ｐ ２ ９ １ ９ ５ １ ６ ８

ａ ９ ４ ３ ６ ４ ２ ５ ９

Ｎ Ｏ １ １ １ １ １ １ １

M
g
O

1．
44

0．
00

0．
00

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0．
00

0
.
0
0

1
.
4
0

0
.
0
0

0．
00

0.
()
0

0
.
1
6

0
.
0
0

0．
63

0
.
0
0

0
.
4
5

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

0．
00

0．
00

0
.
0
0

0
.
0
0

0．
00

0
.
0
0

0
.
0
0

0
.
0
0

1
.
2
1

0．
00

３
ｐ 銘 記 囲 鳴 弱 氾 研 乃 訓 脇 師 沼 弘 肥 別 師 兜 蛤 錦 門 脇 開 閉 鈍 師 別 記 踊 帥 船 躯 開 鋤 路 卯~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

ｌ Ｏ ９ ０ ９ ５ ６ ０ ９ ９ ９ ４ ９ ６ ２ ２ ８ ７ ９ ９ ０ ８ ７ ８ ３ ９ ２ ３ ７ ６ ８ ０ ９ ２ ８ ２

Ａ ３ ３ ３ ２ ３ ２ ３ ２ １ ３ ３ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２

２
０ ％ 例 開 Ⅳ 犯 刷 船 師 刷 肥 艶 弘~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ６ ０ ３ １ ３ ８ ８ ９ ２ ｌ ４

Ｓ ５ ３ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ４ ５ ５

試
料

粘
土
塊

粘
土
塊

盤
状
粘
土
破
片

盤
状
粘
土
破
片

盤
状
粘
土
破
片

盤
状
粘
土
破
片

樅
状
粘
土
破
ハ
・

盤
状
粘
土
破
片

盤
状
粘
土
破
片

分
類

｜
型

式
K
2
0
C
a
O

3
.
8
4

0
.
9
8

0
.
4
3

1
.
4
1

2．
06

0
.
9
3

3
.
4
2

2
.
0
3

1
.
7
9

0
.
7
9

2
.
5
4

0
.
7
3

2
.
1
1

0
.
7
5

2
.
2
5

（
).
75

3
.
9
7

0．
82

1
.
3
1

0
.
7
8

2
.
7
7

（
).
57

2
.
0
7

0
.
8
0

3
.
0
7

0
.
5
6

3
.
8
7

0
.
6
9

2
.
2
7

0
.
6
9

0
.
7
0

2
.
7
4

0
.
8
2

3
.
2
3

1
.
6
8

1
.
0
4

1
.
9
5

0．
84

f
,
r
一
万

U
､
O
／

0．
80

噸
一
邪

備
考

T
i
O
，

1
.
0
4

M
n
O
F
e
2
0
@

0
.
0
0

9
.
5
9

1
.
0
5

17
．
54

0
.
2
7

1
2
.
9
4

0．
66

8．
49

0．
42

6．
93

0．
38

1
3
.
4
4

0
.
1
1

4
.
9
1

0．
47

5．
19

0
.
1
7

1
3
.
0
9

0
.
4
0

1
3
.
2
4

0
.
0
0

7
.
6
7

0．
41

9．
63

0．
28

6．
50

0
.
6
6

6．
63

1
.
4
6

1
9
.
7
4

1．
22

25
.(
)9

1
.
7
9

2
5
.
4
0

0
.
6
5

1
1
.
4
0

0
.
7
0

1
0
.
2
3

0
.
4
3

1
1
.
8
4

0
.
6
0

1
1
.
9
6

0
.
5
0

8
.
1
5

0
.
5
2

8
.
1
6

0
.
6
7

1
0
.
2
3

()
.7
2

6．
88

0
.
2
8

6．
55

0．
13

7．
53

0．
86

8．
64

0
.
0
0

8
.
5
9

0
.
4
4

9
.
1
5

0．
35

4．
76

0．
56

8．
63

1
.
3
0

1
3
.
3
2

0
.
2
3

1
0
.
3
2

0
.
5
4

8．
90

4
q
l

二
ﾆ
上

5．
19

N
i
0

0
.
3
1

0
.
3
1

0
.
0
6

0．
00

0．
48

0．
00

0
.
1
5

0
.
0
0

0．
01

0．
44

0．
00

0
.
3
2

0
.
0
0

0．
42

0．
64

0
.
1
9

0．
00

0
.
0
0

0．
00

0．
32

0
.
1
1

0
.
1
2

0
.
0
0

0
.
0
0

0．
48

0．
48

0
.
0
0

0
.
1
2

T
o
t
a
l

9
9
.
9
8

1
0
0
.
0
0

1
0
0
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9
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9
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9
.
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0
0
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0
0
.
0
0

9
9
.
9
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1
0
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.
0
1
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0
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1
0
0
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1
0
0
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0
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.
9
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1
0
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.
0
0

1
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.
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0

1
0
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.
0
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.
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咄 切

~

祝
梅
川
－
4

ほ
ぼ
完
形
に
接
合

3
/
4
接
合
。
細
か
く
割
れ
て
い
る

2
個
体
の
う
ち
1
点
。
l/
2残

I
/
4
残

、 噸 一 噸 一 四 ｜ Ⅷ 蝿 噸 一 価 一 皿 一 噸 血 一 岬

祝
梅
川
一
5

祝
梅
川
－
6

祝
梅
川
－
7

祝
梅
川
一
8

祝
梅
川
－
9

祝
梅
川
－
1

祝
梅
川
－
1

祝
梅
川
－
1

4
/
5
接
合

小
片
多
数
・
接
合
不
可

小
片

1/
4残

小
片

恥 一 噸
０ ’ １ ２

粘
土
塊

盤
状
粘

'二
破
片

唖 一 蝿 隅

盤
状
粘
土
破
片

盤
状
粘
土
破
ハ

盤
状
粘
土
破
片

祝
梅
川
－
1
3

１ ７

２ ８

１ ２

６ ５

睡 樫 一 岬

祝
梅
川
－
1

祝
梅
川
－
1

祝
梅
川
－
1

祝
梅
川
一
1

４ ｌ ５ ｌ ６ ７

ｗ 卿

睦 一 峰
４ ２ １ ８ ５ ９ ５ ８ ８ ６ ３ ８ ４ ３ １ ４ １ ０ ８ ２ ２

７ ０ １ ３ ８ ２ ６ ５ ７ ７ ０ ４ １ １ ３ ４ １ ５ ５ ４ １~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

０ ７ ６ ２ ３ １ ４ ７ ６ ０ ５ ３ ３ ８ ８ ６ ８ ５ ８ ６ １

５ ３ ３ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ６ ６ ６ ６ ５ ５ ５ ６ ５ ４ ５ ６

盤
状
粘
土
破
片

粘
土
塊

ｗ ｜ 皿 皿

細 一 独
粘
土
塊

粘
土
塊

土
器
片

土
器
片
．

2
．
3
c
m
の
粘
土
塊
多
数

や
や
小
型
2
/
3
残

内
面
縄
文

内
面
縄
文

祝
梅
川
一
1
8

皿 一 唖 咄 一 岬 一 叩 一 皿 皿 岬 一 唾 一 切 一 堀 一 ｍ 一 咄 一 蠅 一 山 一 邸 脚 一 ”

祝
梅
川
－
1

祝
梅
川
－
2

祝
梅
川
一
2

祝
梅
川
－
2

９ ０ ’ １ ’ ２

皿 一 唖 幟

式 式 式 式 式 式

ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ

層 層 層 層 陥 層

一 、 一 、 一 、

~

一 、 一 、

~

一 、

~

１ １ １ １ １ １

式 式 式 式 式 式 式 式 式 式 式 器 器 器 器 器 器

緬 榊 榊 榊 緬 緬 榊 榊 榊 榊 岬 唾 鼬 齢 鼬 繩 駈

大 火 人 大 大 大 人 大 大 大 大 円 円 円 円 円 円

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３

~ ~ ~ ~~ ~

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

郡 ｍ

恥 一 岬
土
器
l

1

土
器
片

Ｊ １

Ⅸ ０

‐ ０

淵 ０

１ １
蠅 一 皿 一 皿 一 辨 秘 一 皿 一 皿 一 識 噸 一 却 幽 一 恥

岬 哩 一 ｍ 一 幽 叩 一 吋 一 隅

復
元
土
器
と
|
可
じ
・
破
片
多
数

内
面
縄
文

内
面
縄
文

内
面
縄
文
・
表
面
剥
落

口
唇
施
文
に
縄
線
2
条

口
唇
施
文
・
縄
線
2
条
・
内
面
縄
文

口
唇
縄
線
・
内
面
縄
文
・
縄
文
1
条

口
唇
施
文
・
'
ﾉ
1
面
縄
文
・
繩
文
1
条

撚
糸
文
・
内
面
横
位

撚
糸
文
・
絡
条
体
圧
痕

撚
糸
文
・
内
面
も
施
文

繰
絡
文

2
0
2

祝
梅
川
－
2
3

1
.
6
5

1
Q
7

入
.
J
~
』

土
器
片

土
器
片

土
器
ハ
・

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

叩 皿 仙 川 的 皿

皿 皿 加 加 ９ １

０ ０ ０ ０ ９ 帥

祝
梅
川
－
2
4

祝
梅
川
一
2
5

狸 一 皿 ｍ ｜ 唖

祝
梅
川
一
2
6

祝
梅
川
－
2
7

祝
梅
川
－
2
8

祝
梅
川
－
2
9

祝
梅
川
一
3
0

祝
梅
川
－
3

1

皿 蝿

山 堀

咽 一 ｍ

８ ８

９ ９

９ ９

９ ９
昌 垂 澆 華 排 罫 宰 宝

麺 一 噸 一 噸 皿 一 称

嘔 咄 一 咄 一 岬 岬

岬 一 岬 一 Ⅷ ｜ 岬 一 叩

9
9
.
9
9

1
0
0
.
0
0

9
9
.
9
9

9
9
.
9
9

1
0
0
.
0
1

祝
梅
川
－
3
2
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梅 梅 梅

祝 祝 祝

３ ’ ４ ’ ５

0
4
0
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1
.
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分 皿 阯 恥 恥 恥 恥 恥 恥 吐 血 吐 血 皿 陥 恥 恥 恥 叱 恥 恥 恥 恥 恥 恥 阯 恥 恥

型
式

北
筒
式

北
筒
式

タ
プ
コ
プ
式

タ
プ
コ
プ
式

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

鯲
澗
式

堂
林
式

堂
林
式

円
筒
土
器
下
層
d
式

円
筒
土
器
下
層
d
式

北
筒
式

北
筒
式

備
考

試
料

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

土
器
片

試
料
番
号

祝
梅
川
一
3
6

祝
梅
川
－
3
7

祝
梅
川
－
3
8

祝
梅
川
一
3
9

祝
梅
川
-
4
0

祝
梅
川
－
4

1

祝
梅
川
－
4
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祝
梅
川
－
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祝
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．
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.
2
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2
.
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1
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1
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88

1
2
.
5
0

7．
77

8．
87

N
i
0

0．
02

0
.
0
0

0．
23

0．
00

0．
23

0
.
3
7

0
.
1
6

0
.
5
7

0．
68

0．
00

0．
43

0
.
0
0

0
.
1
6

0
.
0
6

0．
32

0．
27

0．
00

0．
41

0．
00

0．
00

0．
09

0
.
2
8

0
.
0
0

0
.
0
9

0
.
0
0

0．
00

0
.
0
3

T
o
t
a
l

1
0
0
.
0
1

1
0
0
.
0
0

9
9
.
9
9

1
0
0
.
0
1

1
0
0
.
0
0

9
9
.
9
8

9
9
.
9
9

1
0
0
.
0
0

1
0
0
.
0
0

1
0
0
.
0
0

9
9
.
9
9

1
0
0
.
0
1

1
0
0
.
0
1

9
9
.
9
9

9
9
.
9
9

9
9
.
9
9

10
0．
01

1
0
0
.
0
0

9
9
.
9
8

1
0
0
.
0
0

1
0
0
.
0
0

1
0
0
.
0
0

1
0
0
.
0
2

1
0
0
.
0
0

9
9
.
9
9

9
9
.
9
9

1
0
0
.
0
2

T
i
O
2
M
n
O

1
.
0
3

0
.
2
8

1．
47

0．
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0
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3
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0
.
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51

0
.
4
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0
.
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0
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0
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2
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0
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0
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0
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1
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0
.
2
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0
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1
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1
1

0
.
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岬
一
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A
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2
0
3
S
i
O
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2
6
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6
5

6
0
.
7
3
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．
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5
4
.
1
9

2
3
.
1
1

5
8
.
9
4

2
1
.
8
4

5
4
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0
2

2
5
.
5
6

5
3
.
2
6

2
3
.
8
6

5
5
.
6
5
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．
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6
1
.
0
9

2
4
.
5
3

5
9
.
4
9

3
7
.
9
3
4
4
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9
6

3
2
.
0
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5
1
.
7
5

3
9
.
1
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4
6
.
8
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6
.
5
9
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2
6
.
7
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5
8
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6
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5
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6
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7
6
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2
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2
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3
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5
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1
9
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5
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5
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5
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1
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1
1
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4
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g
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0
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6
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.
0
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0
.
1
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0
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Ｎ １ １ ２ １ １ １ １ １ １ １ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ Ｌ Ｑ Ｑ １ Ｑ Ｌ Ｌ １

上
器
囲
炉
の
土
器
と
同
じ

土
器
囲
炉
の
土
器
と
同
じ

沈
線
・
磨
消
縄
文

口
縁
・
沈
線
＋
刻
み

口
縁
・
沈
線
十
刻
み

口
縁
・
突
瘤
文

多
軸
絡
条
体

祝
梅
川
一
4
5

祝
梅
川
一
4
6

祝
梅
川
－
4
7

祝
梅
川
－
4
8

祝
梅
川
－
4
9

北
筒
式

タ
プ
コ
プ
式

突
起
部
か

土
器
囲
炉
の
土
器
と
同
［

土
器
囲
炉
の
土
器
と
同
じ

内
面
施
文

口
唇
施
文

口
唇
施
文

タ
プ
コ
フ
。
式

タ
プ
コ
プ
式

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

祝
梅
川
－
5
0

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ６ ６ ６

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ ｊ

梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅 梅

祝 祝 祝 祝 祝 祝 祝 祝 祝 祝 祝 祝

１ ｌ ２ ｌ ３ ４ ５ ６ ７ ｌ ８ ’ ９ ０ １ － ２

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

文 文

施 施

辰 口 辰 口

ロ ロ
ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

雛
澗
式

雛
澗
式

鯲
澗
式

雛
墹
式

堂
林
式

堂
林
式

堂
林
式

刻
み

刻
み

刻
み
無
文
部
・
口
唇
角
刻
み

刻
み

突
瘤
文

突
瘤
文

蝿 皿
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遺
物

分
類

試
料

N
C

タ
イ
プ

分
類

試
料

N
C

遺
物

分
類

型
式

’
備

タ
イ
プ

分
類

備
考

分
類

’
型

式
試

料
試

料
｜
分
類

考

4
/
5
接
合

盤
状
粘
土
破
片

祝
梅
川
－
8

十
器
片

円
筒
土
器
下
層
d
式

撚
糸
文
・
内
面
も
施
文

８
祝
梅
川
－
3
2

A
u
b
－
3

小
片
多
数
・
接
合
不
可

盤
状
粘
土
破
片

祝
梅
川
一
9

祝
梅
川
一
3
5

土
器
片

I
り
筒
土
器
下
層
d
式

H
1

T
T
1

，

1
1
0
－
．

撚
糸
文
・
絡
条
体
圧
痕

土
器
朋
炉
の
土
器
と
同
じ

円
筒
土
器
ﾄ
層
d
式

土
器
片

祝
梅
川
－
3

1
粘
土
塊

Ⅱ
b

3
祝
梅
川
－
1

H
B

土
器
片

ダ
フ
・
コ
プ
式

祝
梅
川
－
3
9

土
器
片

大
麻
V
式

内
面
縄
文

H
Ⅳ
a

2
祝
梅
川
－
2
0

Ⅱ
b

2
B

沈
線
・
磨
消
縄
文

口
縁
・
沈
線
＋
刻
み

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

十
器
片

十
器
片

祝
梅
川
一
4
0

土
器
片

大
麻
V
式

内
面
縄
文

H
Ⅳ
b
一
］

祝
梅
川
一
2
3

B
Ⅱ
b

2

堂
林
式

祝
梅
川
一
4
2

土
器
片

内
面
縄
文
・
表
面
剥
落

口
唇
施
文
・
縄
線
2
条
・
内
而
縄
文

Ⅳ
c
－
1

祝
梅
川
一
2
5

大
麻
V
式

H
B

Ⅱ
b
－
2

'二
器
囲
炉
の
土
器
と
同
じ

タ
プ
コ
フ
｡式

十
器
片

上
器
片

祝
梅
川
一
5
0

Ⅳ
a

2
祝
梅
川
一
2
7

大
麻
V
式

H
Ⅲ
b

2
B

1
7
唇
施
文

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

~
1
u
p
u

r
荷
弄
ﾉ

W
祝
梅
川
一
5
5

Ⅳ
b
－
1

祝
梅
川
－
2
9

祝
梅
川
－
3
0

土
器
片

大
麻
V
式

口
唇
施
文
・
内
｢
A
j
縄
文
・
縄
文
1
条

H
Ｂ Ｂ

Ⅱ
b
－
2

粘
土
塊

祝
梅
川
一
2

十
器
片

円
筒
土
器
下
層
d
式

撚
糸
文
・
内
面
横
位

I
Ⅱ
b
－
3

'1
，
片

粘
土
塊

祝
梅
川
－
1
0

'一
器
片

｜
Ⅲ
b

3
祝
梅
川
－
3
7

1レ
ム
識
一

（.・
震
{し
同
ｴ、

B

1
/
4
残

盤
状
粘
土
破
片

祝
梅
川
一
1

1
祝
梅
川
一
4
7

祝
梅
川
一
5
4

十
器
片

十
器
片

北
筒
式

B
I
I
I
b
－
3

'
N
1

盤
状
粘
土
破
片

祝
梅
川
一
1
2

1
1
唇
施
文

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

I
B

Ⅳ
b
－
1

'1
,型

1／
2残

盤
状
粘
土
破
片

祝
梅
川

1
4

祝
梅
川
－
4
8

上
器
片

|上
筒
式

突
起
部
か

I
r， Lノ

Ⅲ
b

祝
梅
川

1
6

粘
十
塊

祝
梅
川
－
5
2

土
器
片

ウ
サ
ク
マ
イ
C
式

口
唇
施
文

1
Ⅳ
b

1
（
1

2
．
3
c
m
の
粘
上
塊
多
数

粘
土
塊

祝
梅
川
一
1
7

祝
梅
川
一
1
3

盤
状
粘
土
破
)
I

1
/
6
残

I
，

や
や
小
卿

2
/
3
残

祝
梅
川
一
1
8

祝
梅
川
－
1
9

砧
|乳
塊

土
器
片

大
麻
V
式

'
1
唇
施
文
に
繩
線
2
条

祝
梅
川
－
2
6

Ⅱ
b

2
，

|ﾉ
1而
繩
文

大
麻
V
式

土
器
片

土
器
片

祝
梅
川
3
4

|晶
器
片

円
筒
土
器
下
層
d
式

Ⅱ
b

2
’ １

E
Ⅱ
b

3

大
麻
V
式

祝
梅
川

2
1

祝
梅
川
一
5
6

Ⅱ
b

2
k
器
片

糀
澗
式

亥
|l
み

E
Ⅳ
b

3

’
口
唇
細
線
・
内
I
f
l
i
縄
文
・
縄
文
1
条

大
麻
V
式

祝
梅
川
－
2
8

十
器
H

Ⅱ
b
－
2

祝
梅
川
一
3

盤
状
粘
土
破
片

I
F

化
筒
式

土
器
片

土
器
片

祝
梅
川
－
3
6

Ⅲ
b

４ ５

~ ~川 川

梅 梅

祝 祝

盤
状
粘
土
破
片

ほ
ぼ
完
形
に
接
合

１ １

Ｆ Ｆ
1

口
縁
・
突
荊
又

堂
林
式

祝
梅
川
一
4
3

盤
状
粘
土
破
片

3
/
4
接
合
。
細
か
く
割
れ
て
い
る

Ⅳ
c
－
l

上
器
片

円
筒
土
器
下
層
d
式

祝
梅
川
一
4
4

祝
梅
川
一
4
5

盤
状
粘
土
破
片

2
個
体
の
う
ち
1
点
．
l
/
2
残

Ⅱ
b
－
3

祝
梅
川
－
6

I
F

円
筒
土
器
ﾄ
屑
。
式

多
軸
絡
条
体

土
器
片

祝
梅
川

7
礁
状
粘
土
破
片

I
Ⅱ
b

3
l
/
4
残

小
型

l／
2残

F

t
器
臨
炉
の
土
器
と
l
i
l
じ

土
器
片

祝
梅
川
一
4
9

タ
プ
コ
プ
式

Ⅳ
a
－
2

祝
梅
川
一
1
5

盤
状
粘
土
破
片

I
F

内
面
施
文

l器
片

タ
プ
コ
プ
式

祝
梅
川
－
5

1

祝
梅
川
5
3

祝
梅
川
2
2

'二
器
片

大
麻
V
式

復
元
土
器
と
|
画
I
じ
・
破
片
多
数

I
V
a

2
Ⅱ
b

2
F

ウ
サ
ク
マ
イ
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式

口
唇
施
文

土
器
片

祝
梅
川
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2
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祝
梅
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3
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土
器
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大
麻
V
式

内
面
縄
文

I
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b

1
Ｆ Ｆ

Ⅱ
b
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刻
み
熊
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・
口
唇
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刻
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十
器
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硴
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式

祝
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8
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囲
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じ
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b

3
タ
プ
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式

I
Ⅳ
a
－
2
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澗
式
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み
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片
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梅
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一
5
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梅
川

6
1

Ⅳ
b
－
3

堂
林
式
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梅
川
一
6
0

土
器
片

突
瘤
又

I
F

I
V
c
－
1

堂
林
式
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瘤
文
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片
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梅
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一
3
3
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器
片
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筒
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式
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表Ⅵ－2－8 組成分類表（1 ）

FelQtlS i
試料

No

タイプ

分類3類

遺物分類

｜ 試 料
タイプI ・Qt l ・Fe203

Ⅲ ｜ 粘土塊
タイプI ・Qt2 ･Fe203

［ ｜ 粘土塊
タイプⅡ．Qt2 ・Fe203

F 盤状粘土破片

I 稚状粘土破片

タイプⅡ･Qt3 ･Fe203

G 土器片

I 土器片

タイプ。Ⅱ。Qt4･Fe203

B | 土器片
タイプⅡ。Qt4･Fe203

「 ｜ 土器片
タイプⅡ ｡Qt7 ･Fe203

J | 土器片
タイプⅢ・Qt2 ･Fe203

B 粘土塊

F 稚状粘土破片

F 盤状粘土破片

H 盤状粘土破片

タイプ。Ⅲ。Qt2 ・Fe203

F 盤状粘土破片

F 盤状粘土破片

タイプⅢ。Qt3 ・Fe203

1 盤状粘土破片

I 盤状粘土破片

F 土器片

ＦＦ

F

分類 型 式

(1 ３

3］ ｜ ］ ~
~
~
~
~

’祝梅川－2

画 2

祝梅川－1 02 2 1 1

⑧

祝梅川－5

祝梅川－1 1

２
’
２

２
’
２

’
’
１

(耳） 2

‐
ｌ
寸
１
⑤
丁
４
⑥
Ｔ
ｌ
⑦
Ｔ
ｌ

祝梅川－33

祝梅川－45

２
’
２

円筒土器下層d式

円筒土器下層d式

２

２

３

３
~

ｂ

ｂ

Ⅱ

Ⅱ

３

３

1

祝梅川－47 Ⅲb－3 北筒式1 1 4 ２

2

1 1 2 1祝梅川-44 Ⅱb－3 円筒土器下層d式２

1

2 1祝梅川－46 Ⅲb－Q 北筒式』1 ７

1a）

祝梅川－1

祝梅川－4

祝梅川－7

祝梅川－8

２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２

３

３

1

１

１ ３

３1

9 ２

3 1祝梅川-3
3 1祝梅川-6

２
’
２

２
’
２

、 I

祝梅川－1

祝梅川－1

祝梅川－2

２

４

２

３
３
ｌ
３
－
３
ｌ
３
ｌ
３
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
３
’
３

３
’
３
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
３
’
３
３
’
３

３

1

’

’

１ 大麻V式

大麻V式

円筒土器下層d式

円筒土器下層d式

円筒土器下層d式

タプコプ式

タプコプ式

タプコプ式

ウサクマイC式

２

２

３

３

３

２

２

２

１

１

１

~

~
~
~
~
~
~

~~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ｃ

ｃ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

I 土器片

B 土器片

A 土器片

E 土器片

F 土器片

H |器片

I 土器片

I 土器片

I 土器片

I 土器片

⑩タイプⅢ。Qt3･Fe203

1 粘土塊

I 土器片

B 土器片

I

I

B

祝梅川－28

祝梅川-30

’

’

’

１

’

１

ｌ

１
ｌ
１
１
’
１

１

祝梅川－32

祝梅川－34

祝梅川－38

祝梅川-50

祝梅川－5 1

祝梅川－53

堂林式

堂林式

祝梅川－6 1

祝梅川－62

2

祝梅川－1

祝梅川－2

祝梅川－3

８

１
’
７

２
’
２

３
’
３
’
３

３
’
３
’
３

大麻V式

北筒式

Ⅱb－2

Ⅲb－3２

nlrb

OlO



Ⅵ自然科学的分析

表VI-2-9 組成分類表(2)

|Q[Fe
タイプ

分類

遺物分類試料

No

S i
型 式試 料 分類

⑫タイプ°Ⅲ、Qt4 ・Fe203 : 1

盤状粘土破片祝梅川－1 31 ３ ，1

大麻V式十器片祝梅川一29 Ⅱb 21 1 ３ B

土器片

土器片

円筒土器下層d式祝梅川－35 Ⅱb－34 A

~I
1 3

| i｡筒式祝梅川一36 Ⅲb 3４

４

３

３

１

１

１

十器片 堂林式祝梅川－42 Ｈ

Ｉ

Ｃ

Ⅳc 1

十器片 堂林式祝梅川－434 Ⅳc－l3

土器片 |上筒式祝梅川－483 Ⅲb－31 4

土器片 硴澗式祝梅川－59３ I Ⅳb－341

⑬タイプⅢ。Qt4･Fe203 : 2

盤状粘土破片

土器片

祝梅川－9２ H1 ３

タプコプ式祝梅川－39２ 3 H Ⅳa－9白４

十器片 ウサクマイC式祝梅川-40 Ⅳb ］２

２

Ｈ

Ｇ

4

祝梅川－4 1 上器片 Ⅳb-3 硴澗式1 0

⑭タイプⅢ、Qt5 ･Fe203 : 1

十器片 Ⅱb-2 大麻V式祝梅川－1 91 1 5 1 3 I

大麻V式土器片

土器片

祝梅川－24 F Ⅱb－2

Ⅳb－3

5 ３1

I
硴澗式

堂林式

祝梅川－57５ ,］1
6 】

0

＋器片祝梅川-60 F Ⅳc－1」5 ３1

⑮タイプⅢ。Qt5･Fe203 : 2

土器片

土器片

ウサクマイC式祝梅川－54２ Ⅳb 15 B3

ウサクマイC式祝梅川－55

祝梅川－58

Ⅳb－15 H

1

２ ３

~I~に】口LL

－l~符冒ﾉ I 硴澗式Ⅳb－39 5
｡~）

0

⑯タイプⅢ。Qt5 ・Fe203 : 3

’3 1 5 1 3 1

］ ’ 6 3 1

2 6 1 3 1

2 7 1 3

］ ’ 4 1 4 1

1 5 4

1 5 4

16 4

］ ’ 3 1 5

504
kJ

３

l 1 6 3

、 ハ

ム リ

３

1 41

５５

1 4

３

］

５

｜

’

盤状粘土破片祝梅川－1 5 F

⑰タイプⅢ。Qt6 ・Fe203 : 1
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

⑱

⑲

⑳

⑳

⑳

⑬

Ⅱb－2 大麻V式
~I~口口’ L

-1.．石苛h祝梅川－23 B

タイプⅢ．Qt6 ・Fe20ヨ : 2

土器片 ウサクマイC式祝梅川－52 Ⅳb－lC

タイプⅢ。Qt7 ・Fe203 : 2

大麻V式土器片祝梅川－20 Ⅱb 2B

タイプⅣoQt4･Fe203 : 1

祝梅川－26 土器片 大麻V式Ⅱb 2，

タイプ。Ⅳ。Qt5 oFe203 : 1

土器片

土器片

大麻V式祝梅川－27 B Ⅱb－2

H 円筒土器下層d式祝梅川－3 1 Ⅱb 3

タイプⅣ．Qt6･Fe203 : 1

十器片 大麻V式祝梅川－25 Ⅱb 2B

タイプV・Qt3 ･Fe203 : 1
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｄ
中
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
白
子
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

土器片 Ⅳa－2 クプコプ式祝梅川－49 I

⑳タイプ｡V・Qt5 ･Fe203 : 1

土器片 硴澗式祝梅川－565 5 Ⅳb 31 '3

⑳タイプⅥ。Qtl･Fe203 : 4

粘土塊祝梅川－1 6

祝梅川－1 7

６

６

１

１

４

４

11’

１ 粘土塊

r､イワ

OII



図Ⅵ－2－3 三角ダイヤグラム

位置分類図
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図版Ⅵ－2 1 電子顕微鏡写真（1 ）
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Ⅵ自然科学的分り扇

2 電子顕微鏡写真（2）図版Ⅵ－2
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3 電子顕微鏡写真（3）図版Ⅵ－2
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Ⅵ目俄科学的分析

図版Ⅵ－2－4 電子顕微鏡写真（4）
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図版Ⅵ－2－5 電子顕微鏡写真（5）
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Ⅵ ｜皇|然科学的分析

図版Ⅵ－2－6 電子顕微鏡写真（6）
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図版Ⅵ－2－7 電子顕微鏡写真（7）
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Ⅵ自然科学的分析

図版Ⅵ－2－8 電子顕微鏡写真（8）
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梅川1遺跡 893㎡A-03-56

主な遺物主な遺構所収遺跡名 主な時代種別

土器

土製品

(再生土製円盤･盤状粘土塊）

石器等

石製品

（オロシガネ状石製品・

梶棒形石器・玉類など）

住居跡17軒、土坑72基、

Tピット21基、小ピット39基、

焼土15か所、剥片集中1か所、

集石6基

|日石器時代

縄文時代

前期・中期

後期・晩期

鋤
恥祝梅川小野遺跡

土器

石器等

鋤
錐

繩文l1寺代

晩期'l-'葉
焼土9か所梅川1遺跡

平成19･20年度の2か年の調査報告である。今報告書はⅣ層以下の報告となる。

両遺跡は、千歳市街地から東へ約3km、千歳川の支流である梅川の左岸、標高7

~15mに立地する。

祝梅川小野遺跡からは、主に縄文時代前期～晩期の遺構・遺物が検出されてい

る。遺構は、住居跡17軒、土坑72基などが確認された。遺物は、土器73,294点、

石器等110,227点の合計183,521点が出土している。土製品では再生土製円盤．盤状

粘土塊、石製品ではオロシガネ状石製品や梶棒形石器などが出土している。

梅川l遺跡からは、主に縄文時代晩期中葉の遺構・遺物が検出されている。遺

構は、焼土9か所が確認された。遺物は、土器2,154点、石器等4,237点の合計6,391

点が出土している。

要 約

遺跡番号は北海道埋蔵文化財包蔵地周知資料登載番号、経緯度は世界測地系による。
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